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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ホストとクライアントの間でデジタルデータインタフェース通信データリンクを起動する
方法であって、この方法は、
　ホストまたはクライアントの１つにおいて、１４０ストローブサイクルと１６０ストロ
ーブサイクルの間におよぶストローブサイクルの第１の所定の範囲に関し、作動対を含む
データ信号を論理１の状態に設定すること、
　ホストまたはクライアントの１つにおいて、ホストとクライアントの間でデジタルデー
タインタフェース通信リンクを起動するために、ストローブサイクルの第２の所定の範囲
に関し、データ信号を論理０の状態に変更すること、そして
　ホストとクライアントの間でサブフレームヘッダパケットを伝送すること
を含む方法。
【請求項２】
ストローブサイクルの第１の所定の範囲は１４５ストローブサイクルと１５５ストローブ
サイクルトの間を含む請求項１の方法。
【請求項３】
ストローブサイクルの第２の所定の範囲は４０ストローブサイクルと６０ストローブサイ
クルとの間を含む請求項１の方法。
【請求項４】
ホストとクライアントの間でデジタルデータインタフェース通信データリンクを起動する
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システムであって、このシステムは、
　１４０ストローブサイクルと１６０ストローブサイクルの間におよぶストローブサイク
ルの第１の所定の範囲に関し、作動対を含むデータ信号を論理１の状態に設定する手段、
　デジタルデータインタフェース通信リンクを起動するために、ストローブサイクルの第
２の所定の範囲に関し、データ信号を論理０の状態に変更する手段、そして
　ホストとクライアントの間でサブフレームヘッダパケットを伝送する手段
を含むシステム。
【請求項５】
ストローブサイクルの第１の所定の範囲は１４５ストローブサイクルと１５５ストローブ
サイクルトの間を含む請求項４のシステム。
【請求項６】
ストローブサイクルの第２の所定の範囲は４０ストローブサイクルと６０ストローブサイ
クルトの間を含む請求項４のシステム。
【請求項７】
コンピュータ読み取り可能媒体であって、
　デジタルデータインタフェース通信データリンクを起動させるようにするコードを含み
、コンピュータコードが、
　１４０ストローブサイクルと１６０ストローブサイクルの間におよぶストローブサイク
ルの第１の所定の範囲に関し、作動対を含むデータ信号が論理１の状態に駆動されるよう
にするコード、
　デジタルデータインタフェース通信リンクを起動するために、ストローブサイクルの第
２の所定の範囲に関し、データ信号が論理０の状態に駆動されるようにするコード、そし
て
　サブフレームヘッダパケットがホストとクライアントの間で伝送されるようにするコー
ド
を含むコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項８】
ストローブサイクルの第１の所定の範囲は１４５ストローブサイクルと１５５ストローブ
サイクルとの間を含む請求項７のコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項９】
ストローブサイクルの第２の所定の範囲は４０ストローブサイクルと６０ストローブサイ
クルとの間を含む請求項７のコンピュータ読み取り可能媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　３５米国特許法第１０９条に基づく優先権の主張
　本特許出願は、本譲受人に委譲され、参照してここに明示的に組み込まれる、２００３
年１１月１２日に出願された「切り替え可能閾値差動インタフェース（Ｓｗｉｔｈｃｈａ
ｂｌｅ　Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）」と題
される特許仮出願第６０／５１９，８３３号に対する優先権を主張する。
【０００２】
　分野
　本開示の中の本発明の実施形態は、ホストデバイスとクライアントデバイスの間で高速
データレートで信号を通信する、あるいは転送するためのデジタル信号プロトコル及びプ
ロセスに関する。さらに具体的には、本開示は、内蔵デバイスアプリケーション及び外部
デバイスアプリケーションを有する低電力高データレート転送機構を使用して、エンドユ
ーザに対するプレゼンテーション又はディスプレイのためにホスト又はコントローラデバ
イスからクライアントデバイスにマルチメディア及び他の種類のデジタル信号を転送する
技法に関する。
【背景技術】
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【０００３】
　背景
　コンピュータ、電子ゲーム関連製品及び多様なビデオ技術（例えばＤＶＤ及び高解像度
ＶＣＲ）は、いくつかの種類のテキストを含むときにもますます高解像度化する静止画像
、ビデオ画像、ビデオオンデマンド画像、及びグラフィック画像をこのような装置のエン
ドユーザへのプレゼンテーションに備えるために過去数年間に著しく進歩した。同様に、
これらの進歩により高解像度ビデオモニタ、ＨＤＴＶモニタ、又は特殊画像投影要素など
のさらに高解像度の電子表示装置の使用を使用しなければならなくなった。ＣＤ型音響再
生、ＤＶＤ、サラウンドサウンド、及び音声信号出力に関連する他の装置を使用するとき
など、このような視覚映像を高解像度又は高品質音声データと組み合わせることは、エン
ドユーザのためによりリアリスティックなコンテンツリッチな、又は真のマルチメディア
経験を作り出すために使用される。加えて、ＭＰ３プレーヤなどのきわめて移動性の高品
質サウンドシステム及びミュージックトランスポート機構がエンドユーザに対する音声専
用プレゼンテーションのために開発された。これは、コンピュータからテレビ及び電話ま
で、現在、高品質つまり品質を誇る生産に慣れ、それを期待している市販の電子機器の典
型的なユーザの期待を高める結果となった。
【０００４】
　電子製品を必要とする典型的なビデオプレゼンテーションシナリオでは、ビデオデータ
は、通常、毎秒約１キロビットから１０キロビットである、よくても低速又は中速と呼べ
る速度で現在の技法を使用して転送される。次にこのデータは所望される表示装置上での
遅れた（後の）再生のためにバッファに入れられるか、あるいは一時的な又は長期の記憶
装置に記憶されるかのどちらかである。例えば、画像は画像をデジタルで表すのに有効な
データを受信又は送信するためにモデム又はインターネット接続装置を有するコンピュー
タに常駐するプログラムを使用するインターネット「全体で」又はインターネットを使用
して転送されてよい。類似する転送は無線モデム又は無線パーソナルデータアシスタント
（ＰＤＡ）又は無線電話を備えるポータブルコンピュータなどの無線装置を使用して行う
ことができる。
【０００５】
　データはいったん受信されると、プレイバックのために内蔵記憶装置又は小型ハードデ
ィスク等の外部記憶装置を含むＲＡＭ又はフラッシュメモリなどのメモリエレメント、記
憶回路又はメモリ素子に記憶される。データ量と画像解像度に応じて、プレイバックは相
対的に迅速に開始するか、あるいはより長期間の遅延を伴なって提示される可能性がある
。すなわち、いくつかの例では、画像プレゼンテーションは、多くのデータを必要としな
い、あるいは何らかのタイプのバッファリングを使用する非常に小さい又は低い解像度の
画像にはある程度のリアルタイムプレイバックを可能にし、その結果より多くのデータが
転送されている間に、少し遅延した後にいくらかのデータが提示される。転送リンクに中
断がない、あるいは使用されている転送チャネルに関して他のシステム又はユーザからの
干渉がないならば、いったんプレゼンテーションが開始すると、転送は表示装置のエンド
ユーザに適度にトラスペアレントである。結線されたインターネット接続のような単一の
通信経路を複数のユーザが共用する場合、転送は割り込まれたり、所望されるより低速に
なる可能性がある。
【０００６】
　静止画像又は動画ビデオのどちらかを作成するために使用されるデータは、通信リンク
上でのデータの転送を加速するために、多くの場合、ジェイペグ（Ｊｏｉｎｔ　Ｐｈｏｔ
ｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）（ＪＰＥＧ）、エムペグ（Ｍｏｔｉｏ
ｎ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）（ＭＰＥＧ）、及びメディア業界、
コンピュータ業界、及び他の通信業界の周知の規格組織又は企業によって指定される技法
等のいくつかの周知の技法の１つを使用して圧縮される。これにより、既定量の情報を転
送するためにより少ないビット数を使用してより速く画像又はデータの転送することが可
能になる。
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【０００７】
　データがいったんメモリあるいは磁気記憶素子又は光学記憶素子などの保存メカニズム
を有するコンピュータ又は他の受取人装置などの「ローカル」デバイスに転送されると、
結果として生じる情報は解凍され（あるいは特殊な復号プレーヤを使用して再生され）、
必要な場合には復号され、対応する使用可能な提示解像度及び制御要素に基づいて適切な
プレゼンテーションのために準備される。例えば、Ｘピクセル×Ｙピクセルの画面解像度
に関して典型的なコンピュータビデオ解像度は、一般的には所望されるようにあるいは必
要に応じて種々の他の解像度が可能であるが、通常、４８０ピクセル×６４０ピクセルほ
どの低さから６００×８００から１０２４×１０２４の範囲である。
【０００８】
　画像プレゼンテーションは、画像コンテンツ及び既定のビデオコントローラの特定の所
定のカラーレベル又はカラー階調（色を生じさせるために使用されるピクセルあたりビッ
ト）及び輝度に関して画像を操作する能力、及び追加の利用されているオーバヘッドビッ
トによっても影響を受ける。例えば典型的なコンピュータプレゼンテーションは、他の値
にも遭遇するが、多様な色（陰影と色相）を表現するために１ピクセルあたり約８から３
２以上のビットを予想するであろう。
【０００９】
　前記値から、既定の画面画像はそれぞれ最低から最高の典型的な解像度と深度の範囲で
約２．４５メガビット（Ｍｂ）から約３３．５５Ｍｂのデータの転送を必要とすることが
分かる。毎秒３０コマの速度でビデオ又は動画タイプの画像を見るとき、必要とされるデ
ータ量は毎秒約７３．７メガビットから１，００６メガビット、つまり毎秒９．２１メガ
バイトから１２５．７５メガバイトである。加えて、マルチメディアプレゼンテーション
用の画像と共に、あるいはＣＤ品質の音楽などの別個の高解像度音声プレゼンテーション
として音声データを提示することを所望する場合がある。対話型コマンド、コントロール
、又は信号を処理する追加の信号も利用されてよい。これらのオプションのそれぞれが転
送されるなおさらに多くのデータを追加する。さらに高精細度（ＨＤ）テレビ及び映画の
録画もさらに多くのデータと制御情報を追加してもよい。いずれにせよ、高品質又は高解
像度の画像データと高品質音声情報又はデータ信号をコンテンツリッチな経験を生じさせ
るためにエンドユーザに転送することを所望するとき、プレゼンテーション要素と、この
ようなタイプのデータを提供するように構成されるソース又はホストデバイスの間では高
データ転送レートリンクが必要とされる。
【００１０】
　１秒あたり約１１５キロバイト（ＫＢｐｓ）又は９２０キロビット（Ｋｂｐｓ）のデー
タレートは、現代のシリアルインタフェースによって日常的に処理できる。ＵＳＢシリア
ルインタフェースなどの他のインタフェースは、１２Ｍｂｐｓほどの速度のデータ転送に
対処し、米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）１３９４規格を使用して構成される転送な
どの特殊高速転送が約１００ＭＢｐｓから４００ＭＢｐｓの速度で行われる。残念なこと
にこれらの速度は、ポータブルビデオディスプレイ又は音声デバイスを駆動するための高
解像度でコンテンツリッチな出力信号を提供するために未来の無線データ装置とサービス
と共に使用するために意図される前述された所望される高速データレートには及ばない。
これは、事業用コンピュータ及びその他のプレゼンテーション、ゲーム機などを含む。加
えて、これらのインタフェースは、操作するためにはかなりの量のホスト又はシステム及
びクライアントソフトウェアの使用を必要とする。そのソフトウェアプロトコルスタック
は、特にモバイルワイヤレス機器又は電話の応用例が意図される場合に、望ましくないほ
ど大量のオーバヘッドも生じさせる。このような装置はすでに課されている計算能力だけ
ではなく、厳しいメモリ制限と電力消費量制限も有する。さらに、これらのインタフェー
スのいくつかは、高度に美的指向のモバイル応用例には重すぎ、不満足な嵩張るケーブル
、コストを追加する、つまり単に消費電力が多すぎる複雑なコネクタを活用する。
【００１１】
　アナログビデオグラフィックスアダプタ（ＶＧＡ）、デジタルビデオインタラクティブ
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（ＤＶＩ）又はギガビットビデオインタフェース（ＧＶＩＦ）インタフェースなどの他の
公知のインタフェースがある。これらの最初の２つは、さらに高速の転送速度でデータを
処理するが、重いケーブルも利用し、大量の電力、つまり約数ワットを消費する並列型イ
ンタフェースである。これらの特性のどれも携帯型家庭用電子機器と使用するために修正
できない。３番目のインタフェースも電力消費が大きすぎ、高価なあるいは嵩張るコネク
タを使用する。
【００１２】
　前記インタフェースのいくつか、及び他の非常に高速のデータシステム／プロトコル又
は固定インストールコンピュータ装置用のデータ転送と関連付けられた転送機構の場合、
別の主要な欠点がある。所望されるデータ転送速度に対処することは、大量の電力及び／
又は高電流レベルでの動作も必要とする。これは、高度に移動性の消費財のためのこのよ
うな技法の実用性を大きく削減する。
【００１３】
　一般的には例えば光ファイバ型接続及び転送要素などの代替策を使用してこのようなデ
ータ転送速度に対処することは、真に商業的な消費財に所望されるよりはるかに高い複雑
度と費用をもたらす多くの追加の変換器及び要素も必要とする。光学系の一般的に高価な
性質に加えて、その電力要件と複雑度が軽量で低電力の携帯型応用例のための一般的な使
用を妨げる。
【００１４】
　携帯型、無線又はモバイル応用例のために業界で欠如してきたものは、それが音声であ
るのか、ビデオであるのか、あるいはマルチメディアベースであるのかに関係なく、きわ
めて移動性の高いエンドユーザ向けの高品質のプレゼンテーション経験を提供するための
技法である。すなわち、携帯型コンピュータ、無線電話、ＰＤＡ又は他の高度に移動性の
通信デバイス又は装置を使用するとき、使用されている現在のビデオプレゼンテーション
システム又はデバイス及び音声プレゼンテーションシステム又はデバイスは単に所望され
る高品質レベルで出力を配信することができない。多くの場合、欠如している知覚される
品質は、高品質プレゼンテーションデータを転送するために必要とされる入手できない高
速データレートの結果である。これは、エンドユーザに対するプレゼンテーションのため
のより効率的で高度なあるいは機能満載（ｆｅａｔｕｒｅ　ｌａｄｅｎ）の外付け装置へ
の転送と、コンピュータ、ゲーム機などの携帯装置と携帯電話などの無線装置の内部のホ
ストとクライアント間の転送も含むことがある。
【００１５】
　後者の場合、さらに高解像度の内蔵ビデオ画面、及び他の特殊入力装置及び／出力装置
及び接続をいわゆる第三世代電話のような無線装置に、及びいわゆるラップトップコンピ
ュータに追加する上で大きな前進があった。しかしながら、ホスト及び／又は多様な他の
制御要素及び出力構成要素が存在する、ビデオ画面又は他の要素を主要筐体に取り付ける
又は接続する、回転式又はスライド式蝶番又は蝶番状の構造にかかるブリッジを含んでよ
い内蔵データバスと接続。一例としては、例えば、無線電話で所望されるスループットを
達成するためには最高９０個の導体を必要とすることがある従来の技法を使用する高スル
ープットデータ転送インタフェースを構築することは非常に困難である。これは、克服し
なければならない多くの製造の桁違いの費用がかかる信頼性に課題がある問題を提示する
。
【００１６】
　このような問題点及び要件は、一例として、高度なデータ機能、インターネット及びデ
ータ転送接続又は内蔵エンターテインメントを提供するために、通信装置又は計算型装置
が電気製品及び他の消費者装置に追加される、固定されたロケーションのシステムにも見
られる。別の例は、個別ビデオ及び音声プレゼンテーション画面がシートバックに取り付
けられた、飛行機及びバスであろう。しかしながら、これらの状況では多くの場合、メイ
ン記憶装置、処理要素及び通信制御要素を、情報のプレゼンテーションのための相互接続
リンク又はチャネルとの可視画面又は音声出力からある距離離れて位置させる方が、より
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便利で効率的、且つ容易に実用的である。このリンクは、前述されたように所望のスルー
プットを達成するために大量のデータを処理することを必要とする。
【００１７】
　したがって、データを提供するホストデバイスとエンドユーザに出力を提示するクライ
アントディスプレイ装置又は要素の間のデータスループットを高めるためには新しい転送
機構が必要とされる。
【００１８】
　出願人は、本発明の譲受人に委譲され、参照してここにに組み込まれる、現在許可され
ている、共に「高速データレート信号転送のための通信プロトコル及びインタフェースを
作成し、実現すること（Ｇｅｎｅｒａｔｉｎｇ　Ａｎｄ　Ｉｍｐｌｅｍｅｎｔｉｎｇ　Ａ
　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ａｎｄ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｆｏ
ｒ　Ｈｉｇｈ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ）」と題される米
国特許出願第１０／０２０，５２０号及び第１０／２３６，６５７号でこのような新しい
転送機構を提案した。また、「より高速なデータレートのために信号プロトコルとインタ
フェースを作成し、実現すること（Ｇｅｎｅｒａｔｉｎｇ　Ａｎｄ　Ｉｍｐｌｅｍｅｎｔ
ｉｎｇ　ａ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ａｎｄ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ｆｏｒ　
Ｈｉｇｈｅｒ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅｓ）」と題される出願第１０／８６０，１１６号。そ
れらの出願で説明されている技法は、高速データ信号の中の大量のデータのための転送速
度を大幅に改善できる。しかしながら、特にビデオプレゼンテーションに関して増加の一
途を辿るデータレートに対する需要は伸び続ける。データ信号技術における他の継続中の
開発をもってしても、依然としてなおさらに高速の転送速度、通信リンク効率の改善、よ
り強力な通信リンクを目指して努力する必要がある。したがって、ホストデバイスとクラ
イアントデバイスの間のデータスループットを高めるために必要とされる新しい、あるい
は改善された転送機構を開発する継続するニーズがある。
【発明の開示】
【００１９】
　［概要］
　技術に存在する前記の欠点及び他は、新しいプロトコル及びデータ転送手段、方法及び
機構が、高速でホストデバイスと受取人クライアントデバイスの間でデータを転送するた
めに開発された本発明の実施形態により対処される。
【００２０】
　本発明の実施形態は、ホストデバイスとクライアントデバイス間のデジタル制御及びプ
レゼンテーションデータの事前に選択されたセットを通信するための通信プロトコルを形
成するための複数の又は一連のパケット構造を利用する通信経路上で、ホストデバイスと
クライアントデバイス間で高速でデジタルデータを転送するためのモバイルデータデジタ
ルインタフェース（ＭＤＤＩ）を目的としている。信号通信プロトコル又はリンク層はホ
スト又はクライアントリンクコントローラの物理層によって使用される。ホストデバイス
内に常駐する少なくとも１台のコントローラは通信経路又はリンクを通してクライアント
デバイスに結合され、通信プロトコルを形成するパケットを生成し、送信し、受信するよ
うに、及び１種類又は複数の種類のデータパケットにデジタルプレゼンテーションデータ
を形成するように構成される。インタフェースは、１つの共通した全体的なハウジング又
はサポート構造内に常駐できる、ホストとクライアント間の情報の双方向転送を実現する
。
【００２１】
　インプリメンテーションは、一般的には、デジタルＣＭＯＳチップ上に容易に実現でき
る差動ドライバと受信機を例外として本来すべてデジタルであり、６のように少ない信号
を必要とし、システムデザイナにとって便宜的であるほとんどすべてのデータレートで動
作する。簡略な物理層プロトコルとリンク層プロトコルにより統合は容易になり、ハイバ
ネーション状態が加わったこの簡略さによりポータブルシステムは非常に低いシステム電
力消費を有することができる。
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【００２２】
　使用と受容に役立つために、インタフェースはデバイスのコストをほとんど増加せず、
標準電池電圧を使用するインタフェースを通じてディスプレイに電力を供給できる一方、
電力をほとんど消費しないで済むようにし、ポケットサイズのフォームファクタを有する
装置に対処できる。インタフェースはＨＤＴＶを超える解像度をサポートするためにスケ
ラブルであり、表示措置に対する同時ステレオビデオと７．１音声をサポートし、任意の
画面領域への条件付更新を実行し、両方向での複数のデータタイプをサポートする。
【００２３】
　本発明の実施形態の更なる態様では、少なくとも１台のリンクコントローラ、つまりク
ライアント受信機がクライアントデバイス内に配置され、通信経路又はリンクを通じてホ
ストデバイスに結合される。クライアントリンクコントローラも通信プロトコルを形成す
るパケットを生成し、送信し、受信するように、及び１種類又は複数の種類のデータパケ
ットにデジタルプレゼンテーションデータを形成するようにも構成される。一般的には、
ホスト又はリンクコントローラはコマンド又は特定の種類の信号作成及び照会処理で使用
されるデータパケットを処理するための状態機械を利用するが、通信プロトコルで使用さ
れるデータ及びあまり複雑ではないパケットのいくつかを操作するためにより低速の汎用
プロセッサを使用できる。ホストコントローラは、１台又は複数台の差動ラインドライバ
を備える。一方クライアントレシーバは通信経路に結合される１台又は複数台の差動ライ
ンレシーバを備える。
【００２４】
　パケットは、様々な可変長を有する所定数のパケットと共に所定の固定長を有するホス
トデバイスとクライアントデバイス間で通信されるメディアフレーム内で共にグループ化
される。パケットはそれぞれパケット長フィールド、１つ又は複数のパケットデータフィ
ールド、及びサイクリックリダンダンシーチェックフィールドを備える。サブフレームヘ
ッダパケットはホストリンクコントローラからの他のパケットの転送の始めに転送される
又は配置される。１つ又は複数のビデオストリーム型パケット及び音声ストリーム型パケ
ットは、クライアントデバイスユーザへのプレゼンテーションのために、順方向リンクで
、ホストからクライアントへそれぞれビデオタイプデータと音声タイプデータを転送する
ために通信プロトコルによって使用される。１つ又は複数の逆方向リンクカプセル化タイ
プのパケットはクライアントデバイスからホストリンクコントローラにデータを転送する
ために通信プロトコルによって使用される。いくつかの実施形態におけるこれらの転送は
、少なくとも１つのＭＤＤＩデバイスを有する内蔵コントローラから内蔵ビデオ画面への
データの転送を含む。他の実施形態は内部サウンドシステムへの転送及びジョイスティッ
ク及び複雑なキーボードを含む多様な入力装置から内蔵ホストデバイスへの転送を含む。
【００２５】
　フィラー型パケットは、データを有さない順方向リンク伝送の期間を占有するために、
ホストリンクコントローラによって生成される。複数の他のパケットは、ビデオ情報を転
送するために通信プロトコルによって使用される。このようなパケットは、カラーマップ
パケット、ビットブロック転送パケット、ビットマップ領域塗りつぶしパケット、ビット
マップパターン塗りつぶし、及び透明カラーイネーブル型パケットを含む。ユーザ定義ス
トリーム型パケットは、インタフェースユーザ定義データを転送するために通信プロトコ
ルによって使用される。キーボードデータと及びポインティングデバイスデータ型パケッ
トは、前記クライアントデバイスと関連付けられるユーザ入力装置に、及びユーザ入力装
置からデータを転送するために通信プロトコルによって使用される。リンクシャットダウ
ン型パケットは、前記通信経路上のどちらかの方向でのデータの転送を終了するため通信
プロトコルによって使用される。
【００２６】
　通信経路は、通常、一連の４本又は５本以上の導線と１つのシールドを有するケーブル
を備え、又は利用する。さらにプリントワイヤ又は導体を所望されるように使用でき、い
くつかはフレキシブル基板上に存在する。
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【００２７】
　ホストリンクコントローラは、前記クライアントが前記インタフェースを通じてどのよ
うな種類のデータとデータタイプに対処できるのかを決定するためにクライアントデバイ
スから表示能力情報を要求する。クライアントリンクコントローラは、少なくとも１つの
クライアント機能型パケットを使用して表示能力又はプレゼンテーション機能をホストリ
ンクコントローラに伝達する。複数の転送モードが通信プロトコルによって使用され、そ
れぞれは既定の期間で平行して異なる最大数のデータのビットの転送を可能にし、それぞ
れのモードはホストリンクコントローラとクライアントリンクコントローラの間の交渉に
よって選択可能である。これらの転送モードはデータの転送中に動的に調整可能であり、
順方向リンクで使用されるのと同じモードが逆方向リンクで使用される必要はない。
【００２８】
　本発明のいくつかの実施形態の他の態様では、ホストデバイスは、無線電話、無線ＰＤ
Ａ、又はその中に配置される無線モデムを有するポータブルコンピュータ等の無線通信装
置を備える。典型的なクライアントデバイスはマイクロディスプレイ装置及び／又は携帯
型音声プレゼンテーションシステム等のポータブルビデオディスプレイを備える。さらに
、ホストはクライアントデバイスユーザに提示されるために転送されるプレゼンテーショ
ンデータ又はマルチメディアデータを記憶するための記憶手段又は要素を使用してよい。
【００２９】
　いくつかの実施形態のさらに他の実施形態では、ホストデバイスは、無線電話、無線Ｐ
ＤＡ又はポータブルコンピュータ等の無線通信装置などの携帯型電子装置内に常駐する、
後述されるような、ドライバ付きのコントローラ又は通信リンク制御装置を備える。この
構成の典型的なクライアントデバイスは、クライアント回路又は集積回路、あるいはホス
トに結合され、同装置内に常駐する、及び携帯電話用の高解像度画面等の内蔵ビデオディ
スプレイ、及び／又は携帯型音声プレゼンテーションシステムに結合される、代替の何ら
かの種類の入力システム又は装置の中のモジュールを備える。
【００３０】
　本発明の多様な構造及び動作だけではなく、本発明の追加の特徴及び利点も添付図面に
関して詳細に説明される。図中、同様の参照番号は、一般的に同一の、機能上類似する、
及び／又は構造上類似する要素又は処理ステップを示し、要素が最初に出現する図面は参
照番号の一番左側の数字（複数の場合がある）により示される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　Ｉ．概要
　本発明の全般的な目的は、後述されるように、「シリアル」型のデータリンク又はチャ
ネルを使用して、表示要素等のホストデバイスとクライアントデバイス間の短距離通信リ
ンクでの高速又は非常に高速のデータ転送を可能にする、費用効果が高く、電力消費が低
い転送機構をもたらすモバイルディスプレイデジタルインタフェース（ＭＤＤＩ）を提供
することである。本機構は、特に、（ハウジング又はサポートフレームに対して）内臓表
示要素又は入力装置を中央コントローラに、あるいはウェアラブルマイクロディスプレイ
（ゴーグル又はプロジェクタ）等の外部表示要素又は装置をポータブルコンピュータ、無
線通信装置又はエンターテインメント装置に接続する上で有効な小型コネクタと薄い可撓
ケーブルを用いるインプリメンテーションに役立つ。
【００３２】
　用語モバイルとディスプレイはプロトコルの命名に関連しているが、これがインタフェ
ースとプロトコルを扱う仕事をする当業者により容易に理解される標準的な名称を有する
という点でのみの便宜上であることが理解されなければならない。しかしながら、以下の
提示される実施形態を検討後、多くの移動性ではなく、ディスプレイに関係しない応用例
がこのプロトコルの適用及び結果として生じるインタフェース構造から恩恵を受け、ＭＤ
ＤＩラベルが本発明の性質又は有効性、あるいは多様な実施形態に対する制限を暗示する
ことを目的としないことが容易に理解されるであろう。
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【００３３】
　本発明の実施形態の利点とは、非常に柔軟でありながら、複雑度が低く、低コストで、
信頼性が高く、使用環境によく適合し、非常に堅牢であるデータ転送のための技法が提供
される点である。
【００３４】
　本発明の実施形態は、通常は音声、ビデオ又はマルチメディアの応用例用の大量のデー
タをホスト又はソースデバイスから通信又は転送するための多岐に渡る状況で使用でき、
この場合このようなデータは、高速でクライアント表示装置又はプレゼンテーション装置
に生成されるか、記憶される。後述される典型的な応用例は、ポータブルコンピュータ又
は無線電話又はモデムのどれかから、小型ビデオ画面あるいは小型投射レンズとスクリー
ンを含むゴーグル又はヘルメットの形を取る等のウェアラブルマイクロディスプレイ器具
への、あるいはホストからこのような構成要素内のクライアントデバイスへのデータの転
送である。多様な内部入力装置、又はクライアントを利用する外部入力装置から内部に位
置する（同じ装置のハウジング又はサポート構造内に配置される）ホストへだけではなく
、プロセッサから内蔵スクリーン又は他のプレゼンテーション要素である。
【００３５】
　ＭＤＤＩの特性又は属性は、それらが特殊な表示技術又はプレゼンテーション技術と無
関係であるほどである。これは、そのデータの内部構造に関わらず、あるいはそれが実現
するデータ又はコマンドの機能上の態様に関係なく高速でデータを転送するためのきわめ
て柔軟な機構である。これにより、例えば特定の装置の一意の表示要望等のある特定のク
ライアントデバイスの特異性に適応するように、あるいはいくつかのＡ－Ｖシステム用の
結合された音声とビデオの、あるいはジョイスティック、タッチパッド等の特定の入力装
置の要件を満たすように転送されているデータパケットのタイミングを調整できるように
なる。選択されたプロトコルに従う限り、インタフェースは非常に表示要素又はクライア
ントデバイスに非常にとらわれない（ａｇｎｏｓｔｉｃ）。加えて、集合シリアルリンク
データ、つまりデータレートは数桁変化することがあり、通信システム又はホストデバイ
ス設計者がコスト、電力要件、クライアントデバイス複雑度、又はクライアントデバイス
更新速度を最適化できるようにする。
【００３６】
　データインタフェースは現在おもに「有線」信号リンク又は小型ケーブル上で大量の高
速データを転送する際に使用するために提示される。しかしながら、いくつかの応用例で
は、インタフェースプロトコルのために開発された同じパケットとデータ構造を使用する
ことが構成されるならば光ベースのリンクを含む無線リンクも利用してよく、十分に低い
電力消費量又は実際的であり続ける複雑度での所望されるレベルの転送を持続できる。
【００３７】
　ＩＩ．環境
　典型的な応用例は、音声再生システム１０８と１１２と共に、それぞれ表示装置１０４
と１０６とデータを通信しているポータブルコンピュータ又はラップトップコンピュータ
１００及び無線電話又はＰＤＡ装置１０２が示されている図１Ａと図１Ｂに見られる。さ
らに、図１Ａは、明確にするためだけに１つの図に示されているが、無線装置１０２にも
接続可能である大型のディスプレイ又は画面１１４あるいは画像プロジェクタ１１６への
潜在的な接続を示す。無線装置は、現在データを受信できる、あるいは無線装置のエンド
ユーザによる表示及び／又は聴聞のための後のプレゼンテーション用に特定量のマルチメ
ディアタイプデータを記憶素子又は記憶装置に過去に記憶した。典型的な無線装置は、大
体の場合、音声及び単純なテキスト通信用に使用されるので、情報を装置１０２のユーザ
に通信するためにやや小型の表示画面と単純な音声システム（スピーカ）を有する。
【００３８】
　コンピュータ１００は、はるかに大型の画面を有するが、依然として不適当な外部サウ
ンドシステムを有し、高精細度テレビ又は映画のスクリーンなどの他のマルチメディアプ
レゼンテーション装置には及ばない。コンピュータ１００は図解の目的に使用され、他の
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種類のプロセッサ、対話型ビデオゲーム又は家庭用電子機器も本発明と共に使用できる。
コンピュータ１００は無線通信のために無線モデル又は他の内蔵装置を利用できる、ある
いは所望されるようにケーブル又は無線リンクを使用してこのような装置に接続できるが
、これらに限定されない。
【００３９】
　これにより、より複雑な、つまり「リッチな」データのプレゼンテーションが有効又は
楽しい経験になる。したがって、業界はエンドユーザに情報を提示し、最小レベルの所望
される楽しみ又は積極的な経験を提供するために他の機構及び装置を開発している。
【００４０】
　前述されたように、装置１００のエンドユーザに情報を提示するために複数の種類の表
示装置が開発された又は開発されている。例えば、一社又は複数の企業が視覚的表示を提
示するためにデバイスユーザの目の前で画像を投影するウェアラブルゴーグルのセットを
開発した。正しく配置されると、このようなデバイスは、視覚的な出力を提供する要素よ
りはるかに大きい「仮想画像」を、ユーザの目によって知覚されるように効果的に「投射
」する。つまり非常に小さい投射要素により、ユーザの目（複数の場合がある）は、典型
的なＬＣＤ画面等で可能であるよりはるかに大規模に画像を「見る」ことができる。より
大型の仮想画面画像を使用することにより、さらに限定されたＬＣＤ画面ディスプレイで
可能となるよりはるかに高い解像度の画像の使用も可能になる。他の表示装置は、表面等
の上に画像を映写するために、小型ＬＣＤ画面又は多様なフラットパネルディスプレイ要
素、映写レンズ及びディスプレイドライバを含むことができるが、これらに限定されない
であろう。
【００４１】
　別のユーザに、又は代わりに信号を他のどこかに転送する又はそれらを記憶する別の装
置に出力を提示するために無線装置１０２又はコンピュータ１００に接続されるあるいは
無線装置１０２又はコンピュータ１００の使用に関連付けられる追加の要素もあってよい
。例えば、データは、例えば書き込み可能ＣＤ媒体を使用して光学形式でフラッシュメモ
リに、あるいは後の使用のために磁気テープレコーダ及び類似する装置内等の磁気媒体に
記憶されてよい。
【００４２】
　加えて、多くの無線装置とコンピュータは現在、他の高度なサウンドデコーダとサウン
ドシステムだけではなく、内蔵ＭＰ３ミュージック復号機能も有している。ポータブルコ
ンピュータは原則としてＣＤプレイバック機能とＤＶＤプレイバック機能を活用し、いく
つかは事前に記録された音声ファイル用を受信するための小型専用フラッシュメモリ読取
装置も有する。このような機能を有することの問題点は、デジタルミュージックファイル
が、復号とプレイバックプロセスが足並みを合わせることができる場合にだけであるが、
きわめて強化されたフィーチャリッチ（ｆｅａｔｕｒｅ　ｒｉｃｈ）な経験を約束すると
いう点である。同じことはデジタルビデオファイルにも当てはまる。
【００４３】
　音声再生を支援するために、サブウーファー等の追加要素、あるいは前部と後部のサウ
ンドプロジェクション用の「サラウンドサウンド」スピーカも加えることができるであろ
う外部スピーカ１１４が図１Ａに示されている。同時に、スピーカ又はイヤホン１０８は
、図１Ｂのマイクロディスプレイ装置のサポートフレーム又は機構にとって内蔵として示
されている。公知となるように、電力増幅装置又は音声整形装置を含む他の音声又はサウ
ンド再生要素が使用できる。
【００４４】
　いずれにせよ、前述されるように、データソースからエンドユーザに対して１つ又は複
数の通信リンク１１０上で高品質又は高解像度の画像データ及び高品質の音声情報又はデ
ータ信号を転送することを所望するときには高速データレートが必要とされる。すなわち
転送リンク１１０は明らかに前述されたようなデータの通信では潜在的なボトルネックで
あり、現在の転送機構は通常所望されるような高速データレートを達成しないため、シス
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テム性能を制限している。例えば前述されたように、１０２４ピクセル×１０２４ピクセ
ル等のさらに高解像度の場合、１ピクセルあたり２４から３２ビットのカラー階調と、３
０ｆｐｓというデータレートを用いると、データレートは７５５Ｍｂｐｓ以上を凌ぐ速度
に近づくことができる。加えて、このような画像は、音声データとおそらく対話型ゲーム
又は通信に対処する追加の信号、あるいは多様なコマンド、制御又は信号を含むマルチメ
ディアプレゼンテーションの一部として提示されてよく、量又はデータ及びデータレート
をさらに増加する。
【００４５】
　データリンクを確立するために必要なケーブル又は相互接続がより少ないということは
、ディスプレイに関連付けられるモバイル機器がさらに使用しやすく、さらに大きなユー
ザベースに採用される可能性が高いことを意味することも明らかである。これは、特に、
複数の装置が完全な視聴覚経験を確立するために一般的に使用される場合に、及びさらに
特にディスプレイと出力装置の品質レベルが増加するにつれて当てはまる。
【００４６】
　ビデオ画面及び他の出力装置や入力装置における前述の、及び他の改善に関する別の典
型的な応用例は、音声再生システム１３６と１４６と共に、それぞれ「内蔵」表示装置１
３４と１４４とデータを通信をしているポータブルコンピュータ又はラップトップコンピ
ュータ１３０及び無線電話又はＰＤＡ装置１４０が示される図１Ｃと図１Ｄに見られる。
【００４７】
　図１Ｃと図１Ｄでは、全体的な電子デバイス又は製品の小さな切取内部図が、今日のエ
レクトロニクス産業全体で使用されている何らかの公知のタイプの回転接続全体で、それ
らをビデオディスプレイエレメント又は対応するクライアントを有する画面に接続する汎
用通信リンク、ここでは１３８と１４８を備えた装置の一部分の中の１つ又は複数の内部
ホストとコントローラの位置を示すために使用される。これらの転送に関与するデータ量
が多数の導線がリンク１３８と１４８を構成することを必要とすることが分かる。このよ
うなデータを転送するために使用可能な並行した、又は他の公知のインタフェース技法の
タイプのために、このような装置上で高度なカラーインタフェースとグラフィックインタ
フェース、ディスプレイエレメントを活用する今日の増大する必要性を満たすためにこの
ような通信リンクは９０以上の導線に近づいていると推定される。
【００４８】
　残念なことに、該さらに高いデータレートは、単位時間あたりに転送される必要がある
未処理のデータ量と信頼性のある費用効果の高い物理的な転送機構を製造するという両方
の点において、データを転送するために現在使用可能な技術を超えている。
【００４９】
　必要とされるのは、一貫して（さらに）低い電力、軽量、及び可能な限り簡略且つ経済
的なケーブル布線構造を可能にする提示要素とデータソース間のデータ転送リンク又は通
信経路用のさらに高速でデータを転送するための技法、構成、手段または方法である。出
願人は、所望される低電力消費と複雑さを維持する一方で、モバイル機器、携帯機器又は
固定位置の装置も所望されるディスプレイ、マイクロディスプレイ又は音声転送要素に非
常に高速でデータを転送できるようにするためにこれらの目標及び他の目標を達成するた
めの新しい技法又は方法と装置を開発した。
【００５０】
　ＩＩＩ．高速デジタルデータインタフェースシステムアーキテクチャ
　新しいデバイスインタフェースを作成し、効率的に活用するために、低電力信号で非常
に高速のデータ転送速度を提供する信号プロトコルとシステムアーキテクチャが考案され
た。該プロトコルはパケットと共通フレーム構造、つまりインタフェースに課されるコマ
ンド又は操作構造と共にデータ又はデータタイプの事前に選択されたセットを通信するた
めのプロトコルを形成するために共にリンクされる構造に基づいている。
【００５１】
　Ａ．概要



(12) JP 4782694 B2 2011.9.28

10

20

30

40

50

　ＭＤＤＩリンクによって接続される、あるいはＭＤＤＩリンク上で通信する装置はホス
トとクライアントと呼ばれ、他の出力装置と入力装置も意図されるが、クライアントは通
常何らかのタイプの表示装置である。ホストからディスプレイへのデータは（順方向トラ
フィック又はリンクと呼ばれる）順方向で移動し、クライアントからホストへのデータは
、ホストによりイネーブルされるように逆方向（逆方向トラフィック又はリンク）で移動
する。これは図２に示される基本的な構成に描かれている。図２では、ホスト２０２は、
順方向リンク２０８と逆方向リンク２１０を備えるとして描かれる双方向通信チャネル２
０６を使用してクライアント２０４に接続される。しかしながら、これらのチャネルはそ
のデータ転送が順方向リンク動作と逆方向リンク動作の間で効果的に切り替えられる導線
の１つの共通したセットにより形成されている。これにより、導線の数は大幅に削減され
、モバイル電子デバイス向け等の低電力環境における現在の高速データ転送に対する手法
が直面する多くの問題の１つに即座に対処できる。
【００５２】
　他の箇所に説明されるように、ホストは、本発明を使用することから恩恵を受けること
ができる複数の種類の装置の内の１つを備える。例えば、ホスト２０２は携帯用デバイス
、ラップトップ装置、又は類似するモバイル計算機器の形をしたポータブルコンピュータ
となるであろう。それはパーソナルデータアシスタント（ＰＤＡ）、ページング装置、又
は多くの無線電話又はモデムの１つである場合もあるであろう。代わりに、ホスト２０２
は携帯ＤＶＤ又はＣＤプレーヤ、又はゲームプレイ装置等のポータブルエンターテインメ
ント装置又は提示装置である場合もあるであろう。
【００５３】
　さらに、ホストは、高速通信リンクがクライアントと共に所望される、種々の他の広く
使用されている、又は計画されている商品にホストデバイス又は制御要素として常駐でき
る。例えば、ホストは、ビデオ記録装置から応答の改善のために記憶装置ベースのクライ
アントに、あるいはプレゼンテーションのために高解像度大型画面に高速でデータを転送
するために使用できるであろう。機載在庫システム又は計算システム、及び／又は他の家
庭用装置に対するブルーツース接続を組み込んだ冷蔵庫等の電気製品は、インターネット
モード又はブルーツース接続モードで動作しているときに改善された表示機能を有するこ
とができる、あるいは電子コンピュータシステム又は電子制御システム（ホスト）がキャ
ビネット内のどこかに常駐する一方で、ドア内（ｉｎ－ｔｈｅ－ｄｏｏｒ）ディスプレイ
（クライアント）及びキーパッド又はスキャナ（クライアント）に対する配線のための書
き込みニーズを削減した。一般的には、当業者は、新規の追加された又は既存のコネクタ
又はケーブルのどちらかで使用可能な制限された数の導線を活用する情報のより高速なデ
ータレートトランスポートで旧い装置を改良する能力だけではなく、このインタフェース
の使用から恩恵を受ける可能性のある種々の現代的な電子デバイスと家庭用製品を理解す
るであろう。
【００５４】
　同時にクライアント２０４は、エンドユーザに情報を提示するため、あるいはユーザか
らホストに情報を提示するために有用な種々の装置を備えることができるであろう。例え
ばゴーグル又はめがねに組み込まれているマイクロディスプレイ、帽子又はヘルメットに
内蔵されている映写装置、ウィンドウ又はフロントガラス等の車両に内蔵される小型画面
又はホログラフィック素子、又は多様なスピーカ、ヘッドフォン、あるいは高品質のサウ
ンド又は音楽を提示するためのサウンドシステム等である。他のプレゼンテーション装置
は会議用、あるいは映画とテレビの画像用に情報を提示するために使用されるプロジェク
タ又は映写装置を含む。別の例は、実際にはユーザからの接触又はサウンド以外の「入力
」はほとんどない装置又はシステムユーザから大量の情報を転送するように要求される可
能性のあるタッチパッド又は敏感な装置、音声認識入力装置、セキュリティスキャナ等の
使用であろう。加えて、コンピュータ及びカーキット又はデスクキット、及び無線電話用
のホルダのためのドッキングステーションは、エンドユーザ又は他のデバイスと装置に対
するインタフェース装置として動作してよく、特に高速ネットワークが関係する場合にデ
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ータの転送を支援するためにクライアント（マウス等の出力装置又は入力装置）又はホス
トのどちらかを利用してよい。
【００５５】
　しかしながら、当業者は、本発明がこれらの装置に限定されず、記憶とトランスポート
、あるいはプレイバック時のプレゼンテーションのどちらかの点で高品質の画像とサウン
ドをエンドユーザに提供することを目的とした、市場には使用に提案される多くの他の装
置があることを容易に認識するであろう。本発明は所望されるユーザ経験を実現するため
に必要とされる高データレートに対処するために多様な要素又は装置の間のデータスルー
プットを増加するという点で有効である。
【００５６】
　本発明のＭＤＤインタフェース及び通信信号プロトコルは、コスト又は複雑度及び関連
する電力と制御の要件又はこれらの接続の制約を削減するために、ホストプロセッサ、コ
ントローラ、又は（例えば）回路構成要素及びデバイス又はデバイスハウジング又は構造
内のディスプレイの間の相互接続を簡略化するために（内蔵モードと呼ばれる）、及び外
部要素、デバイス又は装置に対する接続のため、又はそれらのためだけではなく信頼性を
高めるため（外部モードと呼ばれる）に使用されてよい。
【００５７】
　このインタフェース構造により利用される各信号ペアの集合シリアルリンクデータレー
トは、何桁も変化することがあり、システム又は装置設計者が、既定の用途又は目的のた
めにコスト、電力、インプリメンテーションの複雑度及び表示更新速度を容易に最適化で
きるようにする。ＭＤＤＩの属性は表示又は他のプレゼンテーション装置（ターゲットク
ライアント）技術とは無関係である。インタフェースを通して転送されるデータパケット
のタイミングは、表示装置、サウンドシステム、記憶素子と制御要素、又は視聴覚システ
ムの結合されたタイミング要件等の特定のクライアントの特異性に適応するように容易に
調整できる。これにより、電力消費が非常に小さいシステムを有することができる一方、
少なくともなんらかのレベルでＭＤＤＩプロトコルを利用するためにフレームバッファを
有することは多様なクライアントの要件ではない。
【００５８】
　Ｂ．インタフェースタイプ
　ＭＤＤインタフェースは、少なくとも４種類、おそらく５種類以上の通信業界及びコン
ピュータ業界の何らかの異なる物理的な種類のインタフェースに対処するとして意図され
ている。それらが使用されている特定の用途あるいはそれらが関連している業界に応じて
、他のラベル又は名称が当業者によって適用されてよいが、これらは単に１型、２型、３
型及び４型と名付けられている。例えば、単純な音声システムはより複雑なマルチメディ
アシステムより少ない接続を使用し、「チャネル」等の特徴を別に参照してよい等である
。
【００５９】
　該１型インタフェースは６ワイヤ、又は他のタイプの導線又は導電素子、つまりそれを
携帯電話又は無線電話、ＰＤＡ、電子ゲーム、及びＣＤプレーヤ等のポータブル媒体プレ
ーヤ、又はＭＰ３プレーヤ、及び類似した装置又は類似したタイプの電子消費者技術で使
用される装置にとって最適にするインタフェースとして構成される。一実施形態では、イ
ンタフェースはラップトップコンピュータ、ノート型パソコン、又はデスクトップパソコ
ン及び類似した装置又は用途により適し、迅速なデータの更新を必要とせず、内蔵ＭＤＤ
Ｉリンクコントローラを持たない８ワイヤ（導線）インタフェースとして構成できる。こ
のインタフェースのタイプは、大部分のパソコンで見られる、既存のオペレーティングシ
ステム又はソフトウェアサポートを適応させる上できわめて有効である追加の２線ユニバ
ーサルシリアルバス（ＵＳＢ）インタフェースの使用によっても区別可能である。
【００６０】
　２型、３型、及び４型インタフェースは高性能クライアント又はデバイスに適切であり
、データ信号に適切な遮蔽及び低損失転送を提供するために、追加のツイストペア型導線
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と共により大きくさらに複雑なケーブル布線を使用する。
【００６１】
　１型インタフェースは、ディスプレイ、音声、制御及び制限されたシグナリング情報を
備えることができる信号を送出し、通常、高解像度全速度ビデオデータを必要としないモ
バイルクライアント又はクライアントデバイスのために使用される。１型インタフェース
は５．１チャネル音声が加えられた３０ｆｐｓでＳＶＧＡ解像度を容易にサポートでき、
最小の構成で２組をデータ伝送用、１組を電力伝送用とする合計３組のワイヤ組だけを使
用する可能性がある。この種のインタフェースはおもに、ＵＳＢホストは信号の接続と転
送のためのこのような装置内では使用できないモバイル無線機器等の装置向けである。こ
の構成では、モバイル無線装置はＭＤＤＩホストデバイスであり、通常は、プレゼンテー
ション、表示又はプレイバックのためにクライアントに（順方向トラフィック又はリンク
）データを送信するホストからの通信リンクを制御する「マスタ」として働く。
【００６２】
　このインタフェースでは、ホストは、指定された期間それがバス（リンク）を占有し、
逆方向パケットとしてデータをホストに送信できるようにするクライアントに特殊なコマ
ンド又はパケットタイプを送信することによってクライアントからの通信データのホスト
での受信（逆方向トラフィック又はリンク）を可能にする。これは、（後述される）カプ
セル化パケットと呼ばれる種類のパケットが転送リンク上での逆方向パケットの転送に対
処し、逆方向リンクを生じさせるために使用される図３に描かれている。ホストがデータ
のためにクライアントをポーリングするために割り当てられた時間間隔がホストによって
予定され、それぞれの指定された用途の要件に基づいている。この種の半二重双方向デー
タ転送は、ＵＳＢポートがクライアントからの情報又はデータの転送に使用できない場合
に、特に有利である。
【００６３】
　ＨＤＴＶ型又は類似した高解像度を可能にする高性能ディスプレイは、フルモーション
ビデオをサポートするために約１．５Ｇｂｐｓレートのデータストリームを必要とする。
該２型インタフェースは並列で２ビットを送信することによって、該３型は並列で４ビッ
トを送信することによって高速データレートをサポートし、該４型インタフェースは８ビ
ットを並列で転送する。２型と３型インタフェースは１型と同じケーブルとコネクタを使
用するが、ポータブルデバイスでさらに高性能のビデオアプリケーションをサポートする
ためのデータレートの２倍及び４倍で動作できる。４型インタフェースは、非常に高性能
のクライアント又はディスプレイに適しており、追加のツイストペアデータ信号を備える
わずかに大きなケーブルを必要とする。
【００６４】
　ＭＤＤＩによって使用されるプロトコルは、各１型、２型、３型又は４型のホストが、
通常、何が使用できる最高のデータレートなのかを交渉することによって１型、２型、３
型又は４型のクライアントと通信できるようにする。最も低機能の装置と呼ばれるものの
能力又は使用可能な機能はリンクの性能を設定するために使用される。概して、ホストと
クライアントが両方とも２型、３型又は４型のインタフェースを使用しているシステムの
場合にも、両方とも１型インタフェースとして動作を開始する。ホストは、次に、ターゲ
ットクライアントの機能を決定し、特定の用途に適切な２型、３型又は４型のモードのど
れかに応じてハンドオフ動作又は再構成動作を交渉する。
【００６５】
　一般的には、ホストが（さらに後述される）適切なリンク層プロトコルを使用し、省電
力のためにより低速なモードに通常どんなときでも下げる、つまり再び動作を設定し直す
、あるいは高解像度表示コンテンツなどのより高速な転送をサポートするためにより高速
なモードに上げることが可能である。例えば、ホストは、システムが電池等の電源からＡ
Ｃ電力に切り替わるとき、あるいは表示媒体のソースがさらに低い解像度フォーマット又
は高い解像度フォーマットに切り替わるときに、あるいはこれらの組み合わせ又は他の条
件又は事象がインタフェースタイプ、つまり転送モードを変更する根拠とみなされてよい
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ときにインタフェースタイプを変更してよい。
【００６６】
　システムが一方向で１つのモードを使用し、別方向で別のモードを使用してデータを通
信することも可能である。例えば、１型モードがキーボード又はポインティングデバイス
等の周辺装置からホストデバイスにデータを転送するときに使用され、４型インタフェー
スモードは高速でディスプレイにデータを転送するために使用できるであろう。ホストと
クライアントが様々な速度で発信データを通信してよいことは当業者によって理解される
であろう。
【００６７】
　多くの場合、ＭＤＤＩプロトコルのユーザは「外部」モードと「内部モード」とを区別
してよい。外部モードは、ある装置内のホストを、ホストから最高約２メートルくらいで
あるその装置の外部にあるクライアントに接続するためのプロトコルとインタフェースの
使用を説明する。この状況では、ホストは、両方の装置がモバイル環境で容易に動作でき
るように外部クライアントに電力を送信してもよい。内部モードは、ホストが、共通ハウ
ジング又はサポートフレームあるいは何らかの種類の構造内等、同じ装置の内部に含まれ
るクライアントにいつ接続されるのかを記述する。一例は、無線電話又は他の無線装置内
、あるいはクライアントがディスプレイ又はディスプレイドライバ、あるいはキーパッド
又はタッチパッド等の入力装置、又はサウンドシステムであり、ホストが中央コントロー
ラ、グラフィックエンジン又はＣＰＵ要素であるポータブルコンピュータ又はゲーム装置
の応用例であろう。クライアントが外部モード応用例と対照的に内部モード応用例でのホ
ストにはるかに近く位置するので、通常、このような構成ではクライアントに対する電力
接続について説明される要件はない。
【００６８】
　Ｃ．物理インタフェース構造
　ホストデバイスとクライアントデバイスの間で通信を確立するためのデバイス又はリン
クコントローラの一般的な配置が図４と図５に示されている。図４と図５では、ＭＤＤＩ
リンクコントローラ４０２と５０２がホストデバイス２０２内に取り付けられて示され、
ＭＤＤＩリンクコントローラ４０４と５０４がクライアントデバイス２０４内に取り付け
られて示される。前述されたように、ホスト２０２は、一連の導線を備える双方向通信チ
ャネル４０６を使用してクライアント２０４に接続される。後述されるように、ホストコ
ントローラとリンクコントローラの両方とも、ホストコントローラ（ドライバ）又はクラ
イアントコントローラ（受信機）のどちらかとして対応するように設定、調整又はプログ
ラミングできる単一の回路設計を使用して集積回路として製造できる。これは、単一回路
デバイスのより大規模な製造のためのさらに低いコストを可能にする。
【００６９】
　図５では、ＭＤＤＩリンクコントローラ５０２はホストデバイス２０２’に取り付けら
れ、ＭＤＤＩリンクコントローラ５０４はクライアントデバイス２０４’に取り付けられ
て示されている。前述されたように、ホスト２０２’は一連の導線を備える双方向通信チ
ャネル５０６を使用してクライアント２０４’に接続される。前述されたように、ホスト
コントローラとクライアントリンクコントローラの両方とも単一回路設計を使用して製造
できる。
【００７０】
　ＭＤＤＩリンク上で、あるいは使用されている物理的な導線の間でホストと表示装置等
のクライアントの間で受け渡される信号も図４と図５に示されている。図４と図５で分か
るように、ＭＤＤＩを通してデータを転送するための一次的な経路又は機構はＭＤＤＩ＿
Ｄａｔａ０＋／－ＭＤＩ＿Ｓｔｂ＋／－と呼ばれるデータ信号を使用する。これらのそれ
ぞれは、ケーブル内の差動組のワイヤで転送される低圧データ信号である。インタフェー
ス上で送信されるビットごとにＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０組又はＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ組のどちら
かで１つの遷移しかない。これは電流ベースではなく、電圧ベースの転送機構であるため
、静的な電流消費はほぼゼロである。ホストはクライアントディスプレイにＭＤＤＩ＿Ｓ
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ｔｂ信号を駆動する。
【００７１】
　データはＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ組上で順方向と逆方向の両方で流れることができる、つま
りそれは双方向転送経路であるが、ホストはデータリンクのマスタ又はコントローラであ
る。ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０とＭＤＤＩ－Ｓｔｂ信号経路は雑音排除性を最大限にするため
に差動モードで操作される。これらの線路での信号のためのデータレートは、ホストによ
って送信されるクロックのレートで決定され、約１ｋｂｐｓから４００Ｍｂｐｓ以上の範
囲で可変である。
【００７２】
　該２型インタフェースは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ１１＋／－と呼ばれる該１型のそれを超
える１つの追加データ組又は導線又は経路を含む。該３型インタフェースはＭＤＤＩ＿Ｄ
ａｔａ２＋／－及びＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ３＋／－と呼ばれる２型インタフェースのそれを
超える２つの追加のデータ組又は信号経路を含む。該４型インタフェースは、それぞれＭ
ＤＤＩ＿ｄａｔａ４＋／－、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ５＋／－、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ６＋／－
、及びＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ７＋／－と呼ばれる該３型インタフェースのそれを超える４つ
のさらに多くのデータ組又は信号経路を含む。前記インタフェース構成のそれぞれでは、
ホストはＨＯＳＴ＿ＰｗｒとＨＯＳＴ＿Ｇｎｄと表されるワイヤ組又は信号を使用してク
ライアント又はディスプレイに電力を送ることができる。さらに後述されるように、電力
伝達は、使用可能であるあるいは他のモードのために存在するよりさらに少ない導体を利
用するインタフェース「タイプ」が使用されているとき、所望される場合、ＭＤＤＩ＿Ｄ
ａｔａ４＋／１、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ＋／－５、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ６＋／－、又はＭＤ
ＤＩ＿Ｄａｔａ７＋／－の導線の上のいくつかの構成で対処できる。電力伝達は、通常外
部モードに利用され、いくつかの応用例は異なってよいが、通常内部モードの必要性はな
い。
【００７３】
　多様なモードについてＭＤＤＩリンク上でホストとクライアント（ディスプレイ）の間
で受け渡される信号の要約は、インタフェースタイプに従って以下の表Ｉに描かれている
。

【表１】

【００７４】
　ホストからの転送のためのＨＯＳＴ＿Ｐｗｒ／Ｇｎｄ接続が通常外部モードに提供され
ることにも注意する。内部応用例又は運転モードは、当業者に明らかであるように、通常
、他の内部リソースから直接電力を引き出し、電力分配を制御するためにＭＤＤＩを使用
しないクライアントを有するため、このような分配はここではさらに詳細に説明されない
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期又は相互接続の便利さを可能にするために、ＭＤＤＩインタフェースを通して電力を配
分できるようにすることは確かに可能である。
【００７５】
　通常、前記構造及び動作を実現するために使用されるケーブル布線の長さは約１．５メ
ートル、通常２メートル以下であり、それぞれが同様にマルチストランド３０ＡＷＧワイ
ヤである３本のツイストペアの導線を含む。フォイルシールドカバリングが巻き付けられ
る、あるいはそれ以外の場合、追加のドレイン線として該３本のツイストペアの上に形成
される。ツイストペアとシールドドレイン導線は、技術で周知であるように、シールドが
クライアント用のシールドに接続されるクライアントコネクタで終端し、ケーブル全体を
覆う絶縁層がある。該ワイヤは、ＨＯＳＴ＿ＧｎｄとＨＯＳＴ＿Ｐｗｒ、ＭＤＤＩ＿Ｓｔ
ｂ＋ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ－、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０とＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０－、ＭＤＤＩ＿
Ｄａｔａ＋とＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ１－等のように組にされる。しかしながら、特定の応用
に基づき本発明の実施形態を実施するために様々な導電体及びケーブルが利用可能である
ことはこの技術分野において理解されるであろう。例えば、ある応用例ではケーブルを保
護するために外側を充分に被覆するかまたは金属層でさえ使用することができ、一方他の
応用では、薄く平らな導電リボンタイプの構造が良く適合するかも知れない。
【００７６】
　Ｄ．データ型及び速度
　一連のユーザ経験と応用例にとって有効なインタフェースを達成するために、モバイル
デジタルデータインタフェース（ＭＤＤＩ）は、制御情報、及びその組み合わせと共に種
々のクライアントと表示情報、音声トランスデューサ、キーボード、ポインティングデバ
イス及びモバイル表示装置に統合される、又はモバイル表示装置に合わせて作動する可能
性のある他の多くの入力装置又は出力装置にサポートを提供する。ＭＤＤＩインタフェー
スは、最小数のケーブル又は導線を使用して、順方向又は逆方向のどちらかでホストとク
ライアント間で行き来するデータの種々の潜在的な種類のストリームに対処できるように
設計される。等時性ストリームと非同期ストリーム（更新）の両方ともサポートされる。
集合データレートが、最大シリアルレートと利用されるデータエア数により制限される最
大所望ＭＤＤＩリンクレート以下である限り、データ型の多くの組み合わせが考えられる
。これらは、以下の表ＩＩと表ＩＩＩに一覧表示されるそれらのアイテムを含むことがあ
るが、これらに限定されない。
【表２】
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【表３】

【００７７】
　インタフェースは固定されていないが、将来のシステム柔軟性のためにユーザにより定
義されるデータを含む種々の情報「タイプ」の転送をサポートできるように拡張可能であ
る。対処されるデータの特定の例は、全画面又は部分画面ビットマップフィールド又は圧
縮ビデオのどちらかの形式のフルモーションビデオ、電力を節約し、インプリメンテーシ
ョン費用を削減するための低速の静的ビットマップ、種々の解像度又は速度でのＰＣＭ又
は圧縮音声データ、ポインティングデバイス位置と選択、ならびにまだ定義されなければ
ならないユーザ定義可能なデータである。このようなデータは、装置の機能を検出する、
あるいは操作パラメータを検出するために制御情報又はステータス情報と共に転送されて
もよい。
【００７８】
　本発明の実施形態は、映画（ビデオディスプレイ及び音声）を見ること、個人表示が制
限されたパソコン（グラフィックディスプレイ、ビデオと音声と結合されることもある）
使用すること、ビデオゲームをＰＣ、コンソール、又はパーソナルデバイス（動画グラフ
ィックスディスプレイ又は同期ビデオと音声）でプレイすること、ビデオ電話（双方向低
速ビデオと音声）、静止デジタル写真用カメラ、又はデジタルビデオ画像を捕捉するため
のカムコーダの形でデバイスを使用してインターネットを「サーフィンすること」、電話
、コンピュータ又はプレゼンテーションを行うためにプロジェクタにドッキングされるか
、ビデオモニタ、キーボード及びマウスに接続されるデスクトップドッキングステーショ
ンにドッキングされるＰＤＡを使用すること、及び無線ポインティングデバイスとキーボ
ードデータを含む携帯電話、スマートフォン、又はＰＤＡによる生産性の強化又はエンタ
ーテインメントの用途を含むが、これらに制限されないデータ転送での使用のための技術
を進展させる。
【００７９】
　後述されるような高速データインタフェースは、大量のＡ－Ｖ型データを、通常はワイ
ヤライン又はケーブル型リンクとして構成される通信リンク又は転送リンク上で提供する
という点で提示される。しかしながら、信号構造、プロトコル、タイミング、又は転送機
構が、それが所望されるレベルのデータ転送を持続できる場合に、光媒体又は無線媒体の
形をとるリンクを提供するように調整できるであろうことは容易に明らかになる。
【００８０】
　ＭＤＤＩインタフェース信号は、基本的な信号プロトコル又は構造用の共通フレームレ
ート（ＣＦＲ）として公知である概念を使用する。共通フレームレートを使用する背景に
ある考え方は、同時等時性データストリームに同期パルスを与えることである。クライア
ントデバイスはこの共通フレームレートを時間基準として使用できる。低ＣＦレートは、
サブフレームヘッダを送信するためにオーバヘッドを減少させることによりチャネル効率
を高める。他方、高ＣＦレートは待ち時間を減少させ、音声サンプル用にさらに小さく、
融通の利くデータバッファを可能にする。本発明のＣＦレートは動的にプログラム可能で
あり、特定の用途で使用される等時性ストリームに適切である多くの値の内の１つとして
設定されてよい。つまり、ＣＦ値は、所望されるように、既定のクライアントとホスト構
成に最も適するように選択される。
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【００８１】
　ビデオ又はミクロディスプレイ用等の用途と使用される可能性の高い等時性データスト
リーム用の調整可能又はプログラム可能であるサブフレームごとに通常必要とされるバイ
ト数が表ＩＶに示される。
【表４】

【００８２】
　サブフレームあたりのバイトの部分的なカウントは、簡略なプログラム可能Ｍ／Ｎカウ
ンタ構造を使用して容易に得られる。例えば、ＣＦあたり２６－２／３バイトのカウント
は、それぞれ２６バイトの１つのサブフレームが後に続く２７バイトの２つのフレームを
転送することによって実現される。さらに小さいＣＦレートは、サブフレームあたりのバ
イトの整数を生じさせるために選択されてよい。しかしながら、一般的にはハードウェア
内で単純なＭ／Ｎカウンタを実現するためには、本発明の実施形態の一部又はすべてを実
現するために使用される集積回路チップ又は電子モジュール内では、大型の音声サンプル
ＦＩＦＯバッファに必要とされる面積より少ない面積を必要とするはずである。
【００８３】
　様々なデータ転送速度とデータ型の影響を描く例示的な応用例がカラオケシステムであ
る。カラオケの場合、一人又は複数人のエンドユーザがミュージックビデオプログラムに
沿って歌うシステム。歌の歌詞は、ユーザが歌われる歌詞と、大体歌のタイミングとを分
かるように画面上のどこか、通常は最下部に表示される。この用途はグラフィック更新が
不定期なビデオディスプレイ、及びユーザの１つの又は複数の声をステレオ音声ストリー
ムと混合することを必要とする。
【００８４】
　３００Ｈｚという共通フレームレートを想定する場合には、各サブフレームはクライア
ント表示装置に対する順方向リンク上での（ステレオの１４７個の１６ビットのサンプル
に基づき）９２，１６０バイトのビデオコンテンツと５８８バイトの音声コンテンツから
なり、平均２６．６７（２６－２／３）バイトの音声がマイクから移動性カラオケ機械に
送り返される。非同期パケットがホストとおそらくヘッドマウント式のディスプレイの間
で送信される。これは多くても７６８バイトのグラフィックデータ（画面の４分の１の高
さ）、及び他の制御コマンドとステータスコマンドのための約２００バイト（数）バイト
未満を含む。
【００８５】
　表Ｖは、カラオケ例のサブフレーム内でデータがどのように割り当てられるのかを示す
。使用されている合計速度は約２７９Ｍｂｐｓであるように選択される。２８０Ｍｂｐｓ
というわずかに高いレートは、サブフレームあたり別の約４００バイトのデータを転送で
きるようにし、臨時の制御メッセージとステータスメッセージの使用を可能にする。
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【表５】

【００８６】
　ＩＩＩ．（続き）高速デジタルデータインタフェースシステムアーキテクチャ
　Ｅ．リンク層
ＭＤＤインタフェース高速シリアルデータ信号を使用して転送されるデータは、次々にリ
ンクされる時分割パケットのストリームからなる。たとえ送信側装置に送信するデータが
なくても、ＭＤＤＩリンクコントローラは通常自動的にフィラーパケットを送信し、この
ようにしてパケットのストリームを維持する。単純なパケット構造の使用は、ビデオ信号
又は音声信号あるいはデータストリームのための信頼性の高い等時性タイミングを確実に
する。
【００８７】
　パケットのグループは、サブフレームと呼ばれる信号要素又は構造の中に含まれ、サブ
フレームのグループはメディアフレームと呼ばれる信号要素又は構造の中に含まれる。サ
ブフレームは、そのそれぞれのサイズとデータ転送用途に応じて１つ又は複数のパケット
を含み、メディアフレームはもう１つのサブフレームを含む。ここに提示される実施形態
により利用されるプロトコルによって提供される最大サブフレームは約２３２－１、つま
り４，２９４，９６７，２９５バイトであり、最大メディアフレームサイズは約２１６－
１、つまり６５，５３５サブフレームとなる。
【００８８】
　特殊なサブフレームヘッダパケットは後述されるように各サブフレームの始まりに表示
される一意の識別子を含む。その識別子は、ホストとクライアント間の通信が開始される
とクライアントデバイスでフレームタイミングを獲得するためにも使用される。リンクタ
イミング獲得は以下にさらに詳細に説明される。
【００８９】
　通常、表示画面は、フルモーションビデオが表示されている間にメディアフレームあた
りに一度更新される。該表示フレームレートは該メディアフレームレートと同じである。
リンクプロトコルは、所望される応用例に応じて、ディスプレイ全体、あるいは静的画像
によって囲まれるフルモーションビデオコンテンツの小さな領域だけでフルモーションビ
デオをサポートする。ウェブページ又はｅメールを表示する等いくつかの低電力のモバイ
ル応用例では、表示画面はときおりしか更新される必要がない場合がある。それらの状況
では、単一のサブフレームを送信してから、電力消費を最小限にするためにリンクをシャ
ットダウンする、又は非アクティブ化することが有利である。インタフェースはステレオ
ビジョン等のエフェクトもサポートし、グラフィックスプリミティブを処理する。
【００９０】
　サブフレームは、システムが周期的に優先順位が高いパケットの伝送をイネーブルでき
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るようにする。これにより、同時等時性ストリームは最小量のデータバッファリングと共
存できる。これは、実施形態が表示プロセスに提供する１つの利点であり、複数のデータ
ストリーム（ビデオ、音声、制御、ステータス、ポインティングデバイスデータ等の高速
通信）が本質的に１つの共通したチャネルを共用できるようにする。それは、比較的に少
ない信号を使用して情報を転送する。また、それはＣＲＴモニタの、あるいは他のクライ
アント技術に特殊な作用のための水平同期パルス及びブランキング間隔等の表示技術に特
殊な作用が存在できるようにもする。
【００９１】
　Ｆ．リンクコントローラ
　図４と図５に示されているＭＤＤＩリンクコントローラは、ＭＤＤＩデータとストロー
ブ信号を受信するために使用される差動ラインレシーバを例外として完全にデジタルなイ
ンプリメンテーションとなるように製造又は組み立てられる。しかしながら、差動ライン
ドライバと差動ラインレシーバは、ＣＭＯＳ型ＩＣを作成するとき等、リンクコントロー
ラ付きの同じデジタル集積回路内でも実現できる。アナログ機能又は位相ロックループ（
ＰＬＬ）はビット回復のために、あるいはリンクコントローラ用のハードウェアを実現す
るために必要とされない。ホストコントローラとクライアントリンクコントローラは、リ
ンク同期のために状態機械を含むクライアントインタフェースを例外として、非常に類似
した機能を含む。したがって、本発明の実施形態は、ホスト又はクライアントのどちらか
として構成できる単一のコントローラ設計又は回路を作成できるという実用的な利点を可
能にし、リンクコントローラの製造コストを全体として削減できる。
【００９２】
　ＩＶ．インタフェースリンクプロトコル
　Ａ．フレーム構造
　パケット転送のために順方向リンク通信を実現するために使用される信号プロトコル又
はフレーム構造が図６に描かれている。図６に示されているように、情報又はデジタルデ
ータはパケットとして知られる要素にグループ化される。複数のパケットは同様に共にグ
ループ化され、「サブフレーム」と呼ばれるものを形成し、複数のサブフレームが同様に
共にグループ化され、「メディア」フレームを形成する。フレームの形成及びサブフレー
ムの転送を制御するために、各サブフレームは、特にサブフレームヘッダパケット（ＳＨ
Ｐ）と呼ばれる所定のパケットで開始する。
【００９３】
　ホストデバイスは既定の転送に使用されるデータレートを選択する。この速度は、ホス
トの最大転送機能、つまりホストによりソースから取り出されるデータ、及びクライアン
トの最大機能、つまりデータが転送されている先の他の装置の両方に基づいてホストデバ
イスによって動的に変更できる。
【００９４】
　ＭＤＤＩ又は本発明の信号プロトコルと共に作業するために設計される、あるいは本Ｍ
ＤＤＩ又は本発明の信号プロトコルを扱うことができる受取人クライアントデバイスは、
それが使用できる最大又は現在の最大データ転送速度を決定するためにホストにより照会
できる、あるいは使用可能なデータ型とサポートされている特徴だけではなく、デフォル
トのより低速な最小速度も使用されてよい。この情報は、さらに後述されるようにクライ
アント機能パケット（ＤＣＰ）を使用して転送できるであろう。クライアント表示装置は
、事前に選択された最小データレートで又は最小データレート範囲内でインタフェースを
使用してデータを転送する、あるいは他の装置と通信することができ、ホストはクライア
ントデバイスの完全な機能を突き止めるためにこの範囲内のデータレートを使用して照会
を実行する。
【００９５】
　ビットマップ及びクライアントのビデオフレームレート機能の性質を定義する他のステ
ータス情報は、ホストがインタフェースを実用的と同程度に効率的又は最適に構成できる
ようにステータスパケットでホストに転送できる、あるいは任意のシステム制約の中で所



(22) JP 4782694 B2 2011.9.28

10

20

30

40

望される。
【００９６】
　ホストは、現在のサブフレームの中に転送される（それ以上の）データがないときに、
あるいはホストが順方向リンクに選ばれるデータ伝送速度に後れを取らないほど十分な速
度で転送できないときにはフィラーパケットを送信する。各サブフレームはサブフレーム
ヘッダパケットで始まるため、前のサブフレームの最後は正確に前のサブフレームを充填
するパケット（十中八九フィラーパケット）を含む。パケットにデータ本来を運ぶベータ
のための余地が欠如している場合、フィラーパケットはサブフレーム内の最後のパケット
となる、あるいは次に前のサブフレームサブフレームの最後で、サブフレームヘッダパケ
ットの前になる可能性が高い。サブフレーム内に、各パケットがそのサブフレーム内で送
信されるための残りの十分な空間があることを保証することはホストデバイス内の制御動
作のタスクである。同時に、いったんホストデバイスがデータパケットの送信を開始する
と、ホストはデータアンダーラン状況を生じさせずにフレーム内でそのサイズのパケット
を無事に完了できなければならない。
【００９７】
　実施形態の一態様においては、サブフレーム伝送は２つのモードを有する。１つのモー
ドは周期的なサブフレームモード、つまりライブビデオと音声ストリームを送信するため
に使用される周期的なタイミングエポックである。このモードでは、サブフレーム長は非
ゼロであると定義されている。第２のモードは、新しい情報が入手可能であるときだけフ
レームがクライアントにビットマップデータを提供するために使用される非同期つまり非
周期モードである。このモードはサブフレームヘッダパケット内でサブフレーム長をゼロ
に設定することによって定義される。周期モード使用時、サブフレームパケット受信は、
クライアントが順方向リンクフレーム構造に同期したときに開始してよい。これは、図４
９又は図６３を参照して後述されている状態図に従って定義された「同期中」状態に相当
する。非同期非周期サブフレームモードでは、第１のサブヘッダパケットが受信された後
に受信が開始する。
【００９８】
　Ｂ．全体的なパケット構造
　本実施形態において実行される通信または信号プロトコル、またはデータ伝送のための
方法または手段を実行するために使用されるパケットのフォーマットまたは構造が以下で
提示され、インターフェイスは拡張性があり、そして追加のパケット構造が所望されると
おりに追加できることが留意される。パケットはインターフェイスにおけるそれらの機能
の用語でラベル付され、または異なった“パケットタイプに”分割され、これは伝送され
または組み合わされるコマンド、情報、値、またはデータである。したがって、各パケッ
トタイプは転送されているパケットとデータを操作する上で使用される規定のパケットの
所定のパケット構造を示す。容易に明らかとなるように、パケットは事前に選択された長
さを有するか、あるいはそれらのそれぞれの機能に応じた可変又は動的に変更可能な長さ
を有してよい。プロトコルが標準に受け入れられる間に変更されるときに発生するように
、同じ機能が依然として実現されるとしても、パケットには異なる名称も付けることがで
きるであろう。多様なパケットで使用されるバイト又はバイト値はマルチビット（８ビッ
ト又は１６ビット）の符号なし整数として構成されている。タイプ順で一覧表示されるそ
の「タイプ」名称と共に、利用されているパケットのまとめは、表ＶＩ－１からＶＩ－４
に図示される。
【００９９】
　各表は、説明及び理解を容易にするために全体的なパケット構造の中のパケットの一般
的な「タイプ」を表す。これらのグループ分けによって本発明について暗示される又は表
される制限又は他の影響はなく、パケットは所望されるとおりに多くの他の様式で編成で
きる。パケットの転送が有効であると見なされる方向も注記される。
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【表６】

【表７】
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【表８】

【表９】

【０１００】
　本文の他の説明から明らかである何かとは、逆方向カプセル化パケット、クライアント
機能パケット及びクライアント要求及びステータスパケットがそれぞれ外部モード動作に
とって非常に重要であると見なされる、あるいは通信インターフェイスの多くの実施形態
において外部モード動作に必要でもある一方、それらが内部モード動作にはオプションと
見なすことができ、またはより適切である見なすことができという点である。このことか
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ら、通信パケットの縮小セットを用いた非常に高速のデータ通信、及び対応する制御とタ
イミングの簡略化を可能にするさらに別のタイプのＭＤＤＩインタフェースプロトコルが
生じる。
【０１０１】
　パケットは、図７に描かれている、パケット長フィールド、パケットタイプフィールド
、データバイトフィールド（複数の場合がある）、及びＣＲＣフィールドを備える最小の
フィールドの共通の基本的な構造又は全体的な集合を有する。図７に示されるように、パ
ケット長フィールドは、パケットの中のビット総数、つまりパケット長フィールドとＣＲ
Ｃフィールドの間のその長さを指定するマルチビット値又はマルチバイト値の形をした情
報を含む。一実施形態では、パケット長フィールドは、パケット長を指定する１６ビット
つまり２バイト幅の符号なし整数を含む。パケットタイプフィールドは、パケットの中に
含まれる情報のタイプを指定する別のマルチビットフィールドである。例示的な実施形態
では、これは、１６ビットの符号なし整数の形を取る１６ビットつまり２バイト幅の値で
あり、表示機能、ハンドオフ、ビデオストリーム又は音声ストリーム、ステータス等のよ
うなデータ型を指定する。
【０１０２】
　第３のフィールドは、ホストデバイスとクライアントデバイスの間でそのパケットの一
部として転送又は送信されているビット又はデータを含むデータバイトフィールドである
。データのフォーマットは、転送されているデータ特定の型に従ってパケットタイプごと
に特に指定され、それぞれがそれ自体のフォーマット要件を備える一連の追加のフィール
ドに分離されてよい。つまり、各パケットタイプはこの部分又はフィールドの所定のフォ
ーマットを有するであろう。最後のフィールドは、パケット内で情報の完全性を確認する
ために使用される、データバイトフィールド、パケットタイプフィールド、及びパケット
長フィールド上で計算される１６ビットサイクリックリダンダンシーチェックの結果を含
むＣＲＣフィールドである。言い換えるとＣＲＣフィールド自体を除きパケット全体で計
算される。クライアントは通常、検出されたＣＲＣエラーの総カウントを保存し、このカ
ウントをクライアント要求及びステータスパケット（以下を参照）でホストに報告する。
【０１０３】
　一般的には、これらのフィールド幅と編成は２バイトフィールドを偶数バイト境界で位
置合わせされた状態に、及び４バイトフィールドを４バイト境界で位置合わせされた状態
に保つように作られている。これにより、大部分の、又は通常使用されるプロセッサ又は
制御回路について遭遇されるデータ型位置合わせ規則に違反することなく、ホストとクラ
イアントのメインメモリ空間内にパケット構造を容易に構築できるようにする、あるいは
パケット構造をホストとクライアントに関連付けることができるようにする。
【０１０４】
　パケットの転送中、フィールドは最初に最下位ビット（ＬＳＢ）で開始し、最後に送信
される最上位ビット（ＭＳＢ）で終了する。長さが１バイトを超えるパラメータは、最下
位ビットを最初に使用して送信され、その結果、ＬＳＢが最初に送信されるより短いパラ
メータに使用されるように、同じビット伝送パターンが長さ８ビットを上回るパラメータ
に使用されることになる。各パケットのデータフィールドは通常、それらが以下の後の項
で定められる順序で送信され、一覧表示されている最初のフィールドが最初に送信され、
記述されている最後のフィールドが最後に送信される。ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０信号経路上
のデータは、モード１型、２型、３型又は４型のどれかでインタフェース上で送信される
バイトのビット「０」と位置合わせされる。
【０１０５】
　ディスプレイ用にデータを操作するとき、ピクセルのアレイのためのデータは、エレク
トロニクス技術で従来行われるように最初に行、次に列単位で送信される。言い換えると
ビットマップの中の同じ行に表示されるすべてのピクセルは、最も左のピクセルが最初に
送信され、最も右のピクセルが最後に送信される順序で送信される。行の最も右のピクセ
ルが送信された後、シーケンスの中の次のピクセルは、続く行の最も左のピクセルである



(26) JP 4782694 B2 2011.9.28

10

20

30

40

50

。他の構成に必要に応じて対処できるが、ピクセルの行は通常、大部分のディスプレイの
場合上から下への順で送信される。さらに、ビットマップを処理する上で、ここで従われ
る従来の手法は、ビットマップの左上角をロケーション又はオフセット「０、０」と名付
けることによって基準点を定めることである。ビットマップの中で位置を定める又は突き
止めるために使用されるＸ座標とＹ座標は、それぞれビットマップの右と下部に近づくに
つれて値を増加させる。第１の行と第１の列（画像の左上角）はゼロというインデックス
値で開始する。Ｘ座標の規模は、ディスプレイのユーザによって見られるときに画像の右
側に向かって大きくなり、Ｙ座標の規模は画像の下部に向かって大きくなる。
【０１０６】
　ディスプレイウィンドウはビットマップの可視部分、つまり物理的な表示媒体上でユー
ザが見ることができるビットマップのピクセルの部分である。ディスプレイウィンドウ及
びビットマップが同じサイズである場合が多い。ディスプレイウィンドウの左上角はつね
にビットマップピクセルロケーション０、０を表示する。ディスプレイウィンドウの幅は
ビットマップのＸ軸に相当し、この実施形態ではディスプレイウィンドウ幅は対応するビ
ットマップの幅以下となる。ウィンドウの高さはビットマップのＹ軸に相当し、この実施
形態ではディスプレイウィンドウの高さは対応するビットマップの高さ以下となる。ディ
スプレイウィンドウ自体は、それはビットマップの可視部分として定義されるに過ぎない
ためプロトコル内でアドレス指定可能ではない。
【０１０７】
　ビットマップとディスプレイウィンドウの関係性はコンピュータ、電子技術、インター
ネット通信、及び他のエレクトロニクス関連の技術で周知である。したがって、これらの
原理についての追加の説明又は図解はここでは提供されない。
【０１０８】
　Ｃ．パケット定義
　１．サブフレームヘッダパケット
　サブフレームヘッダパケットはあらゆるサブフレームの最初のパケットであり、図８に
描かれているような基本的な構造を有する。サブフレームヘッダパケットはホスト－クラ
イアント同期に使用され、あらゆるクライアントがこのパケットを受信し、解釈できなけ
ればならない一方であらゆるホストはこのパケットを作成できなければならない。図８の
一実施形態で分かるように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプ
フィールド、一意のワードフィールド、予約１フィールド、サブフレーム長フィールド、
プロトコルバージョンフィールド、サブフレームカウントフィールド及びメディアフレー
ムカウントフィールドを、通常その順序で有するように構造化されている。一実施形態で
は、この種のパケットは通常１５３５９型（０ｘ３ｂｆｆ　１６進）パケットとして識別
され、パケット長フィールドを含まずに２０バイトという事前に選択された固定長を使用
する。
【０１０９】
　パケットタイプフィールドと一意のワードフィールドはそれぞれ２バイト値（１６ビッ
トの符号なし整数）を使用する。これらの２つのフィールドの４バイトの組み合わせは共
に、優れた自己相関のある３２ビットの一意のワードを形成する。一実施形態では、実際
の一意のワードは０ｘ００５ａ３ｂｆｆであり、ここでは下位の１６ビットはパケットタ
イプとして最初に送信され、最上位の１６ビットが後に送信される。
【０１１０】
　予約１フィールドは将来の使用のために予約される２バイトを含み、通常この点で構成
され、すべてのビットがゼロに設定される。このフィールドの１つの目的は、以後の２バ
イトのフィールドを１６ビットのワードアドレスに位置合わせさせ、４バイトのフィール
ドを３２ビットのワードアドレスに位置合わせさせる。最下位バイトは、ホストが複数の
クライアントデバイスをアドレス指定できるかどうかを示すために予約される。このバイ
トに関しゼロという値は、ホストが単一のクライアントデバイスと共にのみ動作できるこ
とを示すために予約される。
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【０１１１】
　サブフレーム長フィールドは、４バイトの情報又はサブフレームあたりのバイト数を指
定する値を含む。一実施形態では、このフィールド長は、リンクがシャットダウンされア
イドル常態になる前に、サブフレームだけがホストによって送信されることを示すために
ゼロに設定されてよい。このフィールドの値は、あるサブフレームから次のサブフレーム
に遷移するときに「オンザフライで」動的に変更できる。この機能は等時性データストリ
ームに対処するために同期パルスで軽微なタイミング調整を行うために有効である。サブ
フレームヘッダパケットのＣＲＣが有効ではない場合は、リンクコントローラは現在のサ
ブフレームの長さを推定するために過去の公知の良好なサブフレームヘッダパケットのサ
ブフレーム長を使用する必要がある。
【０１１２】
　プロトコルバージョンフィールドは、ホストによって使用されるプロトコルバージョン
を指定する２バイトを含む。プロトコルバージョンフィールドは、プロトコルの第１のバ
ージョン又はカレントバージョンを使用されているとして指定するために「０」に設定さ
れる。この値は新しいバージョンが作成されると経時的に変化し、そしてこの値はいくつ
かのバージョンフィールドにおいてすでに「１」の値にアップグレードされつつある。バ
ージョンの値は、多分または通常、周知のようにＭＤＤＩのようなインターフェイスをカ
バーする認可された標準文書に関するカレントバージョン数に続く。
【０１１３】
　サブフレームカウントフィールドは、メディアフレームの開始後に送信されたサブフレ
ーム数を示すシーケンス番号を指定する２バイトを含む。メディアフレームの第１のサブ
フレームはゼロというサブフレームカウントを有する。メディアフレームの最後のサブフ
レームはｎ－１という値を有し、この場合ｎはメディアフレームあたりのサブフレーム数
である。サブ－フレームカウントフィールドの値は、ゼロのカウントを有するであろうメ
ディア－フレームの最初のサブ－フレームを除き、前のサブ－フレームパケットプラス１
において送信されたサブ－フレームカウントに等しい。サブフレーム長が（非周期サブフ
レームを示す）ゼロに設定される場合に、サブフレームカウントもゼロに等しく設定され
なければならないことに注意する。
【０１１４】
　メディアフレームカウントフィールドは、転送されている本メディアアイテム又はデー
タの開始後に送信されたメディアフレーム数を示すシーケンス番号を指定する４バイト（
３２ビットの符号なし整数）を含む。メディアアイテムの第１のメディアフレームはゼロ
というメディアフレームカウントを有する。メディアフレームカウントは、各メディアフ
レームの第１のサブフレームの直前に増分し、最大メディアフレームカウント（例えば、
メディアフレーム数２３－１＝４，２９４，９６７，２９５）が使用された後に完了して
戻る（ｗｒａｐｓ　ｂａｃｋ）。メディアフレームカウント値は、通常、最終用途のニー
ズに合うようにホストによっていつでもリセットされてよい。
【０１１５】
　２．フィラーパケット
　フィラーパケットは、順方向リンク又は逆方向リンクのどちらかで送信するために使用
可能な他の情報がないときにクライアントデバイスに、又はクライアントデバイスから転
送されるパケットである。必要時に他のパケットを送信する上で最大の柔軟性を可能にす
るためにフィラーパケットが最小長を有することが勧められる。サブフレーム又は逆方向
リンクカプセル化パケット（以下を参照されたい）のまさに最後に、リンクコントローラ
はパケット完全性を維持するために残りの空間を充填するためのフィラーパケットのサイ
ズを設定する。フィラーパケットは、ホスト又はクライアントに送信又は交換する情報が
ないときに、リンク上でタイミングを維持するために有効である。あらゆるホストとクラ
イアントは、インタフェースを効果的に使用するためにこのパケットを送受できる必要が
ある。
【０１１６】
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　フィラーパケットのフォーマットとコンテンツの具体的な実施の形態が図９に示されて
いる。図９に示されるように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイ
プフィールド、フィラーバイトパケット、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化さ
れている。一実施形態では、この種のパケットは通常、２倍とタイプのフィールドで示さ
れるタイプ０として識別される。フィラーバイトフィールドの中のビット又はバイトは、
フィラーパケットが所望される長さとなることができるようにするために可変数の全ゼロ
ビット値を備える。最小のフィラーパケットはこのフィールドにバイトを含まない。すな
わち、パケットはパケット長、パケットタイプ、及びＣＲＣだけからなり、一実施形態で
は、６バイトという事前に選択された固定長又は４というパケット長を使用する。ＣＲＣ
値は、何らかの他のパケットタイプでは排除されてよい、パケット長を含むパケットの中
のすべてのバイトについて求められる。
【０１１７】
　３．ビデオストリームパケット
　ビデオストリームパケットは、表示装置の通常は矩形領域を更新するためにビデオデー
タを搬送する。この領域のサイズは、単一のピクセルと同程度に小さいか、ディスプレイ
全体と同じ程度大きくてよい。ストリームを表示するために必要とされるすべてのコンテ
キストはビデオストリームパケット内に含まれるために、同時に表示され、システムリソ
ースによって制限されるほぼ無制限な数のストリームがあってよい。ビデオストリームパ
ケット（ビデオデータフォーマット記述子）の一実施形態のフォーマットは図１０に示さ
れる。図１０で見られるように、一実施形態では、この種のパケットはパケット長（２バ
イト）フィールド、パケットタイプフィールド、ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、ビデ
オデータ記述子フィールド、ピクセル表示属性フィールド、Ｘ左端縁フィールド、Ｙ上部
端縁フィールド、Ｘ右端縁フィールド、Ｙ下部端縁フィールド、Ｘ開始フィールドとＹ開
始フィールド、ピクセルカウントフィールド、パラメータＣＲＣフィールド、ピクセルデ
ータフィールド及びピクセルデータＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。
この種のパケットは、通常、２バイトタイプフィールドに示される１６型として識別され
る。一実施形態では、クライアントはクライアント機能パケットのＲＧＢフィールド、白
黒フィールド、及びＹ　Ｃｒ　Ｃｂ機能フィールドを使用してビデオストリームパケット
を受信する能力を示す。
【０１１８】
　一実施形態では、ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールドは、クライアントＩＤに予約される
２バイトの情報を含む。これは新規に開発された通信プロトコルであるので、実際のクラ
イアントＩＤはまだ公知ではないあるいは十分に通信可能ではない。したがって、このフ
ィールドの中のビットは、このようなＩＤ値が公知になるまで通常ゼロに等しく設定され
、その時点でＩＤ値は、当業者に明らかであるように挿入又は使用できる。一般的には同
じプロセスが、後述されるクライアントＩＤフィールドに当てはまる。
【０１１９】
　前述された共通のフレーム概念は、音声バッファサイズを最小限に抑え、待ち時間を減
少させるための効果的な方法である。しかしながら、ビデオデータの場合、メディアフレ
ーム内で複数のビデオストリームパケット全体で１つのビデオフレームのピクセルを拡散
することが必要な場合がある。単一のビデオストリームパケットのピクセルがディスプレ
イ上の完全に矩形のウィンドウに正確に一致しない可能性も高い。毎秒３０コマという例
示的なビデオフレームレートの場合、毎秒３００サブフレームがあり、その結果メディア
フレームあたり１０のサブフレームが生じる。各フレームに４８０行のピクセルがある場
合、各サブフレーム内の各ビデオストリームパケットは４８行のピクセルを含むであろう
。他の状況では、ビデオストリームパケットは整数のピクセル行を含まない可能性がある
。これは、メディアフレームあたりのサブフレーム数が（ビデオラインとしても知られる
）ビデオフレームあたりの行数に均等に分かれない他のビデオフレームサイズに当てはま
る。効率的な動作のために、各ビデオストリームパケットは、たとえそれが整数行のピク
セルを含まない可能性があるとしても、通常、整数のピクセルを含まなければならない。
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ピクセルがそれぞれ複数バイトである場合、あるいはそれらが図１２に示されるようなパ
ックされたフォーマットである場合に重要である。
【０１２０】
　前述されたように、例示的なビデオデータ記述子フィールドの動作を実現するために利
用されるフォーマット及びコンテンツは、図１１Ａから図１１Ｅに示される。図１１Ａか
ら図１１Ｅでは、ビデオデータフォーマット記述子フィールドは、本パケットの本ストリ
ームのピクセルデータの中の各ピクセルのフォーマットを指定する１６ビットの符号なし
整数の形の２バイトを含む。様々なビデオストリームパケットが様々なピクセルデータフ
ォーマットを使用してよい、つまりビデオデータフォーマット記述子で違う値を使用して
よく、同様にストリーム（表示の領域）がそのデータフォーマットをオンザフライで変更
してよいことが考えられる。ピクセルデータフォーマットはクライアント機能パケットで
定義されるようにクライアントの有効なフォーマットの内の少なくとも１つに従わなけれ
ばならない。ビデオデータフォーマット記述子は、一定のフォーマットがある特定のビデ
オストリームの存続期間中使用し続けられることを暗示しない本パケットだけのピクセル
フォーマットを定義する。
【０１２１】
　図１１Ａから図１１Ｄは、ビデオデータフォーマット記述子がどのようにしてコード化
されるのかを描く。これらの図で使用されるように、及びこの実施形態では、ビット［１
５：１３］が図１１Ａに示されるように「０００」に等しいときには、ビデオデータはピ
クセルあたりのビット数がビデオデータフォーマット記述子ワードのビット３から０で定
義される、白黒ピクセルのアレイからなる。ビット１１から４は通常将来の使用又は用途
のために予約され、この状況ではゼロに設定される。代わりにビット［１５：１３］が図
１１Ｂに示されるように「００１」に等しいときには、ビデオデータはカラーマップ（パ
レット）を通してそれぞれが色を指定するカラーピクセルのアレイからなる。この状況で
は、ビデオデータフォーマット記述子ワードのビット５から０はピクセルあたりのビット
数を定義し、ビット１１から６は通常将来の使用又は用途のために予約され、ゼロに等し
く設定される。ビット［１５：１３］が図１１Ｃに示されるように代わりに「０１０」に
等しいときには、ビデオデータは、赤のピクセルあたりのビット数がビット１１から８に
よって定められ、緑のピクセルあたりビット数がビット７から４によって定められ、青の
ピクセルあたりビット数がビット３から０によって定められるカラーピクセルのアレイか
らなる。この状況では、各ピクセルのビット総数は赤、緑及び青に使用されるビット数の
合計である。
【０１２２】
　しかしながら、ビット［１５：１３］が、図１１Ｄに示されるように代わりに「０１１
」に等しいときには、ビデオデータは、輝度とクロミナンス情報を含む４：２：２ＹＣｂ
Ｃｒフォーマットのビデオデータのアレイからなり、ルミナンス（Ｙ）のピクセルあたり
ビット数はビット１１から８によって定義され、Ｃｂ成分のビット数はビット７から４に
よって定義され、Ｃｒ成分のビット数はビット３から０によって定義される。各ピクセル
の中のビット総数は、赤、緑及び青に使用されるビット数の合計である。Ｃｂ成分とＣｒ
成分はＹの速度の半分で送信される。加えて、このパケットのピクセルデータ部分の中の
ビデオサンプルは以下の通りに編成される。つまりＣｂｎ、Ｙｎ、Ｃｒｎ、Ｙｎ＋１、Ｃ
ｂｎ＋２、Ｙｎ＋２、Ｃｒｎ＋２、Ｙｎ＋３，．．．であり、ここではＣｂｎとＣｒｎは
ＹｎとＹｎ＋１と関連付けられ、Ｃｂｎ＋２とＣｒｎ＋２はＹｎ＋２とＹｎ＋３に関連付
けられる等である。
【０１２３】
　Ｙｎ、Ｙｎ＋１、Ｙｎ＋２、及びＹｎ＋３は、左から右へ単一行の中の４つの連続ピク
セルの輝度値である。ビデオストリームパケットにより参照されるウィンドウの中の１行
に奇数のピクセルがある場合（Ｘ右端縁－Ｙ左端縁＋１）、各行の最後のピクセルに対応
するＹ値の後には次の行の第１のピクセルのＣｂ値が続き、Ｃｒ値は行の中の最後のピク
セルのために送信されない。Ｙ　Ｃｂ　Ｃｒフォーマットを使用するウィンドウが偶数の
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ピクセルである幅を有することが勧められる。パケットの中のピクセルデータは偶数のピ
クセルを含まなければならない。それは、ピクセルデータの最後のピクセルがビデオスト
リームパケットヘッダに指定されるウィンドウの中の行の最後のピクセルに相当する場合
、つまりピクセルデータの最後のピクセルのＸロケーションがＸ右端縁に等しいときに奇
数又は偶数のピクセルを含んでよい。
【０１２４】
　ビット［１５：１３］が代わりに「１００」に等しいときには、ビデオデータはピクセ
ルあたりビット数がビデオデータフォーマット記述子ワードのビット３から０で定義され
る、Ｂａｙｅｒピクセルのアレイからなる。ピクセルグループパターンは、図１１Ｅに示
されるように、ビット５と４によって定義される。ピクセルデータの順序は水平又は垂直
であってよく、行又は列の中のピクセルは順方向順又は逆方向順で送信されてよく、ビッ
ト８から６によって定義される。ビット１１から９はゼロに設定されなければならない。
Ｂａｙｅｒフォーマットを取るピクセルグループの中の４個のピクセルのグループは、多
くの場合、いくつかの表示技術において単一ピクセルと呼ばれるものに似ている。しかし
ながらＢａｙｅｒフォーマットの１ピクセルはピクセルグループモザイクパターンの４個
の色つきピクセルの内の１つに過ぎない。
【０１２５】
　図に示される５つすべてのフォーマットについて、「Ｐ」として示されるビット１２が
、ピクセルデータサンプルがパックされるのか、あるいはバイト位置合わせピクセルデー
タであるのかを指定する。このフィールドの「０」という値は、ピクセルデータフィール
ドの各ピクセルがＭＤＤインタフェースバイト境界とバイト位置合わせされていることを
示す。「１」という値は、各ピクセルと、ピクセルデータの各ピクセル内の各色がピクセ
ル内の過去のピクセル又は色と対照してパックされ、未使用のビットを残さないことを示
している。バイト位置合わせされたデータフォーマットとパックされたピクセルデータフ
ォーマットの相違点は図１２にさらに詳しく示され、バイト位置合わせされたデータが、
未使用の部分を残さないパックされたピクセルフォーマットと対照的に、データサブフレ
ームの未使用の部分を残していることが明確に分かる。
【０１２６】
　特定のディスプレイウィンドウのメディアフレームの第１のビデオストリームパケット
の第１のピクセルはＸ左端端縁とＹ上部端縁により定められるストリームウィンドウの左
上角に入り、次に受信されるピクセルは同じ行の次のピクセルロケーションに配置される
等である。メディアフレームのこの第１のパケットでは、Ｘ開始値は通常Ｘ左端縁に等し
く、Ｙ開始値は通常Ｙ上部端縁に等しい。同じ画面ウィンドウに対応する以後のパケット
では、Ｘ開始値とＹ開始値は、通常、過去のサブフレーム内で送信されたビデオストリー
ムパケットで送信された最後のピクセルの後に通常は続くであろう画面ウィンドウ内のピ
クセル位置に設定される。
【０１２７】
　４．音声ストリームパケット
　音声ストリームパケットは、クライアントの音声システムを通して、あるいはスタンド
アロン音声プレゼンテーション装置用に再生される音声データを搬送する。様々な音声デ
ータストリームが、使用されている音声システムに応じて、例えば左前、右前、中央、左
後ろ、及び右後ろ等サウンドシステムの別々の音声チャネルに割り当てられてよい。音声
チャネルの完全な補完物は機能強化された空間－音響信号処理を含むヘッドセットに提供
される。クライアントは、クライアント機能パケットの音声チャネル機能フィールドと音
声サンプルレートフィールドを使用して音声ストリームパケットを受信する能力を示す。
音声ストリームパケットのフォーマットは図１３に示されている。
【０１２８】
　図１３に示されるように、この種のパケットは、一実施形態においてパケット長フィー
ルド、パケットタイプフィールド、ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、音声チャネルＩＤ
フィールド、予約１フィールド、音声サンプルカウントフィールド、サンプルあたりビッ
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ト及びパッキングフィールド、音声サンプルレートフィールド、パラメータＣＲＣフィー
ルド、デジタル音声データフィールド及び音声データＣＲＣフィールドを有するように構
造化されている。一実施形態では、この種のパケットは通常３２型パケットとして識別さ
れる。
【０１２９】
　ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールドは、過去に使用されたようにクライアントＩＤに予約
される２バイトの情報を含む。予約１フィールドは将来の使用のために予約される２バイ
トを含み、すべてのビットがゼロに設定され、通常この点で構成される。
【０１３０】
　サンプルあたりビット及びパッキングフィールドは、音声データのパッキングフォーマ
ットを指定する８ビットの符号なし整数の形を取る１バイトを含む。通常利用されている
フォーマットは、ＰＣＭ音声サンプルあたりのビット数を定めるためのビット４から０用
である。次にビット５は、デジタル音声データサンプルがパックされるかどうかを指定す
る。パックされた音声サンプルと、ここでは１０ビットのサンプルを使用するバイト位置
合わせされた音声サンプルの相違点は、図１４に示されている。「０」という値は、デジ
タル音声データフィールドの中の各ＰＣＭ音声サンプルがＭＤＤＩインタフェースバイト
境界とバイト位置合わせされていることを示し、「１」という値は、各連続ＰＣＭ音声サ
ンプルが過去の音声サンプルに対照してパックされることを示す。このビットは通常、ビ
ット４から０で定義される値（ＰＣＭ音声サンプルあたりのビット数）が８の倍数ではな
いときにだけ有効である。ビット７から６は将来の使用に予約され、通常、ゼロという値
で設定される。
【０１３１】
　５．予約ストリームパケット
　一実施形態では、パケットタイプ１から１５、１８から３１、及び３３から５５が、遭
遇される多様な応用例について所望されるようにパケットプロトコルの将来のバージョン
又は変形での使用のために定義されるストリームパケットに予約される。再び、これは、
他の技法に比較して千変万化の技術及びシステム設計に直面してＭＤＤインタフェースを
より柔軟且つ有効にすることの一部である。
【０１３２】
　６．ユーザ定義ストリームパケット
　５６型から６３型として知られている８つのデータストリームタイプは、ＭＤＤＩリン
クと使用するために装置製造メーカによって定義されてよい独自仕様の応用例で使用する
ために予約されている。これらはユーザ定義ストリームパケットとして知られている。こ
のようなパケットは任意の目的で使用されてよいが、ホストとクライアントはこのような
使用の結果が非常によく理解されている、又は知られている状況だけでこのようなパケッ
トを使用しなければならない。ストリームパラメータ及びこれらのパケットタイプのため
のデータの特定の定義は、このようなパケットタイプを実現する、又はその使用を求める
特定の装置製造メーカまたはインターフェイス設計者に委ねられる。ユーザ定義ストリー
ムパケットのいくつかの例示的な用途は、試験パラメータと試験結果、工場校正データ、
及び独自仕様の特殊使用データを伝達することである。一実施形態で使用されるようなユ
ーザ定義ストリームパケットのフォーマットは図１５に示されている。図１５に示される
ように、この種のタイプのパケットはパケット長（２バイト）フィールド、パケットタイ
プフィールド、ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤ番号フィールド、ストリームパラメータフィールド
、パラメータＣＲＣフィールド、ストリームデータフィールド及びストリームデータＣＲ
Ｃフィールドを有するように構造化されている。
【０１３３】
　７．カラーマップパケット
　カラーマップパケットは、クライアントのために色を提示するために使用されるカラー
マップルックアップテーブルのコンテンツを指定する。いくつかの応用例は、単一のパケ
ットで送信できるデータ量より大きいカラーマップを必要とすることがある。これらの場
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合、後述されるオフセットフィールドと長さフィールドを使用することによってそれぞれ
がカラーマップの異なる部分集合を含む、複数のカラーマップパケットが転送されてよい
。一実施形態でのカラーマップパケットのフォーマットは、図１６に示されている。図１
６に示されるように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィー
ルド、ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、カラーマップアイテムカウントフィールド、カ
ラーマップオフセットフィールド、パラメータＣＲＣフィールド、カラーマップデータフ
ィールド、及びデータＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。一実施形態で
は、この種のパケットは通常、パケットタイプフィールド（２バイト）に指定されるよう
な６４型パケット（ビデオデータフォーマット及びカラーマップパケット）として識別さ
れる。クライアントは、クライアント機能パケットのカラーマップサイズフィールドとカ
ラーマップ幅フィールドを使用してカラーマップパケットを受信する能力を示す。
【０１３４】
　８．逆方向リンクカプセル化パケット
　例示的な実施形態では、データは逆方向リンクカプセル化パケットを使用して逆方向で
転送される。順方向リンクパケットは送信され、ＭＤＤＩリンク動作（転送方向）は、パ
ケットが逆方向で送信できるようにこのパケットの真中のあたりで変更又は方向転換され
る。一実施形態での逆方向リンクカプセル化パケットのフォーマットは図１７に示されて
いる。図１７に示されるように、この種のパケットは、パケット長フィールド、パケット
タイプフィールド、ｈＣＬｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、逆方向リンクフラグフィールド、
逆方向レート除数フィールド、方向転換１長フィールド、方向転換２長フィールド、パラ
メータＣＲＣフィールド、全ゼロフィールド、方向転換１フィールド、逆方向データパケ
ットフィールド、方向転換２フィールド、及び全ゼロ２フィールドとを有するように構造
化されている。一実施形態では、この種のパケットは通常６５型パケットとして識別され
る。外部モードの場合、所望のプロトコルおよび結果として生ずるスピードを適切に使用
するために、あらゆるホストがこのパケットを生成し、データを受信することができなけ
ればならず、あらゆるクライアントはデータを受信し、ホストに送信できなければならな
い。このパケットのインプリメンテーションは内部モードの場合オプションであるが、逆
方向リンクカプセル化パケットがホストがクライアントからのデータを受信するために使
用される。
【０１３５】
　ＭＤＤＩリンクコントローラは、逆方向リンクカプセル化パケットの送信中特別に動作
する。ＭＤＤインタフェースは、通常リンクのコントローラとしてホストによって常に駆
動されるストローブ信号を有する。ホストは、それが逆方向リンクカプセル化パケットの
方向転換部分と逆方向データパケット部分の各ビットについてゼロを送信しているかのよ
うに動作する。ホストは、２回の方向転換の間、及び逆方向データパケットに割り当てら
れる時間中、各ビット境界でＭＤＤＩ＿Ｓｔｒｏｂｅ信号をトグルする（これは、それが
あたかも全ゼロデータを送信しているかのと同じ動作である。）。
【０１３６】
　ホストは、方向転換１によって指定される期間中にそのＭＤＤＩデータ信号線ドライバ
をディスエーブルし、クライアントは方向転換２フィールドによって指定される期間に続
くドライバ再イネーブルフィールドの間にそのラインドライバを再イネーブルする。クラ
イアントは方向転換長パラメータを読み取り、方向転換１フィールドの最後のビットの直
後にホストに向かってデータ信号を起動する。すなわち、クライアントは、パケットコン
テンツの以下の説明、及びそれ以外の箇所に指定されるようにＭＤＤＩストローブの特定
の立ち上がりでリンクの中に新しいデータの時間を記録する（ｃｌｏｃｋｓ）。クライア
ントは、それがホストにパケットを送信するために有する利用可能な時間の長さを知るた
めにパケット長と方向転換長のパラメータを使用する。クライアントは、ホストに送信す
るデータがないときには、フィラーパケットを送信する、あるいはデータラインをゼロ状
態に駆動してよい。データラインがゼロに駆動されると、ホストはこれをゼロ長（有効長
ではない）パケットとして解釈し、ホストは現在の逆方向リンクカプセル化パケットの期
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間中、クライアントからそれ以上のパケットを受け入れない。
【０１３７】
　ホストは全ゼロ１フィールドの間にＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号を論理ゼロレベルに駆動し
、クライアントは方向転換２フィールドの開始前の少なくとも１つの逆方向リンククロッ
ク期間中、つまり全ゼロ２フィールド期間中にＭＤＤＩデータラインを論理ゼロレベルに
駆動する。これによりデータラインは、方向転換１フィールド期間と方向転換２フィール
ド期間の間、決定性状態に保たれる。クライアントにそれ以上送信するパケットがない場
合、ハイバネーションバイアス抵抗器（どこか他の箇所で説明される）が逆方向データパ
ケットフィールドの残りの間、あるいは約１６順方向リンクバイト以上の期間、データラ
インを論理ゼロレベルに保つため、それは論理ゼロレベルにそれらを駆動した後にデータ
ラインをディスエーブルすることさえある。
【０１３８】
　一実施形態では、クライアント要求及びステータスパケットの逆方向リンク要求フィー
ルドは、クライアントがデータをホストに送り返すために逆方向リンクカプセル化パケッ
トの中で必要とするバイト数をホストに知らせるために使用されてよい。ホストは、逆方
向リンクカプセル化パケットで少なくともそのバイト数を割り当てることによって要求を
許可しようとする。ホストは１サブフレームで複数の逆方向リンクカプセル化パケットを
送信してよい。クライアントはほぼつねにクライアント要求及びステータスパケットを送
信してよく、ホストは１サブフレームで要求される総バイト数として逆方向リンク要求パ
ラメータを解釈する。
【０１３９】
　９．クライアント機能パケット
　ホストは、通常最適な又は所望される方法でホストからクライアントへのリンクを構成
するためにそれが通信しているクライアント（ディスプレイ）の機能を知る必要がある。
ディスプレイは、順方向リンク同期が取得された後にホストにクライアント機能パケット
を送信することが薦められる。このようなパケットの伝送は、逆方向リンクカプセル化パ
ケットで逆方向リンクフラグを使用してホストによって要求されるときに必須と見なされ
る。クライアント機能パケットは、ホストにクライアントの機能を知らせるために使用さ
れる。外部モードの場合、あらゆるホストはこのパケットを受信できなければならず、あ
らゆるクライアントはこのインタフェースとプロトコルを完全に活用するためにこのパケ
ットを送信できなければならない。この状況におけるディスプレイ、キーボード又は他の
入／出力装置等のクライアントの機能は、製造又はなんらかのタイプの単一の構成部品又
は装置への組み込みの時点ですでに明確でなければならず、ホストに知られていなければ
ならないので、このパケットのインプレイメンテーションは内部モードに対してはオプシ
ョンである。
【０１４０】
　一実施形態でのクライアント機能パケットのフォーマットは図１８に描かれている。こ
の実施例に関し図１８に示されているように、この種のパケットはパケット長フィールド
、パケットタイプフィールド、予約としてのｃＣｌｉｅｎｔＩＤフィールド、プロトコル
バージョンフィールド、最小プロトコルバージョンフィールド、データレート機能フィー
ルド、インタフェースタイプ機能フィールド、代替（Ａｌｔ）ディスプレイ数フィールド
、予約１フィールド、ビットマップ幅フィールド、ビットマップ高さフィールド、ディス
プレイウィンドウ幅フィールド、ディスプレイウィンドウ高さフィールド、カラーマップ
サイズフィールド、カラーマップＲＧＢ幅フィールド、ＲＧＢ機能フィールド、白黒機能
フィールド、予約２フィールド、Ｙ　Ｃｒ　Ｃｂ機能フィールド、Ｂａｙｅｒ機能フィー
ルド、アルファ－カーソル画像平面フィールド、クライアント特徴機能フィールド、最大
ビデオフレームレートフィールド、最小ビデオフレームレートフィールド、最小サブフレ
ームレートフィールド、音声バッファ深さフィールド、音声チャネル機能フィールド、音
声サンプルレート機能フィールド、音声サンプル解像度フィールド、マイクサンプル解像
度フィールド、マイクオーディオサンプル解像度フィールド、マイクサンプルレート機能
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フィールド、キーボードデータフォーマットフィールド、ポインティングデバイスデータ
フォーマットフィールド、コンテンツ保護タイプフィールド、製造メーカ名フィールド、
製品コードフィールド、予約３フィールド、シリアル番号フィールド、製造週フィールド
、製造年フィールド及びＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。例示的な実
施形態では、この種のパケットは通常、６６型タイプとして認識される。
【０１４１】
　１０．キーボードデータパケット
　キーボードデータパケットは、クライアントデバイスからホストにキーボードデータを
送信するために使用される。無線（又は有線）キーボードは、ヘッドマウントビデオディ
スプレイ／音声プレゼンテーション装置を含むが、これに限定されない多様なディスプレ
イ又は音声装置と共に使用されてよい。キーボードデータパケットは、複数の公知のキー
ボード状の装置の１つから受信されるキーボードデータをホストに中継する。この種のパ
ケットはキーボードにデータを送信するために順方向リンクで使用することもできる。ク
ライアントは、クライアント機能パケットのキーボードデータフィールドを使用してキー
ボードデータパケットを送受する能力を示す。
【０１４２】
　キーボードデータパケットのフォーマットは図１９に示され、キーボードからの、又は
キーボード用の可変数のバイトの情報を含んでいる。図１９に示されているように、この
パケットは、パケット長フィールド、パケットタイプフィールド、ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤ
フィールド、キーボードデータフォーマットフィールド、キーボードデータフィールド、
及びＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。ここでは、この種のパケットは
通常６７型パケットとして識別される。
【０１４３】
　ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤは前述されたように予約されたフィールドであり、ＣＲＣはパケ
ットの全バイトで実行される。キーボードデータフォーマットフィールドは、キーボード
データフォーマットを記述する２バイト値を含む。ビット６から０は、クライアント機能
パケットのキーボードデータフォーマットと同一でなければならない。この値は１２７に
等しくない。ビット１５から７は、将来の使用のために予約されているため、現在はゼロ
に設定されている。
【０１４４】
　１１．ポインティングデバイスデータパケット
　ポインティングデバイスデータパケットは、クライアントからホストへ、無線マウス又
は他のポインティングデバイスからの位置情報を送信するための方法、構成、または手段
として使用される。データはこのパケットを使用して順方向リンクでポインティングデバ
イスに送信することもできる。ポインティングデバイスデータパケットの例示的なフォー
マットは図２０に示され、ポインティングデバイスから、又はポインティングデバイス用
の可変数のバイトの情報を含む。図２０に示されているように、この種のパケットはパケ
ット長フィールド、パケットタイプフィールド、ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、ポイ
ンティングデバイスフォーマットフィールド、ポインティングデバイスデータフィールド
、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。例示的な実施形態では、この
種のパケットは通常１バイトタイプフィールドにおける６８型パケットとして識別される
。
【０１４５】
　１２．リンクシャットダウンパケット
　リンクシャットダウンパケットは、ＭＤＤＩデータとストローブがシャットダウンされ
、低電力消費「ハイバネーション」状態に入ることを示すための方法または手段として、
ホストからクライアントに送信される。このパケットはリンクをシャットダウンし、静的
ビットマップが移動通信装置からディスプレイに送信された後、あるいはホストからクラ
イアントに当面転送する追加の情報がないときに電力を節約するために有効である。ホス
トがパケットを再び送信すると通常の動作が再開される。ハイバネーション後に送信され
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る最初のパケットはサブフレームヘッダパケットである。クライアントステータスパケッ
トのフォーマットは図２１に示されている。１つの実施形態として図２１に示されている
ように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィールド、ＣＲＣ
及び全ゼロフィールドを有するように構造化される。一実施形態では、この種のパケット
は、通常１バイトタイプフィールドで６９型パケットとして識別され、３バイトという事
前に選択された固定長を使用する。
【０１４６】
　パケット長フィールドはパケット長フィールドを含まないパケット中のバイトの全数を
特定するために２バイトを使用する。１実施形態において、このパケットのパケット長は
、事実上リンクシャットダウンパケットが送信される時のインターフェイスの型式または
リンクモードに従う。それ故に典型的なパケット長は、タイプ１モードについて２０バイ
トパケット中に合計２２バイト）に、タイプ２モードについて３６バイト（パケット中に
合計３８バイト）に、タイプ３モードリンクについて６８バイト（パケット中に合計７０
バイト）、そしてタイプ４モードについて１３２バイト（パケット中に合計１３４バイト
）になる。
【０１４７】
　全ゼロフィールドは、ホストのラインドライバを使用不能にする前に、ＭＤＤＩ＿デー
タ信号がクライアントがＭＤＤＩ＿Ｓｔｂのみを使用してリカバリングクロックを開始ス
ルのを可能にするのに充分な時間論理ゼロレベルにあることを確実にするために変化可能
なバイト数を使用する。全ゼロフィールドの長さは実質的にリンクシャットダウンパケッ
トが送信されるの時のインターフェイスタイプまたはリンク動作モードに従う。全ゼロフ
ィールドの長さはいかなるインターフェイスタイプの設定に関してもＭＤＤＩ＿Ｓｔｂに
６４パルスを生成することを意図する。それ故に、各インターフェイスタイプに関する全
ゼロの長さは、タイプ１については１６バイトに、タイプ２について３２バイトに、タイ
プ３については６４バイトに、タイプ４について１２８バイトになる。
【０１４８】
　ＣＲＣフィールドは、パケットタイプに関するパケット長からの１６－ビットＣＲＣの
バイトを含む２バイトを使用する。
【０１４９】
　低電力ハイバネーション状態では、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバは、全ゼロフィール
ドの最後のビットの後で１６番目～４８番目のＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの後に開始する
、高インピーダンス状態にディスエーブルされる。タイプ－２、タイプ－３、またはタイ
プ－４リンクに関し、ＭＤＤＩ＿ＤａｔａＰｗｒ７信号を介するＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ１も
また、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバがディスエーブルされるのと同じ時に、高インピー
ダンス状態に置かれる。ホストまたはクライアントのいずれかはＭＤＤＩリンクを他の箇
所に説明されるようハイバネーション状態から「目覚め（wake up）」させることができ
る。それが本発明のための重要な進展であり、本発明の利点である。
【０１５０】
　全ゼロフィールドの定義において記載されるように、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂは、クライアン
トの制御器における系統的なシャットダウンを容易にするために、リンクシャットダウン
パケットのＣＲＣフィールドのＭＳＢの次に続く６４サイクルについてトグルする。１つ
のサイクルは、高から低への転移が続く低から高への転移、または低から高への転移が続
く高から低への転移である。全ゼロフィールドが送信された後、ホストにおけるＭＤＤＩ
＿Ｓｔｂドライバはディスエーブルされる。
【０１５１】
　１３．クライアント要求及びステータスパケット
　ホストは、それが通常最適にホストからクライアントへのリンクを構成できるように、
クライアントから少量の情報を必要とする。クライアントがクライアント要求及びステー
タスパケットをサブフレームごとにホストに送信することが勧められる。クライアントは
、それが確実にホストに配信されることを保証するために逆方向リンクカプセル化パケッ
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ト内で最初のパケットとしてこのパケットを送信する必要がある。また、このパケットの
転送は、逆方向リンクカプセル化パケット内で逆方向リンクフラグを使用してホストによ
って要求されるときに達成される。クライアント要求及びステータスパケットは、ホスト
にエラーとステータスを報告するために使用される。外部モード動作において、あらゆる
ホストはこのパケットを受信できなければならず、あらゆるクライアントはＭＤＤＩイン
タフェースプロトコルを適切に又は最適に利用するためにこのパケットを送信できなけれ
ばならない。一方内部動作においては、これは内部ホストおよび内部クライアントについ
てである、このパケットに関しそれが要求されないサポートが存在すべきであることが推
奨される。
【０１５２】
　クライアント要求及びステータスパケットのフォーマットは図２２に示されている。図
２２に示されるように、この種のパケットは、パケット長フィールド、パケットタイプフ
ィールド、ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、逆方向リンク要求フィールド、機能変更フ
ィールド、クライアントビジーフィールド、ＣＲＣエラーカウントフィールド、及びＣＲ
Ｃフィールドを有するように構造化されている。この種のパケットは、通常、１バイトタ
イプフィールドの７０型パケットとして識別され、通常は１２バイトという事前に選択さ
れた固定長を使用する。
【０１５３】
　逆方向リンク要求フィールドは、ホストのデータを送り返すために逆方向カプセル化パ
ケットでクライアントが必要とするバイト数をホストに知らせるために使用されてよい。
ホストは逆方向リンクカプセル化パケット内で少なくともその数のバイトを割り当てるこ
とによって要求を許可しようとしなければならない。ホストはデータに対処するためにサ
ブフレーム内で複数の逆方向リンクカプセル化パケットを送信してよい。クライアントは
いつでもクライアント要求及びステータスパケットを送信してよく、ホストは逆方向リン
ク要求パラメータを１つのサブフレームで要求されるバイトの総数として解釈する。逆方
向リンクデータがどのようにしてホストに送り返されるのかの追加の詳細及び特定の例が
後述される。
【０１５４】
　１４．ビットブロック転送パケット
　ビットブロック転送パケットは、任意の方向でディスプレイの領域をスクロールするた
めの手段、構造または方法を提供する。この機能を有するディスプレイは、クライアント
機能パケットの表示特徴機能インジケータフィールドのビット０で機能を報告する。ビッ
トブロック転送パケットの１つの実施形態におけるフォーマットは図２３に示されている
。図２３に示されているように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタ
イプフィールド、ｈＣｌｉｅｎｔＩＤフィールド、左上Ｘ値フィールド、左上Ｙ値フィー
ルド、ウィンドウ幅フィールド、ウィンドウ高さフィールド、ウィンドウＸ移動フィール
ド、ウィンドウＹ移動フィールド、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化されてい
る。この種のパケットは通常７１型パケットとして識別され、１つの実施形態においては
１５バイトという事前に選択された固定長を使用する。
【０１５５】
　該フィールドは、移動されるウィンドウの左上角の座標のＸ値とＹ値、移動されるウィ
ンドウの幅と高さ、及びウィンドウが水平に移動されなければならないピクセル数、及び
垂直に移動されなければならないピクセル数をそれぞれ指定するために使用される。後者
の２つのフィールドの正の値はウィンドウを右及び下方へ移動させ、それぞれ負の値は左
と上に移動させる。
【０１５６】
　１５．ビットマップ領域塗りつぶしパケット
　ビットマップ領域塗りつぶしパケットはディスプレイの領域を単一の色に容易に初期化
する手段を提供する。この機能を有するディスプレイは、クライアント機能パケットのク
ライアント特徴機能インジケータフィールドのビット１で該機能を報告する。ビットマッ
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プ領域塗りつぶしパケットのフォーマットは図２４に示されている。図２４に示されてい
るように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィールド、ｈＣ
ｌｉｅｎｔフィールド、左上Ｘ値フィールド、左上Ｙ値フィールド、ウィンドウ幅フィー
ルド、ウィンドウ高さフィールド、データフォーマット記述子フィールド、ピクセル領域
塗りつぶし値フィールド、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。この
種のパケットは通常１バイト型フィールドで７２型パケットとして識別され、１７バイト
という事前に選択された固定長を使用する。
【０１５７】
　１６．ビットマップパターン塗りつぶしパケット
　ビットマップパターン塗りつぶしパケットは、事前に選択されたパターンに表示の領域
を容易に初期化する手段または構造を提供する。この機能を有するディスプレイはクライ
アント機能パケットのクライアント特徴機能フィールドのビット２で該機能を報告する。
水平または垂直パターンオフセットがノン－ゼロ（non-zero）でなければ、塗りつぶしパ
ターンの左上角は塗りつぶされるウィンドウの左上角と位置合わせされている。塗りつぶ
されるウィンドウが塗りつぶしパターンより幅広い、又は背が高い場合には、パターンは
ウィンドウを塗りつぶすために何回も水平に又は垂直に繰り返されてよい。最後に繰り返
されるパターンの右又は下部は必要に応じて切り捨てられる。ウィンドウが塗りつぶしパ
ターンより小さい場合には、塗りつぶしパターンの右上又は右下がウィンドウに適合する
ために切り捨てられてよい。
【０１５８】
　水平パターンオフセットがノン－ゼロの場合、続いてウインドウの左側及び左側プラス
水平パターンオフセットの間のピクセルはパターンの最も右側のピクセル（right-most p
ixel）で満たされる。水平パターンオフセットはパターン幅よりも小さくすべきである。
同様に垂直パターンオフセットがノン－ゼロの場合、続いてウインドウの上側及び側部の
上部プラス垂直パターンオフセットの間のピクセルはパターンの最下位ピクセル（lower-
most pixel）で満たされる。垂直パターンオフセットはパターンの高さよりも小さくすべ
きである。
【０１５９】
　ビットマップ塗りつぶしパケットのフォーマットに関する一実施形態が図２５に示され
ている。図２５に示されているように、この種のパケットは、パケット長フィールド、パ
ケットタイプフィールド、ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、左上Ｘ値フィールド、左上
Ｙ値フィールド、ウィンドウ幅フィールド、ウィンドウ高さフィールド、パターン幅フィ
ールド、パターン高さフィールド、データフォーマット記述子フィールド、パラメータＣ
ＲＣフィールド、パターンピクセルデータフィールド及びピクセルデータＣＲＣフィール
ドを有するように構造化されている。ある実施形態においては、この種のパケットは通常
１バイト型フィールドで７３型パケットとして識別される。
【０１６０】
　１７．通信リンクデータチャネルパケット
　通信リンクデータチャネルパケットは、ＰＤＡ等の高水準計算機能を備えたクライアン
トが携帯電話、又は無線データポート装置等の無線トランシーバと通信するための構造、
手段、または方法を提供する。この状況では、ＭＤＤＩリンクは、通信装置とモバイルデ
ィスプレイ付きの計算装置の間の便利な高速インタフェースとして働いており、このパケ
ットはデータを該装置のオペレーティングシステムのデータリンク層でトランスポートす
る。例えば、このパケットは、ウェブブラウザ、ｅメールクライアント、又はＰＤＡ全体
がモバイルディスプレイの中に内蔵されている場合に使用できるであろう。この機能を有
するディスプレイはクライアント機能パケットのクライアント特徴機能フィールドのビッ
ト３で該機能を報告する。
【０１６１】
　実施形態に係る通信リンクデータチャネルパケットのフォーマットは図２６に示されて
いる。図２６に示されているように、この種のパケットは、パケット長フィールド、パケ
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ットタイプフィールド、ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、パラメータＣＲＣフィールド
、通信リンクデータフィールド、及び通信データＣＲＣフィールドを有するように構造化
されている。１つの実施形態において、この種のパケットは、通常、タイプフィールドで
７４型パケットとして識別される。
【０１６２】
　１８．インタフェースタイプハンドオフ要求パケット
　インタフェースタイプハンドオフ要求パケットは、ホストが、クライアント又はディス
プレイが既存のモード又はカレントモードから１型（シリアル）モード、２型（２－ビッ
ト並列）モード、３型（４ビット並列）モード、又は４型（８ビット並列）モードにシフ
トすることを要求できるようにする手段、方法、または構造を提供する。ホストがある特
定のモードを要求する前に、それは、クライアント機能パケットの表示特徴機能インジケ
ータフィールドのビット６と７を調べることによって、クライアントが所望されているモ
ードで動作できることを確認しなければならない。インタフェースタイプハンドオフ要求
パケットのフォーマットに関する１つの実施形態において、は図２７に示されている。図
２７に示されているように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプ
フィールド、インタフェースタイプフィールド、予約１フィールド、及びＣＲＣフィール
ドを有するように構造化されている。この種のパケットは、通常７５型パケットとして識
別され、４バイトという事前に選択された固定長を使用する。
【０１６３】
　１９．インタフェースタイプ肯定応答パケット
　インタフェースタイプ肯定応答パケットはクライアントによって送信され、そしてクラ
イアントがインタフェースタイプハンドオフパケットの受信を確認することを可能にする
手段、方法、または構造を提供する。要求されるモード、つまり１型（シリアル）モード
、２型（２ビット並列）モード、３型（４ビット並列）モード又は４型（８ビット並列）
モードは、このパケットでパラメータとしてホストにエコーバックされる。インタフェー
スタイプ肯定応答パケットの一つの実施形態におけるフォーマットは図２８ｎ示されてい
る。図２８に示されるように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイ
プフィールド、ｃＣｌｉｅｎｔＩＤフィールド、インタフェースタイプフィールド、予約
１フィールド、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。この種のパケッ
トは、通常７６型パケットとして識別され、４バイトという事前に選択された固定長を使
用する。
【０１６４】
　２０．実行型ハンドオフパケット
　実行型ハンドオフパケットは、ホストがこのパケットで指定されるモードにハンドオフ
するようにクライアントに命令するための手段、構造、または方法である。これは、過去
にインタフェースタイプハンドオフ要求パケットとインタフェースタイプ肯定応答パケッ
トにより要求され、肯定応答されたのと同じモードでなければならない。ホストとクライ
アントは、このパケットが送信された後に合意されたモードに切り替わる必要がある。ク
ライアントはモード変更の間にリンク同期を失い、再取得してよい。実行型ハンドオフパ
ケットに関する一つの実施形態のフォーマットが図２９に示されている。図２９に示され
ているように、この種のパケットは、パケット長フィールド、パケットタイプフィールド
、パケットタイプフィールド、パケットタイプ、予約１フィールド、及びＣＲＣフィール
ドを有するように構造化されている。この種のパケットは、通常１バイトタイプのフィー
ルドで７７型パケットとして識別され、４バイトという事前に選択された固定長を使用す
る。
【０１６５】
　２１．順方向音声チャネルイネーブルパケット
　このパケットは、ホストがクライアントの音声チャネルをイネーブル又はディスエーブ
ルできるようにする構造、方法、または手段を提供する。この機能は、クライアント（例
えばディスプレイ）が、ホストによって出力される音声がないときに節電するために音声
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増幅器又は類似する回路要素の電源を切ることができる。これは、単にインジケータとし
て音声ストリームの存在又は不在を使用して暗示的に実現するのはかなり困難である。ク
ライアントシステムの電源投入時のデフォルト状態は、すべての音声チャネルがイネーブ
ルされることである。順方向音声チャネルイネーブルパケットに関する一つの実施形態の
フォーマットは図３０に示されている。図３０に示されているように、この種のパケット
はパケット長フィールド、パケットタイプフィールド、ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド
、音声チャネルイネーブルマスクフィールド、及びＣＲＣフィールドを有するように構造
化されている。この種のパケットは、通常、１バイト型フィールドで７８型パケットとし
て識別され、４バイトという事前に選択された固定長を使用する。
【０１６６】
　２２．逆方向音声サンプルレートパケット
　このパケットは、ホストが、逆方向リンク音声チャネルをイネーブル又はディスエーブ
ルし、このストリームの音声データサンプルを設定できるようにする。ホストはクライア
ント機能パケットの中で有効であると定義されるサンプルレートを選択する。ホストが無
効なサンプルレートを選択すると、クライアントはホストに音声ストリームを送信せず、
適切なエラー、エラー値、またはエラー信号がクライアントエラーレポートパケットでホ
ストに送信されてよい。ホストはサンプルレートを２５５という値に設定することによっ
て逆方向リンク音声ストリームをディスエーブルしてよい。クライアントシステムが最初
に電源を入れられる、あるいは接続されるときに想定されるデフォルトの状態は、逆方向
リンク音声ストリームがディスエーブルされている状態である。逆方向音声サンプルレー
トパケットに関する一つの実施形態のフォーマットは、図３１に示されている。図３１に
示されているように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィー
ルド、ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、音声サンプルレートフィールド、予約１フィー
ルド、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。この種のパケットは、通
常７９型パケットとして識別され、４バイトという事前に選択された固定バイトを使用す
る。
【０１６７】
　２３．デジタルコンテンツ保護オーバヘッドパケット
　このパケットは、ホストとクライアントが使用されているデジタルコンテンツ保護方法
に関してメッセージを交換できるようにする構造、方法、または手段を提供する。現在、
デジタル伝送コンテンツ保護（ＤＴＣＰ）又は高帯域幅デジタルコンテンツ保護システム
（ＨＤＣＰ）という、将来の代替保護方式名称のために空間が予約される、二種類のコン
テンツ保護が熟考されている。使用されている方法はこのパケットのコンテンツ保護タイ
プパラメータによって指定される。デジタルコンテンツ保護オーバヘッドパケットに関す
る一つの実施形態のフォーマットは図３２に示されている。図３２に示されているように
、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィールド、ｂＣｌｉｅｎ
ｔＩＤフィールド、コンテンツ保護タイプフィールド、コンテンツ保護オーバヘッドメッ
セージフィールド、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。この種のパ
ケットは通常８０型パケットとして識別されている。
【０１６８】
　２４．透明色イネーブルパケット
　透明色イネーブルパケットは、どの色がディスプレイで透明であるのかを指定するため
、及び画像を表示するために透明色の使用をディスエーブルするために使用される構造、
方法、または手段を提供する。この機能を有するディスプレイはクライアント機能パケッ
トのクライアント特徴機能フィールドの４でその機能を報告する。透明色の値が付いたピ
クセルがビットマップに書き込まれると、色は過去の値から変化しない。透明色イネーブ
ルパケットのフォーマットは図３３に示されている。図３３に示されているように、一実
施形態におけるこの種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィールド、
ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、透明色イネーブルフィールド、予約１フィールド、ア
ルファ－カーソル識別子フィールド、データフォーマット記述子フィールド、透明ピクセ
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ル値フィールド、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。この種のパケ
ットは、通常、１バイト型フィールドで８１型パケットとして識別され、事前に選択され
る１０バイトという固定長を使用する。
【０１６９】
　２５．往復遅延測定パケット
　往復遅延測定パケットは、クライアント（ディスプレイ）からホストへ戻る遅延を加え
た、ホストからクライアント（ディスプレイ）への伝搬遅延を測定するために使用される
構造、方法、または手段を提供する。この測定は、本来、ラインドライバとラインレシー
バ、及び相互接続サブシステムに存在する遅延を含む。測定は、方向転換遅延と逆方向リ
ンク速度除数パラメータを、通常前記に説明される逆方向リンクカプセル化パケットに設
定するために使用される。このパケットは、ＭＤＤＩリンクが特定の応用例に意図された
最大速度で運転しているときに最も有効である。パケットは、往復遅延測定の範囲を増加
させるために、タイプ１および低データレートで送信することができる。ＭＤＤＩ＿Ｓｔ
ｂ信号は、あたかも全ゼロデータが以下のフィールドの間に送信されているかのように動
作する。つまり両方のガード時間、全ゼロ、及び測定期間である。これによりＭＤＤＩ＿
Ｓｔｂは、それが測定期間中にクライアント内の周期クロックとして使用できるようにデ
ータレートの半分でトグルする。
【０１７０】
　一実施形態では、クライアントは、通常、クライアント機能パケットのクライアント特
徴機能インジケータフィールドのビット１８を使用することにより往復遅延測定パケット
をサポートする能力を示す。すべてのクライアントが往復遅延測定をサポートすることが
薦められるが、ホストは最大ケーブル遅延に基づいて、及び最大ドライバと受信機遅延に
基づいて最悪のケースの往復遅延を知ることが可能である。これはインタフェースが使用
されている装置の公知の設計要素（銅線長、回路網種類、及び特徴等）の一態様であるた
め、ホストは、内部モードで使用されるＭＤＤＩリンクに先行して往復遅延を知る可能性
もある。
【０１７１】
　往復遅延測定パケットのフォーマットは図３４に示されている。図３４に示されている
ように、一実施形態では、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフ
ィールド、ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、パラメータＣＲＣフィールド、ガード時間
１フィールド、測定期間フィールド、全ゼロフィールド、及びガード時間２フィールドを
有するように構成されている。この種のパケットは、通常８２型パケットとして識別され
、１５９ビットという事前に選択された固定長を使用する。
【０１７２】
　往復遅延測定パケットの間に発生するイベントのタイミングは図３５に示されている。
図３５では、ホストは、全ゼロフィールドとガード時間１フィールドが後に続くパラメー
タＣＲＣフィールドとストローブ位置合わせフィールドの存在によって示される往復遅延
測定パケットを送信する。パケットがクライアントディスプレイ装置又は処理回路網に達
する前に遅延３５０２が発生する。クライアントがパケットを受信すると、それはクライ
アントにより決定されるような測定期間の始まりにできる限り正確に、０ｘｆｆ、０ｘｆ
ｆ及び０ｘ０パターンの３０バイトを送信する。クライアントがこのシーケンスの送信を
開始する実際の時間は、ホストの観点では測定期間の始まりから遅延している。この遅延
の量が実質的に、パケットがラインドライバとレシーバを通して伝搬し、サブシステム（
ケーブル、導線）を相互接続するために要する時間である。類似する遅延の量３５０４が
、パターンがクライアントからホストに伝搬して戻るパターンについて発生する。
【０１７３】
　クライアントに、及びクライアントから行き来する信号のために往復遅延時間を正確に
決定するために、ホストは、測定期間の開始後、０ｘｆｆ、０ｘｆｆ、及び３０バイトの
０ｘ０シーケンスの始まりが到着時に検出されるまでに発生する順方向リンクビット時間
期間の数をカウントする。この情報は、往復遅延信号がホストからクライアント、及び再
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び逆に通過する時間量を求めるために使用される。したがって、この量の約２分の１はク
ライアントへの信号の一方向の通過のために生じる遅延を原因とする。
【０１７４】
　ホストとクライアントの両方とも、ＭＤＤＩ＿ＤＡＴＡラインを定められた状態に保つ
ために、両方のガード時間中にラインを論理ゼロレベルに駆動する。ホストとクライアン
トの両方のガード時間が経過する期間のエネーブルおよびディスエーブル時間は、いずれ
かの適正な往復遅延時間における、ＭＤＤＩ＿データ信号が適正な低レベルにある時間で
ある。
【０１７５】
　２６．順方向リンク歪み校正パケット
　順方向リンク歪み校正パケットは、クライアント又はディスプレイがＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ
信号に関してＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号の伝搬遅延での差異がないかそれ自体を校正できる
ようにする。遅延歪み補償を行わないと、最大データレートは通常これらの遅延の潜在的
な最悪のケースの変動を考慮に入れるために制限される。通常、このパケットは、順方向
リンクデータが約５０Ｍｂｐｓ以下の速度に構成されるときにだけ送信される。ディスプ
レイを校正するためにこのパケットを送信した後に、データレートは５０Ｍｂｐｓを超え
て強化される。データレートが歪み補償プロセスの間に高く設定しすぎると、ディスプレ
イは、遅延歪み補償設定値を１ビットを超える時間オフにし、その結果誤ったデータクロ
ッキングを生じさせる結果となる、ビット期間のエイリアスに同期する可能性がある。最
高データレートタイプのインタフェース又は最大可能インタフェースタイプは、すべての
既存のデータビットが校正されるように、順方向リンク歪み校正パケットを送信する前に
選択される。
【０１７６】
　順方向リンク歪み校正パケットのフォーマットの一実施例は図５６に示されている。図
５６に示されているように、この種のパケットはパケット長（２バイト）フィールド、パ
ケットタイプフィールド、ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、パラメータＣＲＣフィール
ド、全ゼロフィールド、校正データシーケンスフィールド及びＣＲＣフィールドを有する
ように構造化されている。この種のパケットは通常、タイプフィールドで８３型タイプと
して識別され、一実施の形態において５１５という事前に選択された長さを有する。
【０１７７】
　仮想制御パネル
　仮想制御パネル（ＶＣＰ）を使用すると、ホストはクライアントで特定のユーザ制御を
設定できる。これらのパラメータをホストにより調整できるようにすることによって、ク
ライアントのユーザインタフェースは、ユーザが音声音量又はディスプレイ明度等のパラ
メータを調整できるようにする画面がクライアント内の１台又は複数台のマイクロプロセ
ッサによってよりむしろホストソフトウェアによって生成できるために簡略化できる。ホ
ストは、クライアントのパラメータ設定値を読み取り、制御ごとの有効値の範囲を求める
能力を有する。クライアントは、一般にどの制御パラメータを調整できるのかをホストに
報告する能力を有する。
【０１７８】
　制御コード（ＶＣＰコード）及び一般的に指定される関連データ値は、クライアントの
制御と設定値を指定するために活用される。ＭＤＤＩ指定のＶＣＰコードはパケット定義
における適切なデータフィールド位置合わせを保存するために、及び将来、このインタフ
ェースに、又は将来の機能強化に一意である補足値をサポートするために１６ビットに拡
大される。
【０１７９】
　２７．ＶＣＰ特徴要求パケット
　ＶＣＰ特徴要求パケットは、ホストが特定の制御パラメータ又はすべての有効な制御パ
ラメータの現在の設定値を要求するための手段、機構又は方法を提供する。一般的には、
クライアントはＶＣＰ特徴応答パケットで適切な情報でＶＣＰパケットに応答する。一実
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施形態では、クライアントはクライアント機能パケットのクライアント特徴機能インジケ
ータのビット１３を使用してＶＣＰ特徴要求パケットをサポートする能力を示す。
【０１８０】
　ＶＣＰ特徴要求パケットのフォーマットは図６９に示されている。図６９で見られるよ
うに、この種のパケットは、パケット長フィールド、パケットタイプフィールド、ｈＣｌ
ｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、ＭＣＣＳ　ＶＣＰコードフィールド及びＣＲＣフィールドを
有するように構造化されている。この種のパケットは、通常、２バイト型フィールドに示
されている１２８型として一実施形態で識別される。パケット長フィールドを含まないパ
ケット内のビットの総数を指定するパケット長は、通常、８ビットという長さでこの種の
パケットに固定されている。
【０１８１】
　ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールドは将来の実行においてクライアントＩＤとして使用す
るために予約され、そして一般的にはゼロに設定される。ＭＣＣＳ　ＶＣＰコードフィー
ルドは、ＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御コードパラメータを指定する２バイトの情報を備える。０
から２５５の範囲の値は、ＶＣＰ特徴応答パケットを指定されたＭＣＣＳコードに対応す
るＶＣＰ特徴応答リスト内の単一のアイテムと共に返させる。６５５３５（０ｘｆｆｆ）
というＭＣＣＳ　ＶＣＰコードは、クライアントによってサポートされる制御ごとに特徴
応答リストアイテムを含むＶＣＰ特徴応答リスト付きのＶＣＰ特徴応答パケットを要求す
る。このフィールドのための２５６から６５５３４までの値は、将来の使用のために予約
され、現在は使用されていない。
【０１８２】
　２８．ＶＣＰ特徴応答パケット
　ＶＣＰ特徴応答パケットは、クライアントが特定の制御パラメータ又はすべての制御パ
ラメータの現在の設定値でホスト要求に応えるための手段、機構又は方法を提供する。一
般的には、クライアントはＶＣＰ特徴要求パケットに応えてＶＣＰ特徴応答パケットを送
信する。このパケットは、特定のパラメータの現在設定値を突き止め、特定の制御のため
の有効な範囲を決定し、特定の制御がクライアントによってサポートされているかどうか
を判断し、あるいはクライアントによってサポートされている制御のセットを決定するた
めに有効である。クライアント内で実現されない特定の制御を参照するＶＣＰ特徴要求が
送信される場合、ＶＣＰ特徴応答パケットは適切なエラーコードを含む実現されていない
制御に対応する単一ＶＣＰ特徴応答リストアイテムと共に返される。一実施形態では、ク
ライアントは、クライアント機能パケットのクライアント特徴機能フィールドのビット１
３を使用してＶＣＰ特徴応答パケットをサポートする能力を示す。
【０１８３】
　一実施形態でのＶＣＰ特徴応答パケットのフォーマットは図７０に示されている。図７
０で分かるように、この種のパケットは、パケット長フィールド、パケットタイプフィー
ルド、ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、ＭＣＣＳバージョンフィールド、応答シーケン
ス番号フィールド、ＶＣＰ特徴応答リストフィールド、及びＣＲＣフィールドを有するよ
うに構造化されている。通常一実施形態では、この種のパケットは、２バイト型フィール
ドに示されるように１２９型として識別される。
【０１８４】
　ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールドはクライアントＩＤに予約される情報を含む。このフ
ィールドは将来の使用のために予約され、通常はゼロに設定されている。ＭＣＣＳバージ
ョンフィールドは、クライアントによって実現されるＶＥＳＡ　ＭＣＣＳ仕様のバージョ
ンを指定する２バイトの情報を含む。
【０１８５】
　２バイトの応答シーケンス番号フィールドは、クライアントによって返されるＶＣＰ特
徴応答パケットのシーケンス番号を指定する情報又はデータを含む。クライアントは６５
５３５というＭＣＣＳ制御コード値と共に、ＶＣＰ特徴要求パケットに応えて１つ又は複
数のＶＣＰ特徴応答パケットを返す。クライアントは複数のＶＣＰ特徴応答パケット上で
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特徴応答リストを広げてよい。この場合、クライアントは各連続パケットにシーケンス番
号を割り当て、単一のＶＣＰ特徴要求パケットに応えて送信されるＶＣＰ特徴応答パケッ
トのシーケンス番号はゼロで開始し、１分増分する。最後のＶＣＰ特徴応答パケット内の
ＶＣＰ特徴リストアイテムはパケットが最後のパケットであることを識別するために０ｘ
ｆｆｆｆに等しいＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御コード値を含まなければならず、返されるパケッ
トのグループの最高のシーケンス番号を含む。ただ１つのＶＣＰ特徴応答パケットがＶＣ
Ｐ特徴要求パケットに応えて送信される場合、その単一のパケット内のシーケンス番号応
答はゼロであり、ＶＣＰ特徴応答リストは０ｘｆｆｆｆに等しいＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御コ
ードを有するレコードを含む。
【０１８６】
　ＶＣＰ特徴応答リストフィールドは１つ又は複数のＶＣＰ特徴応答リストアイテムを含
むバイトのグループである一方、リストフィールド内の特徴の数は、このパケットの中の
ＶＣＰ特徴応答リスト内にあるＶＣＰ特徴リストアイテム数を指定する２バイトを含む。
一実施形態での単一のＶＣＰ特徴応答リストアイテムのフォーマットは図７１に示される
。
【０１８７】
　図７１に示されているように、各ＶＣＰ特徴応答リストアイテムは長さが正確に１２バ
イトであり、ＭＣＣＳ　ＶＣＰコードフィールド、結果コードフィールド、最大値フィー
ルド及び現在値フィールドを備える。２バイトのＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御フィールドはこの
リストアイテムと関連付けられるＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御コードパラメータを指定するデー
タ又は情報を含む。この実施形態に関し、ＶＥＳＡ　ＭＣＣＳ仕様書バージョン２以降に
定められる制御コード値だけが　有効と見なされる。２バイト結果コードフィールドは指
定されたＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御に関して情報の要求に関係するエラーコードを指定する情
報を含む。「１」という値が、指定された制御がクライアントで実現されないことを意味
する一方、このフィールドの「０」という値はエラーがないことを意味する。２から６５
５３５のこのフィールドの追加の値は、将来の使用及び技術によって考慮される他の応用
例のインプリメンテーションのために現在予約されているが、当面使用されることはない
。
【０１８８】
　４バイトの最大値フィールドは、指定されたＭＣＣＳ制御を設定できる最大可能値を指
定する３２ビットの符号なし整数を含む。要求される制御がクライアントの中で実現され
ない場合、この値はゼロに設定される。返された値の長さが３２ビット（４バイト）未満
である場合は、値は３２ビット整数の中に入れられ、最上位（未使用）バイトをゼロに設
定されたままにする。４バイトの現在値提示フィールドは、指定されたＭＣＣＳ　ＶＣＰ
連続（Ｃ）又は非連続（ＮＣ）制御の現在値を指定する情報を含む。要求された制御がク
ライアントで実現されない場合、あるいは制御が実現されるが、テーブル（Ｔ）データ型
である場合には、この値はゼロに設定される。返される値の長さがＶＥＳＡ　ＭＣＣＳ仕
様を通じた３２ビット（４バイト）未満である場合には、値は３２ビット整数の中に入れ
られ、最上位（未使用）バイトをゼロに設定されたままにする。
【０１８９】
　２９．ＶＣＰ特徴設定パケット
　ＶＣＰ特徴設定パケットは、ホストがクライアント内での連続制御と非連続制御の両方
にＶＣＰ制御値を設定するための手段、機構又は方法を提供する。一実施形態では、クラ
イアントはクライアント機能パケットのクライアント特徴機能フィールドのビット１３を
使用してＶＣＰ特徴設定パケットをサポートする能力を示す。
【０１９０】
　一実施形態におけるＶＣＰ特徴設定パケットのフォーマットは図７２に示されている。
図７２で分かるように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィ
ールド、ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、ＭＣＣＳ　ＶＣＰコードフィールド、リスト
中の値数フィールド、制御値リストフィールド、及びＣＲＣフィールドを有するように構
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造化されている。この種のパケットは、通常、２バイト型フィールドで示されるように１
３０型として識別され、パケット長フィールドを除き２０バイトの長さである。
【０１９１】
　ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールドは再びクライアントＩＤとして指定するために、ある
いはＣｌｉｅｎｔ　ＩＤとして働くために２バイト値を使用する。このフィールドは将来
の仕様のために予約され、現在はゼロに設定されている。ＭＣＣＳ　ＶＣＰコードフィー
ルドは、調整されるＭＣＣＳ　ＶＣＰコードパラメータを指定するための２バイトの情報
、又は値を使用する。２バイトのリスト中の値数フィールドは、制御値リストに存在する
１６ビット値の数を指定する情報又は値を含む。制御値リストは、ＭＣＣＳ制御コードが
クライアント内のテーブルに関連しない限り通常１つのアイテムを含む。非テーブル関連
制御の場合、制御値リストはＭＣＣＳ　ＶＣＰコードフィールドにより指定される制御パ
ラメータに書き込まれる新しい値を指定する値を含むであろう。テーブル関連制御の場合
、制御値リスト中のデータのフォーマットは指定されたＭＣＣＳ　ＶＣＰコードのパラメ
ータ説明によって指定される。リストが１バイトより大きい値を含む場合には、どこか他
の箇所に定義される方法に一貫して最下位ビットが最初に送信される。最後に２バイトの
ＣＲＣフィールドが、パケット長を含むパケット内のすべてのバイトの１６ビットＣＲＣ
を含む。
【０１９２】
　３０．有効パラメータ要求パケット
　有効パラメータ要求パケットは、クライアントが指定された非連続（ＮＣ）又は表（Ｔ
）制御によってサポートされているパラメータのリストを含む有効パラメータ応答パケッ
トを返すことを要求するために有用な手段又は構造として使用される。このパケットは、
非連続（ＮＣ）制御又はクライアントの表に関連する制御だけを指定しなければならず、
すべての制御を指定するために６５５３５（０ｘｆｆｆｆ）というＭＣＣＳ　ＶＣＰコー
ド値を指定してはならない。サポートされていない、又は無効のＭＣＣＳ　ＶＣＰコード
が指定される場合には、適切なエラー値が有効パラメータ応答パケットで返される。一実
施形態では、クライアントは表示機能パケットのクライアント特徴機能フィールドのビッ
ト１３を使用して有効パラメータ要求パケットをサポートする能力を示す。
【０１９３】
　一実施形態における有効パラメータ要求パケットのフォーマットは図７３に示されてい
る。図７３に示されているように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケット
タイプフィールド、ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、ＭＣＣＳ　ＶＣＰコードフィール
ド及びＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。この種のパケットは、２倍と
型フィールドに示されているように、通常１３１型として１つの実施形態で識別されてい
る。
【０１９４】
　２バイトのパケット長フィールドに示されているようにパケット長は、通常、８という
パケット長フィールドを含まずにパケット内のバイトの総数を有するために設定される。
ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤは再びクライアントＩＤを指定するが、当業者に明らかとなるよう
に現在は将来の使用のために予約されており、ゼロに設定されている。２バイトのＭＣＣ
Ｓ　ＶＣＰコードフィールドは、照会される非連続ＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御コードパラメー
タを指定する値を含む。このフィールドの値はクライアントで実現される非連続制御に相
当する。値２５６から６５５３５（０ｘｆｆｆｆ）は通常、予約されるか、あるいは有効
と見なされ、エラー応答の中で実現される制御として見なされている。
【０１９５】
　３１．有効パラメータ応答パケット
　有効パラメータ応答パケットは、有効パラメータ要求パケットに応えて送信される。そ
れは、非連続ＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御又は表のコンテンツを返す制御のための有効な設定値
を識別するための手段、方法又は構造として使用される。制御がクライアント内の表に関
する場合、ＶＣＰパラメータ応答リストは単に要求された順次表値の特定なリストを含む
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だけである。表のコンテンツが単一の有効パラメータ応答パケットに適合しない場合、順
次応答シーケンス番号の付いた複数のパケットがクライアントによって送信できる。一実
施形態では、クライアントはクライアント機能パケットのクライアント特徴機能フィール
ドのビット１３を使用して有効パラメータ応答パケットをサポートする能力を示す。
【０１９６】
　ホストは、次のようにテーブルのコンテンツを要求してよい。ホストは、読み取り／書
き込みパラメータ、ＬＵＴオフセット、及びＲＧＢ選択等の必要な又は所望されるパラメ
ータを含むＶＣＰ特徴設定パケット設定を送信する。それから所望される制御を指定する
有効パラメータ要求パケットがホストによって送信され、次にクライアントが、表データ
を含む１つ又は複数の有効パラメータ応答パケットを返す。動作のこのシーケンスがＭＣ
ＣＳ動作モデルに説明される表読み取り機能として類似する機能を実行する。
【０１９７】
　特定のクライアントパラメータがクライアントによってサポートされていない場合には
、一実施形態においてこのパケットの対応するフィールドは２５５という値を含むであろ
う。クライアントで使用されるパラメータの場合、対応するフィールドはクライアント内
にパラメータの値を含む必要がある。
【０１９８】
　一実施形態の有効パラメータ応答パケットのフォーマットは図７４に示されている。図
７４で分かるように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィー
ルド、ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、ＭＣＣＳ　ＶＣＰコードフィールド、応答コー
ドフィールド、シーケンス番号応答フィールド、リスト中の番号値フィールド、ＶＣＰパ
ラメータ応答リストフィールド及びＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。
この種のパケットは、通常、２バイト型フィールドに示されているように１３２型として
一実施形態について識別される。
【０１９９】
　３バイトＭＣＣＳ　ＶＣＰコードパケットはこのパケットによって記述される非連続Ｍ
ＣＣＳ　ＶＣＰ制御コードパラメータを指定する値を含むが、ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィ
ールドは、前述の説明から公知であるように、将来のクライアントＩＤのために予約され
ている。無効ＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御コードが有効パラメータ要求パケットによって指定さ
れる場合には、応答コードフィールドに適切な値を備える、同じ無効パラメータ値がこの
フィールドに指定される。ＭＣＣＳ制御コードが無効である場合には、ＶＣＰパラメータ
応答リストはゼロ長を有するであろう。
【０２００】
　応答コードフィールドは、指定されたＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御に関する情報に対する要求
に関連する応答の性質を指定する２バイトの情報又は値を含む。このフィールドの値が０
に等しい場合には、エラーはこのデータ型に存在するとは見なされず、シーケンスの中の
最後の有効パラメータ応答パケットが送信され、それは最高の応答シーケンス番号を有す
る。このフィールドの値が１に等しい場合には、エラーは存在すると見なされないが、さ
らに高いシーケンス番号を有する他の有効パラメータ応答パケットが送信される。このフ
ィールドの値が２に等しい場合には、指定された制御はクライアントで実現されると見な
されない。このフィールドｉｄの値が３に等しい場合には、指定された制御は非連続制御
ではない（ゼロからその最大値まですべての値の有効な集合をつねに有するのは連続制御
である）。４から６５５３５に等しいこのフィールドの値は将来の使用のために予約され
、通常は使用されるべきではない。
【０２０１】
　２バイト応答シーケンス番号フィールドは、クライアントによって返される有効パラメ
ータ応答パケットのシーケンス番号を指定する。クライアントは、有効パラメータ要求パ
ケットに応えて１つ又は複数の有効なパラメータ応答パケットを返す。クライアントは複
数の有効パラメータ応答パケット上でＶＣＰパラメータ応答リストを広げてよい。この後
者のケースでは、クライアントが各連続パケットにシーケンス番号を割り当て、シーケン
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ス内の最後のパケットを除くすべてで応答コードを１に設定する。シーケンス内の最後の
有効パラメータ応答パケットは最高の応答シーケンス番号を有し、応答コードは０という
値を含む。
【０２０２】
　２バイトのリスト中の値の数フィールドは、ＶＣＰパラメータ応答リストに存在する１
６ビット値という数を指定する。応答コードがゼロに等しくない場合には、リスト中の値
の数パラメータはゼロである。ＶＣＰパラメータ応答リストフィールドはＭＣＣＳ　制御
コードフィールドにより指定される非連続制御の有効な値の集合を示す０から３２７６０
の２バイト値のリストを含む。非連続制御コードの定義はＶＥＳＡ　ＭＣＣＳ仕様で指定
される。最後に本実施形態では、ＣＲＣフィールドはパケット長を含むパケット内のすべ
てのバイトの１６ビットＣＲＣを含む。
【０２０３】
　アルファ－カーソル画像
　ＭＤＤインタフェース及び通信リンク上でデータを通信するための関連させられる（ａ
ｓｓｏｃｉａｔｅｄ）本発明のプロトコルと機構は、互いに重複し、様々な透明度を有す
ることがある複数の画像平面に対するサポートを提供する。ハードウェアカーソルは、可
変Ｘ－Ｙオフセットを有する重複する画像を使用して実現できる。アルファ－カーソル機
能性及び関連プロトコルサポートの概要は以下に後述される。アルファ－カーソル画像パ
ケットをサポートする能力は、特殊ステータス要求パケットに応じて送信されるアルファ
－カーソル画像機能パケットに定義される。
【０２０４】
　３２．アルファ－カーソル画像機能パケット
　アルファ－カーソル画像機能パケットは、アルファカーソル画像の特性及び関連する透
明度マップをクライアントで定義するために使用される。一実施形態では、クライアント
は有効ステータス応答リストパケットの有効パラメータ応答リスト内で１３３というパラ
メータ値を使用してアルファ－カーソル画像機能パケットをサポートする能力を示す。パ
ケット長フィールドに指定されるパケット長は、パケット長フィールドを含まずに、一実
施形態の場合２０という固定値に設定される。
【０２０５】
　一実施形態のアルファ－カーソル画像機能パケットのフォーマットは図７５に示されて
いる。図７５で分かるように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイ
プフィールド、ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、アルファ－カーソル識別子フィールド
、アルファ－カーソルビットマップ幅フィールド、アルファ－カーソルビットマップ高さ
フィールド、ＲＧＢ機能フィールド、白黒機能フィールド、予約１フィールド、Ｙ　Ｃｒ
　Ｃｂ機能フィールド、透明度マップＲｅｓ．フィールド、機能ビットフィールド、及び
ＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールドは
通常将来のクライアントＩＤの使用のために予約され、現在はゼロに設定されている。
【０２０６】
　アルファ－カーソル識別子フィールド（２バイト）は、特殊なアルファ－カーソル平面
を識別する値を含む。クライアントがｎ個のアルファ－カーソル画像平面をサポートする
場合には、アルファ－カーソル識別子は０からｎ－１という有効な範囲を有する。一実施
形態では、値ｎはクライアント機能パケットのアルファカーソル画像平面フィールドによ
って指定される。クライアントは、アルファカーソル画像平面ごとに一意のアルファカー
ソル画像機能パケットを返す。
【０２０７】
　２バイトのアルファ－カーソルビットマップ高さフィールド値はピクセルの数として表
されるアルファ－カーソルビットマップ画像の高さを指定するが、２バイトのアルファ－
カーソルビットマップ幅フィールド値は、ピクセルの数として表されるアルファ－カーソ
ルビットマップ画像の幅を指定する。
【０２０８】
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　ＲＧＢ機能フィールドは、ＲＧＢフォーマットで表示できる解像度のビット数を指定す
るために２バイトを使用する。クライアントがＲＧＢフォーマットを使用できない場合、
この値はゼロである。ＲＧＢ機能ワードは３つの別々の値から構成され、一実施形態では
以下のように実現される。ビット３から０が各ピクセルの青の最大ビット数（青輝度）を
定義する。ビット７から４が各ピクセルの緑の最大ビット数（緑輝度）を定義し、ビット
１１から８は、各ピクセルの赤（赤輝度）の最大ビット数を定義する。ビット１５から１
２は、それらが通常とりあえずゼロになるようにＲＧＢ機能情報を提示する上で将来の使
用のために予約される。
【０２０９】
　１バイト白黒機能フィールドは白黒フォーマットで表示できる解像度のビット数を指定
するために使用される。クライアントが白黒フォーマットを使用できない場合、この値は
ゼロで設定される。ビット７から４は将来の使用のために予約され、従ってゼロに設定さ
れる。ビット３から０は、各ピクセルに存在できるグレイスケールの最大ビット数を定義
する。これらの４つのビットは、各ピクセルが１ビットから１５ビットからなることを指
定できるようにする。値がゼロである場合には、白黒フォーマットはクライアントによっ
てサポートされていない。
【０２１０】
　１バイトの予約１フィールドは将来の使用のために通常予約される値を含み、このよう
にしてこのフィールドのすべてのビットはゼロに設定される。これにより、以後の２バイ
トフィールドは１６ビットワードアドレスに位置合わせされ、４バイトフィールドは３２
ビットワードアドレスに位置合わせされる。
【０２１１】
　２バイトのＹ　Ｃｂ　Ｃｒ機能フィールドは、Ｙ　Ｃｂ　Ｃｒフォーマットで表示でき
る解像度のビット数を指定する値又は情報を含む。クライアントがＹ　Ｃｒ　Ｃｂフォー
マットを使用できない場合には、この値はゼロである。一般的には、一実施形態では、Ｙ
　Ｃｂ　Ｃｒ機能ワードは、以下の３つの別々の値から構成されている。つまり、Ｃｒサ
ンプルを指定する最大ビット数を定義するビット３から０、Ｃｂサンプルを指定する最大
ビット数を定義するビット７から４、Ｙサンプルを指定する最大ビット数を定義するビッ
ト１１から８、及びＹ　Ｃｂ　Ｃｒ機能情報又は値を提示する上で将来の使用のために予
約されているが、現在はゼロに設定されているビット１５から１２である。
【０２１２】
　１バイトの透明度マップ解像度フィールドはアルファ－カーソル画像透明度マップの各
ピクセルロケーションのビット数（深度）を指定する値又は情報を含む。この値は１から
８の範囲となる可能性がある。値がゼロである場合、透明度マップはこのアルファ－カー
ソル画像バッファにサポートされていない（アルファ－カーソル識別子フィールドによっ
て指定されるバッファ）。
【０２１３】
　１バイトの機能ビットフィールドは、アルファ－カーソル画像バッファと関連付けられ
る機能を指定するフラグのセットを含む値又は情報を提供する。一実施形態では、フラグ
は以下のように定義される。ビット０はアルファ－カーソルビデオストリームパケットの
ピクセルデータをパックフォーマットで選択するために働く。ビット１は、アルファ－カ
ーソル透明度パケットの透明度マップデータがパケットフォーマットであることを示すた
めに働く。バイト位置合わせされ、パックされた透明度マップデータの例は図７６に示さ
れている。ビット２は、アルファ－カーソル画像平面がアルファカーソル画像オフセット
パケットを使用して画像オフセット機能をサポートすることを示すために動作する。ビッ
ト３は、アルファ－カーソル画像平面がカラーマップデータフォーマットをサポートでき
ることを示すために働く。同じカラーマップ表は、メイン画像バッファ及びスケーリング
済みのビデオストリームのために使用されるように、アルファカーソル画像平面に使用さ
れる。カラーマップは、他の箇所に説明されるカラーマップパケットを使用して構成され
ている。
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【０２１４】
　ビット７から４は将来の使用のために予約されるため、通常はゼロ値又は論理レベルに
設定される。
【０２１５】
　３３．アルファ－カーソル透明度マップパケット
　アルファ－カーソル透明度マップパケットは、指定されたアルファ－カーソル画像平面
のために画像透明度マップのコンテンツを定義する。いくつかのアプリケーションは、単
一パケットで送信できるデータ量より多い透明度マップを必要とする可能性がある。これ
らのケースでは、それぞれが後述される透明度マップＸ開始フィールドとＹ開始フィール
ドを使用することによって透明度マップの異なる部分集合を備える、複数のアルファ－カ
ーソル透明度マップパケットが送信されてよい。これらのフィールドは、ビデオストリー
ムパケットのＸ開始フィールドとＹ開始フィールドと同様に動作する。クライアントは、
アルファ－カーソル画像機能パケットのアルファ－カーソル識別子フィールドによって指
定されるそれぞれの特定のアルファ－カーソル平面にアルファ－カーソル画像機能パケッ
トの透明度マップ解像度フィールドを使用して一実施形態でアルファ－カーソル透明度マ
ップパケットをサポートする能力を示す。パケット長及びクライアントＩＤフィールドは
、前述された他のパケットについて前記のように動作する。一実施形態では、パケットタ
イプフィールドでの１３４という値はアルファ－カーソル透明度マップパケットとしてパ
ケットを識別するために使用される。
【０２１６】
　一実施形態のアルファ－カーソル透明度マップパケットのフォーマットは図７６に示さ
れている。図７６で分かるように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケット
タイプフィールド、ｈＣｌｉｅｎｔＩＤフィールド、アルファ－カーソル識別子フィール
ド、透明度マップＸ開始フィールド、透明度マップＹ開始フィールド、透明度マップ解像
度フィールド、予約１フィールド、パラメータＣＲＣフィールド、透明度マップ媒体フィ
ールド、及び透明度マップデータＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。
【０２１７】
　２バイトアルファ－カーソル識別子フィールドは、特定のアルファ－カーソル平面を識
別する値を有する。クライアントがｎ個のアルファ－カーソル画像平面をサポートする場
合には、アルファ－カーソル識別子は０からｎ－１の有効範囲を有する。
【０２１８】
　２バイト透明度マップＸ開始フィールドとＹ開始フィールドは、それぞれ絶対Ｘ座標と
Ｙ座標を指定し、点（透明度マップＸ開始、透明度マップＹ開始）は、以下の透明度マッ
プデータフィールドで最初のピクセルである。
【０２１９】
　透明度マップ解像度フィールド（１バイト）は、透明度マップの解像度、及びデータが
パックされているかどうかを指定する値を含む。このフィールドの一実施形態では、ビッ
ト３から０はすべての透明度マップ表アイテムに存在する解像度のビット数を定める。有
効値は、１ビットから８ビットとなるように幅を指定する。値０及び９から１５は無効と
見なされる。この値はアルファ－カーソル画像機能パケットの透明度マップ解像度フィー
ルドにおいてクライアントにより返される値に一致しなければならない。ビット６から４
は将来の使用のために予約され、したがって通常今度は論理ゼロに設定される。このバイ
トのビット７は透明度マップデータがパケットないにあるか、あるいはバイト位置合わせ
された形式となるかどうかを指定する。ビット７が「１」に等しい場合には、透明度マッ
プデータはパックされた形式であり、「０」の場合、データはバイト位置合わせされてい
る。パックされた、及びバイト位置合わせされた透明度マップデータの例は、どこか他の
箇所に示されている。このビットの値は、アルファ－カーソル画像機能パケットの機能ビ
ットフィールドのビット１の値に一致しなければならない。
【０２２０】
　１バイトの予約１フィールドは将来の使用のために予約されているため、このフィール
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ドの中のすべてのビットは通常論理ゼロレベルに等しく設定される。このフィールドの１
つの目的は、すべての以後の２バイトフィールドを１６ビットワードアドレスに位置合わ
せさせ、４バイトフィールドを３２ビットワードアドレスに位置合わせさせる。パラメー
タＣＲＣフィールドは、パケット長から予約１フィールドまでのすべてのバイトの１６ビ
ットのＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできない場合には、パケット全体が廃棄され
なければならない。
【０２２１】
　透明度マップデータフィールドの場合、各透明度マップロケーションは幅が１ビットか
ら８ビットである。単一の透明度マップが１つのアルファ－カーソル透明度マップパケッ
トに適合できない場合には、透明度マップ全体が、各パケットの中に異なる透明度マップ
データと透明度マップＸ開始値とＹ開始値のついた複数のパケットを送信することによっ
て指定されてよい。
【０２２２】
　２バイトの伝送マップデータＣＲＣフィールドは唯一の透明度マップデータの１６ビッ
トＣＲＣを含む。ＣＲＣがチェックできない場合には、透明度マップデータが依然として
使用できるが、ＣＲＣエラーカウントが増分されるものとする。
【０２２３】
　３４．アルファ－カーソル画像オフセットパケット
　アルファ－カーソル画像オフセットパケットは、メイン表示画像の左上角からのカーソ
ルのＸオフセットとＹオフセットを指定する。アルファ－カーソル画像オフセットパケッ
トは図７７に示されている。図７７に示されているように、一実施形態では、アルファ－
カーソル画像オフセットパケットがパケット長フィールド、パケットタイプフィールド、
ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、アルファ－カーソルＸオフセットフィールド、アルフ
ァ－カーソルＹオフセットフィールド、及びＣＲＣフィールドで構造化されている。一実
施形態では、クライアントは、アルファ－カーソル画像機能パケットのアルファ－カーソ
ル識別子フィールドによって指定されるそれぞれの特殊なアルファ－カーソル平面にアル
ファ－カーソル画像機能パケットの機能ビットフィールドのビット２を使用してアルファ
－カーソル画像オフセットパケットをサポートする能力を示す。一実施形態では、パケッ
ト長は、２バイトパケット長フィールドに示されているように１０で固定されている。一
実施形態では、１３５というパケットタイプが、パケットをアルファ－カーソル画像オフ
セットパケットとして識別する。
【０２２４】
　２バイトアルファ－カーソルＸオフセットフィールドとＹオフセットフィールドは、そ
れぞれメイン画像の左側と上部からのカーソル画像のピクセルのそれぞれ、一番左の列と
一番上の行の水平と垂直のオフセットを指定する値を含む。ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤ－クラ
イアントＩＤのために予約される１６ビット符号なし整数を含む２バイト。このフィール
ドは将来のために予約され、一般に論理ゼロレベルまたはそのビットの値に設定される。
【０２２５】
　３５．アルファカーソルビデオストリームパケット
　アルファ－カーソルビデオストリームパケットはアルファ－カーソル画像平面の矩形領
域を更新するためにビデオデータを搬送する。この領域のサイズは単一のピクセルほど小
さくてよい、あるいはディスプレイ全体ほど大きくてよい。アルファ－カーソルビデオス
トリームパケットのフォーマットは図７８に示されている。図７８に示されているように
、一実施形態では、アルファ－カーソルビデオストリームパケットは、パケット長フィー
ルド、パケットタイプフィールド、ｂＣｌｉｅｎｔＩＤフィールド、ビデオデータフォー
マット属性フィールド、Ｘ左端縁フィールド、Ｙ上部端縁フィールド、Ｘ右端縁フィール
ド、Ｙ下部端縁フィールド、Ｘ開始フィールド、Ｙ開始フィールド、ピクセルカウントフ
ィールド、パラメータＣｒｃピクセルデータフィールド、及びピクセルデータＣＲＣフィ
ールドで構造化されている。一実施形態では、クライアントは、アルファ－カーソル画像
機能パケットのアルファカーソル識別子フィールドによって指定されるそれぞれの特殊な
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アルファ－カーソル平面のためのアルファ－カーソル画像機能パケットを使用することに
より、アルファカーソルビデオストリームパケットとその関連パラメータをサポートする
能力を示し、パケットタイプフィールドの１７という値はアルファ－カーソルビデオスト
リームパケットであるとしてパケットを示す又は識別する。ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィー
ルド（２バイト）はクライアントＩＤとしての将来の使用のために予約され、技術で十分
に理解されるように当面は概してゼロに設定される。
【０２２６】
　２バイトビデオデータフォーマット記述子フィールドは、本パケットの本ストリームに
ピクセルデータの中の各ピクセルのフォーマットを指定する情報又は値を含む。ピクセル
データフォーマットは、アルファ－カーソル画像機能パケットに定義されるようにアルフ
ァ－カーソル画像平面の有効なフォーマットの少なくとも１つと準拠しなければならない
。ビデオデータフォーマット記述子フィールドは、現在のパケット専用のピクセルフォー
マットを定義する値を含み、一定のフォーマットがある特定のビデオストリームの存続期
間の間使用され続けることを暗示しない。前記の図１１は、ビデオデータフォーマット記
述子がどのようにしてコード化されるのかを示す。フォーマットは以下のとおりである。
【０２２７】
　一実施形態では、ビット［１５：１３］が「０００」であるときには、ビデオデータは
、ピクセルあたりのビット数がビデオデータフォーマット記述子ワードのビット３から０
によって定義される白黒ピクセルのアレイからなる。ビット１１から４は次にゼロに設定
される。ビット［１５：１３］が「００１」であるときには、ビデオデータは、カラーマ
ップ（パレット）を通してそれぞれが色を指定するカラーピクセルのアレイからなる。ビ
デオデータフォーマット記述子ワードのビット５から０はピクセルあたりのビット数を定
義し、ビット１１から６はゼロに設定される。ビット［１５：１３］が「０１０」である
ときには、ビデオデータは、赤のビット数がビット１１から８で定義され、緑のピクセル
あたりビット数がビット７から４により定義され、青のピクセルあたりビット数がビット
３から０によって定義される、未処理ＲＧＢフォーマットのカラーピクセルのアレイから
なる。各ピクセルの中のビット総数は、赤、緑及び青に使用されるビット数の合計である
。
【０２２８】
　ビット［１５：１３］が「０１１」であるときには、ビデオデータは、輝度とクロミナ
ンス情報を伴う４：２：２のＹ　Ｃｂ　Ｃｒフォーマットのビデオデータのアレイからな
る。輝度（Ｙ）のピクセルあたりビット数はビット１１から８で定義され、Ｃｂ成分のビ
ット数はビット７から４で定義され、Ｃｒ成分のビット数はビット３から０で定義される
。Ｃｂ成分とＣｒ成分はＹの半分の速度で送信される。このパケットのピクセルデータ部
分の中のビデオサンプルはＣｂｎ、Ｙｎ、Ｃｒｎ、Ｙｎ＋１、Ｃｂｎ＋２、Ｙｎ＋２、Ｃ
ｒｎ＋２、Ｙｎ＋３．．．のように編成され、ＣｂｎとＣｒｎはＹｎとＹｎ＋１と関連付
けられ、Ｃｂｎ＋２とＣｒｎ＋２はＹｎ＋２とＹｎ＋３と関連付けられる等である。Ｙ、
Ｙｎ＋１、Ｙｎ＋２、及びＹｎ＋３は、左から右へ単一行の中の４個の連続ピクセルの輝
度値である。色成分の順序付けはマイクロソフトのＵＹＶＹ　ＦＯＵＲＣＣフォーマット
と同じである。ビデオストリームパケットにより参照されるウィンドウ内の行（Ｘ右端縁
－Ｘ左端縁＋１）に奇数のピクセルがある場合には、各行の中の最後のピクセルに対応す
るＣｂ値の後には次の行の第１のピクセルのＹ値が続く。
【０２２９】
　Ｙ　Ｃｂ　Ｃｒフォーマットを使用するウィンドウは、偶数のピクセルである幅を有す
ることが勧められる。パケットの中のピクセルデータは偶数のピクセルを含むものとする
。それは、ピクセルデータの最後のピクセルがビデオストリームパケットヘッダに指定さ
れるウィンドウの行の最後のピクセルに相当する場合に、つまりピクセルデータの最後の
ピクセルのＸロケーションがＹ右端縁に等しいときに奇数又は偶数のピクセルを含む。
【０２３０】
　５つすべてのフォーマットの場合、（図中「Ｐ」として示される）ビット１２は、ピク
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セルデータサンプルがパッキングされるかどうかを指定する。ビット１２の値が「０」で
あるときには、ピクセルデータフィールドの中の各ピクセルと各ピクセル内の各色がＭＤ
ＤＩインタフェースバイト境界とバイト位置合わせされる。ビット１２の値が「１」であ
るときには、ピクセルデータの中の各ピクセルと各ピクセル内の各色は、ピクセル内の過
去のピクセル又は色に対照してパッキングされ、未処理のビットを残さない。
【０２３１】
　一実施形態では、ピクセルデータ属性フィールド（２バイト）は、以下に示すように解
釈される一連のビット値を有する。ビット１と０は、表示ピクセルデータがどのようにし
て送られるのかを選択する。「１１」というビット値の場合、データは両目に、又は両目
のために表示され、ビット値「１０」の場合、データは左目だけに送られ、ビット値「０
１」の場合、データは右目だけに送られる。
【０２３２】
　ピクセルデータアトリビュートフィールドのビット２は、ピクセルデータがインタレー
スフォーマットで提示されるかどうかを示し、「０」という値は、ピクセルデータが標準
的な漸次フォーマットであり、行番号（ピクセルＹ座標）がある行から次の行に進むとき
に１増分されることを意味する。このビットが行番号は、ある行から次の行に進むときに
２で増分される。ビット３は、ピクセルデータが代替ピクセルフォーマットを取ることを
示す。これはビット２によりイネーブルされる標準インタレースに類似しているが、イン
タレースは水平の代わりに垂直である。ビット３が「０」であるとき、ピクセルデータは
標準漸次フォーマットを取り、列番号（ピクセルＸ座標）は、各連続ピクセルが受信され
るたびに１増分される。ビット３が「１」であるとき、ピクセルデータは代替ピクセルフ
ォーマットを取り、列番号は、各ピクセルが受信されると２で増分される。
【０２３３】
　ピクセルデータアトリビュートフィールドのビット４は、データが、無線電話用又は類
似する装置用又はポータブルコンピュータ用にも、あるいは前述されたようなこのような
他の装置にも、内部ディスプレイに、あるいは内部ディスプレイから転送されている場合
に、あるいはデータが装置に内蔵される、あるいは直接的に結合されるカメラに、あるい
はカメラから転送されている場合に、ピクセルデータがディスプレイ又はカメラに関連し
ているかどうかを示す。ビット４が「０」であるとき、ピクセルデータはディスプレイフ
レームバッファに、又はディスプレイフレームバッファから転送されている。ビット４が
「１」であるとき、ピクセルデータはカメラ又は何らかの種類のビデオ装置に、又はカメ
ラ又は何らかの種類のビデオ装置から転送されており、このような装置は技術で周知であ
る。
【０２３４】
　ピクセルデータアトリビュートフィールドのビット５は、ＭＤＤインタフェースの将来
の使用又は応用例のために予約されているため、通常はゼロ値つまり「０」に設定されて
いる。
【０２３５】
　ピクセルデータアトリビュートフィールドのビット７とビット６は、ピクセルデータが
書き込まれるフレームバッファを指定する表示更新ビットである。さらに特定の効果は他
の箇所に説明されている。「０１」というビット値の場合、ピクセルデータはオフライン
画像バッファに書き込まれている。「００」というビット値の場合、ピクセルデータは、
ディスプレイをリフレッシュするために使用される画像バッファに書き込まれる。「１１
」というビット値の場合、ピクセルデータはすべての画像バッファに書き込まれる。ビッ
ト値又は「１０」の組み合わせは無効な値又は指定として処理され、ピクセルデータは無
視され、画像バッファのどれにも書き込まれない。この値はインタフェースの将来の応用
例のための用途を有する可能性がある。ピクセルデータアトリビュートフィールドのビッ
ト８から１５は将来の使用のために留保され、そのため、一般にゼロとしおて設定される
。
【０２３６】
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　一実施形態では、２バイトのＸ開始フィールドとＹ開始フィールドがピクセルデータフ
ィールドの第１のピクセルのための点（Ｘ開始、Ｙ開始）の絶対Ｘ座標とＹ座標を指定す
る。Ｘ右端縁フィールドとＹ下部端縁フィールドが更新中のアルファ－カーソル画像ウィ
ンドウの右端縁のＸ座標と、下部端縁のＹ座標を指定するが、２バイトのＸ左端縁フィー
ルドとＹ上部端縁フィールドはピクセルデータフィールドによって充填されるアルファ－
カーソル画像ウィンドウの左端縁のＸ座標と上端縁のＹ座標を指定する。
【０２３７】
　ピクセルカウントフィールド（２バイト）は、以下のピクセルデータフィールド内のピ
クセル数を指定する。２バイトパラメータＣＲＣフィールドはパケット長からピクセルカ
ウントまでのすべてのバイトのＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできない場合には、
パケット全体が廃棄される。
【０２３８】
　ピクセルデータフィールドは、表示されなければならない、及びビデオデータフォーマ
ット記述子フィールドによって説明されるようにフォーマットされる未処理のビデオ情報
を含む。データは、他の箇所で説明されるように、一度に１「行」ずつ送信される。ピク
セルデータＣＲＣフィールド（２バイト）はピクセルデータだけの１６ビットＣＲＣを含
む。この値のＣＲＣ検証が失敗した場合は、ピクセルデータは依然として使用できるが、
ＣＲＣエラーカウントは増分される。
【０２３９】
　スケーリングビデオストリーム画像
　ＭＤＤインタフェース又はプロトコル機構、構造、手段又は方法は、ホストが元の画像
より大きく又は小さく拡大縮小されるクライアントに画像を送信できるようにするスケー
リングビデオストリーム画像に対するサポートを提供し、スケーリングされた画像はメイ
ン画像バッファにコピーされる。スケーリング済みのビデオストリーム機能性と関連プロ
トコルサポートの概要は他の箇所で示される。スケーリング済みのビデオストリームをサ
ポートする能力は、特殊ステータス要求パケットに応えて送信されるスケーリングビデオ
ストリーム機能によって、あるいは中で定義される。
【０２４０】
　３６．スケーリングビデオストリーム機能パケット
　スケーリングビデオストリーム機能パケットはクライアントの中の、あるいはクライア
ントによって使用されるスケーリングビデオストリームソース画像の特性を定義する。ス
ケーリングビデオストリーム機能パケットは、概して図７９に示されている。図７９で分
かるように、一実施形態では、スケーリングビデオストリーム機能パケットはパケット長
フィールド、パケットタイプフィールド、ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、最大ストリ
ーム数フィールド、ソース最大Ｘサイズフィールド、ソース最大Ｙサイズフィールド、Ｒ
ＧＢ機能フィールド、白黒機能フィールド、予約１フィールド、Ｙ　Ｃｒ　Ｃｂ機能フィ
ールド、予約２フィールド及びＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。一実
施形態において、パケット長は、長さフィールドに示されているように、クライアントＩ
Ｄの使用のために予約され、それ以外の場合ゼロに設定される２バイトのｃＣｌｉｅｎｔ
　ＩＤフィールド、及びＣＲＣフィールドを含む固定された２０バイトとなるように選択
されている。一実施形態では、クライアントは、有効ステータス応答リストパケットの有
効パラメータ応答リストの中で１４３というパラメータ値を使用してスケーリングビデオ
ストリーム機能パケットをサポートする能力を示す。
【０２４１】
　２バイトの最大ストリーム数フィールドは、一度に割り当てられてよい同時スケーリン
グビデオストリームの最大数を識別するための値を含む。一実施形態では、クライアント
は、最大数のスケーリングビデオストリームがすでに割り当てられている場合、スケーリ
ングビデオストリームを割り当てる要求を拒絶しなければならない。最大数未満のスケー
リングビデオストリームが割り当てられている場合は、クライアントはクライアントにお
ける他のリソース制限に基づいて割り当て要求を拒絶してもよい。
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【０２４２】
　ソース最大ＸサイズフィールドとＹサイズフィールド（２バイト）は、多くのピクセル
として表されるスケーリングビデオストリームソース画像の、それぞれ最大幅と高さの値
を指定する。
【０２４３】
　ＲＧＢ機能フィールドは、ＲＧＢフォーマットで表示できる解像度のビット数を指定す
るために値を使用する。スケーリングビデオストリームがＲＧＢフォーマットを使用でき
ない場合、この値はゼロに等しく設定される。ビット５から１２は将来の機能定義で将来
使用するために予約され、通常はゼロに設定されているが、ＲＧＢ機能ワードは、各ピク
セルの青の最大ビット数（青輝度）を定義するビット３から０、各ピクセルの緑の最大ビ
ット数（緑輝度）を定義するビット７から４、及び各ピクセルの赤の最大ビット数（赤輝
度）を定義するビット１１から８の３つの別々の符号なし値から構成されている。
【０２４４】
　１バイトの白黒機能フィールドは、白黒フォーマットで表示できる解像度のビット数を
指定する値を含む。スケーリング済みのビデオストリームが白黒フォーマットを使用でき
ない場合、この値はゼロに設定される。ビット７から４は将来の使用のために予約されて
いるため、当業者によって理解されるように、これは経時的に変化する可能性はあるが現
在の応用例についてはゼロ（「０」）に設定されなければならない。ビット３から０は各
ピクセルに存在できるグレイスケールの最大ビット数を定義する。これらの４個のビット
は、各ピクセルが１から１５ビットからなることを指定できるようにする。値がゼロであ
る場合には、白黒フォーマットはスケーリングビデオストリームによってサポートされて
いない。
【０２４５】
　予約１フィールド（ここでは１バイト）は、スケーリングビデオストリームパケット情
報又はデータに関係する値を提供する際に将来使用するために予約されている。したがっ
て、現在このフィールドのすべてのビットは論理「０」に設定されている。このフィール
ドの１つの目的は、すべての以後の２バイトフィールドを１６ビットワードアドレスに一
合わせさせ、４バイトフィールドを３２ビットワードアドレスに位置合わせさせることで
ある。
【０２４６】
　２バイトのＹ　Ｃｂ　Ｃｒ機能フィールドは、Ｙ　Ｃｂ　Ｃｒフォーマットで表示でき
る解像度のビット数を指定する値を含む。スケーリングビデオストリームがＹ　Ｃｂ　Ｃ
ｒフォーマットを使用できない場合には、この値はゼロである。Ｙ　Ｃｂ　Ｃｒ機能ワー
ドは３つの別々の符号なし値から構成されている。つまり、Ｃｒサンプルを指定するビッ
ト最大数を定義するビット３から０、Ｃｂサンプルを指定するビット最大数を定義するビ
ット７から４、Ｙサンプルを指定するビット最大数を定義するビット１１から８である。
そしてビット１５から１２は将来の使用に予約されており、通常はゼロに設定されている
。
【０２４７】
　１バイトの機能ビットフィールドは、スケーリングビデオストリームと関連する機能を
指定するフラグのセットを含む。フラグは以下のとおりに定義される。ビット０はスケー
リングビデオストリームパケットのピクセルデータをカバーし、パックフォーマットとな
ることができる。パックされ、バイト位置合わせされたデータは図１２に前記に示されて
いる。ビット１は将来の使用のために予約され、ゼロに設定されるものとする。ビット２
は将来の使用のために予約され、一般にゼロに設定される。ビット３は、カラーマップデ
ータフォーマットで指定できるスケーリングビデオストリームをカバーする。同じカラー
マップテーブルが、メイン画像バッファ及びアルファ－カーソル画像平面に使用されるよ
うにスケーリングビデオストリームに使用される。カラーマップは、他の箇所で説明され
るカラーマップパケットを使用して構成されている。そしてビット７から４は将来の使用
のために予約され、通常はゼロに設定されている。
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【０２４８】
　予約２フィールド（ここでは１バイト）は、スケーリングビデオストリームパケット情
報又はデータに関係する値を提供する上で将来の使用に予約されている。したがって、現
在、このフィールドのすべての値は論理「０」に設定されている。このフィールドの１つ
の目的は、すべての以後の２バイトフィールドを１６ビットワードアドレスに位置合わせ
させ、４バイトフィールドを３２ビットワードアドレスに位置合わせさせることである。
【０２４９】
　３７．スケーリングビデオストリームセットアップパケット
　スケーリングビデオストリームセットアップパケットは、スケーリングビデオストリー
ムのパラメータを定義するために使用され、クライアントは画像のバッファリング及びス
ケーリングのために内部記憶域を割り当てるために情報を使用する。ストリームは、Ｘ画
像サイズフィールドとＹ画像サイズフィールドがゼロに等しい状態で、このパケットを送
信することによって割り当て解除されてよい。割り当て解除されたスケーリングビデオス
トリームは、後で、同じストリームパラメータ又は異なるストリームパラメータを用いて
割り当てし直されてよい。一実施形態では、クライアントは有効ステータス応答リストパ
ケットの有効パラメータ応答リストの１４３というパラメータ値を使用して、及びスケー
リングビデオストリーム機能パケットの最大ストリーム数フィールドで非ゼロ値を使用す
ることによってスケーリングビデオストリームセットアップパケットをサポートする能力
を示す。
【０２５０】
　スケーリングビデオストリームセットアップパケットのフォーマットは概して図８０に
示されている。図８０で分かるように、一実施形態では、スケーリングビデオストリーム
セットアップパケットは、パケット長フィールド、パケットタイプフィールド、ｈＣｌｉ
ｅｎｔフィールド、ストリームＩＤフィールド、視覚データフォーマット記述子フィール
ド、ピクセルデータ属性フィールド、Ｘ左端縁フィールド、Ｙ上部端縁フィールド、Ｘ右
端縁フィールド、Ｙ下部端縁フィールド、Ｘ画像サイズフィールド、Ｙ画像サイズフィー
ルド、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。
【０２５１】
　２バイトのパケット長フィールドは、パケット長フィールドを含まないパケットの中の
バイト総数を指定する。一実施形態では、このパケット長は２４で固定されている。２バ
イトのパケットタイプフィールドはパケットをスケーリングビデオストリームセットアッ
プパケットとして識別するために１３６という値を利用する。２バイトのｈＣｌｉｅｎｔ
　ＩＤフィールドはクライアントＩＤとしての将来の使用のために予約されており、通常
は当面、あるいはプロトコルユーザが、公知であるように、どのＩＤ値を使用しなければ
ならないのか判断するまで、全てのビットが論理－ゼロ値に設定されている。
【０２５２】
　ストリームＩＤフィールドは、ストリームＩＤの一意の識別子を指定するために２バイ
トを使用する。この値はホストにより割り当てられ、ゼロから、クライアント機能パケッ
トに指定される最大ストリームＩＤ値となるものとする。ホストは、各アクティブストリ
ームに一意の値が割り当てられ、もはやアクティブではないストリームが割り当て解除さ
れる、あるいは再配分されることを保証するために注意深くストリームＩＤ値の使用を管
理しなければならない。
【０２５３】
　一実施形態では、ビデオデータフォーマット記述子フィールドは、本パケットの本スト
リームのピクセルデータの各ピクセルのフォーマットを指定するために２バイトを使用す
る。ピクセルデータフォーマットは、アルファカーソル画像機能パケットに定められるよ
うにアルファ－カーソル画像平面の有効なフォーマットの少なくとも１つと準拠する必要
がある。ビデオデータフォーマット記述子は、現在のパケット専用のピクセルフォーマッ
トを定義し、一定のフォーマットがある特定のビデオストリームの存続期間中に使用し続
けられることを暗示していない。図１１は、ビデオデータフォーマット記述子がどのよう
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にコード化されるのか、他のパケットについて前述されたように実施形態を示す。
【０２５４】
　２バイトのピクセルデータ属性フィールドは、以下のとおりに解釈される値を有する。
【０２５５】
　ビット１とビット０は、ピクセルデータが送られるディスプレイを選択する。
【０２５６】
　ビット［１：０］＝１１又は００－データは両目に表示される。
【０２５７】
　ビット［１：０］＝１０－データは左目だけに送られる。
【０２５８】
　ビット［１：０］＝０１－データは右目だけに送られる。
【０２５９】
　ビット２は、ピクセルデータがインタレースフォーマットを取っているかどうかを示す
。ビット２が０であるときには、ピクセルデータは標準漸次フォーマットを取っている。
行番号（ピクセルＹ座標）は、ある行から次の行に進むと１だけ増分される。ビット２が
１であるときには、ピクセルデータはインタレースフォーマットとなる。行番号（ピクセ
ルＹ座標）は、ある行から次の行に進むと２だけ増分される。
【０２６０】
　ビット３は、ピクセルデータが代替のピクセルフォーマットを取っているかどうかを示
す。これはビット２によってイネーブルされる標準インタレースモードに類似しているが
、インターレースは水平の代わりに垂直である。ビット３が０であるとき、ピクセルデー
タは標準漸次フォーマットとなる。列番号（ピクセルＸ座標）は、各連続ピクセルが受信
されると１増分されるものとする。ビット３が１であるときには、ピクセルデータは代替
ピクセルフォーマットを取る。列番号（ピクセルＸ座標）は、各ピクセルが受信されると
、２増分される。
【０２６１】
　ビット４は、ピクセルデータがディスプレイに関係するのか、あるいはカメラに関係す
るのかを示す。ビット４が０であるとき、ピクセルデータはディスプレイフレームバッフ
ァへ、又はディスプレイフレームバッファからである。ビット４が１であるとき、ピクセ
ルデータはカメラへ、又はカメラからである。ビット５は、将来の使用のために予約され
ているため、通常はゼロに設定される。
【０２６２】
　ビット７と６は、ピクセルデータが書き込まれるフレームバッファを指定する表示更新
ビットである。フレーム更新ビットの効果は他の箇所にさらに詳しく説明されている。ビ
ット［７：６］が「０１」であるとき、ピクセルデータはオフライン画像バッファに書き
込まれる。ビット［７：６］が「００」であるとき、ピクセルデータはディスプレイをリ
フレッシュするために使用される画像バッファに書き込まれる。ビット［７］６］が「１
１」であるとき、ピクセルデータはすべての画像バッファに書き込まれる。ビット［７：
６］が「１０」であるとき、これは無効値として処理される。これらのビットは現在将来
の使用のために予約されている。この状況では、ピクセルデータは無視され、画像バッフ
ァのどれにも書き込まれないであろう。
【０２６３】
　ビット８から１５は、将来の使用のために予約されており、一般に論理－ゼロレベルま
たは値に設定される。
【０２６４】
　３８．スケーリングビデオストリーム肯定応答パケット
　スケーリングビデオストリーム肯定応答パケットにより、クライアントはスケーリング
ビデオストリームセットアップパケットの受信を確認できる。クライアントは有効ステー
タス応答リストパケットの有効パラメータ応答リストの中の１４３というパラメータ値を
介して、及びスケーリングビデオストリーム機能パケットの最大ストリーム数フィールド
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の非ゼロ値を介してスケーリングビデオストリーム肯定応答パケットをサポートするその
能力を示すことができる。
【０２６５】
　スケーリングビデオストリーム肯定応答パケットのフォーマットは概して図８１に示さ
れている。図８１で分かるように、一実施形態では、スケーリングビデオストリーム肯定
応答パケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィールド、ｃＣｌｉｅｎｔフィ
ールド、ストリームＩＤフィールド、ＡＣＫコードフィールド及びＣＲＣフィールドを有
するように構造化されている。２バイトのパケット長フィールドは、１３７というパケッ
トタイプがスケーリングビデオストリーム肯定応答パケットとしてパケットを識別する一
方で、このパケットタイプの１０という値で、パケット長フィールドを除き、バイト総数
を指定するために使用される。
【０２６６】
　２バイトのｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールドは、クライアントＩＤのための将来の使用
のために予約されており、通常はゼロに設定されている。２バイトのストリームＩＤフィ
ールドはストリームＩＤの一意の識別子を指定する。これはスケーリングビデオストリー
ムセットアップパケットのホストによって割り当てられるのと同じ値である。
【０２６７】
　２バイトの肯定応答コードフィールドは、指定されたスケーリングビデオストリームを
更新しようとする試みの結果を説明するコードを含む値を提供する。一実施形態では、コ
ードは以下のとおりに定義される。
【０２６８】
　０－ストリーム割り当て試行は成功した。
【０２６９】
　１－ストリーム割り当て解除試行は成功した。
【０２７０】
　２－すでに割り当てられているストリームＩＤを割り当てようとする無効な試行
　３－すでに割り当て解除されているストリームＩＤを割り当て解除しようとする無効な
試行
　４－クライアントはスケーリングビデオストリームをサポートしない
　５－ストリームパケットはクライアントの機能と一貫していない。
【０２７１】
　６－ストリームＩＤ値はクライアントによって許可される最大値より大きい。
【０２７２】
　７－指定されたストリームを割り当てるには不十分なクライアント内で入手可能なリソ
ース
　２バイトのＣＲＣフィールドは、パケット長を含むパケット内のすべてのバイトのＣＲ
Ｃを含む。
【０２７３】
　３９．スケーリングビデオストリームパケット
　スケーリングビデオストリームパケットは、特殊なスケーリングビデオストリームと関
連したピクセルデータを送信するために使用される。このパケットにより参照される（ｒ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ）領域のサイズは、スケーリングビデオストリームセットアップパケッ
トにより定義される。クライアントは、有効ステータス応答リストパケットの有効パラメ
ータ応答リストの中のパラメータ値１４３を介して、及びスケーリングビデオストリーム
肯定応答パケットのＡｃｋコードフィールド内での成功したスケーリングビデオストリー
ム割り当て反応を使用して、スケーリングビデオストリームパケットをサポートする能力
を示すことができる。。
【０２７４】
　スケーリングビデオストリームパケットの１つの実施形態のフォーマットは、概して図
８２に示されている。図８２で分かるように、スケーリングビデオストリームパケットは
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、パケット長フィールド、パケットタイプフィールド、ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド
、ストリームＩＤフィールド、パラメータＣＲＣフィールド、ピクセルカウントフィール
ド、ピクセルデータフィールド、及びピクセルデータＣＲＣフィールドを有するように構
造化されている。２バイトのパケットタイプフィールドはスケーリングビデオストリーム
パケットとしてパケットを識別するために１８という値を使用する。ｈＣｌｉｅｎｔ　Ｉ
ＤフィールドはクライアントＩＤのために予約されており、通常ゼロに設定されている。
前述されたように２バイトのストリームＩＤフィールドがストリームＩＤの一意の識別子
を指定する。この値はスケーリングビデオストリームセットアップパケット内のホストに
よって指定され、スケーリングビデオストリーム肯定応答パケット内で確認される。
【０２７５】
　２バイトのピクセルカウントフィールドは、以下のピクセルデータフィールド内のピク
セル数を指定する。２バイトパラメータＣＲＣフィールドはパケット長からピクセルカウ
ントへすべてのバイトのＣＲＣを有する。ＣＲＣがチェックできない場合には、パケット
全体が廃棄される。２バイトピクセルデータフィールドは、スケーリングされてから表示
されなければならない未処理のビデオ情報を含む。データは、ビデオデータフォーマット
記述子フィールドによって記述されるようにフォーマットされる。データは過去に定めら
れたように、一度に１行ずつ送信される。
【０２７６】
　２バイトのピクセルデータＣＲＣフィールドはピクセルデータだけのＣＲＣを含む。こ
のＣＲＣがチェックできない場合には、ピクセルデータが依然として使用されるものとす
るが、ＣＲＣエラーカウントは増分される。
【０２７７】
　４０．特殊ステータス要求パケット
　特殊ステータス要求パケットは、このパケットに指定されるように、クライアントが機
能又はステータスパケットをホストに送り返すことをホストが要求するための手段、機構
又は方法を提供する。クライアントは、次の逆方向リンクカプセルかパケット内に指定さ
れるタイプのパケットを返す。クライアントは、クライアントが特殊ステータス要求パケ
ットに応答する機能を有する場合、クライアント機能パケットのクライアント特徴機能フ
ィールドでビット１７を一般に設定する。クライアントが応答できるステータスパケット
の全てのタイプを決定するために使用するホストにとって都合の良い方法は他で記載され
ているバリッドステータスリプレイリストパケット（Valid Status Reply List Packet）
を使用することである。クライアントは、クライアント機能パケットのクライアント特徴
機能フィールドのビット２１を使用してバリッドステータスリプレイリストパケットに応
答する能力を示すことができる。
【０２７８】
　特殊ステータス要求パケットの一実施形態のフォーマットは、概して図８３に示されて
いる。図８３で分かるように、特殊ステータス要求パケットは、パケット長フィールド、
パケットタイプフィールド、ｈＣｌｉｅｎｔＩＤフィールド、ステータスパケットＩＤフ
ィールド、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。パケット長フィール
ドはパケット長フィールドを含まないパケット内のバイト総数を指定し、通常このパケッ
トタイプの場合１０という値で固定されている。１３８というパケットタイプは、パケッ
トを特殊ステータス要求パケットに識別する。ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド（２バイ
ト）はクライアントＩＤのための将来の使用のために予約されており、当面ゼロに設定さ
れ、一方２バイトのステータスパケットＩＤフィールドは、クライアントが以下のとおり
にホストに送信する機能又はステータスパケットのタイプを指定する。典型的なパケット
タイプは以下の通りである。
【０２７９】
　６６－クライアント機能パケットはクライアントにより送信される。
【０２８０】
　１３３－アルファ－カーソル画像機能パケットはクライアントに送信される。
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【０２８１】
　１３９－クライアントが送信できる機能パケットとステータスパケットの正確なタイプ
を識別する有効ステータス応答リストパケットが送信される。
【０２８２】
　１４０－パケット処理遅延パラメータパケットがクライアントにより送信される。
【０２８３】
　１４１－個人クライアント機能パケットはクライアントによって送信される。
【０２８４】
　１４２－クライアントエラーレポート表示パケットはクライアントによって送信される
。
【０２８５】
　１４３－スケーリングビデオストリーム機能パケットがクライアントによって送信され
る。
【０２８６】
　１４４－クライアント識別パケットがクライアントによって送信される。
【０２８７】
　パケットタイプ５６から６３は製造メーカに特殊な機能識別子とステータス識別子に使
用できる。
【０２８８】
　ＣＲＣフィールドは、パケット長を含むパケット内のすべてのバイトのＣＲＣを再び含
む。
【０２８９】
　４１．有効ステータス応答リストパケット
　有効ステータス応答リストパケットは、ホストに、クライアントがそれに応答する機能
を有するステータスパケットと機能パケットのリストを有する構造、手段または方法を提
供する。クライアントは、クライアント機能パケットのクライアント特徴機能フィールド
のビット２１を使用して有効ステータス応答リストパケットをサポートする能力を示すこ
とができる。
【０２９０】
　有効ステータス応答リストパケットの一実施形態のフォーマットは概して図８４に示さ
れている。図８４で分かるように、有効ステータス応答リストパケットは、パケット長フ
ィールド、パケットタイプフィールド、ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、リスト中の値
数フィールド、有効パラメータ応答リストフィールド、及びＣＲＣフィールドを有するよ
うに構造化されている。この種のパケットのパケット長は通常１０という値に固定され、
１３９というタイプ値は有効ステータス応答パケットとしてパケットを識別する。ｃＣｌ
ｉｅｎｔ　ＩＤフィールドはクライアントＩＤとしての将来の使用のために予約され、通
常ゼロに設定されている。２バイトのリスト中の数フィールドは、以下の有効パラメータ
応答リスト内で項目の数を指定する。
【０２９１】
　有効パラメータ応答リストフィールドは、クライアントがホストに送信できる機能パケ
ット又はステータスパケットのタイプを指定する２バイトのパラメータのリストを含む。
クライアントが、それが（クライアント機能パケットのクライアント特徴機能フィールド
のビット２１を使用して）特殊ステータス要求パケットに応答できることを示した場合に
は、それは少なくともクライアント機能パケット（パケットタイプ＝６６）と有効ステー
タス応答リストパケット（パケットタイプ＝１３９）を送信できる。クライアントによっ
て送信でき、このリストの中に含められてよいパケットタイプは、一実施形態の目的のた
めのそのそれぞれの割り当てと共に、以下のとおりである。
【０２９２】
　６６－クライアント機能パケット
　１３３－アルファ－カーソル画像機能パケット
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　１３９－クライアントが送信できる機能パケットとステータスパケットの正確なタイプ
を識別する有効ステータス応答リストパケット
　１４０－パケット処理遅延パラメータパケット
　１４１－パーソナルディスプレイ機能パケット
　１４２－クライアントエラーレポートパケット
　１４３－スケーリング済みビデオストリーム機能パケット
　１４４－クライアント識別パケット
　１４５－代わりの表示機能パケット
　パケットタイプ５６から６３－製造メーカに特殊な機能及びステータス識別子のために
使用できる。　
　ＣＲＣフィールドはパケット長を含むパケット内のすべてのバイトのＣＲＣを含む。
【０２９３】
　４２．パケット処理遅延パラメータパケット
　パケット処理遅延パラメータパケットは、ホストが特定のパケットタイプの受信に関連
した処理を完了するために要する時間を計算できるようにするためのパラメータのセット
を提供する。ホストにより送信されるいくつかのコマンドはゼロ時間内にクライアントに
よって完了することはできない。ホストは特定の機能がクライアントによって完了された
かどうかを判断するためにクライアント要求及びステータスパケットでステータスビット
をポーリングしてよいか、あるいはホストはパケット処理遅延パラメータパケットでクラ
イアントにより返されるパラメータを使用して完了時間を計算してよい。クライアントは
有効ステータス応答リストパケットの有効パラメータ応答リストの１４０というパラメー
タ値を使用してパケット処理遅延パラメータパケットをサポートする能力を示すことがで
きる。
【０２９４】
　パケット処理遅延パラメータパケットの一実施形態のフォーマットは図８５Ａに一般的
に示されている。図８５Ａで分かるように、パケット処理遅延パラメータパケットは、パ
ケット長フィールド、パケットタイプフィールド、ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、リ
ストアイテム数フィールド、遅延パラメータリストフィールド、及びＣＲＣフィールドを
有するように構造化されている。この種のパケットのパケット長は通常１０という値で固
定され、１４０というタイプ値はパケット処理遅延パラメータパケットとしてパケットを
識別する。ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールドはクライアントＩＤとしての将来の使用に予
約されており、通常ゼロに設定されている。２バイトのリストアイテム数フィールドは続
く有効パラメータ応答リストの中のアイテムの数を指定する。
【０２９５】
　遅延パラメータリストフィールドは１つ又は複数の遅延パラメータリストアイテムを含
むリストである。単一の遅延パラメータリストアイテムの一実施形態のためのフォーマッ
トは図８５Ｂに示されており、遅延のためのパケットタイプフィールド、ピクセル遅延フ
ィールド、水平ピクセル遅延フィールド、垂直ピクセル遅延フィールド、及び固定遅延フ
ィールドが示されている。
【０２９６】
　各遅延パラメータリストアイテムは、通常、長さが正確に６バイトになるように制限さ
れており、以下に示すようにさらに定義されている。２バイトの遅延のためのパケットタ
イプフィールドは以下の遅延パラメータが適用するパケットタイプを指定する。ピクセル
遅延フィールド（１バイト）は遅延値に対するインデックスを備える。表から読み取られ
る該値は、パケットの宛先フィールドのピクセル総数で乗算される。ピクセル総数はパケ
ットによって参照されるビットマップの宛先領域の幅×高さである。１バイトの水平ピク
セル遅延フィールドは、遅延値表（ＤＰＶＬと同じ表）に対するインデックスである値を
含む。表から読み取られる値はパケットの宛先フィールドの（ピクセル単位の）幅で乗算
される。１バイトの垂直ピクセル遅延フィールドは、遅延値表（ＤＰＶＬとして一般に同
じ表を使用する）に対するインデックスである値を含む。表から読み取られる値はパケッ
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トの宛先フィールドの（ピクセル単位の）高さで乗算される。
【０２９７】
　固定遅延フィールドは、遅延値表（ＤＰＶＬと同じ表）に対するインデックスとして１
バイトを使用する。表から読み取られる値は、パケットに指定されているあらゆるパラメ
ータ値に無関係であるパケットを処理するために要する時間を表す固定遅延パラメータで
ある。総遅延、つまりパケット処理完了時間遅延は以下の関係性に従って求められる。
【０２９８】
　遅延＝（ＰａｃｋｅｔＰｒｏｃｅｓｓｉｎｇＤｅｌａｙ（ＰｉｘｅｌＤｅｌａｙ）・Ｔ
ｏｔａｌＰｉｘｅｌｓ）＋
　（ＰａｃｋｅｔＰｒｏｃｅｓｓｉｎｇＤｅｌａｙ（ＨｏｒｉｚｏｎｔａｌＰｉｘｅｌＤ
ｅｌａｙ）・Ｗｉｄｔｈ）＋
　（ＰａｃｋｅｔＰｒｏｃｅｓｓｉｎｇＤｅｌａｙ（ＶｅｒｔｉｃａｌＰｉｘｅｌＤｅｌ
ａｙ）・Ｈｅｉｇｈｔ）＋ＰａｃｋｅｔＰｒｏｃｅｓｓｉｎｇＤｅｌａｙ（ＦｉｘｅｄＤ
ｅｌａｙ）
　いくつかのパケットの場合、ピクセル合計、幅又は高さは、それらのパラメータが対応
するパケットで参照されないために適用しない。それらのケースでは対応するピクセル遅
延パラメータは通常ゼロに設定されている。
【０２９９】
　４３．パーソナルディスプレイ機能パケット
　パーソナルディスプレイ機能パケットは、ヘッドマウントディスプレイ又はディスプレ
イ眼鏡等のパーソナルディスプレイ装置の機能を記述するパラメータのセットを提供する
。これによりホストはクライアントの特定の機能に従って表示情報をカスタマイズできる
。他方、クライアントは有効ステータス応答リストパケットの有効パラメータ応答リスト
の対応するパラメータを使用することによってパーソナルディスプレイ機能パケットを送
信する能力を示す。
【０３００】
　パーソナルディスプレイ機能パケットの１つの実施形態のフォーマットは概して図８６
に示されている。図８６で分かるように、パーソナルディスプレイ機能パケットは、パケ
ット長フィールド、パケットタイプフィールド、ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、サブ
ピクセルレイアウトフィールド、ピクセル形状フィールド、水平視野フィールド、垂直視
野フィールド、視軸交差フィールド、左右画像フィールド、シースルーフィールド、最大
明度フィールド、光学機能フィールド、最小ＩＰＤフィールド、最大ＩＰＤフィールド、
曲率リストのＩＦｅｌｄの点フィールド及びＣＲＣフィールドを有するように構造化され
ている。このパケットのパケット長はつねに６８である。１４１というパケットタイプ値
は、パーソナルディスプレイ表示機能パケットとしてパケットを識別する。ｃＣｌｉｅｎ
ｔ　ＩＤフィールドは将来の使用のために予約されており、通常は当面ゼロに設定されて
いる。
【０３０１】
　サブピクセルレイアウトフィールドは以下の値を使用して上から下へ、及び左から右へ
サブピクセルの物理的なレイアウトを指定する。つまり、０はサブピクセルレイアウトが
定義されていないことを示し、１は赤、緑、青の縞を示し、２は青、緑、赤の縞を示し、
３は、左上に赤、右下に青、及び一方が左下、他方が右上の２個の緑のサブピクセル２×
２のサブピクセル配列を有するクワッドピクセルを示し、４は、左下に赤、右上に青の２
×２のサブピクセル配列及び一方が左上、他方が右下の２個の緑のサブピクセルを示し、
５はデルタ（トライアド）を示し、６は、赤、緑及び青がオーバレイされた（たとえば、
フィールド順次色のＬＣＯＳディスプレイ）モザイクを示し、７から２５５の値が将来の
使用のために通常予約されている。
【０３０２】
　ピクセル形状フィールドは、以下の値を使用し特殊な構成のサブピクセルから構成され
ている各ピクセルの形状を指定し、０はサブピクセル形状が定められていないことを示し
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、１は円形を示し、２は正方形を示し、３は矩形を示し、４は長円を示し、５は楕円を示
し、値６から２５５が、当業者が理解できるように、所望されるｃｈａｐｅｓを示す上で
の将来の使用に予約されている。
【０３０３】
　１バイトの水平視野（ＨＦＯＶ）フィールドは、０．５度の増分で水平視野を指定する
（例えばＨＦＯＶが３０度である場合、この値は６０である）。この値がゼロである場合
にはＨＦＯＶは指定されていない。
【０３０４】
　１バイトの垂直視野（ＶＦＯＶ）フィールドは、０．５度の増分で垂直視野を指定する
（例えば、ＶＦＯＶが３０である場合、この値は６０である）。この値がゼロである場合
、ＶＦＯＶは指定されていない。
【０３０５】
　１バイト視軸交差フィールドは、０．０１ジオプタ（１／ｍ）増分で視軸交差を指定す
る（例えば、視軸交差が２．２２メートルである場合、この値は４５である）。この値が
ゼロである場合、視軸交差が指定されない。
【０３０６】
　１バイトの左／右画像重複フィールドは、左画像と右画像の重複のパーセンテージを指
定する。パーセント単位の画像重複の許容可能な範囲は１から１００である。１０１から
２５５の値は無効であり、一般に使用されない。この値がゼロである場合には、画像重複
は指定されない。
【０３０７】
　１バイトシースルーフィールドは、画像のシースルーパーセンテージを指定する。パー
セント単位のシースルーの許容範囲は０から１００である。１０１から２５４の値は無効
であり、使用されない。この値が２５５である場合には、シースルーパーセンテージは指
定されない。１バイト最大明度フィールドは２０ニットの増分で最大明度を指定する（例
えば、最大明度が１００ニットである場合、この値は５である）。この値がゼロである場
合には、最大明度は指定されない。
【０３０８】
　２バイト光学機能フラグフィールドはディスプレイの光学機能を指定する多様なフィー
ルドを含む。これらのビット値は、通常、以下に従って割り当てられている。
【０３０９】
　ビット１５から５は将来の使用のために受信され、一般に論理－ゼロ状態に設定される
ものとする。
【０３１０】
　ビット４はメガネ焦点調整を選択し、「０」という値はディスプレイにメガネ焦点調整
がないことを意味し、「１」という値はディスプレイがメガネ焦点調整を有することを意
味する。
【０３１１】
　ビット３から２は、以下に従って両眼機能を選択する。０という値は、ディスプレイが
両眼用であり、２次元（２Ｄ）画像だけを表示できることを意味し、１は、ディスプレイ
が両眼用であり、３次元（３Ｄ）画像を表示できることを意味し、２は、ディスプレイが
単眼用であることを意味し、３は将来の使用のために予約されている。
【０３１２】
　ビット１から０は、左右像面湾曲対称を選択し、０という値は像面湾曲が定義されてい
ないことを意味する。このフィールドがゼロである場合には、Ａ１からＥ５までのすべて
の像面湾曲値は、点Ｃ３を除きゼロに設定されるものとし、ディスプレイの焦点距離を指
定するものとするか、あるいはゼロに設定され、焦点距離が指定されていないことを示す
ものとする。１という値は左右のディスプレイが同じ対称性を有することを意味する。２
は、左右のディスプレイが垂直軸（列Ｃ）でミラーリングされていることを意味し、３は
将来の使用のために予約されている。
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【０３１３】
　１バイト相互瞳孔間距離（ＩＰＤ）最小フィールドは、ミリメートル（ｍｍ）で最小の
相互瞳孔間距離を指定する。この値がゼロである場合には、最小相互瞳孔間距離が指定さ
れない。１バイトの相互瞳孔間距離（ＩＰＤ）最大フィールドはミリメートル（ｍｍ）で
最大相互瞳孔間距離を指定する。この値がゼロである場合には、最大相互瞳孔間距離は指
定されない。
【０３１４】
　像面湾曲の点リストフィールドは、１から６５５３５（例えば、１は０．００１ジオプ
ターであり、６５５３５は６５．５３５ジオプターである）の範囲でジオプター（１／ｍ
）の千分の１で焦点距離を指定する２５の２バイトパラメータを含む。像面湾曲の点リス
トの２５の要素は、以下に示されているようにＡ１からＥ５と呼ばれている。該点はディ
スプレイのアクティブな領域で均等に分散されるものとする。列Ｃはディスプレイの垂直
軸に相当し、行３はディスプレイの水平軸に相当する。列ＡとＥは、それぞれディスプレ
イの左端縁と右端縁に相当する。そして、行１と５は、それぞれディスプレイの上部端縁
と下部端縁に相当する。リスト中の２５の点の順序は以下のとおりである。Ａ１、Ｂ１、
Ｃ１、Ｄ１、Ｅ１、Ａ２、Ｂ２、Ｃ２、Ｄ２、Ｅ２、Ａ３、Ｂ３、Ｃ３、Ｄ３、Ｅ３、Ａ
４、Ｂ４、Ｃ４、Ｄ４、Ｅ４、Ａ５、Ｂ５、Ｃ５、Ｄ５、Ｅ５
【表１０】

【０３１５】
　ＣＲＣフィールドは、パケット長を含むパケット内のすべてのバイトのＣＲＣを含む。
【０３１６】
　４４．クライアントエラーレポートパケット
　クライアントエラーレポートパケットは、クライアントがホストに動作エラーのリスト
を提供できるようにするための機構又は手段として働く。クライアントはホストから特定
のコマンドを受信した結果としてその通常の動作の過程で幅広い範囲のエラーを検出して
よい。これらのエラーの例は以下を含む。クライアントは、それがサポートしていないモ
ードで動作するように命令された可能性がある、クライアントは範囲外である、あるいは
クライアントの能力を超えている特定のパラメータを含むパケットを受信した可能性があ
る、クライアントは不適切な順序でモードに入るように命令された可能性がある。クライ
アントエラーレポートパケットは、通常の動作中にエラーを検出するために使用される可
能性があるが、ホストシステムとクライアントシステムの開発及び統合における問題点を
診断するためにシステム設計者と統合者にもっとも有効である。クライアントは、有効ス
テータス応答リストパケットの有効パラメータ応答リストで１４２というパラメータ値を
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使用して、クライアントエラーレポートパケットを送信するその機能を示す。
【０３１７】
　クライアントエラーレポートパケットの一実施形態のフォーマットは、概して図８７Ａ
に示されている。図８７Ａで分かるように、クライアントエラーレポートパケットはパケ
ット長フィールド、パケットタイプフィールド、ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、リス
トアイテム数フィールド、エラーコードリストフィールド及びＣＲＣフィールドを有する
ように構造化されている。１４２というパケットタイプ値は、パケットをクライアントエ
ラーレポートパケットとして識別する。ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールドは将来の使用の
ために予約され、通常、当面はゼロに設定されている。リストアイテム数フィールド（２
バイト）は以下のエラーコードリストの中のアイテム数を指定する。エラーコードリスト
フィールド（ここでは８バイト）は、１つ又は複数のエラーレポートリストアイテムを含
むリストである。単一のエラーレポートリストアイテムのフォーマットは図８７Ｂに示さ
れている。
【０３１８】
　一実施形態では、図８７Ｂに示されているように各エラーレポートリストアイテムの長
さは正確に４バイトであり、以下を備える一実施形態での構造を有する。つまり、報告さ
れているエラーのタイプを指定する２バイトの表示エラーコードフィールド、２バイトの
エラーサブコードフィールドはクライアントエラーコードパケットにより定められるエラ
ーに関してより大きなレベルの詳細を指定する。各クライアントエラーコードの特殊な定
義はクライアントの製造メーカによって定義されている。エラーサブコードは、表示エラ
ーコードごとに定義される必要はなく、エラーサブコードが定義されていないそれらの場
合、該値はゼロに設定される。各エラーサブコードの特定の定義はクライアントの製造メ
ーカにより定義される。
【０３１９】
　４５．クライアント識別パケット
　クライアント識別パケットは、クライアントが特殊ステータス要求パケットに応えて識
別データを返すことができるようにする。一実施形態では、クライアントは有効ステータ
ス応答リストパケットの有効パラメータ応答リストの中の１４４というパラメータを使用
してクライアント識別パケットを送信する能力を示す。ホストが、クライアントからこの
データを読み取ることによってクライアントデバイスの製造メーカ名及び型番を決定でき
るようにすることが有効である。情報は、クライアントがクライアント機能パケットに記
述できない特殊な機能を有するかどうかを判断するために使用されてよい。クライアント
から識別情報を読み取るための潜在的に２つの方法、手段又は機構がある。一方は、ベー
スＥＤＩＤ構造でのフィールドに類似するフィールドを含むクライアント機能パケットの
使用による。他方の方法は、クライアント機能パケットないの類似するフィールドに比較
される、より濃密な情報のセットを含むクライアント識別パケットの使用による。これは
、ホストが３文字ＥＩＳＡコードを割り当てられていない製造メーカを識別できるように
し、シリアル番号が英数字文字を含むことができるようにする。
【０３２０】
　クライアント識別パケットの一実施形態のフォーマットは、概して図８８に示されてい
る。図８８で分かるように、クライアント識別パケットは、パケット長フィールド、パケ
ットタイプフィールド、ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、製造週フィールド、製造年フ
ィールド、製造メーカ名フィールド、製品名長フィールド、シリアル番号長フィールド、
製造メーカ名文字列フィールド、製品名文字列フィールド、シリアル番号文字列フィール
ド、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。
【０３２１】
　２バイトのパケットタイプフィールドは、クライアント識別パケットとしてパケットを
識別する値を含む。この値は一実施形態で１４４になるように選択される。ｃＣｌｉｅｎ
ｔ　ＩＤフィールド（２バイト）は再びクライアントＩＤ用の将来の使用のために予約さ
れ、通常ゼロに設定されている。ＣＲＣフィールド（２バイト）は、パケット長を含むパ
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ケット内のすべてのバイトの１６ビットＣＲＣを含む。
【０３２２】
　１バイトの製造週フィールドは、ディスプレイの製造週を定める値を含む。少なくとも
一実施形態では、この値は、それがクライアントによってサポートされる場合１から５３
の範囲内にある。このフィールドがクライアントによってサポートされていない場合には
、それは通常ゼロに設定されている。１バイトの製造年フィールドは、クライアント（デ
ィスプレイ）の製造の年を定める値を含む。他のベース年も使用できるであろうが、この
値は開始点としての年１９９０からオフセットである。１９９１から２２４５の範囲の年
をこのフィールドによって表すことができる。例：年２００３は１３という製造年値に対
応する。このフィールドがクライアントによってサポートされていない場合には、それは
ゼロという値に設定されなければならない。
【０３２３】
　製造メーカ名長フィールド、製品名長フィールド、及びシリアル番号長フィールドは、
あらゆるヌル終端又はヌルパッド文字を含む製造メーカ名文字列フィールドの長さ、あら
ゆるヌル終端又はヌルパッド文字を含む製品名文字列フィールドの長さ、及びそれぞれヌ
ル終端文字又はヌルパッド文字を含むシリアル番号文字列フィールドの長さを指定する、
それぞれ２バイトの値を含む。
【０３２４】
　製造メーカ名文字列フィールド、製品名文字列フィールド、及びシリアル番号文字列フ
ィールドは、それぞれ製造メーカ、製品名、及び英数字シリアル番号を指定するＡＳＣＩ
Ｉ文字列を含む、それぞれディスプレイの製造メーカ名長フィールド、製品名フィールド
、及びシリアル番号フィールドによって指定される可変数のバイトを含む。これらの文字
列のそれぞれは少なくとも１つのヌル文字で終端する。
【０３２５】
　４６．代替ディスプレイ機能パケット
　代替ディスプレイ機能パケットは、ＭＤＤＩクライアントコントローラに取り付けられ
る代替ディスプレイの機能を示す。それは特殊ステータス要求パケットに応えて送信され
る。プロンプトを出されると、クライアントデバイスは、サポートされている代替ディス
プレイごとに代替ディスプレイ機能パケットを送信する。クライアントは有効ステータス
応答リストパケットの有効パラメータ応答リストの中の１４５というパラメータ値を介し
て代替ディスプレイ機能パケットを送信する能力を示す。
【０３２６】
　内部モードで操作されているＭＤＤＩシステムの場合、ＭＤＤＩクライアントコントロ
ーラに接続される複数のディスプレイを有することはよくあることである可能性がある。
例の応用例は、フリップの内側に大型ディスプレイ、外側に小型のディスプレイを備えた
携帯電話である。内部モードクライアントに関しては、２つの可能性のある理由により代
替ディスプレイ機能パケットを戻す必要はない。第１に、ホストは既にプログラムされて
いるかもしれず、また、それらは一般的な装置またはハウジングにおいて使用されるため
、別途製造期間中の能力の情報を知らされているかもしれないからである。第２に、２つ
のアッセンブリに基づき、クライアントはホストに対する接続について容易に接続を断ち
または引き離すことができず、そしてホストはクライアント機能についてプログラム中に
固定されたコピー（hard-coded copy）を含むことができ、または少なくともこれらは、
別の場合に起こるように、クライアントにおける変更について変更することができないか
らである。
【０３２７】
　クライアント機能パケットの代替ディスプレイ数フィールドは、複数のディスプレイが
取り付けられ、代替ディスプレイ機能パケットが各代替ディスプレイの機能を報告するこ
とを報告するために使用される。ビデオストリームパケットは、クライアントデバイスの
中の各代替ディスプレイに対処するためにピクセルデータ属性フィールドに４ビットを含
む。
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【０３２８】
　代替ディスプレイ機能パケットの一実施形態のフォーマットは、概して図８９に示され
ている。図８９で分かるように、代替ディスプレイ機能パケットは、パケット長フィール
ド、パケットタイプフィールド、ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、代替ディスプレイ数
フィールド、予約１フィールド、ビットマップ幅フィールド、ビットマップ高さフィール
ド、ディスプレイウィンドウ幅フィールド、ディスプレイウィンドウ高さフィールド、カ
ラーマップＲＧＢ幅フィールド、ＲＧＢ機能フィールド、白黒機能フィールド、予約２フ
ィールド、Ｙ　Ｃｂ　Ｃｒ機能フィールド、表示特徴機能フィールド、予約３フィールド
、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。１４５というパケットタイプ
値は、代替ディスプレイ機能パケットとしてパケットを識別する。ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤ
フィールドは、将来の使用のためのクライアントＩＤのために予約され、通常はゼロに設
定されている。
【０３２９】
　代替ディスプレイ数フィールドは、０から１５の範囲内の整数で代替ディスプレイのア
イデンティティを示すために１バイトを使用する。第１の代替ディスプレイは典型的には
０番として指定され、他の代替ディスプレイは、使用されている最大数が１を差し引いた
代替ディスプレイの総数である、一意の代替ディスプレイ数値で識別される。１を差し引
いた代替ディスプレイ総数より大きい値は、使用されない。例：一次ディスプレイとＭＤ
ＤＩクライアントに接続されている発呼者ＩＤディスプレイを有する携帯電話は、１つの
代替ディスプレイを有するため、発呼者ＩＤディスプレイの代替ディスプレイ数はゼロで
あり、クライアント機能パケットの代替ディスプレイ数フィールドは１という値を有する
。
【０３３０】
　予約１フィールド（１バイト）は、将来の使用のために予約されている。このフィール
ドの中のすべてのビットはゼロに設定されている。このフィールドの１つの目的は、すべ
ての以後の２バイトフィールドを１６ビットのワードアドレスに位置合わせさせ、４バイ
トフィールドを３２ビットワードのアドレスに位置合わせさせることである。
【０３３１】
　ビットマップ幅フィールドは、ピクセル数として表されるビットマップの幅を指定する
２バイトを使用する。ビットマップ高さフィールドはピクセル数として表されるビットマ
ップの高さを指定する２バイトを使用する。ディスプレイウィンドウ幅フィールドは、ピ
クセル数として表されるディスプレイウィンドウの幅を指定する２バイトを使用する。デ
ィスプレイウィンドウ高さフィールドはピクセル数として表されるディスプレイウィンド
ウの高さを指定する２バイトを使用する。
【０３３２】
　カラーマップＲＧＢ幅フィールドは、カラーマップ（パレット）表示モードで表示でき
る赤、緑、及び青の色成分のビット数を指定する２バイトを使用する。色成分（赤、緑、
及び青）ごとに最大８ビットが使用できる。８ビットの各色成分がカラーマップパケット
で送信されるとしても、このフィールドに定義される各色成分の最下位ビットの数だけが
使用される。ディスプレイクライアントがカラーマップ（パレット）フォーマットを使用
できない場合、この値はゼロである。カラーマップＲＧＢ幅ワードは、３つの別々の符号
なし値から構成されている。
【０３３３】
　ビット３から０は、０から８という値が有効と考えられる、各ピクセル内の青の最大ビ
ット数を定義する。ビット７から４は、０から８の値が有効と考えられる、各ピクセル内
の緑の最大ビット数を定義する。ビット１１から８は、０から８の値が有効と考えられる
、各ピクセル内の赤の最大ビット数を定義する。ビット１４から１２は将来の使用のため
に予約されており、通常ゼロに設定されている。ビット１５は、パックフォーマット又は
アンパックフォーマットでカラーマップピクセルデータを受け入れるクライアントの能力
を示すために使用される。ビット１５が論理１レベルに設定されているとき、こは、クラ
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イアントがパックフォーマット又はアンパックフォーマットのどちらかでカラーマップピ
クセルデータを受け入れることができることを示す。ビット１５が論理ゼロに設定されて
いる場合、これは、クライアントがアンパックフォーマットでのみカラーマップピクセル
を受け入れることができることを示している。
【０３３４】
　ＲＧＢ機能フィールドは、ＲＧＢフォーマットで表示できる解像度のビット数を指定す
るための２バイトを使用する。一実施形態では、クライアントがＲＧＢフォーマットを使
用できない場合に、この値はゼロに等しく設定される。ＲＧＢ機能ワードは、以下の３つ
の別々の符号なし値から構成されている。ビット３から０は、各ピクセル内の青の最大ビ
ット数（青輝度）を定義し、ビット７から４は各ピクセル内の緑の最大ビット数（緑輝度
）を定義し、ビット１１から８は各ピクセル内の赤の最大ビット数（赤輝度）を定義する
。ビット１４から１２は将来の使用のために予約されており、ゼロに設定されている。ビ
ット１５は、パックフォーマット又はアンパックフォーマットでＲＧＢピクセルデータを
受け入れるためのクライアントの能力を示すために使用される。ビット１５が論理１レベ
ルに設定されているとき、これは、クライアントがパックフォーマット又はアンパックフ
ォーマットのどちらかでＲＧＢピクセルデータを受け入れることができることを示してい
る。ビット１５が論理ゼロに設定されると、これは、クライアントがアンパックフォーマ
ットだけでＲＧＢピクセルデータを受け入れることができることを示している。
【０３３５】
　１バイトの白黒機能フィールドは、白黒フォーマットで表示できる解像度のビット数を
指定するための値又は情報を含む。クライアントが白黒フォーマットを使用できない場合
には、この値はゼロに等しく設定される。ビット６から４は、将来の使用のために予約さ
れ、通常はゼロに設定されている。ビット３から０は、各ピクセルに存在できるグレイス
ケールの最大ビット数を定義する。これらの４つのビットにより、各ピクセルが１ビット
から１５ビットからなることを指定できるようになる。値がゼロである場合には、白黒フ
ォーマットはクライアントによってサポートされていない。ビット７は、１に設定時、ク
ライアントがパックフォーマット又はアンパックフォーマットのどちらかで白黒ピクセル
データを受け入れることを示す。ビット７がゼロに設定されている場合、これはクライア
ントがアンパックフォーマットだけで白黒ピクセルデータを受け入れることができること
を示している。
【０３３６】
　予約２フィールドは、将来の使用のために予約されている１バイト幅のフィールドであ
り、通常、このフィールドの中のすべてのビットは論理ゼロレベルに設定されている。一
実施形態では、このフィールドの目的とはすべての以後の２バイトフィールドを１６ビッ
トワードアドレスに位置合わせさせ、４バイトフィールドを３２ビットワードアドレスに
位置合わせさせることである。
【０３３７】
　２バイトのＹ　Ｃｂ　Ｃｒ機能フィールドは、Ｙ　Ｃｂ　Ｃｒフォーマットで表示でき
る解像度のビット数を指定する。クライアントがＹ　Ｃｂ　Ｃｒフォーマットを使用でき
ない場合には、この値はゼロである。Ｙ　Ｃｂ　Ｃｒ機能ワードは以下の３つの別々の符
号なし値から構成されている。ビット３から０は、Ｃｂサンプルを指定する最大ビット数
を定義し、ビット７から４はＣｒサンプルを指定する最大ビット数を定義し、ビット１１
から８はＹサンプルを指定する最大ビット数を定義し、ビット１４から１２は将来の使用
のために予約され、ゼロに設定されている。ビット１５は、１に設定時に、クライアント
がパックフォーマット又はアンパックフォーマットのどちらかでＹ　Ｃｂ　Ｃｒピクセル
データを受け入れることができることを示す。ビット１５がゼロに設定されている場合、
これはクライアントがＹ　Ｃｂ　Ｃｒピクセルデータをアンパックフォーマットだけで受
け入れることができることを示している。
【０３３８】
　１バイトＢａｙｅｒ機能フィールドは、解像度、ピクセルグループ及びＢａｙａｅｒフ
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ォーマットで転送できるピクセル順序のビット数を指定する。クライアントがＢａｙｅｒ
フォーマットを使用できない場合には、この値はゼロに設定されている。Ｂａｙｅｒ機能
フィールドは以下の値から構成されている。ビット３から０は各ピクセルに存在する輝度
の最大ビット数を定義し、ビット５から４は、必要とされる可能性のあるピクセルグルー
プパターンを定義し、ビット８から６は必要とされるピクセル順序を定義し、ビット１４
から９は将来の使用のために予約され、ゼロに設定されている。ビット１５は、１に設定
時、クライアントがパックフォーマット又はアンパックフォーマットのどちらかでＢａｙ
ｅｒピクセルデータを受け入れることができることを示す。ビット１５がゼロに設定され
ている場合、これは、クライアントがアンパックフォーマットだけでＢａｙｅｒピクセル
データを受け入れることができることを示す。
【０３３９】
　２バイトのＣＲＣフィールドは、パケット長を含むパケット内のすべてのバイトの１６
ビットＣＲＣを含む。
【０３４０】
　４７．レジスタアクセスパケット
　レジスタアクセスパケットは、ホスト又はクライアントのどちらかに、ＭＤＤＩリンク
の反対端の構成レジスタとステータスレジスタにアクセスする手段、機構又は方法を与え
る。これらのレジスタは、各ディスプレイ又はデバイスコントローラに一意となる可能性
がある。これらのレジスタは、設定構成、運転モードを必要とするすでに多くのディスプ
レイに存在し、他の有用且つ必要な設定値を有している。レジスタアクセスパケットは、
ＭＤＤＩホスト又はクライアントがレジスタに書き込むだけではなく、ＭＤＤＩリンクを
使用してレジスタを読み取ることも要求できるようにする。ホスト又はクライアントがレ
ジスタ読み取りを要求すると、反対側はレジスタデータを同じパケットタイプで送信する
ことによるが、これが読み取り／書き込み情報フィールドを使用してある特定のレジスタ
から読み取られたデータであることを示すことによっても応答しなければならない。レジ
スタアクセスパケットは、１より大きいレジスタカウントを指定することによって複数の
レジスタを読み取る、又は書き込むために使用されてよい。クライアントは、クライアン
ト機能パケットのクライアント特徴機能フィールドのビット２２を使用してレジスタアク
セスパケットをサポートする能力を示す。
【０３４１】
　レジスタアクセスパケットの一実施形態のフォーマットは概して図９０に示されている
。図９０で分かるように、レジスタアクセスパケットは、パケット長フィールド、パケッ
トタイプフィールド、ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、読み取り／書き込みフラグフィ
ールド、レジスタアドレスフィールド、パラメータＣＲＣフィールド、レジスタデータリ
ストフィールド及びレジスタデータＣＲＣフィールドを有するように構造化されている。
１４６というパケットタイプ値は、レジスタアクセスパケットとしてパケットを識別する
。ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールドは将来の使用のために予約されており、通常、当面ゼ
ロに設定されている。
【０３４２】
　２バイトの読み取り／書き込みフラグフィールドは、書き込み又は読み取り、あるいは
読み取りに対する応答のどちらかとして特定のパケットを指定し、データ値のカウントを
提供する。
【０３４３】
　ビット１５から１４は、読み取り／書き込みフラグとして働く。ビット［１５：１４］
が「００」である場合には、このパケットはレジスタアドレスフィールドによってアドレ
ス指定されるレジスタに書き込まれるデータを含む。指定されたレジスタに書き込まれる
データはレジスタデータリストフィールドに含まれている。ビット［１５：１４］が「１
０」である場合には、これはレジスタアドレスフィールドによってアドレス指定されてい
る１つ又は複数のレジスタからのデータに対する要求である。ビット［１５：１４］が［
１１］である場合には、そのパケットは、読み取り／書き込みフラグのビット１５：１４
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が「１０」に設定されているレジスタアクセスパケットに応えて要求されたデータを含む
。レジスタアドレスフィールドは、第１のレジスタデータリストアイテムに対応するレジ
スタのアドレスを含み、レジスタデータリストフィールドは、１つ又は複数のアドレスか
ら読み取られたデータを含む。ビット［１５：１４］が「０１」である場合には、これは
無効値として処理され、この値は将来のために予約され、使用されない。
【０３４４】
　ビット１３：０はレジスタデータリストフィールドで送信される３２ビットのレジスタ
データアイテムの数を指定するために１４ビットの符号なし整数を使用する。ビット１５
：１４が「００」に等しい場合には、ビット１３：０はレジスタアドレスフィールドによ
り指定されるレジスタで開始するレジスタに書き込まれるレジスタデータリストフィール
ドに含まれる３２ビットのレジスタデータアイテムの数を指定する。ビット１５：１４が
「１０」に等しい場合には、ビット１３：０は、受信側装置がそのレジスタが読み取られ
るのを要求する装置に送信する３２ビットのレジスタデータアイテムの数を指定する。こ
のパケットの中のレジスタデータリストフィールドにはアイテムは含まれず、ゼロ長であ
る。ビット１５：１４が「１１」に等しい場合には、ビット１３：０は、レジスタデータ
リストフィールドに含まれているレジスタから読み取られた、３２ビットレジスタデータ
アイテムの数を指定する。現在、ビット１５：１４は無効値と見なされている「０１」に
等しく設定されておらず、無効の値とみなされ、それ以外の場合は将来の指定又は使用の
ために予約されている。
【０３４５】
　レジスタアクセスフィールドは、書き込まれる又は読み取られるレジスタアドレスを示
すために４バイトを使用する。そのアドレス指定が３２ビット未満であるレジスタをアド
レス指定する場合、上位ビットはゼロに設定される。
【０３４６】
　２バイトパラメータＣＲＣフィールドはパケット長からレジスタアクセスまでのすべて
のバイトのＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできない場合、パケット全体が廃棄され
る。
【０３４７】
　レジスタデータリストフィールドは、クライアントレジスタに書き込まれる４バイトの
レジスタデータ値、又はクライアントデバイスレジスタから読み取られた値のリストを含
む。
【０３４８】
　２バイトのレジスタデータＣＲＣＦフィールドは、レジスタデータリストだけのＣＲＣ
を含む。このＣＲＣがチェックできない場合には、レジスタデータは依然として使用され
てよいが、ＣＲＣエラーカウントが増分される。
【０３４９】
　Ｄ．パケットＣＲＣ
　ＣＲＣフィールドは、パケットの最後に、著しく大きなデータフィールドを有すること
があるパケットの中のより重大なパラメータの後にも出現することがあり、したがって転
送中のエラーの尤度が上昇する。２つのＣＲＣフィールドを有するパケットの場合、ＣＲ
Ｃジェネレータは、ただ一方だけが使用されるときに、長いデータフィールドの後のＣＲ
Ｃ計算がパケットの始まりでパラメータによって影響を及ぼされないように第１のＣＲＣ
の後に再初期化される。
【０３５０】
　例示的な実施形態では、ＣＲＣ計算のために使用される多項式はＣＲＣ－１６、つまり
Ｘ１６＋Ｘ１５＋Ｘ２＋Ｘ０として知られている。本発明を実現するために有効なＣＲＣ
ジェネレータとチェッカ３６００のサンプルインプリメンテーションは図３６に示されて
いる。図３６では、ＣＲＣレジスタ３６０２は、Ｔｘ＿ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ＿Ｂｅｆｏｒ
ｅ＿ＣＲＣ線路上の入力であるパケットの第１のビットの転送の直前に０ｘ０００１とい
う値に初期化され、次にパケットのバイトがＬＳＢで最初に開始するレジスタの中にシフ
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トされる。この図のレジスタビット番号が、使用されている多項式の順序に対応し、ＭＤ
ＤＩによって使用されるビット位置には対応しないことに注意する。単一方向でＣＲＣレ
ジスタをシフトする方がより効率的であり、この結果、ＭＤＤＩビット位置１４に達する
まで、ＣＲＣビット１５をＭＤＤＩ　ＣＲＣフィールドのビット位置０に、ＣＲＣレジス
タビット１４をＭＤＤＩ　ＣＲＣフィールドビット位置１に表示させる等である。
【０３５１】
　一例としては、クライアント要求そしてステータスパケットのパケットコンテンツが０
ｘ００ｃ、０ｘ００４６、０ｘ０００、０ｘ４００、０ｘ００、０ｘ００、０ｘ０００（
または、０ｘ０ｃ、０ｘ００、０ｘ０４６、０ｘ００、０ｘ００、０ｘ００、０ｘ００、
０ｘ０４、０ｘ００、０ｘ００、０ｘ００、０ｘ００としてのバイトの連続として表現さ
れ）、であり、マルチプレクサ３６０４と３６０６及びＮＡＮＤゲート３６０８の入力を
使用して提出されると、Ｔｘ＿ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ＿Ｗｉｔｈ＿ＣＲＣ線路で結果として
生じるＣＲＣ出力は０ｘｄ９ａａである（０ｘａａ　０ｘｄ９のようなシーケンスとして
表される）。
【０３５２】
　ＣＲＣジェネレータとチェッカ３６００が１台のＣＲＣチェッカとして構成されるとき
、Ｒｘ＿ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ線路で受信されるＣＲＣは、マルチプレクサ３６０４とＮＡ
ＮＤゲート３６０８に入力され、ＮＯＲゲート３６１０、排他的ＯＲ（ＸＯＲ）ゲート３
６１２及びＡＮＤゲート３６１４を使用してＣＲＣレジスタ内で発見される値とビット単
位で比較される。ＡＮＤゲート３６１４によって出力されるようなエラーがある場合には
、ゲート３６１４の出力をレジスタ３６０２の入力に接続することによりＣＲＣはＣＲＣ
エラーを含むパケットごとに一度増分される。図３６の図に示される例の回路が、既定の
ＣＨＥＣＫ＿ＣＲＣ＿ＮＯＷウィンドウ内で複数のＣＲＣエラー信号を出力できる（図３
７Ｂを参照されたい）ことに注意する。したがって、ＣＲＣエラーカウンタは通常、ＣＨ
ＥＣＫ＿ＣＲＣ＿ＮＯＷがアクティブである各間隔内に第１のＣＲＣエラーだけをカウン
トする。ＣＲＣジェネレータとして構成される場合、ＣＲＣはパケットの最後と一致する
時間にＣＲＣレジスタから退出時間を記録される。
【０３５３】
　入力信号と出力信号及びイネーブル信号のタイミングは、図３７Ａと図３７Ｂに図で描
かれている。ＣＲＣの生成とデータのパケットの伝送は、Ｔｘ＿ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ＿Ｂ
ｅｆｏｒｅ＿ＣＲＣ信号とＴｘ＿ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ＿Ｗｉｔｈ＿ＣＲＣ信号と同様に、
Ｇｅｎ＿Ｒｅｓｅｔ信号、Ｃｈｅｃｋ＿ＣＲＣ＿Ｎｏｗ信号、Ｇｅｎｅｒａｔｅ＿ＣＲＣ
＿Ｎｏｗ信号及びＳｅｎｄｉｎｇ＿ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号の状態（０又は１）と共に図
３７Ａに示されている。データのパケットの受信及びＣＲＣ値のチェックは、Ｒｘ＿ＭＤ
ＤＩ＿Ｄａｔａ信号とＣＲＣエラー信号と同様に、Ｇｅｎ＿Ｒｅｓｅｔ信号、Ｃｈｅｃｋ
＿ＣＲＣ＿Ｎｏｗ信号、Ｇｅｎｅｒａｔｅ＿ＣＲＣ＿Ｎｏｗ信号、及びＳｅｎｄｉｎｇ＿
ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号の状態と共に図３７Ｂに示されている。
【０３５４】
　Ｅ．パケットＣＲＣのためのエラーコードオーバロード
　データパケットとＣＲＣだけがホストとクライアントの間で転送されているときはつね
に、対処されているエラーコードはない。唯一のエラーは同期の損失である。それ以外の
場合、リンクが良好なデータ転送経路又はパイプラインの欠如からタイムアウトするのを
待機してから、リンクをリセットし、先に進まなければならない。残念なことに、これは
多大な時間を必要とし、いくぶん非効率である。
【０３５５】
　一実施形態で使用するために、パケットのＣＲＣ部分がエラーコード情報を転送するた
めに使用される新しい技法が開発された。これは概して図６５に示されている。すなわち
、１つ又は複数のエラーコードが、通信処理又はリンクの内に発生する可能性のある特定
の所定のエラー又は不具合を示すデータ転送を処理するプロセッサ又は装置によって作成
される。エラーに遭遇すると、該適切なエラーコードが作成され、パケットのＣＲＣのた
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めのビットを使用して転送される。つまり、ＣＲＣ値はＣＲＣフィールドの値を監視する
エラーモニタ又はチェッカによって受信端で検出できる所望されるエラーコードと共にオ
ーバロードされるか、上書きされる。エラーコードが何らかの理由からＣＲＣ値に一致す
るケースでは、エラーの賛辞（ｃｏｍｐｌｉｍｅｎｔ）が混乱を妨げるために転送される
。
【０３５６】
　一実施形態では、ロバストなエラー警告検出システムを提供するために、エラーコード
は、エラー検出後に転送又は送信される一連のパケット、通常はすべてを使用して数回転
送されてよい。これは、エラーを生じさせた状態がシステムから取り除かれる点まで発生
し、その点で規則正しいＣＲＣビットが別の値にオーバロードされることなく転送される
。
【０３５７】
　ＣＲＣ値をオーバロードするこの技法は、最小量の余分なビット又はフィールドを使用
する一方でシステムエラーに対するはるかに迅速な対応を提供する。
【０３５８】
　図６６に示されているように、前述された、あるいは公知の他の回路網の一部を形成で
きるエラー検出器又は検出手段６６０２を使用し、通信リンク又はプロセスの中でのエラ
ーの存在又は実在を検出する、ＣＲＣ上書き機構又は装置６６００が示されている。他の
回路網の一部として形成できるあるいは、事前に選択されるエラーメッセージを記憶する
ためにルックアップテーブル等の技法を使用することができるエラーコードジェネレータ
又は手段６６０４は、発生中として検出された特定の所定のエラー又は不具合を示すため
に１つ又は複数のエラーコードを作成する。デバイス６６０２と６６０４が、所望される
ように、単一の回路又は装置として、あるいは他の公知のプロセッサと要素のためのステ
ップのプログラミングされたステップの一部として形成できることは容易に理解される。
【０３５９】
　１つ又は複数の選択されたエラーコードが転送されているＣＲＣ値と同じであるかどう
かを確かめるためにチェックするためのＣＲＣ値コンパレータ又は比較手段６６０６が示
されている。そうである場合には、コード賛辞ジェネレータ又は生成手段又は装置が、元
のＣＲＣパターン又は値と間違われないように、及び検出方式を混乱させたり、複雑化し
ないようにエラーコードの賛辞を提供するために使用される。エラーコードセレクタ又は
選択手段要素又は装置６６１０は、挿入する、又は上書きすることが所望されるエラーコ
ード又は値、あるいはそれらのそれぞれの賛辞を適宜に選択する。エラーコードＣＲＣオ
ーバーラーター又は上書き機構又は手段６６１２は、挿入されるデータストリーム、パケ
ット及び所望されるコードを受信し、所望されるエラーコードを受信側装置に転送するた
めに対応する又は適切なＣＲＣ値を上書きする装置である。
【０３６０】
　言及されたように、エラーコードは一連のパケットを使用して数回転送されてよいため
、オーバーライター６６１２は、処理中にコードのコピーを維持するためにメモリ記憶素
子を活用する、あるいは必要に応じて、又は所望されるようにその値を記憶する又は保持
するために使用できる過去の要素又は他の公知の記憶ロケーションからこれらのコードを
リコールしてよい。
【０３６１】
　図６６の汎用処理、上書き機構が実現している、さらに詳細に図６７Ａと図６７Ｂに示
されている。図６７Ａでは、１つ又は複数のエラーが、通信データ又はプロセスのステッ
プ６７０２で検出され、この状態を示すためにステップ６７０４でエラーコードが選択さ
れる。同時に、又は適切な時点で、置換されるＣＲＣ値はステップ６７０６でチェックさ
れ、ステップ６７０８で所望されるエラーに比較される。この比較の結果は、前述された
ように、所望されたコード又は他の代表的な値が存在するＣＲＣ値と同じであるかどうか
に関する決定である。これが当てはまる場合、処理は、賛辞、あるいはいくつかのケース
では所望されるように別の代表値が挿入するためのコードとして選択されるステップ６７
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１２に進む。どのエラーコード又は値がステップ６７１０と６７１４で挿入されなければ
ならないのかがいったん決定されると、その適切なコードが挿入のために選択される。こ
れらのステップは明確にするために別々として描かれているが、通常はステップ６７０８
の決定の出力に基づいた単一の選択である。最後に、ステップ６７１６では、パケットが
プロセスのターゲットとされている状態での転送のために、適切な値がＣＲＣロケーショ
ンで上書きされる。
【０３６２】
　図６７Ｂに示されるように、パケット受信側では、パケットＣＲＣ値はステップ６７２
２で監視されている。一般的に、ＣＲＣ値は、データ転送のエラーが発生したかどうか、
及び１つ又は複数のパケットの再送を要求するか否か、あるいは追加の動作を抑制するか
どうか等を判断するためにシステム内は１つ又は複数のプロセスに監視されており、その
うちのいくつかは前述されている。情報はこのような監視の一部として値を公知の又は事
前に選択されたエラーコード又は代表的な値に比較し、エラーの存在を検出するためにも
使用できる。代わりに、別個のエラー検出プロセスとモニタが実現できる。コードが存在
すると考えられる場合に、それは抽出され、あるいはそれ以外の場合は追加の処理のため
にステップ６７２４で注記される。これが実際のコードであるのか否か、あるいは賛辞で
あるのか否かに関する決定はステップ６７２６で下すことができ、その場合、追加ステッ
プ６７２８が値を所望されるコード値に変換するために使用される。どちらのケースでも
結果として生じる抽出コード、賛辞、又は他の回復された値は、次にステップ６７３０で
送信されたコードからどのようなエラーが発生したのかを検出するために使用される。
【０３６３】
　Ｖ．リンクハイバネーション
　ＭＤＤＩリンクは素早くハイバネーション状態に入ることができ、そして素早くハイバ
ネーションからウェークアップする。この応答性は通信システムまたは装置電力が消費を
低減するためにＭＤＤＩリンクを無理やりハイバネーション周波数にさせることを可能に
する。それが使用のために非常に速く再度ウェークアップすることが可能だからである。
一実施の形態において、外部モードクライアントはハイバネーションから早い時間でウェ
ークアップするので、１Ｍｂｐｓからなるデータレートでそしてストローブパルスタイミ
ングでそれを実行し、つまり、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ対は５００ｋＨｚレートでトグルすべき
である。一度クライアントの特徴がホストによりまたは通信において発見されると、続い
てホストはリンクを一般的には１Ｍｂｐｓからクライアントが動作可能な最大レートの如
何なるレートにおいてもウェークアップすることができる。内部モードクライアントは、
ホストおよびクライアントの双方が動さ可能な如何なるレートにおいてもウェークアップ
することができる。このことはまた速い時間の内部モードウェークアップについて一般的
に適用可能である。
【０３６４】
　一実施の形態では、リンクが休止状態からウェークアップするとき、ホストとクライア
ントは、パルスのシーケンスを交換する。これらのパルスは、最大リンク動作速度におけ
る信号を受信するのに必要とされるディファレンシャルレシーバとして電流の小部分のみ
を消費する低速ラインレシーバを使用して検出することができる。ホストまたはクライア
ントのいずれか一方はリンクをウェークアップすることができ、この場合ウェークアップ
プロトコルはホストとクライアントの双方が同時にウェークアップしようと試みる場合に
起りうるコンテンションを処理するために設計される。
【０３６５】
　ハイバネーション状態が継続する期間にＭＤＤＩ＿ＤａｔａおよびＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ差
動ドライバは機能を無効にされ、そして全てのディファレンシャルペアにかかるディファ
レンシャル電圧はゼロボルトである。ハイバネーションからウェークアップする期間にお
いてパルスのシーケンスを検出するために使用されるディファレンシャルレシーバは意図
的な電圧オフセットを有する。一実施の形態では、これらのレシーバにおける論理１と論
理ゼロレベル間の閾値は約１２５ｍＶである。このことは非－駆動ディファレンシャルペ
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アがリンクがウェークアップする期間において論理ゼロレベルと判断される原因となる。
【０３６６】
　Ｈｉｂｅｒｎａｔｉｏｎ　Ｓｔａｔｅ（ハイバネーション状態）に入るためにホストは
Ｌｉｎｋ　Ｓｈｕｔｄｏｗｎ　ＰａｃｋｅｔのＣＲＣの後６４ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクル
を送信する。ホストはＣＲＣの後１６～５６ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの範囲のホストの
ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０の出力について機能を無効にする（無効の伝播遅延出力を含む）。
ホストはリンク終了パケットのＣＲＣの後、それがウェークアップシーケンスを開始する
前に、６４ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルを送信することを終了する。一実施の形態において
、ウェークアップが開始されたホストは、パルスをＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ上で駆動する前に、
ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０が適正な論理１レベルに達した後、少なくとも１００ｎｓｅｃ待た
なければならないホストとして規定される。一実施の形態において、クライアントはリン
ク終了パケットのＣＲＣの後、ホストをウェークアップすることを試みるためにそれがＭ
ＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理１レベルに駆動する前、少なくとも６０ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイ
クル待つ。
【０３６７】
　ハイバネーション状態から“ウェークアップする”ためにいくつかの処理または工程が
着手される。クライアント、ここではディスプレイ、がホストからのデータまたは通信、
サービスを必要とする場合、それはＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ラインを７０～１０００μｓｅ
ｃ前後の間論理１状態に駆動し、ここでＭＤＤＩ＿Ｓｔｂは非活動状態にあり、そして、
例え所望により他の期間が使用できるとしても、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂが活動状態になった後
、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０が約７０ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクル（６０～８０の範囲にわたる
）の間論理１レベルに駆動されるように保つ。クライアントは続いてＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ
０ドライバーの機能を、それを高インピーダンス状態に置くことにより、無効にする。
【０３６８】
　もし休止状態の継続する間においてＭＤＤＩ＿Ｓｔｂが実行可能な状態にある場合、た
とえありそうがなくとも、続いてクライアントはＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０のみを約７０ＭＤ
ＤＩ＿Ｓｔｂサイクル（６０～８０の範囲にわたる）の間、論理１状態に駆動するであろ
う。この動作はホストがデータトラフィックを順方向リンク（２０８）において起動また
は再起動し、そしてクライアントにその状態に関し調査する原因となる。
【０３６９】
　ホストは要求パルスの存在を検出しなければならず、そして少なくとも１００ｎｓｅｃ
前後の間ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂを論理－ゼロレベルにそしてＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理－ハ
イレベルに駆動するスタートアップシーケンスを開始する。そしてトグルする間、ＭＤＤ
Ｉ＿Ｓｔｂは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を約１５０ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクル（１４０～１
６０の範囲）の間論理１レベルに駆動し、そして約５０ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクル（４０
～６０の範囲）の間論理ゼロレベルに駆動することを続ける。クライアントは、論理１状
態において８０ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルよりも多い間に、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を検出
した場合、サービス要求パルスを送信すべきではない。クライアントが６０～８０のＭＤ
ＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの間に論理－１レベルにおいてるＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を検出した
場合、それはこの間隔の間に何処でホストがＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルに関しＭＤＤＩ＿
Ｄａｔａ０を論理－ゼロレベルに駆動するかの探索を開始する。ホストがＭＤＤＩ＿Ｄａ
ｔａ０を５０ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの期間において論理ゼロレベルに駆動した後、ホ
ストはリンク上にパケットの送信を開始する。送信される最初のパケットはサブ－フレー
ム　ヘッダーパケットである。クライアントは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０が５０サイクル間
隔の４０ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの間０論理－ゼロレベルにおける後、サブ－フレーム
ヘッダーパケットを探すことを開始する。休止処理および開始シーケンスに関する時間間
隔の時間および許容度の選択の特徴はさらに以下で議論される（図６８Ａ～Ｃを参照され
たい）。
【０３７０】
　ホストは最初にＭＤＤＩ＿Ｓｔｂを動作可能にし、そして同時にそれを論理ゼロレベル
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駆動することによりウエークアップを始動することができる。ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂはパルス
が下に記載のように出力されるまでは論理１レベルに駆動されるべきではない。ＭＤＤＩ
＿Ｓｔｂが論理ゼロレベルに達した後、ホストはＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を動作可能にし、
同時にそれを論理１レベルに駆動する。ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０は、それが論理ゼロレベル
に駆動されるの間の下に記載のような５０ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂパルスの期間までは、論理ゼ
ロレベルに駆動されるべきではない。ホストは、パルスをＭＤＤＩ＿Ｓｔｂに駆動する前
、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０が適正な論理１レベルに達した後、少なくとも１００ｎｓｅｃ待
つべきである。このタイミングの関係は最悪の事態の出力エネーブル遅延を考慮する場合
に生ずる。このことは、ホストによって駆動されたＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０について論理１
レベルによって起動された後、クライアントがそのＭＤＤＩ＿Ｓｔｂレシーバを完全に動
作可能にするのに充分な時間をもつことを実質的に補償する。
【０３７１】
　競合状態のない典型的なクライアントサービス要求イベント３８００のための処理ステ
ップの例は、イベントが文字Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ及びＧを使用して図解の便宜上名付
けられている図３８に描かれている。プロセスは、ホストがクライアントデバイスに、リ
ンクが低電力ハイバネーション状態に遷移することをそれに知らせるために、リンクシャ
ットダウンパケットを送信するときに点Ａで開始する。次のステップで、ホストは、ＭＤ
ＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバをディスエーブルし、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバを点Ｂで示さ
れるように論理ゼロに設定することによって低電力ハイバネーション状態に入る。ＭＤＤ
Ｉ＿Ｄａｔａ０は高インピーダンスバイアスネットワークによって論理ゼロレベルに駆動
される。しばらくしてから、クライアントはＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を、点Ｃで見られるよ
うな論理１レベルに駆動することによってサービス要求パルスをホストに送信する。ホス
トは高インピーダンスバイアスネットワークを使用して依然として論理ゼロレベルをアサ
ートするが、クライアントの中のドライバが強制的に回線を論理１レベルにする。５０μ
ｓｅｃ以内にホストはサービス要求パルスを認識し、点Ｄで見られるように、そのドライ
バをイネーブルすることによってＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０上で論理１レベルをアサートする
。次に、クライアントはサービス要求パルスをアサートしようとするのやめ、クライアン
トは点Ｅで見られるように、そのドライバを高インピーダンス状態にする。ホストは、点
Ｆで示されるように５０μｓｅｃの間ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理ゼロレベルに駆動し、
ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０の論理ゼロレベルと一貫した方法でＭＤＤＩ＿Ｓｔｂを作成し始め
る。クライアントは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０が４０ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの間論理－
ゼロレベルの後、サブ－フレームヘッダーパケットを探索することを開始する。ＭＤＤＩ
＿Ｄａｔａ０を論理ゼロレベルにアサートし、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂを５０μｓｅｃの間駆動
した後に、ホストは点Ｇで示されるようにサブフレームヘッダパケットを送信することに
より順方向リンクでデータの送信を開始する。
【０３７２】
　類似する例は、リンク再起動シーケンスが開始後にサービス要求がアサートされ、イベ
ントがやはり文字Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ及びＧを使用して名付けられる図３９に示され
ている。これは、要求パルス又はクライアントからの信号がサブフレームヘッダパケット
を破壊しそうになる最悪のケースのシナリオを表している。プロセスは、ホストがクライ
アントデバイスに、リンクが低電力ハイバネーション状態に遷移することをそれに知らせ
るために再びリンクシャットダウンパケットを送信するときに、点Ａで開始する。次のス
テップでは、ホストは、点Ｂで示されるように、ＭＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバをディスエ
ーブルし、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバを論理ゼロレベルに設定することによって低電力ハ
イバネーション状態に入る。前記のように、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０は、高インピーダンス
バイアスネットワークによって論理ゼロレベルに駆動される。しばらくすると、ホストは
、点Ｃで見られるように１５０μｓｅｃの間論理１レベルにＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を駆動
することによってリンク再起動シーケンスを開始する。リンク再起動シーケンス開始後５
０μｓｅｃが経過する前に、ディスプレイは点Ｄで見られるように７０μｓｅｃの持続期
間ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０もアサートする。これは、ディスプレイがホストからのサービス
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を要求する必要があり、ホストがすでにリンク再起動シーケンスを開始したことを認識し
ていないために発生する。次にクライアントはサービス要求パルスをアサートしようとす
ることをやめ、点Ｅで見られるように、クライアントはそのドライバを高インピーダンス
状態にする。ホストは論理１レベルにＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を駆動し続ける。ホストは点
Ｆに示されているように、５０μｓｅｃの間ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理ゼロレベルに駆
動し、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０での論理ゼロレベルと一貫するようにＭＤＤＩ＿Ｓｔｂも作
成し始める。ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理ゼロレベルにアサートし、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂを
５０μｓｅｃ駆動した後、ホストはサブフレームヘッダパケットを送信することにより順
方向リンクでデータの送信を開始する。
【０３７３】
　前記説明から、過去の解決策が、スリープ解除シーケンスの一部としてホストに２つの
状態を経験させることを必要としたことが分かる。第１の状態の場合、ホストは１５０μ
ｓの間ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０信号を高に駆動し、次に、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ回線をアクティ
ブ化する一方で５０μｓの間ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０信号を低に駆動し、次にＭＤＤＩパケ
ットの送信を開始する。このプロセスは、ＭＤＤＩ装置と方法を使用して達成可能なデー
タレートという点で最先端に進展するためにうまく働く。しかしながら、前述されたよう
に、状態に対する応答時間の短縮又は次のステップ又はプロセスをより迅速に選択できる
ようにするという点でのさらなる速度は処理又は要素を簡略化する能力であり、つねに要
求されている。
【０３７４】
　出願者は、ホストが信号トグルのためにクロックサイクルベースのタイミングを使用す
るスリープ解除処理及びタイミングに対する新しい発明の手法を発見した。この構成では
、ホストは、ホストがスリーブ解除シーケンスの始まりにＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０信号を高
に駆動してから０から１０μｓｅｃ、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂのトグルを開始し、信号が低に駆
動されるまで待機しない。スリープ解除シーケンスの間、ホストは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ
０信号がつねに論理ゼロレベルであるかのようにＭＤＤＩ＿Ｓｔｂをトグルする。これは
事実上クライアント側から時間の概念を排除し、ホストは、最初の２つの状態のための過
去の１５０μｓの期間と５０μｓの期間から、これらの期間の間の１５０クロックサイク
ルと５０クロックサイクルに変化する。
【０３７５】
　ホストはそのデータラインを高に駆動することに責任を持つようになり、１０－クロッ
クサイクルのうちに、データラインがゼロであるかのようにストローブ信号の送信を開始
する。ホストが１５０クロックサイクルの間データラインを高に駆動した後、ホストは、
ストローブ信号の送信を続けながら５０クロックサイクルの間データラインを低に駆動す
る。ホストは、これらのプロセスの両方ともを完了後、最初のサブフレームヘッダパケッ
トの送信を開始できる。
【０３７６】
　クライアント側では、クライアントインプリメンテーションは、ここでデータラインが
最初は高く、次に低くなるクロックサイクル数を計算するために生成されたクロックを使
用できる。データライン駆動高状態で発生する必要のあるクロックサイクル数は１５０で
あり、データライン駆動低状態で発生する必要のあるクロックサイクル数は５０である。
つまり、適切なスリープ解除シーケンスのために、クライアントは、低であるデータ利案
の少なくとも５０の連続クロックサイクルが後に続く、高であるデータラインの少なくと
も１５０の連続クロックサイクルをカウントできなければならない。いったんこれらの２
つの条件が満たされると、クライアントは第１のサブフレームの一意のワードの検索を開
始できる。このパターンの中断は、カウンタを、クライアントが高であるデータラインの
最初の１５０連続クロックサイクルを再び探す初期状態に戻すための基礎として使用され
る。
【０３７７】
　ハイバネーションからのホストベースのスリープ解除のための本発明のクライアントイ
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ンプリメンテーションは、クロックレートが前述されたように１Ｍｂｐｓで強制的に開始
されないことを除き、初期の起動ケースに非常に類似している。代わりに、クロックレー
トは、通信リンクがハイバネーションに入ったときにどのような過去の速度でアクティブ
であっても再開するために設定できる。ホストが前述されたようにストローブ信号の伝送
を開始すると、クライアントは、低であるデータラインの少なくとも５０連続クロックサ
イクルが後に続く、高であるデータラインの少なくとも１５０連続クロックサイクルを再
びカウントできなければならない。いったんこれらの２つの条件が満たされると、クライ
アントは一意のワードの検索を開始できる。
【０３７８】
　ハイバネーションからのクライアントベースのスリープ解除のための本発明のクライア
ントインプリメンテーションは、それがクライアントにデータラインを駆動させることに
よって起動するという点を除きホストベースのスリープ解除に類似している。クライアン
トはホストデバイスをスリープ解除するために、クロックを使用せずにデータラインを非
同期で駆動できる。いったんホストが、データラインがクライアントによって高に駆動さ
れていると認識すると、それはそのスリーブ解除シーケンスを開始できる。クライアント
は、ホストがそのスリープ解除プロセスを開始することによって、あるいはそのスリープ
解除プロセスの間に生成されるクロックサイクルの数をカウントできる。いったんクライ
アントが高であるデータの７０連続クロックサイクルをカウントすると、それはデータラ
インを高に駆動するのを停止できる。この点で、ホストはすでにデータラインも高にして
いるはずである。クライアントは、次に高であるデータラインの１５０クロックサイクル
に達するために、高であるデータラインの別の８０連続クロックサイクルをカウントする
ことができ、次に低であるデータラインの５０クロックサイクルを探すことができる。い
ったんこれらの３つの条件が満たされると、クライアントは一意のワードを探し始めるこ
とができる。
【０３７９】
　スリープ解除処理のこの新しいインプリメンテーションの利点とは、それが時間測定装
置に対する必要性を排除するという点である。これが発振器であるのか、あるいはコンデ
ンサ式放電回路であるのか、あるいは他のこのような公知の装置であるのかに関係なく、
クライアントは起動状態を確認するためにもはやこのような外部装置を必要としない。こ
れにより、コントローラ、カウンタ等をクライアントデバイスボードで実現するときに資
金と回路面積を節約する。これはクライアントにとって利点ではない可能性があるが、ホ
ストにとってはこの技法はコア回路網のために使用される超高密度論理回路（ＶＨＤＬ）
という点でホストを潜在的に簡略化するはずである。コア要素がホストベースのスリープ
解除を待機するために外部回路網が実行している必要はないため、スリープ解除通知及び
測定ソースとしてデータラインとストローブラインを使用することの電力消費も低くなる
。使用されたサイクル又はクロック期間の数は例示的であり、他の期間は当業者に明らか
となるように使用できる。
【０３８０】
　スリープ解除処理のこの新しいインプリメンテーションの利点とは、それが時間測定装
置に対する必要性を排除するという点である。これが発振器であるのか、あるいはコンデ
ンサ式放電回路であるのか、あるいは他のこのような公知の装置であるのかに関係なく、
クライアントは起動状態を確認するためにもはやこのような外部装置を必要としない。こ
れにより、コントローラ、カウンタ等をクライアントデバイスボードで実現するときに資
金と回路面積を節約する。これはクライアントにとって利点ではない可能性があるが、ホ
ストにとってはこの技法はコア回路網のために使用される超高密度論理回路（ＶＨＤＬ）
という点でホストを潜在的に簡略化するはずである。コア要素がホストベースのスリープ
解除を待機するために外部回路網が実行している必要はないため、スリープ解除通知及び
測定ソースとしてデータラインとストローブラインを使用することの電力消費も低くなる
。
【０３８１】
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　この新しい技法の動作を明確にし、説明するために、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０、ＭＤＤＩ
＿Ｓｔｂ及びクロックサイクルに関する多様な動作のタイミングが図６８Ａ、図６８Ｂ及
び図６８Ｃに示されている。
【０３８２】
　競合のない典型的なホスト起動型スリープ解除の処理ステップの例は、文字Ａ、Ｂ、Ｃ
、Ｄ、Ｅ、Ｆ及びＧを使用して、イベントが図中再び便宜上名付けられている図６８Ａに
示されている。プロセスは、ホストがクライアントデバイスに、それにリンクが低電力ハ
イバネーション状態に遷移することを知らせるためにリンクシャットダウンパケットを送
信するときに点Ａで開始する。次のステップ、点Ｂでは、ホストは、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂが
トグルするのを停止する前にクライアントによる処理を完了できるようにするために、約
６４サイクル（あるいはシステム設計のために所望されるとおりに）ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂを
トグルし、クライアントデバイス内の回復したクロックを停止する。ホストは、当初ＭＤ
ＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理ゼロレベルに設定してから、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０出力を、ＣＲ
Ｃ後に１６サイクルから４８サイクル（通常は出力ディスエーブル伝播遅延を含む）の範
囲でＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０出力をディスエーブルする。ＣＲＣから４８サイクル後、及び
次の段階（Ｃ）の前にクライアント内のＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０とＭＤＤＩ＿Ｓｔｂのため
の高速受信機を低電力状態にすることは望ましい場合がある。クライアントはＭＤＤＩ＿
Ｄａｔａ０およびＭＤＤＩ＿Ｓｔｂについてその高速レシーバを、リンクシャットダウン
パケットのＣＲＣの後、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの４８番目のライジングエッジの後は
、何時でも休止状態に配置する。クライアントは、リンクシャットダウンパケットのＣＲ
Ｃの後、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの６４番目のライジングエッジの前は、ＭＤＤＩ＿Ｄ
ａｔａ０およびＭＤＤＩ＿Ｓｔｂについての高速レシーバを休止状態に配置することを推
奨される。
【０３８３】
　ホストはＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバとＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバをディスエーブル
し、ホストコントローラを低電力ハイバネーション状態にすることによって点又はステッ
プＣで低電力ハイバネーション状態に入る。所望されるように（高インピーダンスバイア
スネットワークを使用して）ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバを論理ゼロレベルに設定する、あ
るいはハイバネーションの間トグルを続けることもできる。クライアントは低電力レベル
ハイバネーション状態にもある。
【０３８４】
　しばらくしてから、ホストはＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバ出力とＭＤＤＩ＿Ｓｔｂド
ライバ出力をイネーブルすることによって点Ｄでリンク再起動シーケンスを開始する。ホ
ストは、ドライバがそのそれぞれの出力を完全にイネーブルするために要する時間の限り
、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理１レベルに、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂを論理ゼロレベルに駆動す
る。ホストは、通常、ＭＭＤＩ＝Ｓｔｂｄｅパルスを駆動する前に、これらの出力が所望
される論理レベルに達してから約２００ナノ秒待機する。これにより、受信を準備するた
めのクライアント時間が可能になる。
【０３８５】
　ホストドライブがイネーブルされ、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０が論理１レベルに駆動されて
いる状態で、ホストは、点Ｅで見られるように１５０ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの持続期
間中ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂのトグルを開始する。ホストは、点Ｆで示されているように５０サ
イクル、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理ゼロレベルに駆動し、クライアントは、ＭＤＤＩ＿
Ｄａｔａ０が４０ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの間論理ゼロレベルにあった後にサブフレー
ムヘッダパケットを探し始める。ホストは、点Ｇで示されているようにサブフレームヘッ
ダパケットを送信することによって順方向リンクでデータ送信を開始する。
【０３８６】
　競合のない典型的なホスト起動型スリープ解除の処理ステップの例は、文字Ａ、Ｂ、Ｃ
、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈ及びＩを使用して、イベントが図中再び便宜上名付けられている図
６８Ｂに示されている。前記のように、プロセスは、ホストがクライアントに、それにリ
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ンクが低電力状態に遷移することを知らせるためにリンクシャットダウンパケットを送信
するときに点Ａで開始する。
【０３８７】
　点Ｂでは、ホストは、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂがトグルするのを停止する前にクライアントに
よる処理を完了できるようにするために約６４サイクル（又はシステム設計のために所望
されるとおりに）ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂをトグルし、クライアントデバイス内の回復されたク
ロックを停止する。ホストは当初ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０も論理ゼロレベルに設定し、次に
ＣＲＣ後に１６から４８サイクル（通常は出力ディスエーブル伝搬遅延を含む）の範囲で
ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０出力をディスエーブルする。ＣＲＣ後の４８サイクルの後で、次の
段階（Ｃ）の前に、クライアント内のＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０とＭＤＤＩ＿Ｓｔｂのための
高速受信機を低電力状態にすることが望ましい場合がある。
【０３８８】
　ホストはＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバとＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバをディスエーブル
し、ホストコントローラを低電力ハイバネーション状態にすることによって点つまりステ
ップＣで低電力ハイバネーション状態に入る。所望されるように、（高インピーダンスバ
イアスネットワークを使用して）ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバを論理ゼロレベルに設定する
こと、あるいはハイバネーションの間トグルし続けることもできる。クライアントも低電
力レベルハイバネーション状態にある。
【０３８９】
　しばらくしてから、クライアントは、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ受信機をイネーブルし、ＭＤＤ
Ｉ＿Ｓｔｂの受信されたバージョンが、ホストがそのＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバをイネー
ブルする前にクライアントの論理ゼロレベルにあると保証するためにＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ受
信機でオフセットをイネーブルすることによっても点Ｄでリンク再起動シーケンスを開始
する。所望されるように有効な差動信号の受信を保証し、誤りのある信号を抑止するため
に、クライアントが、受信機をイネーブルするのよりわずかに先にオフセットをイネーブ
ルすることが望ましい場合がある。クライアントは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ラインを論理
１レベルに駆動する一方でＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバをイネーブルする。オフセット
および標準ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ差動受信機をエネーブルするための時間が１００ｎｓｅｃよ
り小さい場合、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０およびＭＤＤＩ＿Ｓｔｂについて同時にエネーブル
されることが認められる。
【０３９０】
　約１ｍｓｅｃ以内、点Ｅ内に、ホストはクライアントからのサービス要求パルスを認識
し、ホストはＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバ出力とＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバ出力をイネ
ーブルすることによってリンク再起動シーケンスを開始する。ホストは、ドライバがその
それぞれの出力をイネーブルするのにかかる限り、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理１レベル
に、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂを論理ゼロレベルに駆動する。ホストは通常、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂで
パルスを駆動する前に、これらの出力が所望される論理レベルに達してから約２００ナノ
秒待機する。これによりクライアントに受信に備える時間が与えられる。
【０３９１】
　ホストドライバがイネーブルされ、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０が論理１レベルに駆動されて
いる状態で、ホストは、点Ｆで見られるように１５０ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの持続期
間、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂでパルスを出力し始める。クライアントは、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂで最
初のパルスを認識すると、そのＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ受信機でオフセットをディスエーブルす
る。クライアントは７０ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの間論理１レベルにＭＤＤＩ＿Ｄａｔ
ａ０を駆動し続け、点ＧでＭＤＤＩ＿Ｄａｔ０ドライバをディスエーブルする。ホストは
、８０の追加のＭＤＤＩ＿Ｓｔｂパルスの期間、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理－１レベル
に駆動することを続け、そして点ＨにおいＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理－ゼロレベルに駆
動する。
【０３９２】
　点ＧとＨで見られるように、ホストは５０サイクルの間ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理ゼ
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ロレベルに駆動し、クライアントは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０が４０ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイ
クルの間論理ゼロレベルにあった後サブフレームヘッダパケットを探し始める。５０サイ
クルの期間の間のＭＤＤＩ＿Ｓｔｂの駆動の後、ホストは、点Ｉで見られるようにサブフ
レームヘッダパケットを送信することにより順方向リンクでデータ送信を開始する。
【０３９３】
　クライアントから競合がある、つまりクライアントもリンクをスリープ解除することを
希望する典型的なホスト起動型スリーブ解除のための処理ステップの例は、図６８Ｃに示
されている。イベントは、文字Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈ及びＩを使用して図中、
便宜上再び名付けられる。前記のように、プロセスは、ホストがクライアントに、リンク
が低電力状態に遷移することを知らせるためにリンクシャットダウンパケットを送信する
ときに点Ａで開始し、クライアントによる処理を完了できるようにするために、ＭＤＤＩ
＿Ｓｔｂが約６４サイクルの間（又はシステム設計のために所望されるとおりに）トグル
される点Ｂに進み、それから、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバとＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライ
バをディスエーブルし、ホストコントローラを低電力ハイバネーション状態にすることに
よってホストが低電力ハイバネーション状態に入る点Ｃに進む。しばらくしてから、ホス
トは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバ出力とＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバ出力をイネーブル
することによって点Ｄでリンク再起動シーケンスを開始し、点Ｅで見られるように１５０
ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの期間、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂのトグルを開始する。
【０３９４】
　点Ｅの後最大７０ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルで、ここでは点Ｆで、クライアントはまだ
、ホストが論理１レベルにＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を駆動していることを認識していないた
め、クライアントもＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理１レベルに駆動する。これは、クライア
ントがサービスしたいという望みを有するが、それが通信しようとしているホストがすで
にリンク再起動シーケンスを開始していることを認識していないためにここで発生する。
点Ｇでは、クライアントはＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を駆動するのをやめ、その出力をディス
エーブルすることによってそのドライバを高インピーダンス状態にする。ホストは、追加
の８０サイクルＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理１レベルに駆動し続ける。
【０３９５】
　ホストは、点Ｈで示されているように５０サイクルの間、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理
ゼロレベルに駆動し、クライアントは、ＭＤＩ＿Ｄａｔａ０が４０　ＭＤＤ＿Ｓｔｂサイ
クルの間論理ゼロレベルにあった後にサブフレームヘッダパケットを探し始める。ホスト
は点Ｉに示されているようにサブフレームヘッダパケットを送信することによって順方向
リンクでデータの転送を開始する。
【０３９６】
　ＶＩ．インタフェース電気仕様
　例の実施形態では、非ゼロ復帰（ＮＲＺ）フォーマットは、クロック情報をデータ信号
とストローブ信号の中に埋め込むことを可能にするデータ－ストローブ信号又はＤＡＴＡ
－ＳＴＢフォーマットを使用して符号化される。クロックは、複雑な移送ロックループ回
路網を使用しなくても回復できる。前述されたように他の導線、プリント配線、又は転送
要素を使用することもできるが、データは双方向差動リンク上で伝搬され、通常ワイヤラ
インケーブルを使用して実現される。ストローブ（ＳＴＢ）信号は、ホストによってのみ
駆動される単向性のリンク上で伝搬される。ストローブ信号は、データライン又は信号上
で同じままとなる連続状態０又は１があるときはつねに値（０又は１）をトグルする。
【０３９７】
　ビット「１１１０００１０１１」等のデータシーケンスをＤＡＴＡ－ＳＴＢ符号化を使
用してどのようにして送信できるのかの例は図４０にグラフ形状で示されている。図４０
では、ＤＡＴＡ（データ）信号４００２は、信号タイミングチャートの一番上の行に示さ
れ、ＳＴＢ（ストローブ）信号４００４は２番目の行に示され、毎回適宜に位置合わせさ
れている（共通開始点）。時間が過ぎるにつれて、データライン４００２（信号）で状態
の変化が発生し、次にＳＴＢ（ストローブ）ライン４００４（信号）が過去の状態を維持
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し、このようにしてデータ信号の第１の「１」状態は、その開始値であるＳＴＢ（ストロ
ーブ）信号の最初の「０」状態と相関する。しかしながら、もしデータ信号の状態、レベ
ルが変化しないときには、データが別の「１」値を提供する図４０のケースと同様に、Ｓ
ＴＢ信号は本例で反対の状態つまり「１」にトグルする。つまり、ＤＡＴＡとＳＴＢの間
にはビットサイクルあたりただ１つの遷移しかない。したがって、ＤＡＴＡ（データ）信
号が「１」でとどまるのでＳＴＢ信号は再び、今回は「０」に遷移し、ＤＡＴＡ（データ
）信号がレベルを「０」に変えると、このレベル又は値を保持する。データ（ＤＡＴＡ）
信号が「１」にとどまるときには、ＤＡＴＡ（データ）信号が変化する、あるいはレベル
又は値を保持するので、ＳＴＢ（ストローブ）信号は本例では反対の状態、つまり「１」
にトグルする等である。
【０３９８】
　これらの信号を受信すると、排他的ＯＲ（ＸＯＲ）演算が、所望されるデータ信号とス
トローブ信号との相対比較のためにタイミングチャートの下部に示されている、クロック
信号４００６を作成するためにＤＡＴＡ（データ）信号とＳＴＢ（ストローブ）信号で実
行される。ホストにある入力データからＤＡＴＡ（データ）出力又は信号とＳＴＢ（スト
ローブ）出力又は信号を生成し、次にクライアントにあるデータからＤＡＴＡ（データ）
信号とＳＴＢ（ストローブ）信号を回復する又は捕捉しなおすための有効な回路網の例は
図４１に示されている。
【０３９９】
　図４１では、受信部分４１２０は信号を受信し、データを回復するために使用されるが
、伝送部分４１００は、中間信号経路４１０２上でオリジナルのＤＡＴＡ（データ）信号
とＳＴＢ（ストローブ）信号を生成し、送信するために使用される。図４１に示されてい
るように、ホストからクライアントにデータを転送するために、ＤＡＴＡ（データ）信号
は回路をトリガするためのクロック信号と共に、２つのＤ型フリップフロップ回路要素４
１０４と４１０６に入力される。該２つのフリップフロップ回路出力（Ｑ）は、次に、２
台の差動ラインドライバ４１０８と４１１０（電圧モード）を使用してそれぞれ信号ＭＤ
ＤＩ＿Ｄａｔａ０、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０－、及びＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ＋、ＭＤＤＩ＿Ｓｔ
ｂ－の差動組に分割される。３入力排他的ＮＯＲ（ＸＮＯＲ）ゲート、回路、又は論理素
子４１１２は両方のフリップフロップのＤＡＴＡ（データ）と出力を受信するために接続
され、同様にＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ＋信号、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ－信号を生成する第２のフリッ
プフロップにデータ入力を提供する出力を生成する。便宜上、ＸＮＯＲゲートはそれが事
実上ストローブを生成するフリップフロップのＱ出力を反転していることを示すために反
転バブル（ｉｎｖｅｒｓｉｏｎ　ｂｕｂｂｌｅ）を設置させる。
【０４００】
　図４１の受信部分４１２０では、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０＋信号、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０
－信号及びＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ＋信号、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ－信号が、差動信号から単一の出
力を生成する２台の差動ラインレシーバ４１２２と４１２４のそれぞれにより受信される
。増幅器の出力は次に２入力排他的ＯＲ（ＸＯＲ）ゲート、回路、又はクロック信号を発
生させる論理素子４１２６の入力のそれぞれに入力される。該クロック信号は、遅延素子
４１３２を通してＤＡＴＡ（データ）信号の遅延バージョンを受信する２つのＤ型フリッ
プフロップ回路４１２８と４１３０のそれぞれをトリガするために使用され、その内の一
方（４１２８）がデータ「０」値を生じさせ、他方（４１３０）がデータ「１」値を生じ
させる。クロックはＸＯＲ論理から独立した出力も有する。クロック情報はＤＡＴＡ（デ
ータ）回線とＳＴＢ（ストローブ）回線の間で分配されるため、どちらの信号も、クロッ
クレートの半分より高速な状態の間で遷移しない。クロックはＤＡＴＡ（データ）信号と
ＳＴＢ（ストローブ）信号の排他的ＯＲ処理を使用して再生されるため、システムは、事
実上、クロック信号が単一の専用データラインで直接的に送信されるときの状況に比べて
、入力データとクロック間の二倍の量の歪みに耐えている。
【０４０１】
　ＭＤＤＩデータ対、つまりＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ＋信号とＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ－信号は雑音の
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負の影響からの免疫性を最大限にするために差動モードで運用される。各差動の組は信号
を伝送するために使用されているケーブルまたは導体の特性インピーダンスを有する並列
伝送端末となる。一般に全ての並列伝送端末がクライアント装置に存在する。これは順方
向トラフィック（データがホストからクライアントに送信される）のための差動レシーバ
に近いが、しかしこれはケーブルまたは他の導電体または逆方向トラフィック（データが
クライアントからホストに送信される）に関する伝送要素の駆動端部にある。逆方向トラ
フィックのために信号はクライアントによって駆動され、ホストにおける高インピーダン
スレシーバによって反射され、そしてクライアントにおいて終結する。このことは電流消
費を増加させる二重の終結の必要性を取除く。これはまたケーブル内における相互の往復
遅延のよりも大きなデータレートで作動する。ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ＋信号とＭＤＤＩ＿Ｓｔ
ｂ－導体または信号はホストによってのみ駆動される。
【０４０２】
　本発明のＭＤＤインタフェースの一部として信号を転送するためのドライバ、受信機及
び終端を達成するために有効な要素の例示的な構成は図４２に示されている。この例示的
なインターフェイスは、１Ｖパワースイングより小さくそして低パワードレインを有する
低電圧センシング、ここでは２００ｍＶ、を使用する。各信号対のドライバーは差動電流
出力を有する。ＭＤＤＩパケットを受信する間、ＭＤＤＩ＿ＤａｔａおよびＭＤＤＩ＿Ｓ
ｔｂ対は０Ｖの電圧閾値を有する普通の差動レシーバを使用する。休止状態においてドラ
イバの出力は使用不能にされ、そして並行して終結する抵抗器は各信号対の電圧を０Ｖに
引き付ける。休止期間の間、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０対上の特定のレシーバは正の１２５ｍ
Ｖのオフセット入力閾値を有し、これは休止ラインレシーバが論理-ゼロレベルとして非
－駆動信号対を実行する原因となる。
【０４０３】
　時々ホスト又はクライアントは、データの流れの方向が変化（ホストからクライアント
へ、またはクライアントからホストへ）する場合、対について適切な論理レベルを保証す
るために論理１レベルまたは論理ゼロレベルに差動対を同時に駆動する。出力電圧範囲お
よび出力基準は同じ論理レベルに同時に駆動された出力によって満たされるであろう。い
くつかのシステムにおいて、休止が継続する特定の時間およびリンクが休止状態からウエ
ークアップする時に、小さいオフセット電圧を生成するために、小電流を終結された差動
対に対して駆動することが必要かも知れない。これらの状態において、動作可能にされた
オフセット－電流バイアス回路は以下のリーケージを駆動しなければならない。
【０４０４】
　ＩESD-and-RX－内部ＥＳＤダイオードおよび差動レシーバ入力
　　　　ＩESD-and-RX≦１μＡ
　ＩTx-Hi-Z－高インピーダンス状態での差動ドライバ出力 
　　　　ＩTx-Hi-Z≦１μＡ
　Ｉexternal-ESD－外部ＥＳＤ保護ダイオードを通るリーケージ
　　　　Ｉexternal-ESD≦３μＡ　。
【０４０５】
　これらのリーケージ電流は図１０１に示されている。プルアップおよびプルダウン回路
は、上に記載された全てが同時に起こる場合の、最悪の状態のリーケージ状況において、
最小差動電圧に到達しなければならない。外部ＥＳＤ保護ダイオードの無い内部モードに
おいて合計のリーケージは≦４μＡであり、そして外部ＥＳＤ保護ダイオードを有する外
部モードにおいて≦１０μＡである。
【０４０６】
　差動ラインドライバとラインレシーバの電気的なパラメータと特性は表ＶＩＩＩに記述
されている。機能的に、ドライバは入力で直接的に論理レベルを正の出力に、入力の逆数
を負の出力に転送する。入力から出力への遅延は差動的に駆動される差動線路に十分に整
合されている。大部分のインプリメンテーションでは、出力での電圧振幅は、電力消費と
電磁放射線を最小限に抑えるために入力での振幅より少ない。表ＶＩＩＩは最小電圧振幅
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を約０．５Ｖであると提示している。しかしながら、当業者により知られるであろうよう
に他の値が使用でき、発明者らは設計の制約に応じていくつかの実施形態ではさらに小さ
い値を意図する。
【０４０７】
　差動ラインレシーバは高速電圧コンパレータと同じ特性を有する。図４１では、バブル
のない入力は正の入力であり、バブルのある入力は負の入力である。出力は、（Ｖｉｎｐ
ｕｔ＋）－（Ｖｉｎｐｕｔ－）がゼロより大きい場合には、論理１である。これを説明す
る別の方法は、非常に大きな（実質的には無限の）利得を有する差動増幅器であり、出力
は論理０電圧レベルと１電圧レベルでクリッピングされる。
【０４０８】
　様々な組の間の遅延歪みは、差動伝送システムを潜在的な最高の速度で動作するために
最小限に抑えられなければならない。
【０４０９】
　図４２では、通信リンク４２０６上でパケットを転送しているホストコントローラ４２
０２とクライアント又はディスプレイコントローラ４２０４が示されている。クライアン
トが３つのドライバ４２３０、４２３２、および４２３４を採用する一方で、ホストコン
トローラは、伝送されるクライアントＤａｔａ信号を受信するのと同様に、ホストＤＡＴ
Ａおよび伝送されるＳＴＢ信号を受信するために３つのドライバー４２１０、４２１２、
および４２１４のシリーズを採用する。ホストＤＡＴＡ（４２１２）の通過に責任を負う
ドライバーは、ホストからクライアントへの伝送が望まれる場合のみ通信リンクの起動を
一般的に可能にする、動作可能な信号入力を採用する。データ伝送の一部としてＳＴＢ信
号が形成されるので、このドライバー（４２１２）に関し追加の動作可能な信号は採用さ
れない。クライアントＤＡＴＡおよびＳＴＢレシーバ（４１３２、４２３０）夫々の入力
は、それぞれ横切るように配置される終結インピーダンスまたは抵抗４２１８および４２
２０を有する。クライアントからホストへ伝送されるデータ信号を準備するためにクライ
アント制御器のドライバー４２３４が使用され、ここで入力側のドライバー４２１４がデ
ータを処理する。
【０４１０】
　特別のレシーバー（ドライバー）４２１６および４２３６がＤＡＴＡラインに結合また
は接続され、そして他で議論される中止制御の一部として、前に議論した１２５ｍＶ電圧
オフセットを生成または使用する。オフセットは論理ゼロレベルとして休止ラインレシー
バが非－駆動信号を解釈する原因となる。
【０４１１】
　前記ドライバ及びインピーダンスは離散構成要素として、あるいは回路モジュール又は
さらに費用効果の高いエンコーダ又はデコーダ解決策として働く特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）の一部として形成できる。
【０４１２】
　電力が、ＨＯＳＴ＿ＰｗｒとＨＯＳＴ＿Ｇｎｄと呼ばれる信号を１組の導線上で使用し
て、クライアントデバイス、つまりディスプレイに、ホストデバイスから転送されるのは
容易に理解できる。信号のＨＯＳＴ＿Ｇｎｄ部分は、基準接地、及び電源戻り経路又は表
示装置用の信号として働く。ＨＯＳＴ＿Ｐｗｒ信号はホストデバイスによって駆動される
クライアント装置電源として働く。例示的な構成では、低電力応用例の場合、表示装置は
最高５００ｍＡまで引き出すことができる。ＨＯＳＴ＿Ｐｗｒ信号は、リチウムイオン型
電池又はホストデバイス内に常駐する電池パック等を含むが、これらに限定されない携帯
電源から提供でき、ＨＯＳＴ＿Ｇｎｄに関して３．２ボルトから４．３ボルトの範囲とな
ってよい。
【０４１３】
　ＶＩＩ．タイミング特性
　Ａ．概要
　ホストからのサービスを確保するためにクライアントによって利用され、このようなサ
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示されている。図４３では、描かれている信号の第１の部分は、ホストから転送されてい
るリンクシャットダウンパケットであり、データラインは次に高インピーダンスバイアス
回路を使用して論理ゼロ状態に駆動される。データはクライアントディスプレイ、つまり
そのドライバがディスエーブルされているホストによって送信されていない。ＭＤＤＩ＿
Ｓｔｂはリンクシャットダウンパケットの間アクティブであるので、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信
号線路のための一連のストローブパルスは下部に見ることができる。いったんこのパケッ
トが終了し、ホストがバイアス回路と論理回路をゼロに駆動するので論理レベルがゼロに
変化すると、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号線路も論理ゼロレベルに変化する。これは、ホストか
らの最後の信号転送又はサービスの終端を表し、過去におけるいかなる時点でも発生でき
たであろうし、サービスの過去の休止及びサービス開始前の信号の状態を示すために含ま
れている。信号が、「公知の」過去の通信がこのホストデバイスによって着手されずに、
通信リンクを適切な状態に単にリセットするために信号を送信できる等所望される場合。
【０４１４】
　図４３に示されるように、クライアントからの信号出力は、初期にゼロという論理レベ
ルで設定される。言い換えると、クライアント出力は高インピーダンスにあり、ドライバ
はディスエーブルされている。サービスが要求されているとき、クライアントはそのドラ
イバをイネーブルし、線路が論理１レベルに駆動されている期間、つまり指定されたｔｓ
ｅｒｖｉｃｅである、ホストにサービス要求を送信する。次に、ホストが、ｔｈｏｓｔ－

ｄｅｔｅｃｔと呼ばれる、該要求を検出する前に特定の時間量が経過する、あるいは必要
とされる可能性があり、その後ホストは信号を論理１レベルに駆動することによってリン
ク起動シーケンスに応える。この時点で、クライアントは要求をアサート停止し、クライ
アントからの出力線路が再びゼロ論理レベルになるようにサービス要求ドライバをディス
エーブルする。この時間中、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号は論理ゼロレベルにある。
【０４１５】
　ホストは、ｔｒｅｓｔａｒｔ－ｈｉｇｈと呼ばれる期間「１」レベルでホストデータ出
力を駆動し、その後ホストは論理レベルをゼロに駆動し、ｔｒｅｓｔａｒｔ－ｌｏｗと呼
ばれる期間、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂをアクティブ化し、その後第１の順方向トラフィックがサ
ブフレームヘッダパケットで開始し、順方向トラフィックパケットが転送される。ＭＤＤ
Ｉ＿Ｓｔｂ信号はｔｒｅｓｔａｒｔ－ｌｏｗ期間、及び以後のサブフレームヘッダパケッ
トの間アクティブである。
【０４１６】
　表ＶＩＩおよびＶＩＩＩは、前述された多様の期間の長さの代表的な時間、及び例示的
な最小データレートと最大データレートに対する関係性を示す。
【数１】

【０４１７】
　ここでＬｉｎｋ＿Ｄａｔａ＿Ｒａｔｅは単一のデータ対のビットレートである。
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【表１２】

【０４１８】
　当業者は、図４１と図４２に示されている個々の要素の機能が周知であり、図４２の要
素の機能が図４３のタイミング図で確認されることを容易に理解する、図４２に示されて
いる直列終端及びハイバネーション抵抗器についての詳細は、その情報が、データ－スト
ローブ符号化を実行し、そこからクロックを回復する方法の説明には不必要であるため図
４１から省略された。
【０４１９】
　Ｂ．データ－ストローブタイミング順方向リンク
　ホストドライバ出力から順方向リンクでのデータ転送の切り替え特性は表ＩＸに示され
ている。表ＩＸは、表形式の所望される最小と最大対特定の信号遷移が発生するための典
型的な時間を提示する。例えば、最小時間は約ｔｔｂｉｔ－０．５ｎｓｅｃであり、最大
は約ｔｔｂｉｔ＋０．５ｎｓｅｃであるが、遷移がデータ値（「０」又は「１」の出力）
の始まりから最後までに発生する典型的な時間の長さ、ｔｔｄｄ－（ホスト－出力）と呼
ばれるＤａｔａ０からＤａｔａ０遷移は、ｔｔｂｉｔである。Ｄａｔａ０、他のデータラ
イン（ＤａｔａＸ）、及びストローブ線路（Ｓｔｂ）での遷移間の相対的なスペーシング
は、それぞれｔｔｄｓ－（ホスト－出力）、ｔｔｓｓ－（ホスト－出力）、ｔｔｓｄ－（

ホスト－出力）、ｔｔｄｄｘ－（ホスト－出力）、ｔｔｄｘ－（ホスト－出力）、ｔｔｄ

ｘｓ－（ホスト－出力）、及びｔｔｓｄｘ－（ホスト－出力）と呼ばれているＤａｔａ０
からストローブ、ストローブからストローブ、ストローブからＤａｔａ０、Ｄａｔａ０か
ら非Ｄａｔａ０、非Ｄａｔａ０から非Ｄａｔａ０、非Ｄａｔａ０からストローブ、及びス
トローブから非Ｄａｔａ０遷移が示されている図４４に描かれている。
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【表１３】

【０４２０】
　順方向リンクでデータを転送している同じ信号のクライアント受信機入力のための典型
的なＭＤＤＩタイミング要件は表Ｘに示されている。同じ信号が説明されているが、時間
は遅延しているので、当業者によって理解されるように、それぞれのラベルの信号特性又
は意味を説明するために新しい図は必要とされない。

【表１４】

【０４２１】
　図４５と図４６は、ホストがそれぞれホストドライバをイネーブル又はディスエーブル
するときに発生することがある応答の遅延の存在を図解する。逆方向リンクカプセル化パ
ケット又は往復遅延測定パケット等の特定のパケットを転送しているホストの場合、転送
されたとして図４５に示されているパラメータＣＲＣパケット、ストローブ位置合わせパ
ケット、及び全ゼロパケット等、ホストは所望されるパケットが転送された後にラインド
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ライバをディスエーブルする。しかしながら、図４５に示されているように、これはおそ
らく特定の制御素子又は回路素子が存在する状態では達成可能であるが、線路の状態は必
ずしも「０」から所望されるさらに高い値に瞬時に切り替わらないが、応答にはホストド
ライバディスエーブル遅延期間と呼ばれている期間を要する。それはこの期間の長さが０
ナノ秒（ｎｓｅｃ）であるように実質的に瞬時に発生できるが、それは、ガード時間１パ
ケット期間又はターンアラウンド１パケット期間の間に発生する所望される最大期間長で
ある１０ｎｓｅｃのさらに長い期間でさらに容易に広がるであろう。
【０４２２】
　図４６を見ると、ホストドライバが逆方向リンクカプセル化パケット又は往復遅延測定
パケット等のパケットを転送するためにイネーブルされているときに信号レベル変化が起
こったことがわかる。ここでは、ガード時間２パケット期間又はターンアラウンド２パケ
ット期間の後、ホストドライバはイネーブルされ、レベル、ここでは「０」を駆動し始め
、その値には、第１のパケットが送信される前に、ドライバ再イネーブル期間の間に発生
するホストドライバイネーブル遅延期間と呼ばれる期間に近づく又は達する。
【０４２３】
　同様のプロセスは、ドライバについて、及びクライアントデバイス、ここではディスプ
レイのための信号転送について発生する。これらの期間の長さの一般的な指針及びそれぞ
れの関係性は以下の表ＸＩに示されている。
【表１５】

【０４２４】
　Ｃ．データ－ストローブタイミング逆方向リンク
　クライアントドライバ出力から逆方向リンクでデータを転送するために使用されるデー
タ信号とストローブ信号の切り替え特性及びタイミング関係は、図４７と図４８に示され
ている。特定の信号遷移のための適切な時間は後述される。図４７は、転送されているデ
ータのタイミングとストローブパルスの前縁と後縁の間のホストレシーバ入力での関係性
を示している。すなわち、ストローブ信号の立ち上がり又は前縁のためのセットアップ時
間、ｔｓｕ－ｓｒ、及びストローブ信号の立ち下り又は後縁のためのセットアップ時間、
ｔｓｕ－ｓｆと呼ばれるものである。これらのセットアップ期間の典型的な時間の長さは
最小約８ナノ秒である。
【０４２５】
　図４８は、切り替え特性、及び逆方向データタイミングにより展開される対応するクラ
イアント出力遅延を示す。図４８では、転送されているデータのタイミングと、誘発され
た遅延の説明をするストローブパルスの前縁と後縁との間の関係性を見ることができる。
つまり、ストローブ信号の立ち上がり又は前縁とデータ（有効）の間の伝搬遅延、ｔｐｄ

－ｓｒと、データと後縁又は立ち下がりの間の伝搬遅延、ｔｐｄ－ｓｆと呼ばれるもので
ある。これらの伝搬遅延期間の典型的な最大時間長は、約８ナノ秒である。
【０４２６】
　ＶＩＩＩ．リンクコントロール（リンクコントローラ動作）のインプリメンテーション
　Ａ．状態機械パケットプロセッサ
　ＭＤＤＩリンク上で転送されているパケットは、所望されるようにさらに低い速度で確
実に対処されるが、非常に迅速に、通常約３００Ｍｂｐｓ以上の速度でディスパッチされ
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る。この種のバス又は転送リンクの速度は速すぎて、現在市販されている（経済的な）汎
用マイクロプロセッサ等が制御することはできない。したがって、この種の信号転送を達
成するための実用的なインプリメンテーションは、それらが意図されている適切な視聴覚
サブシステムに転送される又はリダイレクトされるパケットを作成するために入力パケッ
トストリームを解析するためにプログラマブル状態機械を活用することである。このよう
な装置は周知であり、通常、所望される高速又は超高速の動作を達成するためには、限ら
れた数の動作、機能又は状態に専用である回路を使用する。
【０４２７】
　汎用コントローラ、プロセッサ、又は処理要素は、さらに低い速度要件を有する制御パ
ケット又はステータスパケット等のなんらかの情報により適切に作用する、あるいは操作
するために使用できる。それらのパケット（制御、ステータス、又は他の所定のパケット
）が受信されると、ステータス機械は、音声パケットと視覚パケットが処置のためにその
適切な宛て先に転送される間に所望される結果（効果）を提供するために作用を受けるこ
とができるように、それらをデータバッファ又は類似する処理要素を通して汎用プロセッ
サに渡す必要がある。将来、マイクロプロセッサ又は他の汎用コントローラ、プロセッサ
、又は処理要素がより速いデータレート処理機能を達成するために製造される場合には、
通常は記憶要素又は媒体に記憶されているプログラムとして、状態、又は後述される状態
機械もこのような装置のソフトウェア制御を使用して実現される可能性がある。
【０４２８】
　汎用プロセッサ機能は、コンピュータアプリケーションにおけるマイクロプロセッサ（
ＣＰＵ）、又はコントローラ、プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特殊化
した回路、又は無線装置で見つけられるＡＳＩＣ等のために使用可能な処理力又は過剰な
サイクルを、いくつかのモデム又はグラフィックプロセッサが何らかの機能を実行するた
めにコンピュータで見られるＣＰＵの処理力を活用し、ハードウェアの複雑度とコストを
削減するためにコンピュータの中で発見されるＣＰＵの処理能力を活用することによりい
くつかの実施形態で実現できる。しかしながら、このサイクル共用又は使用は、このよう
な素子の処理速度、タイミング、又は全体的な動作にマイナス影響を及ぼす可能性がある
ため、多くの応用例では、この汎用処理のために専用回路又は素子が好ましい。
【０４２９】
　画像データがディスプレイ（マイクロディスプレイ）に表示されるために、あるいはホ
ストデバイスによって送信されるすべてのパケットを確実に受信するために、クライアン
ト信号処理は順方向リンクチャネルタイミングと同期される。つまり、クライアントに到
達する信号及びクライアント回路は、適切な信号処理のために実質的に時間同期される必
要がある。１つの実施例の信号によって達成される状態の高水準図は、図４９の図に提示
されている。図４９では、１つのＡＳＹＮＣ　ＦＲＡＭＥ（非同期フレーム状態）４９０
４、２つの同期取得状態（ＡＣＱＵＩＲＩＮＧ　ＳＹＮＣ　ＳＴＡＴＥＳ）４９０２と４
９０６、及び３つの同期中状態（ＩＮ－ＳＹＮＣ　ＳＴＡＴＥＳ）４９０８、４９１０、
及び４９１２として分類されている状態機械４９００の考えられる順方向同期「状態」が
示されている。
【０４３０】
　ステップ又は状態４９０２を開始することによって示されているように、プレゼンテー
ション装置のようなディスプレイ又はクライアントは事前に選択された「同期なし」状態
で開始し、検出される第１のサブフレームヘッダパケットの一意のワードを検索する。こ
の同期なし状態が、最小通信設定、又は１型インタフェースが選択される「後退」設定を
表すことが注記されなければならない。一意のワードが検索中に発見されると、ディスプ
レイはサブフレーム長フィールドを保存する。この第１のフレームに対する処理のための
、あるいは同期が得られるまで、ＣＲＣビットのチェックはない。このサブフレーム長が
ゼロである場合は、同期状態処理はここで同期がまだ達成されていないことを示す「非同
期フレーム」状態と呼ばれる状態４９０４に相応して進む。処理のこのステップは、図４
９の遭遇ｃｏｎｄ３、つまり条件３を有すると名付けられる。それ以外の場合、フレーム
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長がゼロより大きい場合には、同期状態処理は、インタフェース状態が「１つの同期フレ
ームを発見」として設定される状態４９０６に進む。処理のこのステップは、遭遇ｃｏｎ
ｄ５、つまり図４９の条件５と名付けられている。さらに、状態機械が、ゼロより大きい
フレーム長の間、フレームヘッダパケット及び良好なＣＲＣ決定を見る場合、処理は「１
つの同期フレームを発見」に進む。これは会議ｃｏｎｄ６、つまり図４９の条件６と名付
けられている。
【０４３１】
　システムが「同期なし」以外の状態にあるそれぞれの状況において、良好なＣＲＣ結果
を有するパケットが検出された場合、インタフェース状態は「同期中」状態４９０８に変
更される。処理の中のこのステップは図４９においてｅｎｃｏｕｎｔｅｒｅｄ　ｃｏｎｄ
１、またはｃｏｎｄｉｔｉｏｎ１を有するものとして名付けられている。他方いずれかの
パケットのＣＲＣが正しくない場合には、同期状態処理は、「同期なしフレーム（ＮＯ　
ＳＹＮＣ　ＦＲＡＭＥ）」状態のインタフェース状態４９０２に進むか又は戻る。この処
理の部分は図４９の状態図においてｅｎｃｏｕｎｔｅｒｅｄ　ｃｏｎｄ２またはｃｏｎｄ
ｉｔｉｏｎ２と名付られている。
【０４３２】
　Ｂ．同期の獲得時間
　インタフェースは、同期が失われたと決定し、「ＮＯ　ＳＹＮＣ　ＦＲＡＭＥ（同期な
しフレーム）」状態に戻る前に特定数の「同期エラー」に対処するように構成できる。図
４９では、いったん状態機械が「ＩＮ－ＳＹＮＣ　ＳＴＡＴＥ（同期中状態）」に到達し
、エラーが検出されないと、それは連続してｃｏｎｄ１結果に遭遇し、「ＩＮ－ＳＹＮＣ
（同期中）」状態のままとなる。しかしながら、いったん１つのｃｏｎｄ２結果が検出さ
れると、処理は「１同期エラー」状態４９１０に状態を変更する。この時点で、処理が別
のｃｏｎｄ１結果を検出する結果となると、状態機械は「同期中」状態に戻り、それ以外
の場合、それは別のｃｏｎｄ２結果に遭遇し、「ＴＷＯ－ＳＹＮＣ－ＥＲＲＯＲＳ（２同
期エラー）」状態４９１２に移る。再びｃｏｎｄ１が発生すると、処理は状態機械を「Ｉ
Ｎ－ＳＹＮＣ（同期中）」状態に戻す。それ以外の場合、別のｃｏｎｄ２に遭遇し、状態
機械は「同期なし」状態に戻る。インタフェースが「リンクシャットダウンパケット」に
遭遇すると、これによりリンクがデータ転送を終了し、図４９の状態図の中のｃｏｎｄ４
、つまりミーティング条件４と呼ばれる、同期するものが何もないので「同期なしフレー
ム」状態に戻ることも理解可能である。
【０４３３】
　サブフレーム内のどこか固定されたロケーションに現れる可能性のある一意のワードの
「偽のコピー」を繰り返すことができることが理解される。その状況では、サブフレーム
ヘッダパケット上のＣＲＣは、ＭＤＤインタフェース処理が「ＩＮ　ＳＹＮＣ（同期中）
」状態に進むために処理されるときにも有効でなければならないため、状態機械がサブフ
レームに同期する可能性はきわめて低い。
【０４３４】
　サブフレームヘッダパケット内のサブフレーム長は、リンクがシャットダウンされる前
にホストがただ１つのサブフレームを送信し、ＭＤＤインタフェースが休止ハイバネーシ
ョン状態に入れられる、又は構成されることを示すためにゼロに設定されてよい。この場
合、ディスプレイはサブフレームヘッダパケットを検出後、ただ１つのサブフレームだけ
が、リンクがアイドル状態に遷移する前に送信されるため、順方向リンクで直ちにパケッ
トを受信しなければならない。通常の、又は典型的な動作では、サブフレーム長は非ゼロ
であり、クライアントは、インタフェースが図４９に集合的に「ＩＮ－ＳＹＮＣ（同期中
）」状態として示されているそれらの状態にある間に順方向リンクパケットを処理するに
過ぎない。
【０４３５】
　外部モードクライアント装置は、ホストが既に順方向リンクデータシーケンスを伝送し
ている場合に、ホストに取付けることができる。この状態では、クライアントはホストに
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同期しなければならない。クライアントが順方向リンク信号に同期するのに要する時間は
、サブフレームサイズと順方向リンクデータレートに応じて可変である。順方向リンク内
で無作為な、又はさらに無作為なデータの一部として一意のワードの「偽のコピー」を検
出する尤度は、サブフレームサイズがさらに大きいときより大きくなる。同時に、順方向
リンクデータレートが低速化すると、偽検出から回復する能力は低くなり、そうするため
に要する時間は長くなる。
【０４３６】
　Ｃ．初期化
　前述されたように、「起動」時に、ホストは順方向リンクを、１Ｍｂｐｓという最小の
必須、つまり所望されるデータレートで、又は以下で動作するように構成し、、サブフレ
ーム長とメディアフレームレートを既定の応用例のために適宜に構成する。つまり、順方
向リンクと逆方向リンクの両方が１型インタフェースを使用して動作を開始する。これら
のパラメータは通常、ホストがクライアントディスプレイ（又は他のタイプのクライアン
トデバイス）のための機能又は所望される構成を決定する間に一時的に使用されることに
なる。ホストは、ディスプレイ又はクライアントが表示機能パケットで応答することを要
求するために、要求フラグのビット「０」を一（１）という値に設定させる逆方向リンク
カプセル化パケットが後に続く順方向リンク上でサブフレームヘッダパケットを送信又は
転送する。いったんディスプレイが順方向リンクで（又は順方向リンクと）同期を獲得す
ると、クライアント機能パケットとクライアント要求及びステータスパケットを逆方向リ
ンク又はチャネル上で送信する。
【０４３７】
　ホストは、最適の、又は所望されるレベルの性能のリンクを再構成する方法を決定する
ためにクライアント機能パケットの内容を調べる。ホストは、ホストとクライアントが互
いに互換性のあるプロトコルのバージョンを使用することを確認するためにプロトコルバ
ージョンフィールドと最小プロトコルバージョンフィールドを調べる。プロトコルバージ
ョンは、通常、他のプロトコルの要素が互換性がない、あるいは互換性があると完全に理
解されないときにも互換性を決定できるように表示機能パケットの最初の２つのパラメー
タとして留まる。
【０４３８】
　Ｄ．ＣＲＣ処理
　すべてのパケットタイプについて、パケットプロセッサ状態機械は、ＣＲＣチェッカが
適切に又は正確に制御されることを保証する。それは、また、ＣＲＣ比較の結果、１つ又
は複数のエラーが検出されるとＣＲＣエラーカウンタを増分し、それは処理されている各
サブフレームの始まりでＣＲＣカウンタをリセットする。
【０４３９】
　Ｅ．同期チェックの代替損失
　前記の一連のステップ又は状態はさらに高いデータレート又はスループット速度を生じ
させるが、出願人は、ホストとの同期の損失があることを宣言するためにクライアントが
使用する代替配列又は状態の変化は、事実上、なおさらに高いデータレート又はスループ
ットを達成するために使用できることを発見した。新しい発明の実施形態は状態を変更す
るための状態が変更されているが、同じ基本構造を有する。さらに、新しいカウンタがサ
ブフレーム同期のためにチェックを行うのに役立つために実現されている。これらのステ
ップ及び状態は、方法の動作又は状態機械を確立する上で有効な一連の状態及び条件を示
す状態機械図６３に関して提示されている。「ＡＣＱＵＩＲＩＮＧ－ＳＹＮＣ　ＳＴＡＴ
ＥＳ（同期状態獲得）」部分と「ＩＮ－ＳＹＮＣ　ＳＴＡＴＥＳ（同期中状態）」部分だ
けが明確にするために示されている。加えて、結果として生じる状態は、状態機械自体と
同様に、実質的には同じであるため、それらは同じ番号付けを使用する。しかしながら、
状態を変更するための条件（及び状態機械の動作）はやや変化し、その結果、相違点を識
別する上での都合を考えて２つの図（１、２、３、４、５及び６対６１、６２、６３、６
４、６５）の間で明確にするためにすべてが番号を付け直される。ＡＳＹＮＣ　ＦＲＡＭ
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Ｅ（非同期フレーム）状態はこの説明では考慮されないために、１つの状態（４９０４）
と条件（６）は図中では使用されない。
【０４４０】
　図６３では、図４９に示されているような事前に選択された「同期なし」状態４９０２
で、（表示又はプレゼンテーション用の）システム又はクライアントが状態機械５０００
で開始する。同期なし状態４９０２から状態を変更するための第１状態変化は、同期パタ
ーンの発見である条件６４にある。サブフレームヘッダのＣＲＣもこのパケットを順送り
にすると仮定すると（条件６１を満たす）パケットプロセッサ状態機械の状態は同期中状
態４９０８に変更できる。システムエラー、条件６２は、状態機械を状態４９１０に、第
２の発生を状態４９１２にシフトさせる。しかしながら、ＭＤＤＩパケットのＣＲＣ故障
により状態機械は同期状態４９０８から外れ、１同期エラー状態４９１０になることが発
見された。ＭＤＤＩパケットの別のＣＲＣ故障により、２つの同期故障状態４９１２に動
かされる。正しいＣＲＣ値で復号されるパケットにより、状態機械は同期中状態４９０８
に戻る。
【０４４１】
　変更されたのは、「あらゆる」パケットについてＣＲＣ値又は決定を活用することであ
る。つまり、単にサブフレームヘッダパケットを観察する代わりに、同期の損失を決定す
るために状態機械にパケットごとのＣＲＣ値を調べさせるのである。この構成又はプロセ
スでは、同期の損失は一意のワード及び単にサブフレームヘッダＣＲＣ値を使用して決定
されない。
【０４４２】
　新しいインタフェースインプリメンテーションによりＭＤＤインタフェースリンクは、
はるかに迅速に同期失敗を認識し、したがってそれらからさらに迅速に回復することもで
きるようになる。
【０４４３】
　このシステムをさらにロバストにするために、クライアントはサブフレームカウンタを
追加又は活用する必要がある。クライアントは、一意のワードの存在がないか、それが到
着又は信号内で発生することが予想されるときにチェックする。一意の野ワードが正しい
ときに発生しないと、クライアントは、それが複数（ここでは３）のパケット回数又はサ
ブフレーム長を上回る期間待機しなければならなかった場合よりはるかに迅速に同期失敗
が発生したことを認識できる。一意のワードのテストがそれが存在しない、言い換えると
タイミングが正しくないことを示すと、クライアントは直ちに同期のリンク損失を宣言し
、同期なし状態に移ることができる。正確な一意のワードの存在がないかチェックするプ
ロセスは、一意のワードが正しくないと述べて、状態機械に条件６５（ｃｏｎｄ６５）を
追加する。サブフレームパケットがクライアントで受信されることを予想され、一致しな
い場合、クライアントはただちに同期なし状態４９０２に移動し、通常、状態４９１０と
４９１２を通って行き来して遭遇される複数の同期エラー（条件６２）を待つ追加の時間
を省くことができる。
【０４４４】
　この変化は、サブフレーム長をカウントするためにクライアントコア内で追加のカウン
タ又はカウント機能を使用する。一実施形態では、カウントダウン機能が使用され、現在
処理されていた任意のパケットの転送が、カウンタが時間切れになった場合にサブフレー
ム一意のワードがないかチェックするために中断される。代わりに、カウンタは数え上げ
ることができ、カウントは所望される最大の、又は特定の所望される値に比較され、その
時点で現在のパケットがチェックされる。このプロセスはクライアントを、異常に長いパ
ケット長でクライアント上、誤って受信されるパケットを復号することから保護する。サ
ブフレーム長カウンタが復号されていた他のなんらかのパケットを中断することを必要と
した場合には、パケットはサブフレーム境界を越えてはならないので、同期の損失を決定
できる。
【０４４５】
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　ＩＸ．パケット処理
　状態機械が受信する前述された各種パケットについて、それはインタフェースの動作を
実現するために、特定の処理ステップ又は一連のステップに着手する。順方向リンクパケ
ットは、通常、以下の表ＸＩＩに一覧表示される例示的な処理に従って処理される。
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【表１６－２】

　Ｘ．逆方向リンクデータレートの減速
　発明者らにより、ホストリンクコントローラのために使用される特定のパラメータが、
非常に望ましい最大又はさらに最適化された（スケール）逆方向リンクデータレートを達
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成するために特殊な方法で調整又は構成できることが観察された。例えば、逆方向リンク
カプセル化パケットの逆方向データパケットフィールドを転送するために使用される時間
中、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号組は、順方向リンクデータレートの半分で周期的なデータクロ
ックを作成するためにトグルする。これは、ホストリンクコントローラが、あたかも全ゼ
ロを送信しているかのようにＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０信号に対応するＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号
を生成させるために発生する。ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号は、クライアントから逆方向リンク
データを転送するためのクロック信号を発生させるためにそれが使用される場合に、ホス
トからクライアントに転送され、逆方向データはホストに送り返される。ＭＤＤＩを利用
するシステム内の順方向経路と逆方向経路での信号転送及び処理のために遭遇される遅延
の典型的な量の図解は図５０に示されている。図５０では、一連の遅延値、１．５ｎｓｅ
ｃ、８．０ｎｓｅｃ、２．５ｎｓｅｃ、２．０ｎｓｅｃ、１０ｎｓｅｃ、１５ｎｓｅｃ、
８ｎｓｅｃ及び２５ｎｓｅｃは、それぞれＳｔｂ＋／－生成、クライアント用のケーブル
転送、クライアントレイレシーバ、クロック作成、信号時間記録、Ｄａｔａ０＋／－生成
、ケーブル転送からホストへ、及びホスト受信機段のための処理部分近くに示されている
。
【０４４６】
　順方向リンクデータ及び遭遇する信号処理遅延に応じて、この「往復」効果又はイベン
トのセットを完了するには、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号での１つのサイクルより多くの時間を
要する可能性があり、時間又はサイクル望ましくない量の時間又はサイクルの消費につな
がる。この問題を回避するために、逆方向レート除数が、逆方向リンク上の１ビット時間
がＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号の複数のサイクルに及ぶことが可能になる。つまり、逆方向リン
クデータは順方向リンクレート未満である。
【０４４７】
　インタフェースを通る信号遅延の実際の長さが、それぞれの特定のホスト－クライアン
トシステム又は使用されているハードウェアに応じて異なる可能性があることが注記され
なければならない。必要とされていないが、各システムは通常、逆方向レート除数を最適
値に設定できるように、システム内での実際の遅延を測定するために往復遅延測定パケッ
トを使用することによりさらによく機能させることができる。ホストは簡単ではあるが低
速度で動作する基本データサンプリング、またはより複雑であるが高い逆データレートを
サポートする高度なデータサンプリングのいずれかをサポートすることができる。両方の
方法をサポートするクライアントの機能は同一と考えられる。
【０４４８】
　往復遅延は、ホストに往復遅延測定パケットをクライアントに送信させることにより測
定される。クライアントは、測定期間フィールドと呼ばれるそのパケットの中の事前に選
択された測定ウィンドウの内部で、あるいはその間に１のシーケンスをホストに送り返す
ことによってこのパケットに応答する。この測定の詳細なタイミングは前述された。往復
遅延は、逆方向リンクデータが安全にサンプリングできる速度を決定するために使用され
る。
【０４４９】
　往復遅延測定は、０ｘｆｆ、０ｘｆｆ、０ｘ００応答シーケンスがクライアントからホ
ストで受信し直されると、測定期間フィールドの始まりと時間期間の始まりの間で発生す
る順方向リンクデータクロック間隔の数を決定すること、検出すること、あるいはカウン
トすることからなる。クライアントからの応答が、測定カウントが増分しそうになる前に
順方向リンククロック期間のほんの少し、受信できることに注記する。この未修正の値が
逆方向レート除数を計算するために使用される場合、それは信頼できないデータサンプリ
ングのために逆方向リンクでビットエラーを引き起こすであろう。この状況の一例は、ホ
ストでＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ、ホストでのＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ、ホストの内部の順方向リンク
データクロック、及び遅延カウントを表す信号がグラフ形式で図５１に示されている。図
５１では、応答シーケンスは遅延カウントが６から７に増分する前に順方向リンククロッ
ク期間の一部、ディスプレイから受信された。遅延が６であると見なされる場合には、ホ
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ストは逆方向データをビット遷移の直後に、あるいはおそらくビット遷移の途中でサンプ
リングする。この結果、ホストで誤ったサンプリングが行われるであろう。この理由から
、測定遅延は、通常、それが逆方向データ除数を計算するために使用される前に１、増分
されなければならない。
【０４５０】
　逆方向レート除数は、逆方向リンクデータをサンプリングする前に、ホストが待機しな
ければならないＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの数である。ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂは順方向リンク
レートの２分の１である速度で循環されるので、補正往復遅延測定は２で除算されてから
次の整数に切り上げられる必要がある。公式として表すと、この関係性は以下のとおりで
ある。
【数２】

【０４５１】
　示されている例の場合、これは以下になる。
【数３】

【０４５２】
　この例で使用される往復遅延測定が６と対照的に７であった場合、逆方向レート除数も
４に等しくなるであろう。
【０４５３】
　逆方向リンクデータは、逆方向リンククロックの立ち上がりでホストによりサンプリン
グされる。逆方向リンククロックを作成するにはホストとクライアント（ディスプレイ）
の両方に存在するカウンタ又は類似する公知の回路又は装置がある。カウンタは、逆方向
リンククロックの第１の立ち上がりが、逆方向リンクカプセル化パケットの逆方向リンク
パケットフィールドの第１のビットの始まりで発生するように初期化される。これは、後
述の例について図５２に示されている。カウンタはＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号の各立ち上がで
増分し、それらがラップアラウンドするまで発生するカウント数は、逆方向リンクカプセ
ル化パケットの中の逆方向レート除数パラメータにより設定される。ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信
号は順方向リンクレートの２分の１でトグルするため、逆方向リンクレートは、逆方向レ
ート除数で除算された順方向リンクレートの２分の１である。例えば、順方向リンクレー
トが２００Ｍｂｐｓであり、逆方向レート除数が４である場合は、逆方向リンクデータレ
ートは以下のように表される。
【数４】

【０４５４】
　逆方向リンクカプセル化パケット内のＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０信号線とＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ
信号線のタイミングを示す例は図５２に示されており、図に使用されているパケットパラ
メータは以下の値を有する。
【０４５５】
　パケット長＝１０２４（０ｘ０４００）　方向転換１長＝１
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　パケットタイプ＝６５（０ｘ４１）　方向転換２長＝１
　逆方向リンクフラグ＝０　逆方向レート除数＝２
　パラメータＣＲＣ＝０ｘｄｂ４３　全ゼロは０ｘ００である
　パケット長フィールドとパラメータＣＲＣフィールドの間のパケットデータは以下のと
おりである。
【０４５６】
　０ｘ００、０ｘ０４、０ｘ４１、０ｘ００、０ｘ０２、０ｘ０１、０ｘ０１、０ｘ４３
、０ｘｄｂ、０ｘ００、．．．
　クライアントから返された第１の逆方向リンクパケットは、７というパケット長及び７
０というパケットタイプを有するクライアント要求及びステータスパケットである。この
パケットはバイト値０ｘ０７、０ｘ００、０ｘ４６、．．．等で開始する。しかしながら
、第１のバイト（０ｘ０７）だけが図５２で可視である。この第１の逆方向リンクパケッ
トは、実際の逆方向リンク遅延を示すために、図中、ほぼ１逆方向リンククロック期間時
間移動されている。クライアント往復遅延に対するゼロホスト付きの理想的な波形は点線
トレースとして示されている。
【０４５７】
　パラメータＣＲＣフィールドのＭＳバイトは転送され、パケットタイプが先行し、次に
全ゼロフィールドが続く。ホストからのストローブは１からゼロに、及びホストからのデ
ータがレベルを変更するにつれて１に切り替わり、さらに幅広いパルスを形成する。デー
タがゼロになると、ストローブはさらに高いレートで切り替わり、データラインでのデー
タの変化だけが位置合わせフィールドの最後近くで変化を引き起こす。ストローブは長期
間、データ信号の固定された０レベル又は１レベルのために図の残りの部分についてさら
に高速で切り替わり、パルスパターン（端縁）に立ち下りで遷移する。
【０４５８】
　ホストの逆方向リンククロックは、クロックが逆方向リンクパケットに対処するために
起動される方向転換１期間の最後までゼロである。図の下部の矢印は、開示の残りの部分
から明らかとなるようにデータがいつサンプリングされるのかを示している。方向転換１
の後に開始した、転送されているパケットフィールドの第１のバイト（ここでは１１００
００００）が示されており、線路レベルはディスエーブルされているホストドライバから
安定化している。第１のビットの通過の遅延は、ビット３について見られるように、デー
タ信号のための点線から見られる。
【０４５９】
　図５３では、順方向リンクデータレートに基づいて逆方向レート除数の典型的な値を観
察できる。実際の逆方向レート除数は適切な逆方向リンク動作を保証するために往復リン
ク測定の結果として求められる。第３の領域５３０６は、適切に機能する可能性が低い設
定値を示し、第１の領域５３０２は、安全な動作の領域に相当し、第２の領域５３０４は
限界性能の領域に相当する。
【０４６０】
　往復遅延測定及び逆方向レート除数設定値は、それらが送信される又は受信されるビッ
ト数よりむしろ実際のクロック期間の単位で表され、動作されるために順方向リンク又は
逆方向リンクのどちらかでのインタフェースタイプ設定のどれかで動作している一方で同
じである。
【０４６１】
　ＸＩ．方向転換及びガード時間
　前述されたように、逆方向リンクカプセル化パケットの中の方向転換１フィールドと往
復遅延測定パケットの中のガード時間１フィールドは、クライアントインタフェースドラ
イバがイネーブルされる前に、ホストインタフェースドライバをディスエーブルできる時
間の長さの値を指定する。方向転換２フィールドとガード時間２フィールドは、ホストド
ライバがイネーブルされる前にクライアントドライバをディスエーブルできるようにする
時間値を提供する。ガード時間１フィールドとガード時間２フィールドは、通常、調整さ
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れるように意図されていない長さの事前に設定された又は事前に選択された値で充填され
ている。使用されているインタフェースハードウェアに応じて、これらの値は経験的デー
タを使用して作成され、いくつかの例では動作を改善するために調整されてよい。
【０４６２】
　複数の要因が方向転換１の長さの決定に寄与し、これらは順方向リンクデータレート、
及びホスト内のＭＤＤＩ＿Ｄａｔａドライバの最大ディスエーブル時間である。最大ホス
トドライバディスエーブル時間は、それがドライバがディスエーブルするための最大約１
０ｓｅｃを要し、イネーブルするのに約２ｎｓｅｃを要することを示している表ＸＩに指
定されている。ホストドライバがディスエーブルされるために必要とされる順方向リンク
クロックの最小数は、以下の関係性に従って表現される。
【数５】

【０４６３】
　方向転換１の許可された値範囲は、以下の関係性に従って表現され、
【数６】

【０４６４】
　ここではインタフェースタイプ因数は１型の場合１であり、２型の場合２であり、３型
の場合４であり、４型の場合８である。
【０４６５】
　前記から２つの方程式を結合すると、インタフェースタイプ因数の項は相殺し、方向転
換１は以下のように定義される。
【数７】

【０４６６】
　例えば、１５００Ｍｂｐｓの３型の順方向リンクは以下の方向転換１遅延を使用するで
あろう。

【数８】

【０４６７】
　往復遅延が増加するにつれて、タイミングマージンは、ホストがディスエーブルされる
時点から、クライアントがイネーブルされる点まで改善する。
【０４６８】
　方向転換２に通常使用される時間の長さを決定する要因は順方向リンクデータレート、
クライアント内のＭＤＤＩ＿Ｄａｔａドライバの最大ディスエーブル時間、及び通信リン
クの往復遅延である。クライアントドライバをディスエーブルするために必要とされる時
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れ、
【数９】

【０４６９】
　方向転換２の許容される値範囲は以下のように表される。
【数１０】

【０４７０】
　例えば、１０順方向リンククロックという往復遅延のある１５００ＭＢｐｓ３型順方向
リンクは、通常、ほぼ以下の方向転換２遅延を使用する。
【数１１】

【数１２】

【０４７１】
　ＸＩＩ．代替逆方向リンクタイミング
　前述されたタイミングと保護周波数帯は高データ転送速度インタフェースを達成するた
めに努力するが、発明者らは、逆方向タイミング発見を変更することにより、往復時間よ
り短い逆方向ビット長を可能にする技法を発見した。
【０４７２】
　前記に提示されたように、逆方向リンクのタイミングに対する過去の手法は、クロック
サイクルの数が逆方向タイミングパケットのガード時間１の最後のビットから、最初のビ
ットがＩＯクロックの立ち上がりでサンプリングされるまでカウントされるように構成さ
れている。それはＭＤＤインタフェースの入力と出力を計時するために使用されるクロッ
ク信号（複数の場合がある）である。したがって逆方向レート除数のための計算は以下に
より示される。
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【数１３】

【０４７３】
　これは非常に信頼できる逆方向リンクを生じさせる往復遅延に等しいビット幅を提供す
る。しかしながら、逆方向リンクは、発明者らが利用を希望するさらに高速に、つまりさ
らに高いデータ転送速度で運転できることが示されてきた。新しい本発明の技法はインタ
フェースの追加の機能をさらに高速に達するために活用することを可能にする。
【０４７４】
　これは、ホストに、１がサンプリングされるまでクロックサイクル数をカウントさせる
ことによって達成されるが、ホストは逆方向タイミングパケットの間立ち上がりと立ち下
りの両方でデータラインをサンプリングする。これによりホストは、ビットが安定してい
ることを確実にするために、逆方向ビットの中のもっとも有効な、あるいは最適でもある
サンプリング点を選ぶことができる。つまり、逆方向トラフィック逆方向カプセル化パケ
ットにとってデータをサンプリングするためのもっとも有効又は最適な立ち上がりを発見
することである。最適なサンプリング点は逆方向リンク除数と、第１のものが立ち上がり
で検出されたのか、あるいは立ち下りで検出されたのかの両方に依存している。新しいタ
イミング方法により、ホストは逆方向カプセル化パケットにおいてどこでサンプリングす
るのかを決定するために、逆方向リンクタイミングのためにクライアントによって送信さ
れる０ｘＦＦ　０ｘＦＦ　０ｘ００パターンの第１の端縁を単に探すことができるように
なる。
【０４７５】
　到着する逆方向ビット及びそのビットがどのようにして多様な逆方向レート除数を探す
のかの例は、ガード時間１の最後のビット以来発生した多くのクロックサイクルと共に、
図６４に示されている。図６４では、最初の端縁が立ち上がりと立ち下りの間で（立ち上
がり／立ち下りと名付けられる）発生すると、それが逆方向ビットの期間内で発生する唯
一の立ち上がりであるため、１という逆方向レート除数の最適サンプリング点、つまり最
適サンプル点は「ｂ」と名付けられているクロックサイクル端縁である。２という逆方向
レート除数の場合、サイクル端縁「ｃ」は「ｂ」よりビット端縁により近いので、最適サ
ンプリング点はおそらく依然としてクロックサイクル前縁「ｂ」である。４という逆方向
レート除数の場合、最適サンプリング点は、それは、値がおそらく安定化した逆方向ビッ
トのバックエッジにさらに近いので、おそらくクロックサイクル端縁「ｄ」である。
【０４７６】
　図６４に戻ると、しかしながら、第１の端縁が立ち下りと立ち上がり（立ち下り／立ち
上がりと名付けられた）の間で発生すると、１という逆方向レート除数の最適サンプリン
グ点は、それは逆方向ビット期間内の唯一の立ち上がりであるため、サンプリング点クロ
ックサイクル端縁「ａ」である。２という逆方向レート除数の場合、最適サンプリング点
は端縁「ｂ」であり、４という逆方向レート除数の場合は最適サンプリング点は端縁「ｃ
」である。
【０４７７】
　逆方向レート除数がどんどん大きくなるにつれて、真ん中にもっとも近いのは立ち上が
りでなければならないので、最適サンプリング点も確かめる又は選択するのが容易になる
。
【０４７８】
　ホストは、タイミングパケットデータの立ち上がりデータがデータラインで観察される
前に立ち上がりクロックの数を見つけ出すためにこの技法を使用できる。その結果、それ
は、端縁が立ち上がりと立ち下りの間で発生するのか、あるいは立ち下りと立ち上がりの
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間で発生するのか、ならびに逆方向レート除数がいくつであるのか、番号カウンタを追加
するためにいくつの追加クロックサイクルが加算されるのかに基づいて、ビットがつねに
可能な限り真中近くでサンプリングされることを無理なく保証することを決定できる。
【０４７９】
　いったんホストがクロックサイクル数を選択又は決定すると、それは、特定の逆方向レ
ート除数が働くかどうかを判断するためにクライアントと多様な逆方向レート除数を「検
討」できる。ホスト（とクライアント）は１という除数で開始し、この逆方向レートがデ
ータを転送するために適切に機能するかどうかを判断するために、クライアントから受信
される逆方向ステータスパケットのＲＣをチェックできる。ＣＲＣが改悪されている場合
、おそらくサンプリングエラーがあり、ホストは逆方向レート除数を高め、ステータスパ
ケットの要求を再び試みることができる。第２の要求したパケットが改悪されている場合
には、除数を再び増加でき、要求を再び行うことができる。このパケットが正しく復号さ
れている場合、この逆方向レート除数はすべての将来の逆方向パケットについて使用でき
る。
【０４８０】
　この方法は、逆方向タイミングが初期の往復タイミング推定値から変化してはならない
ために効果的且つ有用である。順方向リンクが安定している場合、クライアントは、逆方
向リンク障害があったとしても順方向リンクパケットを復号し続けなければならない。い
うまでもなく、この方法は完全な逆方向リンクを保証しないため、リンクのための逆方向
リンク除数を設定するのはホストの責任である。加えて、除数はＩＯクロックを作成する
ために使用されるクロックの質におもに左右される。そのクロックがかなりの量のジッタ
を有していると、サンプリングエラーの可能性は高くなる。このエラー確率は、往復遅延
のクロックサイクル量と共に増加する。
【０４８１】
　このインプリメンテーションは、１型逆方向データに最善に働くと考えられるが、デー
タライン間の歪みが大きすぎて、ただ１つのデータ組だけ最善に働く速度でリンクを実行
できないために、２型から４型の逆方向データでは問題を呈する可能性がある。しかしな
がら、おそらくデータレートは動作のために２型から４型も用いる前記方法に従って減速
される必要はない。この方法は、理想的な、又は最適なクロックサンプルロケーションを
選択するために各データラインで重複される場合にも最善に働く可能性がある。それらが
データ組ごとに同じサンプル時間にある場合、この方法は作用し続けるであろう。それら
が異なるサンプル期間にある場合には、２つの異なる手法が使用されてよい。第１は、た
とえそれが各データ組にとって同じでないにしても、データポイントごとに所望される、
あるいはさらに最適化されたサンプルロケーションを選択することである。次にホストは
データ組の集合からビットのすべてをサンプリングした後にデータストリームを再構築で
きる。つまり、２型に２ビット、３型に４ビット、及び４型に８ビットである。他方のオ
プションは、データ組ごとのデータビットを同じクロック端縁でサンプリングできるよう
に、ホストが逆方向レート除数を増加させることである。
【０４８２】
　ＸＩＩＩ．リンク遅延及び歪みの影響
　ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ組とＭＤＤＩ＿Ｓｔｂの間の順方向リンクでの遅延歪みは、遅延歪
み補償が使用されない限り、考えられる最大データレートを制限できる。タイミング歪み
を引き起こす遅延の差異は、コントローラ論理回路、ラインドライバとレシーバ、及び以
下に概略されるようなケーブルとコネクタに起因している。
【０４８３】
　Ａ．歪みによって制限されるリンクタイミング分析（ＭＤＤＩ１型）
　１．1型リンクの遅延及び歪みの例
　図４１に示されているインタフェース回路に類似した典型的なインタフェース回路は、
１型インタフェースリンクに対処するために図５７に示されている。図５７では、伝搬遅
延と歪みの例示的な又は典型的な値は、ＭＤＤＩ１型順方向リンクの複数の処理又はイン
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タフェース段のそれぞれに示される。ＭＤＤＩ＿ＳｔｂとＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０の間の遅
延の歪みは、出力クロックのデューティサイクルを変形させる。フリップフロップ５７２
８、５７３２を使用する受信機フリップフロップ（ＲＸＦＦ）段階のＤ入力でのデータは
、それが確実にサンプリングできるようにクロック端縁後にわずかに変化しなければなら
ない。図は、このタイミング関係を生じさせることにまつわる２つの異なる問題点を解決
するために使用されている２つのカスケード式遅延線路５７３２ａと５７３２ｂを示して
いる。実際のインプリメンテーションでは、これらは単一の遅延要素に結合されてよい。
【０４８４】
　インタフェースを通した例示的な信号処理のための１型リンク上でのデータ、Ｓｔｂ（
ストローブ）及びクロック回復タイミングは、図５８に示されている。
【０４８５】
　著しい総遅延歪みは通常、以下の段階の歪みの合計から発生する又は生じる。つまりフ
リップフロップ５７０４、５７０６付きの送信機フリップフロップ（ＴＸＦＦ）、ドライ
バ５７０８、５７１０付きの送信機ドライバ（ＴＸＤＲＶＲ）、ケーブル５７０２、受信
機５７２２、５７２４付きの受信機ラインレシーバ（ＲＸＲＣＶＲ）、及び受信機ＸＯＲ
論理回路（ＲＸＸＯＲ）である。遅延１　５７３２ａは、以下の関係性によって決定され
るＲＸＸＯＲ段階でのＸＯＲゲート５７３６の遅延に一致、又は超えなければならない。
【数１４】

【０４８６】
　受信機フリップフロップ５７２８、５７３２のＤ入力が、そのクロック入力の前に変化
しないようにこの要件を満たすことが望ましい。これはＲＸＦＦの保持時間がゼロである
場合に有効である。
【０４８７】
　遅延２の目的又は機能は、以下の関係性に従ってＲＸＦＦフリップフロップの保持時間
を補償することである。
【数１５】

【０４８８】
　多くのシステムでは、保持時間がゼロであるため、これはゼロとなり、いうまでもなく
その場合遅延２の最大遅延もゼロとなる場合がある。
【０４８９】
　受信機ＸＯＲ段階での最悪のケースの歪みへの貢献は、遅延１が最大値であり、ＸＯＲ
ゲートからのクロック出力が以下の関係性に従って可能な限り早期に起こるデータ－遅れ
／ストローブ－早期ケースにある。
【数１６】

【０４９０】
　この状況では、データは、ビットｎ＋１が受信機フリップフロップの中に記録される時
間に非常に近い２ビット期間、ｎとｎ＋１の間で変化する可能性がある。
【０４９１】
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　ＭＤＤＩ　１型リンクの最大データレート（最小ビット期間）は、ＲＸＦＦ段階に合計
データセットアップを加えたＭＤＤＩリンク内のすべてのドライバ、ケーブル、及び受信
機を通して遭遇される最大歪みの関数である。ＲＸＲＣＶＲ段階の出力までのリンクの総
遅延歪みは以下のように表現でき、
【数１７】

【０４９２】
　最小ビット期間は、
【数１８】

【０４９３】
　によって指定される。
【０４９４】
　図５７に示される例では、ｔＳＫＥＷ－ｍａｘ（ＬＩＮＫ）＝１．４ｎｓｅｃであり、
最小ビット期間は以下のように表現できる。
【０４９５】
　ｔＢＩＴ－ｍｉｎ＝１．４＋０．３＋０．２＋０．５＝２．４ｎｓｅｃつまり約４１６
Ｍｂｐｓとして述べられる。
【０４９６】
　Ｂ．ＭＤＤＩ２型、３型及び４型のリンクタイミング分析
　図４１と図５７に示されるインタフェース回路に類似する典型的なインタフェース回路
は、２型、ＩＩＩ型、ＩＶ型インタフェースリンクに対処するために図５９に示されてい
る。追加の要素は、追加の信号処理に対処するためにＴＸＦＦ（５９０４）、ＴＸＤＲＶ
Ｒ（５９０８）、ＲＸＲＣＶＣＲ（５９２２）及びＲＸＦＦ（５９３２、５９２８、５９
３０）段で使用される。図５９では、伝搬遅延と歪みの例示的な又は典型的な値が、ＭＤ
ＤＩ２型順方向リンクの複数の処理段階又はインタフェース段階のそれぞれに示されてい
る。出力クロックのデューティサイクルに影響を及ぼすＭＤＤＩ＿ＳｔｂとＭＤＤＩ＿Ｄ
ａｔａ０の間の遅延での歪みに加えて、これらの２つの信号と他のＭＤＤＩデータ信号の
両方の間にも歪みがある。フリップフロップ５９２８と５９３０からなる受信機フリップ
フロップＢ（ＲＸＦＦＢ）段のＤ入力でのデータは、それが確実にサンプリングできるよ
うにクロック端縁の後わずかに変更される。ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ１がＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ又
はＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０より早く到着すると、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ１は少なくとも遅延歪
みの量、サンプリングされるのを遅らされなければならない。これを達成するためには、
データは遅延３遅延線路を使用して遅延されている。ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ１がＭＤＤＩ＿
ＳｔｂとＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０より後に到着し、それが遅延３分遅延する場合には、ＭＤ
ＤＩ＿Ｄａｔａ１が変化する点が次のクロック端縁のより近くに移動する。このプロセス
がＭＤＤＩ２型、３型又は４型リンクのデータレートの上限を決定する。２つのデータ信
号とＭＤＤＩ＿Ｓｔｂの互いに関するタイミング又は歪み関係性に対するいくつかの例示
的な異なる可能性は、図６０Ａ、図６０Ｂ及び図６０Ｃに示されている。
【０４９７】
　ＭＤＤＩ＿ＤａｔａＸが可能な限り早期に到着するときにＲＸＦＦＢで確実にデータを
サンプリングするために、遅延３は以下に従って設定されている。
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【数１９】

【０４９８】
　最大リンク速度は最小許容ビット期間により決定される。これは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ
Ｘが可能な限り遅れて到着すると最も影響を受ける。その場合、最小許容サイクル時間は
以下によって示される。

【数２０】

【０４９９】
　したがって、リンク速度の上限は

【数２１】

【０５００】
　であり、以下を考えれば

【数２２】

【０５０１】
　前記に示される例では、最小ビット期間の下限は以下の関係性により示される。
【０５０２】
　ｔＢＩＴ－ｍｉｎ（ｌｏｗｅｒ－ｂｏｕｎｄ）＝２・（１０００＋２・１２５＋６２５
＋２００）＋１５００＋１００＋０＝５７５０ｐｓｅｃ、つまり約１７４Ｍｂｐｓである
。
【０５０３】
　これは、１型リンクと共に使用できる最大データレートよりはるかに遅い。ＭＤＤＩの
自動遅延歪み補償機能は、遅延歪みが有効なデータセットアップのまさに端部である最大
リンクレートファクタに対して及ぼす影響を大幅に削減する。ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０とＭ
ＤＤＩ＿Ｓｔｂ間の校正された歪みは、そして最小ビット期間は、
　ｔＢＩＴ－ｍｉｎ－Ｃａｌｉｂｒａｔｅｄ＝ｔＳＫＥＷ－ｍａｘ（Ｃａｌｉｂｒａｔｅ

ｄ）＋２・ｔＢ－ＴＰ４＋ｔＡｓｙｍｍｅｔｒｙ＋ｔｊｉｔｔｅｒ－ｈｏｓｔ＋ｔＳＫＥ

Ｗ－ｍａｘ（ＲＸＡＮＤ＋ＲＸＲＯＲ）＋ｔＳＵ（ＲＸ）

　図８－５に示す実施形態において、ｔＳＫＥＷ－ｍａｘ（Ｄａｔａ０－Ｓｔｂ－Ｃａｌ

ｉｂｒａｔｅｄ）＝３００ｐｓｅｃであり、そして最小ビット期間は、
　ｔＢＩＴ－ｍｉｎ－Ｃａｌｉｂｒａｔｅｄ＝３００＋２・１２５＋６２５＋２００＋１
７５＋１００＝１６５０ｐｓｅｃ、つまり約６０６Ｍｂｐｓである。
【０５０４】
　ＲＸＦＦＢの信頼性データのサンプルを採るために、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ１が可能な限
り到着したときに、関連するプログラム可能な遅延は１タップの精度を有する最善の設定
に調整され、そして追加のタップ遅延が安全のために追加される。最大リンクスピードが
最小の許容可能なビット期間により決定される。これはＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ１が可能な限
り遅く到着する場合に最も影響を受ける。この場合、最小の許容可能なサイクルタイムは
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、
　ｔＢＩＴ－ｍｉｎ－Ｄａｔａ１－Ｃａｌｉｂｒａｔｅｄ＝２・ｔＴＡＰ－Ｓｐａｃｉｎ

ｇ－ｍａｘ＋２・ｔＴＡ－ＴＰ４

である。
【０５０５】
　図８－５において示される実施形態において、標本のＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ１に基づく最
小ビット期間の低部境界は、
　ｔＢＩＴ－ｍｉｎ－Ｄｕａｌ１－Ｃａｌｉｂｒａｔｅｄ＝２・１５０＋２・１２５＝５
５０ｐｓｅｃ
である。
【０５０６】
　ＸＩＶ．物理層相互接続説明
　本発明に従ってインタフェースを実現するために有効な物理接続は、ホスト側でヒロセ
電機株式会社（Ｈｉｒｏｓｅ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｃｏｍｐａｎｙ　Ｌｔｄ．）により製
造されるパーツ番号３２６０－８Ｓ２（０１）、クライアント装置側でヒロセ電機株式会
社（Ｈｉｒｏｓｅ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｃｏｍｐａｎｙ　Ｌｔｄ．）により製造されるパ
ーツ番号３２４０－８Ｐ－Ｃ等の市販されているパーツを使用して実現できる。１型／２
型インタフェースと共に使用されるこのようなコネクタ向けの例示的なインタフェースピ
ン割り当て、つまり「ピン配列」は、表ＸＩＩＩに一覧表示され、図６１に図解されてい
る。
【表１７】

【０５０７】
　シールドは、ホストインタフェース内のＨＯＳＴ＿Ｇｎｄに接続され、ケーブルの中の
シールドドレイン線はクライアントコネクタのシールドに接続されている。ただし、シー
ルドとドレイン線はクライアントの内部の回路接地には接続されていない。
【０５０８】
　相互接続要素又は素子は、相対的な装置サイズに比べて邪魔にならず、悪趣味にならず
にＰＤＡ及び無線電話、あるいは携帯ゲーム機等の移動体通信装置及び計算装置と使用す
るほど十分小型であるために選ばれる、あるいは設計されている。あらゆるコネクタ及び
ケーブル布線は、典型的な消費者環境で使用するのに十分なほど耐久性があり、特にケー
ブル布線のために小型に対処し、相対的に低コストでなければならない。転送要素は、１
型と２型の場合、最高４５０Ｍｂｐｓ、８ビット並列４型バージョンの場合最高３．６Ｇ
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ｂｐｓの転送率を有する差動ＮＲＺデータであるデータ信号とストローブ信号に対処する
必要がある。
【０５０９】
　内部モードの応用例の場合、使用されている導線に対して同じ向きのコネクタはないか
、あるいはこのような接続要素は非常に小型化する傾向があるかのどちらかである。１つ
の例は、集積回路又はホスト又はクライアントデバイスのどちらかを収容している素子を
受け入れるためのゼロ挿入力の「ソケット」である。別の例はホストとクライアントが多
様な相互接続導線と共にプリント基板上で常駐し、集積回路の相互接続のために導線上で
の接点にはんだ付けされているハウジングから伸びる「ピン」又は「接点」を有する場合
である。
【０５１０】
　ＸＶ．動作
　本発明の実施形態を使用するインタフェースの動作中にデータとパケットを処理する上
で講じられる一般的なステップのまとめは、図５５のパケットを処理するインタフェース
装置の概要と共に、図５４Ａと図５４Ｂに示されている。これらの図中、プロセスは、ク
ライアント及びホストが通信経路、ここではケーブルを使用して接続されているかどうか
に関する決定を行うステップ５４０２で開始する。これは、（ＵＳＢインタフェースにつ
いて見られているように）ホストへの入力でコネクタ又はケーブル又は信号の存在を検出
するソフトウェア又はハードウェアを使用する、ホストによる周期的なポーリングを使用
することによって、あるいは他の公知の技法で発生する場合がある。ホストに接続されて
いるクライアントがない場合には、それは、応用例に応じて単に所定の長さの待機状態に
入る、ハイバネーションモードに入る、あるいはユーザにホストを再アクティブ化するた
めの処置を講じることを要求する可能性のある将来の使用に待機するために非活性化され
る場合がある。例えば、ホストがコンピュータタイプの装置に常駐するとき、ユーザは画
面アイコンをクリックする、あるいはクライアントを探すためにホスト処理をアクティブ
化するプログラムを要求しなければならない可能性がある。再び、ホスト又は常駐ホスト
ソフトウェアの機能と構成に応じてＵＳＢ型接続の簡略なプラグインにより、ホスト処理
をアクティブ化できるであろう。
【０５１１】
　いったんクライアントがホストに接続される、あるいはその逆の場合、又は存在してい
るとして検出される場合、クライアント又はホストのどちらかがステップ５４０４と５４
０６でサービスを要求する適切なパケットを送信する。クライアントはステップ５４０４
でクライアントサービス要求パケット又はステータスパケットのどちらかを送信できるで
あろう。前述されたように、リンクは、これが続く通信リンクの完全な初期化ではないよ
うに、過去にシャットダウンできた、あるいはハイバネーションモードであったことが注
記される。いったん通信リンクが同期され、ホストがクライアントと通信しようとすると
、クライアントはステップ５４０８でのように、ホストへクライアント機能パケットも提
供する。ホストは、ここでクライアントが対処できる転送速度を含むサポートのタイプの
決定を開始できる。
【０５１２】
　一般的には、ホストとクライアントは、ステップ５４１０で例えば１型、２方等の使用
されるサービスモードのタイプ（速度／速度）も交渉する。いったんサービスタイプが確
立されると、ホストは情報の転送を開始できる。加えて、ホストは、ステップ５４１１に
図示されるように他の信号処理と並列に通信リンクのタイミングを最適化するために往復
遅延測定パケットを使用してよい。
【０５１３】
　前述されたように、すべての転送は、データのタイプ、ここではビデオ及び音声ストリ
ームパケット、及びステップ５４１４で転送されているのが示されるフィラーパケットが
後に続く、ステップ５４１２で転送されているのが示されるサブフレームヘッダパケット
で開始する。音声データとビデオデータは過去に作成された又はパケットの中にマッピン
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グされ、フィラーパケットはメディアフレーム用の必要数のビットを記入するために必要
に応じて、又は所望されるように挿入される。ホストは、サウンドデバイスをアクティブ
化するために順方向音声チャネルイネーブルパケット等のパケットを送信できる。加えて
、ホストは前述された他のパケットタイプ、ここではカラーマップの転送、ビットブロッ
ク転送、又はステップ５４１６の他のパケットを使用してコマンド及び情報を転送できる
。さらに、ホストとクライアントは適切なパケットを使用してキーボード又はポインティ
ングデバイスに関連するデータを交換できる。
【０５１４】
　動作中、インタフェースモードの別のデータレート又はタイプを所望するホスト又はク
ライアントにつながる複数の異なるイベントの１つが発生することがある。例えば、コン
ピュータ又はデータを通信する他の装置は、パケットの作成又はプレゼンテーションにお
いて低速化を引き起こすデータを処理する際の荷重条件に遭遇するであろう。データを受
信するクライアント装置は専用ＡＣ電源からさらに制限された電池電源に変更し、データ
を迅速に転送できない、容易にコマンドを処理できない、あるいはより限られた電力設定
の元で同程度の解像度又はカラー階調を使用できないであろう。代わりに、制限条件は排
除される、あるいは姿を消し、装置がさらに高速でデータを転送できるようにする。これ
はより望ましく、さらに高速の転送速度モードへの変更を要求できる。
【０５１５】
　これらのあるいは他の種類の公知の条件が発生する、あるいは変化する場合、ホスト又
はクライアントのどちらかはそれらを検出し、インタフェースモードを再交渉しようとし
てよい。これは、ホストが、別のモードへのハンドオフを必要とするクライアントにイン
タフェースタイプハンドオフ要求パケットを送信するステップ５４２０で示され、クライ
アントは変更が求められることを確認するインタフェースタイプ肯定応答パケットを送信
し、ホストは、指定されたモードに変更するために実行型ハンドオフパケットを送信する
。
【０５１６】
　このような要素はホスト側に存在してもよいが、処理の特定の順序を要求していないが
、クライアントとホストはポインティングデバイス、キーボード、又はおもにクライアン
トと関連付けられる他のユーザ型入力装置向けの、あるいはそれらから受信されたデータ
に関連するパケットも交換できる。これらのパケットは、通常、状態機械（５５０２）で
はなく、汎用プロセッサタイプの素子を使用して処理される。加えて、前述されたコマン
ドのいくつかは汎用プロセッサ（５５０４、５５０８）によっても処理されるであろう。
【０５１７】
　データとコマンドがホストとクライアントの間で交換された後で、なんらかの点で、追
加データが転送されるべきかどうか、あるいはホスト又はクライアントが転送にサービス
を提供するのをやめるかどうかに関して決定が下される。これはステップ５４２２に示さ
れている。リンクがハイバネーション状態に入る、又は完全にシャットダウンされるのど
ちらかである場合、ホストはクライアントにリンクシャットダウンパケットを送信し、両
方の側がデータの転送を終了する。
【０５１８】
　前記動作処理で転送されているパケットは、ホストコントローラとクライアントコント
ローラに関連して前述されたドライバと受信機を使用して転送される。これらのラインド
ライバ及び他の論理素子は図５５の概要に示されているように、前述された状態機械と汎
用プロセッサに接続されている。図５５では、状態機械５５０２及び汎用プロセッサ５５
０４と５５０８がさらに、専用のＵＳＢインタフェース、メモリ素子、又はビュー表示装
置用のデータソースとビデオ制御チップを含むがこれらに限定されない、それらが対話す
るリンクコントローラの外部に常駐する他の構成部品等の図示されていない他の要素に接
続されてよい。
【０５１９】
　プロセッサ及び状態機械は、通信リンクの効率的な確立又は終端、及びパケットの転送
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を保証するために、ガード時間に関して関連して前述されたようなドライバのイネーブル
とディスエーブルに制御を提供する。
【０５２０】
　ＸＶＩ．ディスプレイフレームバッファ
　ビデオデータバッファリング要件はコンピュータグラフィックと比較して、動画ビデオ
画像について異なっている。ピクセルデータは、ディスプレイ上の画像を局所的にリフレ
ッシュできるように、ほとんどの場合クライアント内のローカルフレームバッファに記憶
される。
【０５２１】
　フルモーションビデオが表示されている（ディスプレイ内のほぼすべてのピクセルが各
メディアフレームを変更する）とき、ディスプレイ上の画像は第２のフレームバッファか
らリフレッシュされているが、通常、１つのフレームバッファの中に入信ピクセルデータ
を記憶することが好ましい。３つ以上のディスプレイバッファは後述されるように可視ア
ーチファクトを排除するために使用されてよい。画像全体が１つのフレームバッファ内に
受け入れられると、バッファの役割は交換でき、新規に受信された画像は次にディスプレ
イをリフレッシュするために使用され、他のバッファは画像の次のフレームで充填される
。この概念は、ピクセルデータが、表示更新ビットを「０１」に設定することによりオフ
ライン画像バッファに書き込まれる図９１Ａに示されている。
【０５２２】
　他の応用例では、ホストは画像全体を塗り直す必要なく、画像の小さな部分だけを更新
する必要がある。この状況では、図９１Ｂに詳細に示されるように、新しいピクセルを、
表示をリフレッシュするために使用されているバッファに直接的に書き込むことが望まれ
る。
【０５２３】
　小型ビデオウィンドウ付きの固定画像を有する応用例では、図９１Ｃに示されるように
両方のバッファ（「１１」に等しい表示更新ビット）に固定された画像を書き込み、後に
表示更新ビットを「０１」に設定することによりオフラインバッファに動画のピクセルを
書き込むことが最も容易である。
【０５２４】
　以下の規則は、同時に新しい情報をクライアントに書き込み、表示をリフレッシュしな
がら、バッファポインタの有効な操作を記述している。３つのバッファポインタが存在す
る。つまり、ｃｕｒｒｅｎｔ＿ｆｉｌｌは、ＭＤＤＩリンク上でデータから現在充填され
ているバッファを指す。ｊｕｓｔ＿ｆｉｌｌｅｄは、最も最近充填されたバッファを指す
。ｂｅｉｎｇ＿ｄｉｓｐｌａｙｅｄは表示をリフレッシュするために現在使用されている
バッファを指す。すべての３つのバッファポインタは０からＮ－１の値を含んでよく、Ｎ
はディスプレイバッファの数であり、Ｎ≧２である。バッファポインタ上の演算はＮを係
数としている。例えばＮ＝３及びｃｕｒｒｅｎｔ＿ｆｉｌｌ＝２のとき、ｃｕｒｒｅｎｔ
＿ｆｉｌｌを増分すると、ｃｕｒｒｅｎｔ＿ｆｉｌｌは０に設定される。Ｎ＝２である単
純な場合には、ｊｕｓｔ＿ｆｉｌｌｅｄはつねにｃｕｒｒｅｎｔ＿ｆｉｌｌの補数である
。あらゆるＭＤＤＩメディアフレーム境界（サブフレームカウントフィールドがゼロに等
しいサブフレームヘッダパケット）で、指定された順序で以下の演算を実行する。ｊｕｓ
ｔ＿ｆｉｌｌｅｄをｃｕｒｒｅｎｔ＿ｆｉｌｌに等しく設定し、ｃｕｒｒｅｎｔ＿ｆｉｌ
ｌをｃｕｒｒｅｎｔ＿ｆｉｌｌ＋１に設定する。
【０５２５】
　ＭＤＤＩビデオストリームパケットは、以下の構造又は方法論に従ってバッファ更新す
る。つまり表示更新ビットが「０１」に等しいとき、ピクセルデータはｃｕｒｒｅｎｔ＿
ｆｉｌｌによって指定されるバッファに書き込まれる。表示更新ビットが「００」に等し
いとき、ピクセルデータはｊｕｓｔ＿ｆｉｌｌｅｄによって指定されるバッファに書き込
まれる。及び、表示更新ビットが「１１」に等しいときには、ピクセルデータはすべての
バッファに書き込まれる。表示はｂｅｉｎｇ＿ｄｉｓｐｌａｙｅｄポインタによって指定
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されるバッファからリフレッシュされる。表示が１つのフレームリフレッシュエポックの
最後のピクセルをリフレッシュした後、及びそれが次のフレームリフレッシュエポックの
中の最初のピクセルのリフレッシュを開始する前に、表示更新プロセスはｂｅｉｎｇ＿ｒ
ｅｆｒｅｓｈｅｄをｊｕｓｔ＿ｆｉｌｌｅｄに等しく設定する動作を実行する。
【０５２６】
　ビデオストリームパケットは、ピクセルデータが書き込まれるフレームバッファを指定
する１組の表示更新ビットを含む。クライアント機能パケットは、表示更新ビットのどの
組み合わせがクライアントでサポートされるのかを示す３つの追加ビットを有する。多く
の場合、コンピュータにより作成される画像はユーザ入力に基づいて増分的に更新される
、あるいはコンピュータネットワークから受信される情報から引き出される必要がある。
表示更新ビット組み合わせ「００」と「１１」は、ピクセルデータを、表示されているフ
レームバッファに、あるいは両方のフレームバッファに書き込ませることによってこの運
転モードをサポートする。
【０５２７】
　ビデオ画像に対処するとき、図９２は、ビデオデータが、表示更新ビットが「０１」に
等しい状態でＭＤＤＩリンク上で送信されるときに１組のフレームバッファを使用してど
のようにしてビデオ画像が表示されるのかを示す。メディアフレーム境界がＭＤＤＩリン
クで検出されると、表示リフレッシュプロセスは、現在リフレッシュされているフレーム
のリフレッシュプロセスが完了すると次のフレームバッファからのリフレッシュを開始す
る。
【０５２８】
　図９２に関連する重要な仮定は、画像が、クライアントが表示をリフレッシュするため
にフレームバッファからピクセルを読み取るのに使用するのと同じ順序で（通常、左上、
行ごとに読み取り、画面の右下角へ）送信されるピクセルの連続ストリームとしてホスト
から受信されるという点である。これは、表示リフレッシュ動作と画像転送動作が同じフ
レームバッファを参照している場合に重要な詳細である。
【０５２９】
　部分的な画像を表示するのを回避するために、表示リフレッシュフレームレートが画像
転送フレームレートを上回ることが必要である。図９３は、どのようにしてゆっくりとし
た表示リフレッシュ速度で画像フラグメンテーションが発生できるのか、つまりどのよう
にして表示リフレッシュが画像転送より低速なのかを示す。
【０５３０】
　コンピュータグラフィックス画像と動画ビデオ画像の組み合わせを含む画像では、ビデ
オピクセルデータはメディアフレームの小さい部分を含んでいる可能性がある。これは、
表示リフレッシュ動作と画像転送が同じフレームバッファを参照する状況では重要になる
であろう。これらの状況は、表示をリフレッシュするためにバッファから読み取られたピ
クセルが２コマ前のバッファに書き込まれたピクセルである可能性がある、あるいはそれ
らが同じフレームバッファに直ちに書き込まれているフレームに一致する可能性がある、
図９４で斜行平行線の陰影により示されている。
【０５３１】
　３つのフレームバッファをクライアントで使用すると、図９５に示されているようなフ
レームバッファへのアクセスの競合のある小さなウィンドウの問題が解決される。
【０５３２】
　ただし、図９６に示されているように、表示リフレッシュレートがＭＤＤＩリンク上の
メディアフレームレート未満である場合には依然として問題がある。
【０５３３】
　図９７に示されるように、単一バッファを動画ビデオ画像に使用することはやや問題が
ある。バッファへの画像転送より高速の表示リフレッシュの場合、リフレッシュされてい
る画像が書き込まれているフレームの上部を示し、画像の下部は過去に転送されたフレー
ムとなる。画像転送より高速の表示リフレッシュ（好ましい運転モード）の場合、類似す
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る分割された画像を示すフレームの例がより頻繁になるであろう。
【０５３４】
　ＸＶＩＩ．遅延値表
　パケット処理遅延パラメータパケットは、クライアント内で特定のコマンドを処理する
ために予測される遅延を計算するためにテーブルルックアップ機能を使用する。表の中の
値は遅延値の非常に幅広い動的範囲を提供するために対数的に増加する。本発明の実施形
態を実現するために有効な遅延値の例示的な表は、対応する指数値対遅延値と共に以下の
表ＸＸに記載される。
【表１８】

【０５３５】
　遅延は、指定されたパラメータを表のインデックスとして使用してテーブルルックアッ
プを実行することにより計算される。つまり、遅延はＰａｃｋｅｔＰｒｏｃｅｓｓｉｎｇ
Ｔａｂｌｅ（ｉｎｄｅｘ）に等しい。例えば、遅延パラメータリストアイテムからのパラ
メータの１つが１３４に等しい８ビット値である場合には、遅延は１６μｓｅｃであるＰ
ａｃｋｅｔＰｒｏｃｅｓｓｉｎｇＴａｂｌｅ（１３４）に等しい。値２５５は、コマンド
完了時間を計算で求めることができず、ホストが表示要求及びステータスパケットのグラ
フィックスビジーフラグ、又はＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御パラメータＢ７ｈをチェックしなけ
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ればならないことを示している。
【０５３６】
　いくつかの場合には、この遅延は、宛先画像の高さ、幅又はピクセル数で乗算され、全
体的なパケット処理遅延を計算するために他の遅延に加算される。
【０５３７】
　ＸＶＩＩＩ．マルチプルクライアントサポート
　現在のプロトコルバージョンは、複数のクライアントデバイスを直接的にサポートして
いるように考えられない。しかしながら、大部分のパケットは、複数のクライアントがい
るシステム内で特定のクライアントデバイスをアドレス指定するために使用できる予約ク
ライアントＩＤフィールドを含んでいる。現在、多くの応用例の場合、このクライアント
ＩＤ又はこれらのクライアントＩＤはゼロに設定される。サブフレームヘッダパケットも
ホストが複数のクライアントシステムをサポートするか否かを示すためのフィールドを含
む。したがって、複数のクライアントデバイスが、複数のクライアントホスト又はクライ
アントとの将来の互換性のためにシステム設計者が計画するのを支援するためにＭＤＤイ
ンタフェース又はプロトコルの将来の応用例で接続され、アドレス指定される可能性があ
る様式がある。
【０５３８】
　複数のクライアントを有するシステムでは、図９８に示されるように、クライアントの
デイジーチェーンを使用して、又はハブを使用して、あるいは図９９に示されるようにこ
れらの技法の組み合わせを使用してクライアントがホストに接続されるのが有用である。
【０５３９】
　ＶＸＩＩＩ．補遺
　本発明の実施形態のためのアーキテクチャ及びプロトコルを実現するために使用される
多様なパケットについて前述されたフォーマット、構造、及びコンテンツに加えて、さら
に詳しいフィールドコンテンツ又は動作がここではパケットタイプのいくつかのために提
示されている。これらは、ここで当業者が種々の応用例のために本発明をさらに容易に理
解し、利用できるようにするために、そのそれぞれの使用又は動作をさらに明確にするた
めにここで提示されている。すでに説明されていないフィールドの内の数個しかここでは
さらに説明されない。さらに、これらのフィールドには、前記に提示された実施形態に関
連した例示的な定義及び値が提示される。
【０５４０】
　しかしながら、このような値は本発明の制限として解釈されるべきではなく、インタフ
ェースとプロトコルを実現するために有効な１つ又は複数の実施形態を表し、すべての実
施形態がいっしょに又は同時に実践される必要はない。他の値は、当業者により理解され
るように、データ又はデータレート転送結果の所望されるプレゼンテーションを達成する
ために、他の実施形態で使用できる。
【０５４１】
　Ａ．ビデオストリームパケットの場合
　一実施形態では、ピクセルデータ属性フィールド（２バイト）は、以下のように解釈さ
れる一連のビット値を有する。ビット１と０は、どのようにして表示ピクセルデータが送
られるのかを選択する。「１１」というビット値の場合、データは両目に、又は両目用に
展示され、ビット値「１０」の場合、データは左目だけに送られ、ビット値「０１」の場
合、データは右目だけに送られ「００」というビット値の場合、データは後述されるよう
なビット８から１１によって指定されるように代替ディスプレイに送られる。
【０５４２】
　ビット２は、「０」という値がピクセルデータが標準漸次フォーマットであることを意
味し、行番号（ピクセルＹ座標）が、ある行から次の行に進むときに１増分されることを
意味する、ピクセルデータがインタレースフォーマットで提示されるかどうかを示す。ビ
ットに「１」という値があるとき、ピクセルデータはインタレースフォーマットであり、
行番号は、ある行から次の行に進むときに２で増分される。ビット３は、ピクセルデータ



(111) JP 4782694 B2 2011.9.28

10

20

30

40

50

が代替ピクセルフォーマットを取ることを示す。これはビット２でイネーブルされる標準
インタレースモードに類似しているが、インタレースは水平の代わりに垂直である。ビッ
ト３が「０」であるとき、ピクセルデータは標準漸次フォーマットであり、列番号（ピク
セルＸ座標）が、各連続ピクセルが受信されると１増分される。ビット３が「１」である
とき、ピクセルデータは代替ピクセルフォーマットを取り、列番号は書くピクセルが受信
されると２増分される。
【０５４３】
　データは、無線電話又は類似した装置又はポータブルコンピュータ又は前述されたよう
なこのような他の装置用の内部ディスプレイに、又は内部ディスプレイから転送される、
あるいはデータは装置に内蔵される、又は直接的に結合されるカメラに、又はカメラから
転送されているので、ビット４は、ピクセルデータがディスプレイに関連するのか、ある
いはカメラに関連するのかを示す。ビット４が「０」であるとき、ピクセルデータはディ
スプレイフレームバッファへ、又はディスプレイフレームバッファから転送されている。
ビット４が「１」であるとき、ピクセルデータは何らかのタイプのカメラ又はビデオ装置
へ、又はそれから転送されており、このような装置は技術で周知である。
【０５４４】
　ビット５は、ピクセルデータがいつディスプレイ内のピクセルの次の連続行を含むのか
を示すために使用される。これは、ビット５が「１」に等しく設定されるケースと見なさ
れる。ビット５が「１」に設定されるときには、Ｘ左端縁、Ｙ上部端縁、Ｘ右端縁、Ｙ下
部端縁、Ｘ開始、Ｙ開始パラメータが定義されず、クライアントによって無視される。ビ
ット１５が論理１レベルに設定されると、これは、このパケットの中のピクセルデータが
画像の中のピクセルの最後の行であることを示す。クライアント機能パケットのクライア
ント特徴機能インジケータフィールドのビット８は、この特徴がサポートされているかど
うかを示す。
【０５４５】
　ビット７と６は、ピクセルデータが書き込まれなければならないフレームバッファを指
定する表示更新ビットである。さらに具体的な効果は他の場所で説明される。「０１」と
いうビット値の場合、ピクセルデータはオフライン画像バッファに書き込まれる。「００
」というビット値の場合、ピクセルデータは、表示をリフレッシュするために使用される
画像バッファに書き込まれる。「１１」というビット値の場合、ピクセルデータはすべて
の画像バッファに書き込まれる。「１０」というビット値又は組み合わせは無効値又は指
定として処理され、ピクセルデータは無視され、画像バッファのどれにも書き込まれない
。この値はインタフェースの将来の応用例のために使用される可能性がある。
【０５４６】
　ビット８から１１は、代替ディスプレイ又はピクセルデータが送られるディスプレイロ
ケーションを指定する４ビットの符号なし整数を形成する。ビット０と１は、ディスプレ
イクライアントが代替ディスプレイ番号としてビット８から１１を解釈するために「００
」に等しく設定される。ビット０と１が「００」に等しくない場合には、ビット８から１
１は論理ゼロレベルに設定される。
【０５４７】
　ビット１２から１４は、将来の使用のために予約され、通常論理ゼロレベルに設定され
ている。ビット１５は、前述されたように、ビット５と共に使用される。ビット１５を論
理１に設定すると、ピクセルデータフィールドの中のピクセル行がデータのフレームの最
後の行であることが示される。ビット５が論理１に設定される次のビデオストリームパケ
ットは、次のビデオフレームのピクセルの第１の行に相当する。
【０５４８】
　２バイトのＸ開始フィールドとＹ開始フィールドは、ピクセルデータフィールドの第１
のピクセルの点（Ｘ開始、Ｙ開始）の絶対Ｘ座標と絶対Ｙ座標を指定する。Ｘ右端縁フィ
ールドとＹ下部端縁フィールドは更新されているウィンドウの右端縁のＸ座標と下部端縁
のＹ座表を指定するが、２バイトのＸ左端縁フィールドとＹ上部端縁フィールドは、ピク
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セルデータフィールドによって充填される画面ウィンドウの左端縁のＸ座標と上部端縁の
Ｙ座標、上部端縁のＹ座標を指定する。
【０５４９】
　ピクセルカウントフィールド（２バイト）は、以下のピクセルデータフィールドの中の
ピクセル数を指定する。
【０５５０】
　パラメータＣＲＣフィールド（２バイト）は、パケット長からピクセルカウントまでの
すべてのバイトのＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできない場合、パケット全体が廃
棄される。
【０５５１】
　ピクセルデータフィールドは、表示されなければならず、ビデオデータフォーマット記
述子フィールドによって記述されるようにフォーマットされる未処理ビデオ情報を含む。
データは他の箇所に説明されるように一度に一「行」送信される。ピクセルデータアトリ
ビュートフィールドのビット５が論理レベル１に設定された場合、ピクセルデータフィー
ルドは、最も左側のピクセルに対応する伝送された最初のピクセルおよび最も右側のピク
セルに対応する伝送された最後のピクセルを有す、ピクセルの１つの行を正確に含む。
【０５５２】
　ピクセルデータＣＲＣフィールド（２バイト）は、ピクセルデータだけの１６ビットＣ
ＲＣをる含む。この値のＣＲＣ検証が失敗すると、ピクセルデータは依然として使用でき
るが、ＣＲＣエラーカウントが増分される。
【０５５３】
　Ｂ．音声ストリームパケットの場合
　一実施形態では、音声チャネルＩＤフィールド（１バイト）が、音声データがクライア
ントデバイスによって送信される特定の音声チャネルを識別するために８ビットの符号な
し整数値を使用する。物理音声チャネルは、それぞれ左前チャネル、右前チャネル、左後
チャネル、右後チャネル、前中央チャネル、サブウーファーチャネル、サラウンド左チャ
ネル及びサラウンド右チャネルを示す、０、１、２、３、４、５、６又は７という値とし
てこのフィールドによって物理チャネルに指定される、あるいは物理チャネルにマッピン
グされる。２５４という音声チャネルＩＤ値は、デジタル音声サンプルの単一のストリー
ムが左前チャネルと右前チャネルの両方に送信されることを示す。これにより、音声通信
にステレオヘッドセットが使用される、生産性強化応用例がＰＤＡで使用される、あるい
は単純なユーザインタフェースが警告音を生成する他の応用例のために使用される等の応
用例のための通信を簡略化する。現在８から２５３の範囲及び２５５のＩＤフィールドの
ための値は、当業者によって予期されるように、新しい設計が追加の指定を所望する使用
のために予約されている。
【０５５４】
　予約１フィールド（１バイト）は通常将来の使用のために予約されており、このフィー
ルドのすべてのビットはゼロに設定される。このフィールドの１つの機能はすべての以後
の２バイトフィールドを１６ビットワードアドレスに位置合わせさせ、４バイトフィール
ド２を３２ビットワードアドレスに位置合わせさせることである。
【０５５５】
　音声サンプルカウントフィールド（２バイト）は、このパケットの音声サンプル数を指
定する。
【０５５６】
　サンプルあたりビット及びパッキングフィールドは音声データのパッキングフォーマッ
トを指定する１バイトを含む。一実施形態では、通常利用されるフォーマットは、ビット
４から０が、ＰＣＭ音声サンプルあたりのビット数を定義することである。次にビット５
は、デジタル音声データサンプルがパックされているかどうかを指定する。前述されたよ
うに、図１２は、パッキングされたサンプルとバイト位置合わせされた音声サンプルの間
の差異を示す。ビット５の「０」という値は、デジタル音声データフィールドの中の各Ｐ
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ＣＭ音声サンプルがインタフェースバイト境界とバイト位置合わせされていることを示し
、「１」という値は、各連続ＰＣＭ音声サンプルが過去の音声サンプルに対してパックさ
れていることを示す。このビットは、ビット４から０（ＰＣＭ音声サンプルあたりのビッ
ト数）に定義される値が８の倍数ではないときにだけ有効である。ビット７から６は、シ
ステム設計が追加の指定を所望する用途に予約され、通常ゼロという値で設定される。
【０５５７】
　音声サンプルレートフィールド（１バイト）は、音声ＰＣＭサンプルレートを指定する
。利用されるフォーマットは、それぞれ０という値が毎秒８，０００サンプル（ｓｐｓ）
という速度を示し、１という値が１６，０００ｓｐｓ、２という値が２４，０００ｓｐｓ
、３という値が３２，０００ｓｐｓ、４という値が４０，０００ｓｐｓ、５という値が４
８，０００ｓｐｓ、６という値が１１，０２５ｓｐｓ、７という値が２２，０５０ｓｐｓ
、及び８という値が４４，１００ｓｐｓを示し、９から２５５という値は将来の使用のた
めに予約されており、それらは現在ゼロに設定されている。
【０５５８】
　パラメータＣＲＣフィールド（２バイト）は、パケット長から音声サンプルレートまで
のすべてのバイトの１６ビットＣＲＣを含む。このＣＲＣが適切にチェックできないとき
、パケット全体が廃棄される。デジタル音声データフィールドは再生される未処理音声サ
ンプルを含み、通常、符号なし整数として線形フォーマットの形をとる。音声データＣＲ
Ｃフィールド（２バイト）は、音声データだけの１６ビットＣＲＣを含む。このＣＲＣが
チェックできない場合、音声データは依然として使用できるが、ＣＲＣエラーカウントは
増分される。
【０５５９】
　Ｃ．ユーザ定義ストリームパケット用
　一実施形態では、２バイトのストリームＩＤ番号フィールドは、特定のユーザが定義し
たストリームを識別するために使用される。ストリームパラメータフィールドとストリー
ムデータフィールドのコンテンツは、通常、ＭＤＤＩ装置製造メーカによって定義される
。２バイトのストリームパラメータＣＲＣフィールドは、パケット長から始まり音声コー
ディングバイトまでのストリームパラメータのすべてのバイトの１６ビットのＣＲＣを含
む。このＣＲＣがチェックできない場合、パケット全体が廃棄される。ＭＤＤＩインタフ
ェースの最終用途により必要とされない場合、つまりスそれらがオプションと考えられて
いる場合、ストリームパラメータフィールドとストリームパラメータＣＲＣフィールドの
両方とも廃棄されてよい。２バイトのストリームデータＣＲＣフィールドはストリームデ
ータだけのＣＲＣを含む。このＣＲＣが適切にチェックできない場合には、ストリームデ
ータの使用は、応用例の要件に応じてオプションとなる。ＣＲＣが良好であることを条件
としたストリームデータの使用は、通常、ＣＲＣが良好であると確認されるまで、ストリ
ームデータをバッファに入れることを必要とする。ＣＲＣエラーカウントは、ＣＲＣがチ
ェックしない場合に増分される。
【０５６０】
　Ｄ．カラーマップパケットの場合
　２バイトのｈＣｌｉｅｎｔＩＤフィールドは、過去に使用されたようにクライアントＩ
Ｄに予約される情報又は値を含む。このフィールドは通常将来の使用に予約されるので、
現在の値はビットを「０」に設定することによってゼロに設定される。
【０５６１】
　２バイトのカラーマップアイテムカウントフィールドは、カラーマップデータフィール
ドに含まれる３バイトのカラーマップアイテム又はこのパケットの中のカラーマップデー
タに存在するカラーマップテーブルエントリの総数を指定するために値を使用する。この
実施形態では、カラーマップデータのバイト数はカラーマップアイテムカウントの３倍で
ある。カラーマップアイテムカウントは、カラーマップデータを送信しないためにゼロに
等しく設定される。カラーマップサイズがゼロである場合には、カラーマップオフセット
値は通常依然として送信されるが、それはディスプレイによって無視される。カラーマッ
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プオフセットフィールド（４バイト）は、クライアントデバイスのカラーマップテーブル
の始まりからのこのパケット内のカラーマップデータのオフセットを指定する。
【０５６２】
　２バイトのパラメータＣＲＣフィールドは、パケット長から音声コーディングバイトま
でのすべてのバイトのＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできない場合、パケット全体
が廃棄される。
【０５６３】
　カラーマップデータフィールドの場合、各カラーマップロケーションの幅はカラーマッ
プアイテムサイズフィールドによって指定され、一実施形態では、第１の部分が青の規模
を指定し、第２の部分が緑の規模を指定し、第３の部分が赤の規模を指定する。カラーマ
ップサイズフィールドは、カラーマップデータフィールドに存在する３バイトのカラーマ
ップテーブルアイテムの数を指定する。単一のカラーマップが１つのビデオデータフォー
マットとカラーマップパケットの中に適合できない場合、カラーマップ全体が各パケット
内に異なるカラーマップデータとカラーマップオフセットがある複数のパケットを送信す
ることによって指定されてよい。各カラーマップデータアイテム内の青、緑及び赤のビッ
ト数は、一般的に表示機能パケットのカラーマップＲＧＢ幅フィールドに指定されるのと
同じである。
【０５６４】
　２バイトのカラーマップデータＣＲＣフィールドは、カラーマップデータだけのＣＲＣ
を含む。このＣＲＣがチェックできない場合、カラーマップデータは依然として使用でき
るが、ＣＲＣエラーカウントは増分される。
【０５６５】
　各カラーマップデータアイテムは、以下の順序で送信されなければならない。つまり、
青、緑、赤で、各成分の最下位ビットが最初に送信される。各カラーマップアイテムの個
々の赤、緑及び青の成分はパックされ、各カラーマップアイテム（青の成分の最下位ビッ
ト）はバイト位置合わせされる必要がある。図１００は、６ビットの青、８ビットの緑、
及び７ビットの赤のあるカラーマップデータアイテムの例を示す。この例の場合、カラー
マップパケットのカラーマップアイテムサイズは２１に等しく、クライアント機能パケッ
トのカラーマップＲＧＢ幅フィールドは０ｘ０７８６に等しい。
【０５６６】
　Ｅ．逆方向リンクカプセル化パケットの場合
　パラメータＣＲＣフィールド（２バイト）は、パケット長から方向転換長までのすべて
のバイトの１６ビットＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできない場合、パケット全体
が廃棄される。
【０５６７】
　一実施形態では、逆方向リンクフラグフィールド（１バイト）は、クライアントから情
報を要求するためにフラグのセットを含む。ビット（例えばビット０）が１に設定される
場合、ホストは、クライアント機能パケットを使用するディスプレイから指定される情報
を要求する。ビットが論理ゼロレベルに設定される場合、ホストはクライアントから情報
を必要としない。残りのビット（ここではビット１から７）は将来の使用のために予約さ
れ、ゼロに設定されている。しかしながら、逆方向リンクのためにフラグを設定するため
に所望されるようにさらに多くのビットを使用できる。
【０５６８】
　逆方向レート除数フィールド（１バイト）は、逆方向リンクデータクロックに関連して
発生するＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの数を指定する。逆方向リンクデータクロックは、逆
方向レート除数の２倍で除算される順方向リンクデータクロックに等しい。逆方向リンク
データレートは、逆方向リンクデータクロック関連し、逆方向リンクでのインタフェース
タイプである。この実施形態において、１型インタフェースの場合、逆方向データレート
は逆方向リンクデータクロックに等しく、２型、３型及び４型インタフェースの場合、逆
方向データレートはそれぞれ逆方向リンクデータクロックの２倍、４倍及び８倍に等しい
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。
【０５６９】
　全ゼロフィールドは、論理ゼロレベルでビットを設定することによって値の中のゼロに
等しく設定されるバイトのグループ、ここでは８を含み、すべてのＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信
号が、クライアントが、方向転換１フィールドの間にホストのラインドライバをディスエ
ーブルする前にＭＤＤＩ＝Ｓｔｂだけを使用してクロックの回復を開始できるほど十分な
時間論理ゼロレベルにあることを保証するために使用される。一実施形態では、全ゼロ１
フィールドの長さはケーブルの往復遅延における順方向リンクバイト伝送回数以上である
。
【０５７０】
　方向転換１長フィールド（１バイト）は、方向転換１に割り当てられるバイト総数を指
定し、第１の方向転換期間を確立する。方向転換１長パラメータにより指定されるバイト
数は、ホスト内のラインドライバがディスエーブルされる前に、クライアント内のＭＤＤ
Ｉ＿Ｄａｔａラインドライバがイネーブルできるようにするために割り当てられている。
クライアントは、方向転換１のビット０の間にそのＭＤＤＩ＿Ｄａｔａラインドライバを
イネーブルし、ホストは方向転換１の最後のビットの前に完全にディスーブルされるよう
にその出力をディスエーブルする。クライアントドライバのイネーブルとホストドライバ
プロセスのディスエーブルのタイミングは、ホストでラインレシーバによって見られるよ
うに方向転換１全体でＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号の１つ又は両方を論理ゼロレベルに駆動す
るほどである。ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号は、あたかもＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０が方向転換１期
間全体で論理ゼロレベルにあるかのように動作する。方向転換１の設定のさらに完全な説
明は前記に示されている。
【０５７１】
　逆方向データパケットフィールドはクライアントからホストへ転送される一連のデータ
パケットを含む。クライアントは、ホストに送信するデータがないときには、フィラーパ
ケットを送信してよい、あるいはＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ線路を論理－ゼロ状態またはレベル
に駆動してよい。この実施形態において、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ線路がゼロに駆動されると
、ホストはこれをゼロ長（有効長ではない）のパケットとして解釈し、ホストは現在の逆
方向リンクカプセル化パケットの持続期間中クライアントから追加のパケットを受け入れ
ない。
【０５７２】
　方向転換２長フィールド（１バイト）は、第２の方向転換期間を確立するために方向転
換２に割り当てられるバイトの総数を指定する。バイト数は、方向転換長パラメータによ
り指定され、クライアントのラインドライバがディスエーブルされる前に、ホストのＭＤ
ＤＩ＿Ｄａｔａラインドライバがイネーブルできるようにするために割り当てられる。ホ
ストは、方向転換２の第１のバイトのビット０の間にそのＭＤＤＩ＿Ｄａｔａラインドラ
イバをイネーブルし、クライアントは方向転換２の最後のビットの前にそれらが一般的に
完全にディスエーブルされるようにその出力をディスエーブルする。クライアントドライ
バをディスエーブルし、ホストドライバプロセスをイネーブルするタイミングは、ホスト
のラインレシーバによって見られるように、方向転換２を通して、あるいは方向転換２全
体の間、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号を論理ゼロレベルの１つ又は両方を駆動するほどである
。ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号は、実質的に方向転換２期間全体でＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０が論理
ゼロレベルであるかのように動作する。方向転換２の設定の説明は前述されている。
【０５７３】
　逆データパケットフィールドは、クライアントからホストに転送される一連のデータパ
ケットを含む。前述されたように、フィラーパケットは他のパケットタイプによって使用
されていない残りの空間を充填するために送信される。
【０５７４】
　全ゼロ２フィールドは、論理ゼロレベルでビットを設定することによって値のゼロに等
しく設定されるバイトのグループ（この実施形態では８）を含み、すべてのＭＤＤＩ＿Ｄ
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ａｔａ信号が、方向転換２フィールドの後にホストのラインドライバをイネーブルしてか
ら、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０とＭＤＤＩＳｔｂの両方を使用してクロックを回復できるほど
十分な時間、論理ゼロレベルとなることを保証するために使用される。
【０５７５】
　Ｆ．クライアント機能パケット用
　一実施形態のために説明されているように、プロトコルバージョンフィールドは、クラ
イアントによって使用されるプロトコルバージョンを指定する２バイトを使用する。最小
プロトコルバージョンフィールドはクライアントが利用する又は解釈する最小プロトコル
バージョンを指定するために２バイトを使用するが、初期のバージョンは現在１に等しく
設定され、そして周知のように新しいバージョンが生成された場合、その時間にわたって
変更されるであろう。この場合、０値はまた有効な値である。データレート機能フィール
ド（２バイト）は、クライアントがインタフェースの順方向リンクの各データ対上で受信
できる最大データレートを指定し、毎秒メガバイト（Ｍｂｐｓ）の形式で指定される。イ
ンタフェースタイプ機能フィールド（１バイト）は、順方向リンクと逆方向リンクでサポ
ートされているインタフェースタイプを指定する。ビットを‘１’に設定することは特定
されたインターフェイスタイプがサポートされことを示し、ビットを‘０’に設定するこ
とは特定されたインターフェイスタイプがサポートされないことを示す。ホストおよびク
ライアントは順方向および逆方向ラインにおいて少なくともタイプ１をサポートするであ
ろう。インターフェイスタイプの接続範囲をサポートする必要はない。例えばインターフ
ェイスにおいてタイプ３およびタイプ４ではなく、タイプ１およびタイプ３のみをサポー
トすることは完全に有効である。順方向および逆方向リンクについて、同じインターフェ
イスタイプによって動作させることは必要としない。しかしながら、リンクは休止から出
る場合、までは、他のモードにつての使用に関しホストおよびクライアントの双方により
合意され、選択され、またはその他是認されるまでは、順方向および逆方向リンクの双方
はタイプ１モードで動作を開始すべきである。
【０５７６】
　サポートされたインタフェースは一実施の形態において、順方向リンクにおいてそれぞ
れタイプ２（２ビット）、タイプ３（４ビット）またはタイプ４（８ビット）モードのい
ずれかを選択するために、ビット０、ビット１またはビット２を選択することにより、そ
して逆方向リンクにおいてそれぞれタイプ２、タイプ３またはタイプ４モードのいずれか
を選択するためにビット３、ビット４またはビット５を選択することにより指示され、ビ
ット６およびビット７は留保されそしてこの時点では通常０に設定される。Ｂｉｔｍａｐ
　Ｗｉｄｔｈ　Ｈｅｉｇｈｔフィールドはここではそれぞれ２バイトであり、ピクセル内
のビットマップの幅と高さがそれぞれ特定される。
【０５７７】
　白黒機能フィールド（１バイト）は、白黒フォーマットで表示できる解像度のビット数
を指定するために使用される。ディスプレイが白黒フォーマットを使用できない場合は、
この値はゼロで設定される。ビット７から４は将来の使用のために予約され、したがって
ゼロとして設定される。ビット３から０は、ピクセルごとに存在できるグレイスケールの
最大ビット数を定義する。これらの４ビットにより、ピクセルごとに１から１５の値を指
定できるようになる。値がゼロである場合には、白黒フォーマットはディスプレイによっ
てサポートされていない。
【０５７８】
　Ｂａｙｅｒ機能フィールドは、解像度、ピクセルグループ、及びＢａｙｅｒフォーマッ
トで転送できるピクセル順序のビット数を指定するために１バイトを使用する。クライア
ントがＢａｙｅｒフォーマットを使用できない場合、この値はゼロである。Ｂａｙｅｒ機
能フィールドは、以下の値から構成される。ビット５から４は必要とされるピクセルグル
ープパターンを定義するが、ビット３から０は、各ピクセルに存在する輝度の最大ビット
数を定義し、ビット８から６は必要とされるピクセル順序を定義し、ビット１４から１９
は将来の使用ために予約されており、通常、当面ゼロに設定されている。ビット１５は、
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論理－１レベルに設定されるとき、クライアントがパックフォーマット又はアンパックフ
ォーマットのどちらかでＢａｙｅｒピクセルデータを受け入れることができることを示す
。ビット１５がゼロに設定されると、これはクライアントがアンパックフォーマットでの
みＢａｙｅｒピクセルデータを受け入れることができることを示す。
【０５７９】
　カラーマップ機能フィールド（３バイト）は、ディスプレイのカラーマップテーブルに
存在するテーブルアイテムの最大数を指定する。ディスプレイがカラーマップフォーマッ
トを使用できない場合は、この値はゼロに設定される。
【０５８０】
　ＲＧＢ機能フィールド（２バイト）は、ＲＧＢフォーマットで表示できる解像度のビッ
ト数を指定する。ディスプレイがＲＧＢフォーマットを使用できない場合、この値はゼロ
に等しい。ＲＧＢ機能ワードは３つの別々の符号なし値から構成され、ビット３から０は
青の最大ビット数を定義し、ビット７から４は緑の最大ビット数を定義し、ビット１１か
ら８は各ピクセルの赤の最大ビット数を定義する。現在、ビット１４から１２は将来の使
用のために予約され、通常ゼロに設定されている。ビット１４から１２は将来の使用のた
めに予約され、通常ゼロに設定されている。ビット１５は、論理－１レベルに設定される
と、クライアントがパックフォーマット又はアンパックフォーマットのどちらかでカラー
マップピクセルデータを受け入れることができることを示す。ビット１５が論理－ゼロレ
ベルに設定されている場合、これは、クライアントがアンパックフォーマットでのみＲＧ
Ｂピクセルデータを受け入れることができることを示す。
【０５８１】
　Ｙ　Ｃｒ　Ｃｂ機能フィールド（２バイト）は、Ｙ　Ｃｒ　Ｃｂフォーマットで表示で
きる解像度のビット数を指定する。ディスプレイがＹ　Ｃｒ　Ｃｂフォーマットを使用で
きない場合、この値はゼロに等しく設定される。Ｙ　Ｃｒ　Ｃｂ機能ワードは３つの別々
の符号なし値から構成され、ビット３から０は、Ｃｂサンプルの最大ビット数を定義し、
ビット７から４はＣｒサンプルの最大ビット数を定義し、ビット１１から８はＹサンプル
の最大ビット数を定義し、ビット１５から１２は将来の使用のために予約され、ゼロに設
定されている。
【０５８２】
　クライアント特徴機能フィールドは、サポートされているディスプレイでの特定の特徴
を示すフラグのセットを含む４バイトを使用する。論理－１レベルに設定されるビットは
、機能がサポートされていることを示し、ビットが論理－ゼロレベルに設定されている間
、機能がサポートされていないことを示す。一実施形態において、ビット０の値は、ビッ
トマップブロック転送パケット（パケットタイプ７１）がサポートされているか否かを示
す。ビット１、２、及び３の値は、ビットマップ領域塗りつぶしパケット（パケットタイ
プ７２）、ビットマップパターン塗りつぶしパケット（パケットタイプ７３）、又は通信
リンクデータチャネルパケット（パケットタイプ７４）がそれぞれサポートされているか
どうかを示す。ビット４の値は、クライアントに透明カラーエネーブルパケットを使用し
１つの色を透明にする機能があるかどうかを示す。ビット５と６の値は、クライアントが
それぞれパックフォーマットでビデオデータ又は音声データを受け入れることができるか
どうかを示し、ビット７の値は、クライアントがカメラから逆方向リンクビデオストリー
ムを送信できるかどうかを示している。ビット８の値は、クライアントがピクセルデータ
の完全行を受信し、ビデオストリームパケットのピクセルデータ属性のビット５によって
指定されるディスプレイアドレス指定を無視する能力を有するかどうかを示し、クライア
ントはピクセルデータ属性フィールドのビット１５を介してビデオフレームデータのフレ
ーム同期又は最後も検出できる。
【０５８３】
　ビット１１と１２の値は、いつクライアントがポインティングデバイスと通信中で、ポ
インティングデバイスデータパケットを送信、受信できるのか、あるいはキーボードを用
いてそれぞれキーボードデータパケットを送信、受信できるのかを示す。ビット１３の値
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は、ＶＣＰ特徴パケットをサポートすることにより、クライアントが音声又はビデオパラ
メータの１つ又は複数を設定する能力を有するかどうかを示す。つまりＶＣＰ特徴要求パ
ケット、ＶＣＰ特徴応答パケット、ＶＣＰ設定特徴パケット、有効パラメータ要求パケッ
ト、及び有効パラメータ応答パケットである。ビット１４の値は、クライアントがピクセ
ルデータをオフラインのディスプレイフレームバッファに書き込む能力を有するかどうか
を示す。このビットが論理１レベルに設定されると、表示更新ビット（ビデオストリーム
パケットのピクセルデータ属性のビット７と６）は０１に設定されてよい。
【０５８４】
　ビット１５の値は、クライアントがピクセルデータをディスプレイ画像を更新するため
に現在使用されているディスプレイフレームバッファにのみ書き込む能力を有する場合を
示す。このビットが１に設定された場合には、続いててＤｉｐｌａｙ　Ｕｐｄａｔｅ　Ｂ
ｉｔ（ビデオストリームパケットのピクセルデータアトリビュートフィールドのビット７
および６）は値‘００’に設定することができる。ビット１６に係る値は、何時クライア
ントが単一のビデオストリームパケットから全てのディスプレイフレームバッファにピク
セルデータを書き込む能力を有するかについて示す。このビットが１に設定された場合、
Ｄｉｐｌａｙ　Ｕｐｄａｔｅ　Ｂｉｔ（ビデオストリームパケットのピクセルデータアト
リビュートフィールドのビット７および６）を値‘１１’に設定することができる。
【０５８５】
　ビット１７の値は何時クライアントがＲｅｑｕｅｓｔ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｓｔａｔｕ
ｓ　Ｐａｃｋｅｔに応答する能力を有するかについて示し、　ビット１８の値は何時クラ
イアントがＲｏｕｎｄ　Ｔｒｉｐ　Ｄｅｌａｙ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｐａｃｋｅｔ
に応答する能力を有するかについて示し、ビット１９の値は何時クライアントがＦｏｒｗ
ａｒｄ　Ｌｉｎｋ　Ｓｋｅｗ　Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　Ｐａｃｋｅｔに応答する能力を
有するかについて示し、そしてビット１９の値は何時クライアントがＶＥＳＡ　ＭＣＣＳ
　Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐａｎｅｌ（ＶＣＰ）パケットに応答する能力を有
するかについて示す。
【０５８６】
　ビット２１に関する値は、何時クライアントがＲｅｑｕｅｓｔ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｓ
ｔａｔｕｓ　Ｐａｃｋｅｔについて解釈する能力を有し、そしてＶａｌｉｄ　Ｓｔａｔｕ
ｓ　Ｒｅｐｌｙ　Ｐａｃｋｅｔに応答するかを示す。クライアントは他で記載するような
Ｖａｌｉｄ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｌｙ　Ｌｉｓｔ　ＰａｃｋｅｔのＶａｌｉｄ　Ｐａｒ
ａｍｅｔｅｒ　Ｒｅｐｌｙ　Ｌｉｓｔフィールドにおける追加の状態に戻す能力を示す。
【０５８７】
　ビット２２に関する値は、クライアントがＲｅｇｉｓｔｅｒ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐａｃｋ
ｅｔに応答する能力を有するか否か示す。ビット９～１０および２３～３１はシステム設
計者に有効な将来の使用または他のサポートのために現時点で留保され、そして通常０に
等しく設定される。
【０５８８】
　表示ビデオフレーム機能フィールド（１バイト）は、毎秒フレーム単位でディスプレイ
の最大ビデオフレーム更新機能を指定する。ホストは、このフィールドで指定される値よ
り低速で画像の更新を選んでよい。
【０５８９】
　音声バッファ深度フィールド（２バイト）は、各音声ストリーム専用であるディスプレ
イ内の弾性バッファの深度を指定する。
【０５９０】
　音声チャネル機能フィールド（２バイト）は、どの音声チャネルがクライアントまたは
クライアント接続装置によってサポートされるのかを示すフラグのグループを含む。１に
設定されるビットは、チャネルがサポートされていることを示し、ゼロに設定されている
ビットは、そのチャネルがサポートされていないことを示す。ビット位置は様々なチャネ
ルに割り当てられる。例えば、一実施形態におけるビット位置０、１、２、３、４、５、
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６、及び７は、左前チャネル、右前チャネル、左後チャネル、右後チャネル、前中心チャ
ネル、サブウーファーチャネル、サラウンド左チャネルとサラウンド右チャネルを示して
いる。ビット８から１４は、将来の使用のために現在予約されており、通常ゼロに設定さ
れている。一実施の形態において、ビット１５はクライアントがＦｏｒｗａｒｄ　Ａｕｄ
ｉｏ　Ｃｈａｎｎｎｅｌ　Ｅｎａｂｌｅ　Ｐａｃｋｅｔに関するサポートを提供するかど
うかを示すために使用される。もし係る状態の場合、ビット１５は論理１レベルに設定さ
れる。しかしながらクライアントが、Ｆｏｒｗａｒｄ　Ａｕｄｉｏ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｅ
ｎａｂｌｅ　Ｐａｃｋｅｔの結果として、オーディオチャンネルを機能させないようにす
る能力が無い場合、またはクライアントが如何なるオーディオ機能についてもサポートし
ない場合、このビットは論理０レベルまたは０値に設定される。
【０５９１】
　順方向リンク用の２バイトの音声サンプルレート機能フィールドは、クライアントデバ
イスの音声サンプルレート機能を示すためにフラグのセットを含む。ビット位置は、さま
ざまな速度に相応して割り当てられ、例えばビット０、１、２、３、４、５、６、７及び
８は、それぞれ８，０００、１６，０００、２４，０００、３２，０００、４０，０００
、４８，０００、１１，０２５、２２，０５０及び４４，１００毎秒サンプル（ＳＰＳ）
であり、ビット９から１５は将来の又は代替レートの使用のために予約されているので、
それらは現在「０」に設定されている。これらのビットの内の１つの値を「１」に設定す
ると、その特定のサンプルレートがサポートされていることを示し、ビットを「０」に設
定すると、そのサンプルレートはサポートされていないことを示す。
【０５９２】
　最小サブフレームレートフィールド（２バイト）は、毎秒フレーム単位で最小サブフレ
ームレートを指定する。最小サブフレームレートは、クライアントステータス更新レート
をクライアント内の特定のセンサ又はポインティングデバイスを読み取るのに十分に保つ
。
【０５９３】
　２バイトのマイクサンプルレート機能フィールドは、逆方向リンクの場合、クライアン
トデバイス内のマイクの音声サンプルレート機能を示すフラグのセットを含む。ＭＤＤＩ
のために、クライアントデバイスマイクは少なくとも毎秒８，０００サンプルレートを最
小でサポートするように構成される。このフィールドのビット位置は、例えばそれぞれ８
，０００、１６，０００、２４，０００、３２，０００、４０，０００、４８，０００、
１１，０２５、２２，０５０、及び４４，１００毎秒サンプル（ＳＰＳ）を表すために使
用されているビット位置０、１、２、３、４、５、６、７及び８の様々な速度に割り当て
られ、ビット９から１５は、所望されるように将来又は代替レートの使用のために予約さ
れているため、現在は「０」に設定されている。これらのビットの１つのビット値を「１
」に設定すると、その特定のサンプルレートがサポートされていることを示し、ビットを
「０」に設定すると、そのサンプルレートがサポートされていないことを示している。マ
イクが接続されていない場合、マイクサンプルレート機能ビットのそれぞれはゼロに等し
く設定される。
【０５９４】
　キーボード　データ　フォーマット　フィールド（ここでは１バイト）はキーボードが
クライアントシステムに接続されているか否かおよび接続されているキーボードの型式に
ついて指定する。一実施の形態において、ビット６～０によって設定された値は接続され
ているキーボードの型式を規定するために使用される。値がゼロ（０）の場合キーボード
の型式は知られていないと考えられる。１の値に関しては、キーボードデータフォーマッ
トは標準のＰＳ－２スタイルと考えられる。現時点において２～１２５の範囲の値は使用
されておらず、ＭＤＤインターフェイスおよび対応するクライアントまたはホストの使用
のための特有のキーボードまたは入力装置について規定するため、システム設計者および
インターフェイス設立者または製品開発者の使用のために留保される。１２６の値はキー
ボードデータフォーマットが使用者によって定義されることを示すために使用され、一方
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１２７の値はキーボードがこのクライアントに接続することができないことを示すために
使用される。加えて、ビット７はキーボードがクライアントと通信することができるか否
かを示すために使用することができる。このビットについて意図される使用は、何時キー
ボードは無線リンクを使用するクライアントと通信可能であるかを示すことにある。ビッ
ト６～０がキーボードがクライアントに接続できないことを示す場合、ビット７は０レベ
ルに設定されるであろう。それ故に、一実施の形態において、ビット７の値が０のとき、
キーボードとクライアントは通信できず、一方、ビット７の値が１のとき、キーボードと
クライアントはこれらが互いに通信できることを確認する。
【０５９５】
　ポインティング　デバイス　データ　フォーマット　フィールド（ここでは１バイト）
はポインティング　デバイスがクライアントシステムに接続されるか否か、および接続さ
れるポインティング　デバイスの型式を規定する。一実施の形態において、ビット６によ
って設定される値は接続されるポインティング　デバイスの型式を規定するために使用さ
れる。値がゼロ（０）の場合、ポインティング　デバイスの型式は知られていないと考え
られる。１の値に関し、ポインティング　デバイス　データ　フォーマットは標準のＰＳ
－２スタイルである考えられる。現時点において２～１２５の範囲の値は使用されておら
ず、ＭＤＤインターフェイスおよび対応するクライアントまたはホストの使用のための特
有のポインティング　デバイスまたは入力装置について規定するため、システム設計者お
よびインターフェイス設立者または製品開発者の使用ために留保される。１２６の値はポ
インティング　デバイス　データ　フォーマットが使用者によって定義されることを示す
ために使用され、一方１２７の値はポインティング　デバイスはこのクライアントに接続
することができないことを示すために使用される。加えて、ビット７は、ポインティング
　デバイスがクライアントと通信できるか否かを示すために使用することができる。この
ビットの意図する使用は何時キーボードはクライアントと無線リンクを使用して通信でき
るかを示すことにある。ビット６～０がポインティング　デバイスがクライアントに接続
できないことを示す場合、ビット７はゼロレベルに設定されるであろう。それ故に一実施
の形態において、ビット７の値が０の場合、ポインティング　デバイスとクライアントは
通信することができず、一方ビット７の値が１の場合、ポインティング　デバイスとクラ
イアントはこれらが互いに通信できることを確認する。
【０５９６】
　コンテンツ保護タイプフィールド（２バイト）は、ディスプレイによってサポートされ
るデジタルコンテンツ保護のタイプを示すフラグのセットを含む。現在、ビット位置０は
、いつＤＴＣＰがサポートされているのかを示すために使用され、ビット位置１はいつＨ
ＤＣＰがサポートされているのかを示すために使用され、ビット位置２から１５は所望さ
れるように、又は使用可能なように他の保護方式での使用のために予約されているため、
それらは現在ゼロに設定されている。
【０５９７】
　Ｍｆｒ　Ｎａｍｅ－２バイトは、ＶＥＳＡ　ＥＤＩＤ仕様と同様の方法で、３つの５ビ
ットキャラクタにパックされた製品のＥＩＳＡ３－キャラクタＩＤを含む。キャラクタ‘
Ａ’は００００１バイナリとして表現される。キャラクタ‘Ｚ’は１１０１０バイナリと
して表現される。そして‘Ａ’と‘Ｚ’との間の全ての文字は‘Ａ’および‘Ｚ’間のア
ルファベットのシーケンスに対応する連続する２進値として表現される。Ｍｆｒ　Ｎａｍ
ｅフィールドの最上位のビットは使用されず、そして一般に将来の実施において使用がな
されるまで論理－０に設定される。例；ストリング“ＸＹＺ”によって表現される製造業
者は０ｘ６３３ａのＭｆｒ　Ｎａｍｅ値を有するであろう。このフィールドがクライアン
トによってサポートされていない場合は、これはゼロに設定されるであろう。
【０５９８】
　製品コードフィールドはディスプレイ製造業者によって割り当てられた製品コードを含
むため２バイトを使用する。このフィールドがクライアントによってサポートされない場
合、これは一般に論理－ゼロレベルに設定される。
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【０５９９】
　留保された１、留保された２、そして留保された３フィールド（ここではそれぞれ２バ
イト）は情報を伝えるための将来の使用のために設定される。このフィールドの全てのビ
ットは一般にゼロに設定される。かかるフィールドの目的は一般に、全ての後で生ずる２
バイトフィールドを１６－ビットワードアドレスに整列させることあでり、そして４－バ
イトフィールドを３２－ビットワードアドレスに整列させることある。
【０６００】
　この実施形態において、連続番号フィールドは４バイトを使用し、これはディスプレイ
の連続番号を数字の形式で特定する。このフィールドがクライアントによってサポートさ
れない場合、これは一般にゼロに設定される。製造の週フィールドは、ディスプレイの製
造の週を特定するために１バイトを使用する。これがクライアントによってサポートされ
た場合、この値は１～５３の範囲とされる。もしこれがクライアントによってサポートさ
れない場合、この値はゼロに設定される。製造の年フィールドは１バイトであり、これは
ディスプレイの製造の年を規定する。この値は１９９０年からのオフセットである。１９
９１～２２４５の範囲の年はこのフィールドによって表現できる。例：２００３年は製造
値１３年に対応する。このフィールドがクライアントによってサポートされない場合は、
これはゼロに設定される。
【０６０１】
　ＣＲＣフィールドは（ここでは２バイト）パケット長を含むパケット内の全バイトの１
６－ビットＣＲＣを含む。
【０６０２】
　Ｇ．クライアント要求及びステータスパケット
　逆方向リンク要求フィールド（３バイト）は、クライアントが、ホストに情報を送信す
るために次のサブフレームの逆方向リンクで必要とするバイト数を指定する。
【０６０３】
　ＣＲＣエラーカウントフィールド（１バイト）は、メディアフレームの開始以来どのく
らいの数のＣＲＣエラーが発生したのかを示す。ＣＲＣカウントは、ゼロというサブフレ
ームカウントがついたブフレームヘッダパケットが送信されるとリセットされる。ＣＲＣ
エラーの実際の数が２５５を超えると、この値は通常２５５で飽和する。
【０６０４】
　機能変更フィールドは、クライアントの機能の変化を示すために１バイトを使用する。
これは、ユーザが、マイク、キーボード、又はディスプレイ、あるいは何らかの他の理由
から周辺装置を接続する場合に発生するであろう。ビット「７：０」が０に等しいときに
は、機能は最後のクライアント機能パケットが送信されて以来変化しなかった。しかしな
がら、ビット［７：０］が１から２５５に等しいとき、機能は変更した。クライアント機
能パケットは、新しい表示特性を決定するために調べられる。
【０６０５】
　Ｈ．ビットブロック転送パケットの場合
　ウィンドウ左上座標Ｘ値フィールドとＹ値フィールドは、移動するウィンドウの左上角
の座標のＸ値とＹ値を指定するために、それぞれ２バイトを使用する。ウィンドウ幅フィ
ールドとウィンドウ高さフィールドは、移動するウィンドウの幅と高さを指定するために
それぞれ２バイトを使用する。ウィンドウＸ移動フィールドとＹ移動フィールドは、ウィ
ンドウがそれぞれ水平と垂直に移動されるピクセル数を指定するために、それぞれ２バイ
トを使用する。Ｙの正の値はウィンドウを下方に移動させ、負の値は上方に移動させるが
、通常、これらの座標は、Ｘの正の値によりウィンドウが右に移動し、負の値により左に
移動するように構成されている。
【０６０６】
　Ｉ．ビットマップ領域塗りつぶしパケット
　ウィンドウ左上座標Ｘ値フィールドとＹ値フィールドは、塗りつぶすウィンドウの左上
角の座標のＸ値とＹ値を指定するためにそれぞれ２バイトを使用する。ウィンドウ幅フィ
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ールドとウィンドウ高さフィールド（各２バイト）は、塗りつぶされるウィンドウの幅と
高さを指定する。ビデオデータフォーマット記述子フィールド（２バイト）は、ピクセル
領域塗りつぶし値のフォーマットを指定する。フォーマットはビデオストリームパケット
内の同じフィールドと同じである。ピクセル領域塗りつぶし値フィールド（４バイト）は
、前述されたフィールドによって指定されたウィンドウの中に充填されるピクセル値を含
む。このピクセルのフォーマットは、ビデオデータフォーマット記述子フィールドに指定
される。
【０６０７】
　Ｊ．ビットマップパターン塗りつぶしパケット
　ウィンドウ左上座標Ｘ値フィールドとＹ値フィールドは、塗りつぶされるウィンドウの
左上角の座標のＸ値とＹ値を指定するためにそれぞれ２バイトを使用する。ウィンドウ幅
フィールドと高さフィールド（各２バイト）は、塗りつぶされるウィンドウの幅と高さを
指定する。パターン幅フィールドとパターン高さフィールド（各２バイト）は塗りつぶし
パターンの幅と高さをそれぞれ指定する。２バイトのビデオデータフォーマット記述子フ
ィールドは、ピクセル領域塗りつぶし値のフォーマットを指定する。図１１は、ビデオデ
ータフォーマット記述子がどのようにしてコーディングされるのかを示す。フォーマット
はビデオストリームパケットの同じフィールドと同じである。水平パターン　オフセット
　フィールド（２バイト）は、画素データパターンについて、満たされるべき特定された
ウインドウの左側端部からの水平オフセットを特定する。特定されるべき値はパターン幅
フィールドの値よりも小さくされる。垂直パターン　オフセット　フィールド（２バイト
）は、画素データパターンについて、満たされるべき特定されたウインドウの上部端部か
らの垂直方向オフセットを特定する。特定される値はパターン高さフィールドにおける値
よりも小さくされる。
【０６０８】
　２－バイトのビデオ　データ　フォーマット　ディスクリプタ　フィールドはＰｉｘｅ
ｌ　Ａｒｅａ　Ｆｉｌｌ　Ｖａｌｕｅのフォーマットを特定する。図１１はビデオ　デー
タ　フォーマット　ディスクリプタ　がどのようにコード化されるかを示す。
【０６０９】
　パラメータＣＲＣフィールド（２バイト）は、パケット長からビデオフォーマット記述
子までのすべてのバイトのＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできない場合には、パケ
ット全体が廃棄される。パターンピクセルデータフィールドはビデオデータフォーマット
記述子により指定されるフォーマットの塗りつぶしパターンを指定する未処理ビデオ情報
を含む。データはバイトにパックされ、各行の第１のピクセルはバイト位置合わせされる
べきである。塗りつぶしパターンデータは一度に一行ずつ送信される。パターンピクセル
データＣＲＣフィールド（２バイト）はパターンピクセルデータだけのＣＲＣを含む。こ
のＣＲＣがチェックできない場合、パターンピクセルデータは依然として使用できるが、
ＣＲＣエラーコンテンツは増分される。
【０６１０】
　Ｋ．通信リンクデータチャネルパケット
　パラメータＣＲＣフィールド（２バイト）は、パケット長からパケットタイプまでのす
べてのバイトの１６ビットＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできない場合は、パケッ
ト全体が廃棄される。
【０６１１】
　通信リンクデータフィールドは、通信チャネルからの未処理データを含む。このデータ
は単にディスプレイのコンピュータデバイスに渡される。
【０６１２】
　通信リンクデータＣＲＣフィールド（２バイト）は、通信リンクデータだけの１６ビッ
トＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできない場合、通信リンクデータは依然として使
用されるあるいは有効であるが、ＣＲＣエラーカウントは増分される。
【０６１３】
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　Ｌ．インタフェースハンドオフ要求パケットの場合
　インタフェースタイプフィールド（１バイト）は使用する新しいインタフェースタイプ
を指定する。このフィールドの値は以下のようにインタフェースタイプを指定する。ビッ
ト７の値が「０」に等しい場合、タイプハンドオフ要求は順方向リンク向けであり、それ
が「１」に等しい場合は、タイプハンドオフ要求は逆方向リンク向けである。ビット６か
ら３は、将来の使用のために予約されており、通常はゼロに設定されている。ビット２か
ら０は、使用されるインタフェースタイプを定義するために使用され、１という値は、１
型モードへのハンドオフ、２という値は２型モードへのハンドオフ、３という値は３型モ
ードへのハンドオフ、及び４という値は４型モードへのハンドオフを意味する。「０」及
び５から７という値は代替モード又はモードの組み合わせの将来の指定のために予約され
ている。
【０６１４】
　Ｍ．インタフェースタイプ肯定応答パケット
　インタフェースタイプフィールド（１バイト）は、使用する新しいインタフェースタイ
プを確認する値を有する。このフィールドの値は、以下のようにインタフェースタイプを
指定する。ビット７が「０」に等しい場合、タイプハンドオフ要求は順方向リンク向けで
あり、変わりにそれが「１」に等しい場合は、タイプハンドオフ要求は逆方向リンク向け
である。ビット位置６から３は現在所望されるように他のハンドオフタイプを指定する際
に使用するために予約されており、通常ゼロに設定されている。ただし、ビット位置２か
ら０は、負の肯定応答、あるいは要求されたハンドオフが実行できないことを示す「０」
という値と共に使用するためのインタフェースタイプを定義するために使用され、「１」
、「２」、「３」及び「４」という値は、それぞれ１型モード、２型モード、３型モード
及び４型モードへのハンドオフを示す。５から７という値は所望されるようにモードの代
替指定と使用するために予約されている。
【０６１５】
　Ｎ．実行型ハンドオフパケット
　１バイトのインタフェースタイプフィールドは、使用する新しいインタフェースタイプ
を示す。このフィールドに存在する値は、タイプハンドオフが順方向リンク向けであるの
か、それとも逆方向リンク向けであるのかを判断するために、最初にビット７という値を
使用することによってインタフェースタイプを指定する。「０」という値は、タイプハン
ドオフ要求が順方向リンク向けであることを示し、「１」という値は逆方向リンクを示す
。ビット６から３は、将来の使用のために予約され、通常はゼロという値に設定されてい
る。ただし、ビット２から０は、使用されるインタフェースタイプを定義するために使用
され、値１、２、３及び４はそれぞれ１型モード、２型モード、３型モード、及び４型モ
ードへのハンドオフの使用を指定する。これらのビットに対する値０と５から７の使用は
将来の使用に予約されている。
【０６１６】
　Ｏ．順方向音声チャネルイネーブルパケット
　音声チャネルイネーブルマスクフィールド（１バイト）は、どの音声チャネルがクライ
アントでイネーブルされなければならないのかを示すフラグのグループを含む。１に設定
されるビットは、対応するチャネルをイネーブルし、ゼロに設定されるビットは対応する
チャネルをディスエーブルする。ビット０から５は、それぞれ左前チャネル、右前チャネ
ル、左後チャネル、右後チャネル、前中心チャネル、及びサブウーファーチャネルをアド
レス指定するチャネル０から５を指定する。ビット６と７は、将来の使用のために予約さ
れており、当面は通常ゼロに等しく設定されている。
【０６１７】
　Ｐ．逆方向音声サンプルレートパッケージ
　音声サンプルレートフィールド（１バイト）はデジタル音声サンプルレートを指定する
。このフィールドの値は様々な速度に割り当てられ、０、１、２、３、４、５、６、７、
及び８という値は８，０００、１６，０００、２４，０００、３２，０００、４０，００
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０、４８，０００、１１，０２５、２２，０５０、及び４４，１００毎秒サンプル（ＳＰ
Ｓ）を示すために使用され、９から２５４という値は、所望されるように代替速度と使用
するために予約されているため、それらは現在は「０」に設定されている。２５５という
値は逆方向リンク音声ストリームをディスエーブルするために使用される。
【０６１８】
　サンプルフォーマットフィールド（１バイト）は、デジタル音声サンプルのフォーマッ
トを指定する。ビット［１：０］が［０］に等しいとき、デジタル音声サンプルは線形フ
ォーマットを取り、それらが１に等しい時には、デジタル音声サンプルはμ法則フォーマ
ットを取る。それらが２に等しいとき、デジタル音声サンプルはＡ－法則フォーマットで
ある。ビット［７：２］は、所望されるように、音声フォーマットを指定する上での代替
使用に予約されており、通常はゼロに等しく設定されている。
【０６１９】
　Ｑ．デジタルコンテンツ保護オーバヘッドパケット用
　コンテンツ保護タイプフィールド（１バイト）は、使用されるデジタルコンテンツ保護
方法を指定する。１という値は高帯域幅デジタルコンテンツ保護システム（ＨＤＣＰ）を
示すが、「０」という値はデジタル伝送コンテンツ保護（ＤＴＣＰ）を示す。２から２５
５という値は、現在指定されていいないが、所望されるように代替保護方式との使用のた
めに予約されている。コンテンツ保護オーバヘッドメッセージフィールドは、ホストとク
ライアントの間で送信されるコンテンツ保護メッセージを含む可変長のフィールドである
。
【０６２０】
　Ｒ．透明色イネーブルパケット
　透明色イネーブルフィールド（１バイト）は、透明色モードがいつイネーブルされる、
あるいはディスエーブルされるのかを指定する。ビット０が０に等しい場合、透明色モー
ドはディスエーブルされ、それが１に等しい場合、透明色モードはイネーブルされ、透明
色は以下の２つのパラメータによって指定される。このバイトのビット１から７は、将来
の使用のために予約され、通常ゼロに等しく設定されている。
【０６２１】
　ビデオデータフォーマット記述子フィールド（２バイト）は、ピクセル領域塗りつぶし
値のフォーマットを指定する。図１１は、ビデオデータフォーマット記述子がどのように
してコーディングされるのかを示す。フォーマットは、通常ビデオストリームパケット内
の同じフィールドと同じである。
【０６２２】
　ピクセル領域塗りつぶし値フィールドは、前記に指定されるウィンドウの中に充填され
るピクセル値のために割り当てられる４バイトを使用する。このピクセルのフォーマット
はビデオデータフォーマット記述子フィールドに指定されている。
【０６２３】
　Ｓ．往復遅延測定パケット
　２バイトのパケット長フィールドは、パケット長フィールドを含まないパケット内のバ
イト総数を指定し、一実施形態では、１５９という固定長を有するように選択されている
。このパケットタイプを８２という値で識別する２バイトのパケットタイプフィールドは
、往復遅延測定パケットとしてパケットを識別する。ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールドは
、前記のように、クライアントＩＤとして将来使用するために予約されており、通常ゼロ
に設定されている。
【０６２４】
　一実施形態では、パラメータＣＲＣフィールド（２バイト）は、パケット長からパケッ
トタイプまでのすべてのバイトの１６ビットＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできな
い場合、パケット全体が廃棄される。
【０６２５】
　ガード時間１フィールド（ここでは６４バイト）は、クライアントのＭＤＤＩ＿Ｄａｔ
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ａラインドライバが、ホストのラインドライバがディスエーブルされる前にイネーブルで
きるようにするために使用される。クライアントは、ガード時間１のビット０の間にその
ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａラインドライバをイネーブルし、ホストはガード時間１の最後のビッ
トの前に完全にディスエーブルされるようにそのラインドライバをディスエーブルする。
ホストとクライアントは、それらがディスエーブルされていないとき、共にガード時間１
の間に論理ゼロレベルを駆動する。このフィールドの別の目的は、すべてのＭＤＤＩ＿Ｄ
ａｔａ信号が、クライアントが、ホストのラインドライバをディスエーブルする前にＭＤ
ＤＩ＿Ｓｔｂだけを使用して、クロック又はクロック信号の回復を開始できるほど十分な
時間論理ゼロレベルにあることを保証することである。
【０６２６】
　測定期間フィールドは、クライアントが、順方向リンクで使用されるデータレートの半
分で、０ｘｆｆという２つのバイト、及び０ｘ０という３０バイトに応答できるようにす
るために使用される６４バイトのウィンドウである。このデータレートは１という逆方向
リンクレート除数に相当する。クライアントは、それが測定期間の始まりであると知覚す
るとただちにこの応答を返す。このクライアントからの応答は、正確にリンクの往復遅延
に、ホストでの測定期間の第１のビットの開始後のクライアントの論理遅延を加えたもの
で、ホストで受信される。
【０６２７】
　全ゼロフィールド（２バイト）は、ホストとクライアント内のＭＤＤＩ＿Ｄａｔａライ
ンドライバが、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａが常に駆動されるように重複できるようにするために
ゼロを含んでいる。ホストはガード時間２のビット０の間にＭＤＤＩ＿Ｄａｔａラインド
ライバをイネーブルし、クライアントも測定期間の最後でそれが行ったように、論理ゼロ
レベルに信号を駆動する。
【０６２８】
　ガード時間２フィールド（６４バイト）の値は、往復遅延が測定期間で測定できる最大
量であるときにクライアントによって駆動される測定期間の重複を可能にする。クライア
ントはそのラインドライバをガード時間２のビット０の間にディスエーブルし、ホストは
ガード時間２の最後のビットの直後にそのラインドライバをイネーブルする。ホストとク
ライアントの両者とも、それらがディスエーブルされていないときガード時間２の間に論
理ゼロレベルを駆動する。このフィールドの別の目的は、すべてのＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信
号が、クライアントが、ホストのラインドライバをイネーブルした後に、ＭＤＤＩ＿Ｄａ
ｔａ０とＭＤＤＩ＿Ｓｔｂの両方を使用してクロック信号の回復を開始できるほど十分な
時間論理ゼロレベルにいることを保証することである。
【０６２９】
　Ｔ．順方向リンク歪み校正パケット
　一実施形態では、パラメータＣＲＣフィールド（２バイト）は、パケット長からパケッ
トタイプまでのすべてのバイトの１６ビットＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできな
いと、パケット全体が廃棄される。
【０６３０】
　全ゼロ１フィールドは、パラメータＣＲＣフィールドの最後において、ＭＤＤＩ＿Ｓｔ
ｂ上の移行が存在するであろうことを確実にするために１バイトを使用する。
【０６３１】
　校正データシーケンスフィールドは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号をデータ期間ごとにトグ
ルさせるデータシーケンスを含む。校正データシーケンスフィールドの長さは順方向リン
クにおいて使用されるインターフェイスにより決定される。校正データシーケンスの処理
中、ＭＤＤＩホストコントローラはすべてのＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号をストローブ信号に
等しく設定する。校正データシーケンスフィールドはクライアントディスプレイによって
受信されているが、クライアントクロック回復回路は、データクロックを回復するために
ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ　ＸｏｒＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０よりむしろＭＤＤＩ＿Ｓｔｂだけを使用
するべきである。校正データシーケンスフィールドの始まりのＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号の正
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確な位相に応じて、校正データシーケンスは通常、このパケットが送信されるときに使用
されるインタフェースタイプに基づいて、以下の１つとなる。
【０６３２】
　Ｉ型－　　　（６４バイトデータシーケンス）０ｘａａ，ｏｘａａ．．．ｏｒ０ｘ５５
，０ｘ５５．．．
　ＩＩ型－　　（１２８バイトデータシーケンス）０ｘｃｃ，０ｘｃｃ．．．ｏｒ０ｘ３
３，０ｘ３３．．．
　ＩＩＩ型－　（２５６バイトデータシーケンス）０ｘｆ０，０ｘｆ０．．．ｏｒ０ｘ０
ｆ，０ｘｆ０．．．
　ＩＶ型－　　（５１２バイトデータシーケンス）０ｘｆｆ，０ｘ００，０ｘｆｆ，０ｘ
００．．．０ｒ０ｘ００，０ｘｆｆ，０ｘ００，０ｘｆｆ
　１型インタフェースと２型インタフェース両方のためのＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ波形とＭＤ
ＤＩ＿Ｓｔｂ波形の例は、それぞれ図６２Ａと図６２Ｂに示されている。
【０６３３】
　ＸＶＩＩ．結論
　本発明の多様な実施形態は前述されてきたが、それらが例証としてのみ提示され、制限
ではないことが理解されるべきである。したがって、本発明の幅及び範囲は、前述された
例示的な実施形態のいずれによっても制限されるべきではなく、添付請求項及びその同等
物に従ってのみ定義されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【０６３４】
【図１Ａ】ポータブルコンピュータ又は他のデータ処理装置と関連する、マイクロディス
プレイ装置又はプロジェクタの使用を含む、本発明の実施形態が動作する可能性がある基
本的な環境を示す図である。
【図１Ｂ】マイクロディスプレイ装置又はプロジェクタ、及び無線トランシーバと関連し
て使用される音声プレゼンテーション要素の使用を含む、本発明の実施形態が動作する可
能性のある基本的な環境を示す図である。
【図１Ｃ】ポータブルコンピュータで使用される内蔵ディスプレイ又は音声プレゼンテー
ション装置の使用を含む、本発明の実施形態が動作する可能性のある基本的な環境を示す
図である。
【図１Ｄ】無線トランシーバで使用される内蔵ディスプレイ要素又は音声プレゼンテーシ
ョン要素の使用を含む、本発明が動作する可能性のある基本的な環境を示す図である。
【図２】ホストとクライアント相互接続のモバイルデジタルデータインタフェースの全体
的な概念を示す図である。
【図３】クライアントデバイスからホストデバイスへのデータ転送を実現するために有効
なパケットの構造を示す図である。
【図４】ＭＤＤＩリンクコントローラの使用、及びＩ型インタフェース用物理データリン
ク導線上でのホストとクライアント間で受け渡される信号の種類を示す図である。
【図５】ＭＤＤＩリンクコントローラの使用、及び２型インタフェース、３型インタフェ
ース、及び４型インタフェース用の物理データリンク導線上で、ホストとクライアントの
間で受け渡される信号の種類を示す図である。
【図６】インタフェースプロトコルを実現するために使用されるフレームとサブフレーム
の構造を示す図である。
【図７】インタフェースプロトコルを実現するために使用されるパケットの一般構造を示
す図である。
【図８】サブフレームヘッダパケットのフォーマットを示す図である。
【図９】フィラーパケットのフォーマット及びコンテンツを示す図である。
【図１０】ビデオストリームパケットのフォーマットを示す図である。
【図１１】図１０で使用されるビデオデータフォーマット記述子のフォーマットとコンテ
ンツを示す図である。
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【図１２】データのパックフォーマットとアンパックフォーマットの使用を示す図である
。
【図１３】音声ストリームパケットのフォーマットを示す図である。
【図１４】データのためのバイト位置合わせされたＰＣＭフォーマットとパックされたＰ
ＣＭフォーマットの使用を示す図である。
【図１５】ユーザにより定義されるストリームパケットのフォーマットを示す図である。
【図１６】カラーマップパケットのフォーマットを示す図である。
【図１７】逆方向リンクカプセル化パケットのフォーマットを示す図である。
【図１８】クライアント機能パケットのフォーマットを示す図である。
【図１９】キーボードデータパケットのフォーマットを示す図である。
【図２０】ポインティングデバイスデータパケットのフォーマットを示す図である。
【図２１】リンクシャットダウンパケットのフォーマットを示す図である。
【図２２】クライアント要求ステータスパケットのフォーマットを示す図である。
【図２３】ビットブロック転送パケットのフォーマットを示す図である。
【図２４】ビットマップ領域塗りつぶしパケットのフォーマットを示す図である。
【図２５】ビットマップパターン塗りつぶしパケットのフォーマットを示す図である。
【図２６】通信リンクデータチャネルパケットのフォーマットを示す図である。
【図２７】インタフェース型ハンドオフ要求パケットのフォーマットを示す図である。
【図２８】インタフェース型肯定応答パケットのフォーマットを示す図である。
【図２９】実行型ハンドオフパケットのフォーマットを示す図である。
【図３０】順方向音声チャネルイネーブルパケットのフォーマットを示す図である。
【図３１】逆方向音声サンプルレートパケットのフォーマットを示す図である。
【図３２】デジタルコンテンツ保護オーバヘッドパケットのフォーマットを示す図である
。
【図３３】透明色イネーブルパケットのフォーマットを示す図である。
【図３４】往復遅延測定パケットのフォーマットを示す図である。
【図３５】往復遅延測定パケットの間のイベントのタイミングを示す図である。
【図３６】本発明を実現するために有効なＣＲＣジェネレータ及びチェッカのサンプルイ
ンプリメンテーションを示す図である。
【図３７Ａ】データパケットを送信するときの図３６の装置のＣＲＣ信号のタイミングを
示す図である。
【図３７Ｂ】データパケットを受信するときの図３６の装置のＣＲＣ信号のタイミングを
示す図である。
【図３８】競合のない典型的なサービス要求のための処理ステップを示す図である。
【図３９】リンク起動を競合する、リンク再起動シーケンスが開始した後に確かめられた
典型的なサービス要求の処理ステップを示す図である。
【図４０】ＤＡＴＡ－ＳＴＢ符号化を使用してどのようにしてデータシーケンスを送信で
きるかを示す図である。
【図４１】ホストで入力データからＤＡＴＡ信号とＳＴＢ信号を発生させ、その後クライ
アントでデータを回復するために有効な回路網を示す図である。
【図４２】一実施形態を実現するために有効なドライバと終端レジスタを示す図である。
【図４３】ホストからサービスを保証するためにクライアントによって、及びこのような
サービスを提供するためにホストによって利用されるステップ及び信号レベルを示す図で
ある。
【図４４】Ｄａｔａ０、他のデータライン（ＤａｔａＸ）、及びストローブライン（Ｓｔ
ｂ）での遷移間の相対的な間隔を示す図である。
【図４５】ホストが、パケット転送後にホストドライバをディスエーブルするときに発生
することがある応答の遅延の存在を示す図である。
【図４６】ホストが、ホストドライバがパケットを転送できるようにイネーブルするとき
に発生することがある応答の遅延の存在を示す図である。
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【図４７】転送されているデータのタイミングとストローブパルスの前縁と後縁の間のホ
スト受信機入力での関係性を示す図である。
【図４８】切り替え特性及び逆方向データタイミングによって生じる対応するクライアン
ト出力遅延を示す図である。
【図４９】状態機械を使用して同期を実現できる信号処理ステップと条件の高水準図であ
る。
【図５０】ＭＤＤＩを利用するシステムでの順方向経路と逆方向経路での信号処理につい
て遭遇される典型的な遅延量を示す図である。
【図５１】境界の往復遅延測定を示す図である。
【図５２】逆方向リンクデータレート変化を示す図である。
【図５３】逆方向速度除数対順方向リンクデータレートの値のグラフィック表現を示す図
である。
【図５４Ａ】インタフェースの動作で講じられるステップを示す図である。
【図５４Ｂ】インタフェースの動作で講じられるステップを示す図である。
【図５５】インタフェース装置処理パケットの概要を示す図である。
【図５６】順方向リンクパケットのフォーマットを示す図である。
【図５７】Ｉ型リンクインタフェースの伝搬遅延及び歪みの典型的な値を示す図である。
【図５８】インタフェースを通じた例示的な信号処理のためのＩ型リンクのＤａｔａ、Ｓ
ｔｂ、及びクロック回復タイミングを示す図である。
【図５９】２型、３型又は４型リンクインタフェースの伝搬遅延及び歪みのための典型的
な値を示す図である。
【図６０Ａ】理想的である早いデータ信号と、互いに関するＭＤＤＩ＿Ｓｔｂのタイミン
グのための様々な可能性を示す図である。
【図６０Ｂ】理想的である遅いデータ信号と、互いに関するＭＤＤＩ＿Ｓｔｂのタイミン
グのための様々な可能性を示す図である。
【図６０Ｃ】理想的である遅いデータ信号と、互いに関するＭＤＤＩ＿Ｓｔｂのタイミン
グのための様々な可能性を示す図である。
【図６１】Ｉ型／２型インタフェースと共に使用されるインタフェースピン割り当て例示
的なコネクタを示す図である。
【図６２Ａ】１型インタフェースのための考えられるＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ波形とＭＤＤＩ
＿Ｓｔｂ波形を示す図である。
【図６２Ｂ】２型インタフェースのための考えられるＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ波形とＭＤＤＩ
＿Ｓｔｂ波形を示す図である。
【図６３】状態機械を使用して同期を実現できる代替の信号処理ステップと条件の高水準
図を示す図である。
【図６４】一連のクロックサイクルの間の相対的なタイミングと、多様な逆方向リンクパ
ケットビットと除数値のタイミングとを示す図である。
【図６５】例示的なエラーコード転送処理を示す図である。
【図６６】エラーコード転送処理に有効な装置を示す図である。
【図６７Ａ】コード過負荷のためのエラーコード転送処理を示す図である。
【図６７Ｂ】コード受信のためのエラーコード転送処理を示す図である。
【図６８Ａ】ホストによって起動されるウェークアップのための処理ステップを示す図で
ある。
【図６８Ｂ】クライアントによって起動されるウェークアップのための処理ステップを示
す図である。
【図６８Ｃ】ホストと、競合状態のあるクライアントによって起動されるウェークアップ
のための処理ステップを示す図である。
【図６９】要求ＶＣＰ特徴パケットのフォーマットを示す図である。
【図７０】ＶＣＰ特徴応答パケットのフォーマットを示す図である。
【図７１】ＶＣＰ特徴応答パケットリストのフォーマットを示す図である。
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【図７２】セットＶＣＰ特徴応答パケットのフォーマットを示す図である。
【図７３】要求有効パラメータパケットのフォーマットを示す図である。
【図７４】有効パラメータ応答パケットのフォーマットを示す図である。
【図７５】アルファカーソル画像機能パケットのフォーマットを示す図である。
【図７６】アルファカーソル透明マップパケットのフォーマットを示す図である。
【図７７】アルファカーソル画像オフセットパケットのフォーマットを示す図である。
【図７８】アルファカーソルビデオストリームパケットのフォーマットを示す図である。
【図７９】スケーリング済みのビデオストリーム機能パケットのフォーマットを示す図で
ある。
【図８０】スケーリング済みのビデオストリームセットアップパケットのフォーマットを
示す図である。
【図８１】スケーリング済みのビデオストリーム肯定応答パケットのフォーマットを示す
図である。
【図８２】スケーリング済みのビデオストリームパケットのフォーマットを示す図である
。
【図８３】特殊ステータス要求パケットのフォーマットを示す図である。
【図８４】有効ステータス応答リストパケットのフォーマットを示す図である。
【図８５Ａ】パケット処理遅延パラメータパケットのフォーマットを示す図である。
【図８５Ｂ】遅延パラメータリストアイテムのフォーマットを示す図である。
【図８６】パーソナルディスプレイ機能パケットのフォーマットを示す図である。
【図８７Ａ】クライアントエラーレポートパケットのフォーマットを示す図である。
【図８７Ｂ】エラーレポートリストアイテムのフォーマットを示す図である。
【図８８】クライアント識別パケットのフォーマットを示す図である。
【図８９】代替表示機能パケットのフォーマットを示す図である。
【図９０】レジスタアクセスパケットのフォーマットを示す図である。
【図９１Ａ】可視アーチファクトを削減するための２つのディスプレイバッファの使用を
示す図である。
【図９１Ｂ】可視アーチファクトを削減するための２つのディスプレイバッファの使用を
示す図である。
【図９１Ｃ】可視アーチファクトを削減するための２つのディスプレイバッファの使用を
示す図である。
【図９２】画像転送より高速のディスプレイリフレッシュ付きの２つのバッファを示す図
である。
【図９３】画像転送より低速のディスプレイリフレッシュ付きの２つのバッファを示す図
である。
【図９４】画像転送よりはるかに高速のディスプレイリフレッシュ付きの２つのバッファ
を示す図である。
【図９５】画像転送より高速のディスプレイリフレッシュ付きの３つのバッファを示す図
である。
【図９６】画像転送より低速のディスプレイリフレッシュ付きの３つのバッファを示す図
である。
【図９７】画像転送より高速のディスプレイリフレッシュ付きの１つのバッファを示す図
である。
【図９８】デイジーチェーンとハブを介するホスト－クライアント接続を示す図である。
【図９９】ハブとデイジーチェーンの組み合わせを介して接続されるクライアントデバイ
スを示す図である。
【図１００】カラーマップを示す図である。
【図１０１】リーケージ電流分析を示す図である。
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